
    
      
        
      
    

  




この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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エルフ奴隷と築くダンジョンハーレム

―異世界で寝取って仲間を増やします―


火野あかり












プロローグ












　真夜中の一ひと目め惚ぼれだった。

　相手は酒場の入口の柵さくに繫つながれた、長く尖とがった耳をした金髪の少女。

　少女は重そうな首輪から伸びる太い鎖くさりに繫がれ、両足を繫ぐ短い鎖で動きを制限され、見み世せ物もののように晒さらされていた。

　世界からはじき出されたような顔をして座り込む少女の種族が人間ではなくエルフであること、身分が奴ど隷れいであることはすぐにわかった。

　首から下げられた木の値ね札ふだは文字がかすれていて値段はよく読めない。木に滲にじむ黒い跡はおそらく血が乾いたものだろう。少女自身が爪つめで削けずったのだと思う。少なくとも、この少女は奴隷であることを受け入れてはいないのだ。

　闇やみの中、黒髪の少年マルスには、少女の夜風になびく金色の髪が美しい月に見えた。

　あちこちが膨ふくらむ抜ばつ群ぐんのプロポーションに、人形じみていると思うほど整った顔の造形もマルスの目を引く。

　せっかくの透き通るような白い肌はだが泥どろなどで汚れてしまっていて、ろくに風呂にも入れられていないのだと推すい測そくされる。

　少女の薄氷色アイスブルーの瞳ひとみに光はなく、どこを見るでもない空くう虚きよな視線を宙に漂わせていた。

　値札に書かれた桁けた数すうの痕こん跡せきを見るに、少女の値段は立りつ派ぱな家を数軒買えるであろう価格だ。だがしかし、マルスにとって金額はどうでもよかった。

　麻あさ袋ぶくろ色いろをした薄汚い服を着せられているだけの少女を視界に入れた瞬間、マルスの心と運命は決まっていたのかもしれない。

「よかったら俺と一緒に来ないか？」

「……」

　マルスは近づき、優しく声をかけた。少女は答えないが、顔だけを上げてマルスを見み据すえる。

　何も言わない少女の瞳はマルスに「助けて」と言っているように見えた。

「おいで。これから一緒に生きていこう。俺も、ひとりなんだ」

　マルスは手を伸ばし朗ほがらかに笑う。

　笑っているのに泣いているようにも見えるマルスの顔を見たエルフの少女リリアは、小さく頷うなずき、伸ばされたマルスの手にそっと触れた。

　こうして同じ目をした一人と一人は二人になった。








第１話












　半年後――。

　マルスとエルフの奴ど隷れいリリアは、『セクメト』と呼ばれるダンジョンを中心に作られた迷宮都市にいた。

　街は喧けん騒そうに溢あふれ、弓や剣などの武器を持つ物ぶつ騒そうな人間が大多数を占める場所だ。

　世界的に有名な七大ダンジョンと比べると見劣りする小さなダンジョンだが、発見されてから二十年、いまだ攻略者がいない難なん攻こう不ふ落らくのダンジョンでもある。

　こういった迷宮都市と呼ばれる場所は世界の至いたる所にあった。

　この時代、世界を回している中心は、ありとあらゆる願望を叶かなえることができるかもしれない、その可能性を持つダンジョンだった。

　人ごみをすり抜けるようにマルスはリリアの手を引いて歩く。

「今日は少しダンジョンに入ってみないか？　低階層の探索ツアーで、ちょっと小こ遣づかい稼かせぎをさ。実のところ、宿屋の代金を払ったから俺は無む一いち文もんに近いんだ」

「ええ、もちろん。低階層までなら危険もほとんどないと聞きますし、私たちふたりでも楽勝でしょう。それにこれでも私は強いですからね！」

　リリアは嫌な顔一つせず、小さなガッツポーズと共に返答した。

　現代の価値観を持つマルスからすると、男が金を持っていないと言うことへの反応が少々怖かったのだが、その心配は杞き憂ゆうに終わってくれた。金銭で人を見たりしないとは知っていても、リリアが女の子である以上、やはり不安ではあった。




　マルスは転生者だ。現在十七歳。

　二十九歳のときに死んだのだが、次の瞬間、新たな生を得た。

　その世界で与えられた名はマルス・アーヴィング。

　それから十七年、新世界で普通の範囲を逸いつ脱だつしないように生きてきた。

　自身が日本という異世界から転生してきていることはリリアにも言っていない。説明が難しいし、あまりに突とつ拍ぴよう子しもなさすぎて信じてもらえる気がしないからだ。うまく言葉にできる自信もない。

　マルスになってから、野心はあまりない。蹴け落おとしたり、蹴落とされる生活にほとほと嫌気がさしていたからだ。

　現在のマルスとしての望みは、リリアと過ごすゆったりしたスローライフだ。

　マルスの定義するスローライフは、会社や誰かに命令されて行動することのない人生。

　自分の思うように、後ろからせっつかれずに生きていく。それこそが望みである。

　リリアが戦えるのはマルスも知っている。リリアの背中にはマルスが大たい枚まいをはたいて買った立りつ派ぱな弓があるし、練習も兼かねて実際に射うつところも見たことがある。だがしかし、実戦には至っておらず、強いかどうかまでは知らない。

「強いの？　そんなに可愛かわいいのに？」

「容姿と強さには何も関連はないと思いますけれど……――ご主人様はそんな扱いを致しませんが、私はエルフですよ。種族的な優位性により、人間よりも魔法も弓も得意なのです。生まれ持った魔力量にも圧倒的な差がありますし、長命なぶん、学ぶ時間もありますからね。脆ぜい弱じやくな人間に劣るところなどありません。――あ、ご主人様は、マルスだけは別ですよ？」

　リリアはマルスが人間であることを思い出し慌あわてて庇かばうも、歩くだけでふるふる揺れる大きな胸を張り、誇らしげな顔だ。

　リリアはエルフという自分の種族に誇りを持っており、逆に人間を見下している。

　これまでのリリアの人生の大半は人間の下で過ごす奴隷生活で、その反動として強い反骨心を持つようになり、人間を過か剰じように見下すようになってしまったのだろうとマルスは考えている。そうでもしないと心が耐えられなかったのだろうとも。




　出会った当初と比べてリリアはかなり明るくなった。最初は本当に死んだ目をしていたのだ。

　少し高たか飛び車しやでクールで強気なところが最高に可愛いとマルスは思う。

　なにより、リリアの本当の姿をマルスだけは知っている。人間という種族を見下しつつも人間の食生活には興味津しん々しんで、甘いものが大好きなことも、心を開いた相手にはべたべたに甘えたいタイプなのだということも。

　基本的にリリアは冷静で落ち着いた話し方をするのだが、マルスとふたりきりで人の目がないときは甘えた声を出すことも多い。日頃ツンツンしているのに、実は結構甘えたがり。そういったギャップがマルスを余計に燃え上がらせている。

「俺の彼女は最高だな……この見た目で中身まですごいなんて。ダンジョンから帰ったらまた服を買いに行こう。アクセサリーとかも」

「それはとても嬉うれしいですが……私たちが経済的に追い込まれているのは、主にそういった無む駄だ遣づかいのせいでは……？」

　リリアは照てれながらも若じやつ干かん複雑な表情を浮かべ、自みずからの着ている服を見る。生き地じの段階からもうすでに高級品で、さらに細こまかな刺し繡しゆうや裏地にまでこだわりが見える服だ。これ一着でどれくらいの食料が手に入るのだろう、とリリアは現実的に考えてしまう。

　経済的な困こん窮きゆうの理由は明らかだった。

　マルスがリリアを溺でき愛あいしすぎていることだ。マルスは何をするにもリリアを喜ばせようとするのである。

　泊まる宿は必ず街で一番高級なところだし、飲食店に入るときも邪魔が入らないよう個室で楽しめる高いところを選ぶ。毎日のようにリリアの服を買いあさり、最近では職人に依頼してオーダーメイドのものまでこしらえる始し末まつだ。そんな貴族も真っ青なほどの豪勢な生活をしていれば、お金が底をつくのも当然と言えた。

「リリアのものを買うのが無駄遣いなわけないだろ？　俺の優先順位はリリアから始まるんだから。一にリリア、二にリリアだ。それにさ、可愛い子が着飾るのはもはや義務みたいなものだよ」

「ご主人様。私が言うのも変な話ですが、私は奴隷ですよ？　ありとあらゆる権利を奪われ、使し役えきされるだけの道具が本来の奴隷というもの。――ご主人様は私に甘すぎると思います！」

　頰ほおを小さく膨ふくらませて怒ったような顔をするリリアだが、そんな顔をされてもマルスは喜んでしまうだけだ。ただただ可愛いという感想しか出てこない。

「だって可愛くて可愛くてもう……そのぷくーってしてる顔も可愛いよ。それに甘やかされるのがリリアの仕事だからね」

「そ、そんな仕事……少し引け目を感じてしまいますよ？　単なる穀ごく潰つぶしのようで……もう少し役に立ちたいのです。よ、夜のほうも私ばかり良くしてもらっていますし……」

「俺の奴隷になるってことは、いい服を着ていいものを食べて、できるだけ楽しく過ごすことを強制されるってことだからね。リリアの嬉しそうな顔だけで癒いやし成分抜ばつ群ぐんだから十分役立ってるよ。夜の方も俺のほうが満足してる自信がある。――甘やかされるのは嫌？」

「いいえ、とても幸せで……こんな穏おだやかな時間は私の長い人生にはありませんでしたから、いつか終わる日が来てしまうのが怖いのです」

　ふたりが奴隷と主人として過ごした時間はほとんどない。

　最初こそ心を開いてくれなかったリリアだが、むしろ奴隷にも近いマルスの渾こん身しんの奉ほう仕しにより心を開き始め、恋人同士の関係になるまでにかかった時間はそれほど長くはなかった。

　今では毎晩濃密に愛し合うほど親しい関係だ。

　マルスは人ごみの中からリリアを引っ張り出し、街の喧騒に負けないようリリアの長い耳元で囁ささやく。

「大丈夫。これからもずっと続くよ。そのためにこの迷宮都市に来たんだから」

「いつもいつでもいつまでも、ご主人様とならどこへでもお付き合いします。たとえ危険なダンジョンだとしても、地の果てまでも」

「危険なことにはならないよ。俺が守るから。だから笑ってて」

　マルスの声にリリアは顔を赤くして、握る手をぎゅっと少し強くする。

　ふたりは人が集まっていく方向に歩いていった。




　――俺の人生がこんなに楽しくなるなんて。リリアに会えて本当に良かった。

　指先から伝わる少し冷たいリリアの体温がマルスの生を温めてくれる。

　マルスがこの世界に来てから十七年経たっているが、幸せなのは今が一番だ。

　魔法が存在しエルフをはじめとする亜あ人じんすら存在する、ＲＰＧの世界にも似た空気の世界は、普通に生きているだけでも十分に楽しい。

　電気文明ではないため娯ご楽らくは現代日本より圧倒的に少ないが、普通に存在するあれこれがマルスには刺激的なのである。

　前世での知識も役に立つことが多いのも助かった。

　義務教育が充実していないこの世界において、皆が学校で学ぶ当たり前の知識や、計算法など様々な思考の方法について最初から知っているということは大きなリードだ。

　多少数字の概がい念ねんが違っていても応用は効きく。マルスの元になった人間は、勉強が得意だった。

　何をどうすれば効率よく生きていけるか。技術や知識を身につけていくことができるか。

　大多数が大人になる過程で身につけていく考え方を、生まれながらに持っている。

　何より、この世界はマルスからすると自由。

　学校を出て就職して、という定番ルートがあまりなく、定職に就ついて働きたい者はどこかに勤め、冒険をしたい者は冒険をするなど、選択肢しは様々なのだ。

　学校自体、平民には縁えん遠どおいものでもあった。多くの学校は貴族により運営され、貴族が通うものなのである。

　学習の機会は均きん等とうではなく、平民は平民として、貴族は貴族としてということだ。

　貴族が当たり前に存在する世の中、平民に生まれた時点でその身分は確定しており、下げ克こく上じようは難しい。生まれついて搾さく取しゆされる側とする側で分けられている。それならば、好き放題生きるのが得策だと、転生したマルスは考えた。

　現代知識を使ってビジネスを始めれば成功は難しくないと思うも、面めん倒どうだし目立ちたくないし、その先に自身の望むものはない。

　マルスは十五歳のときに旅に出た。それまではどこにでもいる農家の少年だった。

　旅に出た理由は新しい職業【ダンジョン冒険者】に憧あこがれてしまったからだ。

　ダンジョン攻略という概念は、ここ数十年で確立した比較的新しいものである。

　これまでもダンジョンそのものは存在したのだが、冒険者と呼ばれる者も積極的に挑いどむことはなかった。

　ダンジョン内に潜ひそむ、地上のものよりも危険な魔物の存在や、いくつものトラップがあるのはわかっていたし、踏とう破はした者がいなかったため、命をかけてまで積極的に挑む理由がなかったのである。

　しかし、そんな冒険者業界に激震が走った。

　五十年前、ついに小さなダンジョンの一つを踏破した者が現れたのだ。

　彼は語った――。

　ダンジョン最さい奥おう部、そこは光り輝く別世界だった。

　金銀財宝煌きらめく空間に、誰でも固有のスキルや、存在しないと思われていた魔法を身につけることのできる【禁きん忌きの魔本】があった。

　魔法の込められた武器や防具が所狭しと並べられていた。

　そこはまさに桃とう源げん郷きようだった――と。

　それからの世界は、たった数年でめまぐるしく変わった。

　かつて危険で人が寄りつかなかったダンジョンの周りには、武器や防具、薬などを売る商人が店を構え始め、ダンジョン攻略に来た冒険者のために宿屋や、仲間を募集するための仲ちゆう介かい所じよ、酒場などが乱立し、いつしか【迷宮都市】と呼ばれる大きな街になっていった。

　そんな【迷宮都市】の中でも一ひと際きわ大きいのが、七大ダンジョンと呼ばれる巨大なダンジョンを中心としたものだ。

　七大ダンジョンは入った者が誰ひとりとして生きて帰ってくることがなかったダンジョンで、当然踏破もされていない最高難易度と想定される場所だ。

　他のダンジョンについては、マルスが十五歳になったときには何人もの踏破者が存在するようになり、金も名誉もある【ダンジョン冒険者】と呼ばれる者たちが人々の憧れとなっていたのだ。

　踏破した者は一いつ攫かく千せん金きんを成し得、ダンジョンの最奥でまれに手に入る魔法の本はなんの才能もない人間すら一級の【魔道士】や【剣士】に変えたりする。それらの本は【禁忌の魔本】と呼ばれた。

　魔法の武器や防具、道具などは存在するが、読むだけで魔法が使えるようになる本などダンジョンから手に入るもの以外存在しない。しかもその魔法はこの世界の常識や基準から考えても特別な魔法と言えた。

　ダンジョンを踏破すれば、退屈な日常は一変する。

　生まれも育ちも権力も、何もかもがひっくり返る。

　ダンジョン攻略へと多くの人が踏み出すのは無理もないことだった。

　マルスも例外ではなく【ダンジョン冒険者】を目指すこととなる。

　ダンジョンの冒険譚たんを聞いている限り、ゲームなどで得た定番知識が多少は使えそうな感もあったし、しばらくの間は廃すたれることのなさそうな職業でもあったからである。

　それに何よりマルスには才能があった。転生者だからこそ得られた才能だ。

　世界やダンジョンに関しての疑問はマルスの中にいくつもあった。だが、それは前世でも同じだったので、気にしても仕方ないとあっさり考えるのをやめた。

　この世界ではマルスはあまりモノを考えていない。悩みに悩んでも解決しない事こと柄がらがあるのを知っているからである。気の滅め入いることはしたくない。今はリリアに好かれることだけを考えればそれで十分だ。

　ダンジョン攻略において、マルスが何より興味があったのは【禁忌の魔本】。

　魔法が存在する世界であってもやはり規格外な代しろ物ものに思えた。ファンタジーの世界ならばそれに則そくして生きていきたいとおぼろげに思っていたマルスはそれについて調べた。

　本来なら使用することなどできない魔法や体術、剣術などが【禁忌の魔本】を読むだけで使えるようになるということは、体の構造などを最適な状態に変質させるからだとマルスは考える。この世界の魔法がそんな体の変化をもたらすことをマルスは誰より知っていた。

　――つまり、寿じゆ命みようを延のばしたりすることも理屈の上では可能なはず。




　これまでは可能性があるという範囲でしかなかったその考えが明確な方向性を持ち出したのは、半年前、リリアと出会ってから。

　エルフの寿命は人間のおよそ十倍。病気や外傷などがなければ千年生きる個体もそれほど珍めずらしくはないとリリアは言う。

　それに比べて人間の寿命は百年に満たない。

　リリアの隣で生きていくことを考えるならば、あまりに短い時間だ。




　――俺はもう、リリアにあんな寂さびしい思いをさせたくない。ひとりにはさせない。

　この先もずっとリリアと一緒に生きていく。そのためにはダンジョンを攻略し、【禁忌の魔本】を手に入れて寿命を延ばすしかないと考え始めていた。

　心を殺して不ふ遇ぐうな環境に耐えていたリリアにマルスは希望を与えた責任を取る必要がある。

　この世界に来た理由はわからない。それでも、この世界で生きていく理由はできた。








第２話












「まとまった金が入ったらリリアの弓も新調したいなー」

「せっかく購入してくださったものですし、この弓のままでも問題ありませんよ？　人間社会では『エルフは弓を択えらばず』というようなことわざがあるくらいですから」

　リリアは見るからに誇らしげだ。

「弘こう法ぼう筆を択ばず、みたいなもんか。でも魔法の弓とか欲しくない？　魔法の武器ってすごいよ」

「矢のほうに自前で付ふ与よしているので、それほどは……強しいて言うならもう少し軽いものが欲しいかなとは思いますけれど……私の弓きゆう術じゆつは人間のそれとは違うので、重いと少し扱いにくいのですよ」

「おっぱい大きいもんな……横よこ射うちの弓みたいなのがあれば一番いいのかな」

　少し照てれながらリリアは頷うなずく。

　リリアは左手に持った弓を水平に寝かせて射うっている。横射ちの弓の射しや法ほうだ。

　胸が邪魔で通常の射ち方ができないのである。それでも命中率が高いのだからすごいと素直に思う。

「買うにしても魔法の武器は高価ですから、今しばらくはこのままで構いません。偶然手に入るようなことがあれば、でいいですよ。それよりご主人様の装備品のほうが重要です。基本的に、奴ど隷れい用ならばお下がりで十分というのが一般の風ふう潮ちようですよ。命の価値が違いますから」

「あー、俺はいいよ。それに命の価値はみんな同じだ。上も下もない。というかリリアの命の方が俺的には上」




　マルスがもともと持っていた装備の大半、それと十七年間貯ためたなけなしの金と一年前の臨時収入の一部は、リリアの購入の際にほとんどなくなってしまった。

　マルスが持っているのは安っぽい短剣二本だけ。短剣は戦闘用というより、主に日常生活で食材を切ったりするための道具。要するに、マルチな用途に使える包丁に近いものだ。

　リリアを買ったあとに残っていたいくらかの金も、リリアの服やアクセサリー、宿代、食事代に消えたので、マルスは資産と呼べるほどの金銭は持ち合わせていない。

　前世では貯金したまま一切浪費することなく死んでしまったマルスは、こちらの世界に生まれ直してからは少々刹せつ那な的なところがあった。

　マルスが望む生活はマイルドヤンキーじみたもの。前世とは百八十度逆だ。

　早くに結婚して子供を作って、家を建てて休日は仲間と遊ぶ。

　前世でのマルスは彼らを馬ば鹿かにしていたが、今にして思えばそれが理想のような気がする。

　――貯金なんて、死んだら何の意味もない。

　マルスは身をもってそれを知っているから、そんなには貯金にこだわらない。元来、金にそれほど興味がないのもあった。

「マルスに出会ってからというもの、私は贅ぜい沢たくを覚えすぎているような気がします」

「別にいいじゃないか。楽しい嬉うれしいは人生には大事なことだからな」

　マルスがリリアに思う存ぞん分ぶん贅沢をさせるのは、この世界で金を持っていても特に買うものがないからというのも大きい。

　技術発展の進んでいないこの世界では、車すらない。つまり高級車をはじめとする富の象徴といったものが少ない。

　食事もクオリティは高くないが、この世界にしか味の基準がないリリアには十分満足できるものを思う存分食べさせている。料理の勉強もレシピをレストランから高額で買い取るなどかなり頑張っている。

　美お味いしそうに食べているリリアの姿を眺ながめているだけで愛いとおしく思えた。

　恋人でありながら、娘を見ているような気分にもさせられるのだ。

「まぁ……肉があれほど美味なものだというのは知りませんでしたけれどね。もっと臭いものだと思っていました」

「種類を選べばだけどね。人間が食べるような肉はあんまり臭みがないから、リリアも食べられるみたいだな」

　種族的に菜食主義者かと思われたリリアだったが、肉を食べさせてみると意外と反応は悪くなかった。




「さ、そろそろダンジョンの入口に着くぞ。ちょっと楽しみだ」

　あまり金に興味がないマルスの興味の対象は、魔法など、この世界でしか体験できないものだ。だからマルスが今夢中になっているのは、リリアとの交遊、そしてダンジョン関係なのだ。

　この味気ない世界で鮮やかに華はなやいでいるのは、リリアの存在と、未知への探究心くらいなものなのである。

「よし、じゃあ入るか。ダンジョン内では俺から絶対離れないでね？」

「はい……離れろと言われても離れはしません。べ、別に怖いわけではありませんよ？　奴隷だからですよ？」

　口では怖くないと言いつつも、洞どう窟くつ状のダンジョン、『セクメト』の入口を不安げに見ながらリリアはマルスの服の袖そでを固く握っていた。

　人間が多いところでもリリアは同じことをする。口では見下したような発言をしていても、人間という生き物の怖さを誰よりも知っているのがリリアだ。数十年という歳月を奴隷商人のもとで過ごし、自由も尊厳も奪われていたからである。

　強がり我が慢まんすることに慣れているだけで、リリアの精神が特別強いわけではないことをマルスはよく知っている。

「怖くてもいいんだよ。一応ここだって見つかってから二十年、誰も踏とう破はできてないダンジョンなんだからさ。怖いと思う方が普通、自然だ。でも俺といれば大丈夫だよ。それに今日は比較的安全な低階層で探索するだけだし」

　マルスは笑う。リリアを不安にさせないためではなく、思わずこぼれる笑顔だ。

「それでさ、――なんでその服？　山ほどあるのに……」

　リリアを上から下までジロジロと見て、マルスは鼻の下を伸ばす。

「変、ですか……？　ご主人様に買っていただいた衣装の中ではかなりお気に入りのものなのですが……」

　リリアはくるくる回り、不安げな顔で自分の格かつ好こうを確かめる。マルスにだけは変だと思われたくない。

「いやいや、超可愛かわいいよ？　正直、なに着ててもびっくりするくらい可愛いよ？」

「照れますよ？」

　金はなくてもリリアの服だけはたくさんある。マルスが残った全財産をつぎ込んだものがそれだからだ。

　多くはおしゃれ着であるが、一部は夜の性活のためのエロ装しよう束ぞく。それらの大半が特注品というこだわりようだ。

　現代日本の文化知識を一番活用しているのはそこかもしれないとマルスは自じ嘲ちようしていた。

　リリアはこれからダンジョンに潜もぐるというのに、たくさんある服の中でよりにもよって露ろ出しゆつの多い服装をしていた。

　山を舐なめている山ガールみたいだな、とマルスは少し冷静になる。

　リリアの白い柔やわ肌はだも、エロティックな体つきも丸見えだ。

　見ているだけでムラムラする。指に吸いつくきめ細こまかな肌の感触を、マルスはどうしても思い出してしまう。

　ビキニに薄く透けた布を少し付け足しただけに見える上半身。

　深すぎる谷間にマルスの目線が吸い込まれる。

　触りたくなる柔らかそうなお腹なかを丸出しにしたスタイルで、腰にはチャイナドレスのように布が巻かれているが、スリットが深すぎて、片方の太ももは露出しきっている。

　へその凹へこみを見たあと、マルスは腰のスリットの始まりを見る。

　本来ならばパンツの一部が見えていてもおかしくないような場所だ。

「――パンツ穿はいてる？　あるべきものが見えないよ？」

「ちゃんと穿いていますよ？　紐ひものようなのがありましたので、そちらを」

「あ、あれか。あれは俺の趣味というか……普段用じゃないな。夜用だ。紐パンの紐を解きたくて作ってもらったやつ。――エロすぎじゃないか？　こんなの男に注目されまくるぞ」

「エルフは森ではこんな格好をしていることが多いのですよ？　私としては馴な染じみのある格好です。関かん節せつの動きが制限されず、動きやすいですし」
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　なんてエロい種族だ、とマルスは感心してしまう。リリアの容姿が好みである以上、同族のエルフもきっと好みだろうと思われた。




「帰りは明日の昼だから、今日はダンジョンで一泊だ。ごめんね、ちょっと汚い宿なんだけど。いい部屋は貴族専用らしくて借りられないんだ」

「それは全然構いませんが……ダンジョンの中に宿があるのですか？」

　ダンジョンの中に入ると、様々な人間たちが忙せわしなく動き回っている様子がリリアの目に入る。

　リリアがダンジョンというものに抱いていたイメージと現実は大きく異なった。

　思い描いていたのは洞窟のような場所に魔物が闊かつ歩ぽし、そこらじゅうに人間の死体が転がっているというような光景。しかし現実は街の中と同じようなものだった。出店まである。

　マルスがちっとも緊張していないのはこれを知っていたからか、とリリアは納得する。

「新しく見つかったダンジョンとか、難易度が高いところとかじゃなければだいたいどこでも宿はあるらしいよ。一階部分は大たい抵てい、警護している傭よう兵へいがいて、魔物とかも討とう伐ばつされてるんだ。まぁ下層から魔物が上がってくることもあるから完全に安全というわけではないけどね」

「人間という生き物は本当にどこでも自分たちのものにしてしまうのですね……」

　リリアは表情を曇くもらせる。

　マルスにもリリアの気持ちはわかる。

　世界が変わっても人間という生き物はそれほど変わらない。ダンジョンという資源を涸かれるまで利用するだろうことは予想がつく。夢のある世界の夢のない部分だ。

「それで、低階層での探索というのは具体的に何をするのですか？」

「壁を掘って魔ま鉄てつ鋼こうを探すんだ。いろいろ考えると一番効率よく金を稼かせげるのはそれ」

　借りたツルハシで、ふたりはひたすらに壁を掘っていく。

　本当はリリアにさせたい作業ではないのだが、能率を考えるとそれしかない。あとはダンジョン攻略を狙ねらうだとか、珍めずらしい魔物の素材を手に入れるだとか危険を伴ともなうものしかないのだ。現状ではあまり危険を冒おかす意味はない。

　探しているのは魔鉄鋼という黒い鉱物。

　魔法を込めることのできるもので、武器や日用品の素材として需じゆ要ようがある。大きいもので手のひらサイズといったところだ。

　この世界の明かりの大部分は魔鉄鋼がもたらす魔法の光だ。あとは原始的に火を使うことが多いが、都会になればなるほどそういったものは見られなくなる。

　魔鉄鋼はダンジョン以外でも採とれるが、ダンジョンの中で探したほうが効率がいい。純度が違うのだ。持って帰って売ることを前提にすると、サイズ、重さなどから考えてもコスパがいいのであった。

　それらを袋に詰めて、洞窟を削けずって作られた宿の一室へ運んで、また採さい掘くつ場ばに戻って、を繰り返す。

　大半はダンジョンに潜ってきた商人に売り払う。残ったものは地上に持ち帰り、武器屋や道具屋などに売る予定だ。

　のんびり会話をしながらふたりは採掘する。他にも同じことやっている冒険者はいるがふたりの空気は一ひと際きわゆるい。

　採掘しながらマルスはリリアの背中の弓を見つめる。名工の作だというので買った高級品だが――現代の価値で言うなら高級車が買えるくらい――もう少し似合うものを買ってやりたいと思う。実用性重視なのか、色も黒っぽく、少々地味な見た目なのだ。リリアは自分が持っている弓がそれほど高級なものだとは知らない。

「やっぱりエルフは弓だよなぁ。やっぱりもっとちゃんとしたのを手に入れたい。俺はパーティ全員の装備をきっちりバランスよく整えたいタイプなんだ。どっかの国宝とか売ってないかな」

　前世のマルスがゲームをやるときはいつもそうだった。

　レベルも装備もしっかり整える。

　街に着けば一番高い装備を買って、買えなければ戻ってレベル上げと資金稼ぎをするタイプである。

「国宝なのですから売ってはいないでしょうね……――ご主人様は不思議な方ですよね？　誰でも知っているような当たり前のことを知らないのに、そうでないことは知っていたりする。エルフというものについてもよく知らないのに、そういった細かな知識は持っている。変です。ちぐはぐ、というか」

　リリアは怪け訝げんな表情を浮かべた。

　一般人より明らかにマルスはモノを知らないのだ。どのように生きてくればそうなるのか、リリアには見当がつかない。いくら田舎いなか出身であっても、もう少し常識という名の偏へん見けんを持っているのが人間という生き物だとリリアは思う。

　正確に言うなら、マルスには前提になる知識がない。

　エルフという種族がなぜ虐しいたげられているのかさえマルスは知らないのに、弓が得意だということだけは知っている。

「あ、あー……なんて言えばいいんだろう。今度機会があったら説明する。簡単に言えば、知識の得方が違うんだよ、俺は」

　――この世界に来る前から知ってたことがベースだからな……。

　現代日本の知識に、この世界の知識が上乗せされている感覚。

　そのせいで現実との間に齟そ齬ごがあるのはマルスもわかっている。

　エルフという種族の特徴は知っているが、それはゲームや漫画などでの知識だ。

　新しい世界に現実として存在するエルフに関してはそれほど知らないのである。そもそも異種族に出会ったのもリリアが初めてだ。

　だからか、どこか現実感がない。

　この世界に生きているのに、何ど処こか遠くから他人のように自分を見ている感覚もマルスの中にはあるのだ。

　リリアはマルスに出会ってからいつも不思議に思っていた。

　――まるで知識だけが天からマルスに降りてきているような違和感。

　マルスは転生者であることを誰にも明かしていない。

　この世界は日本にいた頃と比べれば治安が悪い。リリアも含め、奴隷などという存在すらいるくらい命の価値が低い。下手に目立ったら命の危険がある。

　リリアに言わないのはそういった事情も踏まえてのことだ。自分に命の危険があるなら、一緒にいるリリアにも迷惑が及んでしまう可能性がある。

　マルスがリリアに与えたいのは不安や心配のない幸せな人生。それに支障をもたらすようなことは全すべて排はい除じよしてやりたいと思う。

　そんな気持ちでいるマルスに、ひとりの男が声をかける。

「おい、そこのお前！　魔物とダンジョンに入るなんて、正気か!?」

　キンキン響く男の声がマルスとリリアの耳を打つ。

　銀色の髪を真ん中で左右に分けた男にマルスは声をかけられた。

　マルスは周囲を見渡した。

　マルスに声をかけたのは二十代前半くらいの、細身で背が高く、鼻の高い整った顔つきの男だ。

　白い鎧よろいを着込んでおり、腰に長い剣をぶら下げている。太た刀ち拵ごしらえが無駄に豪ごう華かで、剣としての実用性には欠ける。見た目だけならば貴族の騎士と言えなくもない出いで立たちである。

　マルスは周囲を見渡し魔物を警けい戒かいする。だが魔物の気配はない。

　――何言ってるんだ、こいつ……？

　魔物だなんて、幻覚でも見えてるのか？

「おい！　お前に言ってるんだぞ、小こ僧ぞう！　魔物を連れてくるな！」

　キンキン響く声に、マルスはようやく自分に言っているのだと気づく。

　銀髪の男は不機嫌そうに睨にらんでいた。

　マルスが声をかけられているのに気づかなかったのは、マルスの認識では魔物など連れていないからだ。

　男が魔物と言っているのは、エルフであるリリアのこと。

　マルスが溺でき愛あいし、毎晩毎晩いちゃついている最愛の人のことだ。

「――俺？」

　白い鎧を着込んだ銀髪の男は、リリアだけでなく返答したマルスにも嘲ちよう笑しようを向けた。

　後ろには仲間と思われる黒髪の少女と数人の男がおり、男の高慢な態度にやれやれ、といった顔をしていた。男のこうした振る舞いはいつものことなのだろうと想像できる。




　銀髪の男の仲間と思われる少女は、黒髪を肩より少し上くらいまで伸ばしていて、赤いローブを身につけていた。小さな杖つえを持つ魔法使いの装い。華きや奢しやで、体型的にも剣を振り回して戦うタイプではなさそうだった。

　前髪の片方が長く、右側しか目がちゃんと見えない。

　少女はぱっと見、真ま面じ目めそうに見える。学級委員長とかを推すい薦せんで無理やりやらされそうな感じだとマルスは思った。自発的に立候補するのなら図書委員が似合いそうだ。

　八の字眉まゆで、おどおどしているから、なおさら気の弱そうな印象を受ける。

　そんな子が肩をすくめ、箸はしのような小さな杖を両手で持ち、軽く内うち股またで立っていた。

　地味だが光るものを感じる。化粧なんかを覚え始め垢あか抜ぬけると、いきなりモテだすタイプだとマルスは確信した。

「おい、なんでハズキの方ばかり見ている!?　話しかけてるのは僕だろう!?」

「ゼ、ゼリウス、初対面の人にそんな態度は……」

　白い鎧の銀髪の男が怒鳴るのを無視して、マルスは「ハズキ」と呼ばれた少女のほうをしっかり観察する。

　黒髪は珍しい。顔つきもどことなく日本人ぽいとマルスは思う。

　転生した当初はコスプレイヤーばりの髪色の住人に驚きはしたものの、毎日見ていれば慣れるしかない。なにせ、マルスのこの世界での生みの親は青い髪をしていた。

　それなのに自分は黒髪だったので、どんな遺伝だろうと不思議に思う。

　少女は、歳としは同じか少し上、十七、八歳くらいに見えた。マルスは二十九歳の視点を持っているため、若い人の年齢を推すい察さつするのがイマイチうまくない。大人から見れば中学生も高校生も概がいしてして幼おさなく見える。

　少女のローブの下は黒ばかりの軽装。

　膝ひざ上うえ丈たけのプリーツスカートから覗のぞく、白いむちっとした太ももにマルスの目がいった。

　――おっぱいは小さいけど、顔は可愛い。顔つきは若じやつ干かんロリっぽい空気があるけど、実際はちょっと年上かも？

　リリアと違って下半身にエロさを全ぜん振ふりした子だな……。

「おい、無視するな！　この距離感でこんなに無視されることってあるのか!?」

　話しかけてくる男には興味がない。マルスの視線は一直線に女だけを射い抜ぬく。

　マルスが顔を向けないので一層ぎゃあぎゃあと叫ぶような声を出す男に、苛いら立だったマルスはようやく視線を向けた。

　――何の話をしてるんだ？

　気に食わないイケメンだな。イケメンだから余計に気に入らん……！

　マルスは『女連れのイケメン』というどこの世界にもある現象に、過剰に反応した。

「魔物を連れてダンジョンに入るなんて、やめてくれないか？　背中を刺されるかもしれないじゃないか」

　偉えらそうな物言いをする男を見て、マルスはきょとんとした顔で率そつ直ちよくに言い返す。

「魔物なんて連れてないぞ？　幻覚でも見えてるのか？」

「はぁ？　馬鹿にするな！　僕のような一流の冒険者が幻げん術じゆつにかかるわけがない！　いるだろう？　そこに」

　男が怒り狂って指さしたのはリリア。

　リリアは口をぎゅっと閉じ、男を睨む。

　目の端にはうっすらと涙が浮かんでいた。

　リリアのその表情がきっかけで、マルスは強い苛立ちを覚えた。

　誰よりも何よりも溺愛しているリリアを傷つけられて黙っていられるほど寛かん容ような人間性は、二度の人生を生きても手に入らなかった。

　リリアは涙ぐんだ瞳ひとみを隠すように俯うつむき、心の中で世界への不満を漏もらす。

　――また始まった。

　どうして下等な人間ごときに虐げられねばならないのか。

　虐げられるようなことなど、私自身は何もしていないのに。

　リリアの心が怒りと悲しみでザワつく。

　マルスと一緒だと忘れてしまう、自分が迫害される存在だという事実を、強制的に思い出させられる。

　いつもはマルスとの絆きずなのようにすら感じている首輪がひどく重い。

　所しよ詮せんは所有物でしかないのだと思い出してしまった。

　エルフに限らず、亜あ人じんと呼ばれる存在は虐げられる対象だ。

　人間に近い容姿で、人語を解かいするから迫害される。異物感が強いからだ。

　魔物、と呼ばれることも少なくない。エルフに限って言えば、他にも迫害される理由がある。

　周囲の視線がマルスと銀髪の男、そしてリリアに集まり、銀髪の男は待ってましたとばかりに一歩前に出た。

　マルスはリリアを自分の背中の後ろに隠し、全神経を集中させて周囲を警戒する。

　周りには他にも貴族らしき者が多数いて、ダンジョン冒険者を値ね踏ぶみしていた。

　彼らにアピールするために、大げさに身振り手振りを交まじえ、銀髪の男は名乗りをあげる。よく響く甲かん高だかい声が非常に耳みみ障ざわりだった。

「我が名はゼリウス・ラクレール！　一年前、北のダンジョン『ガニメデ』を攻略した『雷らい鳴めい』とは、我われのことである！」

　ごてごてした剣を振り上げ、刀とう身しんにビリビリと青く光る電気が流れるのを群衆に見せていた。

　静電気を可視化してまとわせているようだとマルスは考えた。

　観衆は銀髪の男、ゼリウスに喝かつ采さいを浴びせている。

　大した魔法ではない。電気をまとわせるくらいなら、初級の魔法に分類される。それでもダンジョン攻略という実績を誇こ示じしながら見せれば、それ以上の力を保有していると観衆が勝手に思うのも無理はない。

　――『雷鳴』ね。

　電気とか、そういうことじゃないんだけどな、とマルスは頭を軽く搔かいた。

「はぁ？　お前馬鹿なんじゃないか？　こんなに可愛いリリアが魔物なわけないだろ。本格的にダンジョンに入る前にメガネとか買ってきたほうがいいんじゃないか？　――怪け我がするぞ？」

「ぼ、僕を侮ぶ辱じよくする気か!?」

「お前が先に侮辱したんだろ？　ゼラチン」

　名前はゼリウスだとわかっていても、正しく呼ぶ気にはならない。

「僕はゼリウス・ラクレール！　『ガニメデ』を攻略した『雷鳴』は僕だぞ!?」

　――いずれ遭そう遇ぐうするかもとは思ってたけど、こんなに早く遭遇するとはな……。

「――へぇ？　そりゃすごい。おめでとう。でもそれとリリアを侮辱することは別の問題だろ。自慢は母親にでもするんだな」

「お前まさか魔物に欲情する変態なのか？　これは傑けつ作さく！　田舎のガキは動物にさえ発情するらしい！」

　顔を片手で覆おおい隠し、ゼリウスは高らかに笑ってみせる。マルスは全身の毛が逆立つのを感じた。

　マルスは怒りに震えるが、逆に頭の中は冷めていた。直情的な十七歳の少年マルスではなく、二十九歳の性格がこの場の解決とゼリウスに対する報ほう復ふくを考え始める。

「……言ったろ。リリアを馬鹿にするな。そしてお前、こんないい女を見て逆に何も思わないのか？　俺なんて全財産を差し出して何も後悔してないくらいだぞ。もっともっと貢みつぎたい」

「いい女？　冗談だろう？　家畜相手に発情する人間がどこにいる？」

　――この二度目の侮辱はダメだ。

　マルスは後ろにいるリリアの顔を見られない。悲しそうな顔をしているのを見ると苦しくなる。

　報復を考えてからのマルスの行動は素早かった。

　マルスは足を引っ掛け、ゼリウスの胸を押す。

　柔道で言うところの小こ外そと刈がりに近い動きだ。受身を取らせるつもりはないので、腕は摑つかまない。

　この動きは一瞬のことで、周囲の人間も目で追うのがやっとだった。

　どすん、と尻しり餅もちをつき、ゼリウスはみっともない声をあげながら倒れこむ。

「ぐっ……」

「ほら。目が悪いと怪我するだろ？　家に帰ったほうがいい。男の喘あえぎ声なんて聞きたくないんだよ」

　周囲からくすくすと笑い声があがる。

　傍はたから見れば、英雄を気取っていた男がどこにでもいそうな服装の少年にあっさりと倒されてしまったのだ。

　気づいたら倒されていたゼリウスは甲かつ冑ちゆうの手のひらについた泥どろを何度も見返して、現実を認識すると、わなわなと震えながら、元は青白い顔面を真っ赤にし怒りを露あらわにする。

「大丈夫っ!?　ゼリウスっ！」

　同行していた黒髪の少女がゼリウスに近寄り、心配そうな顔で起き上がらせる。

　なんとなく、少女はゼリウスと特別な関係にあるように見える。距離感が友達のそれとは少し違うのだ。

「うるさい！　どこかへ行っていろ、この役立たずのゴミ女！」

　少女の親切を無む下げにするように、ゼリウスは少女を乱暴に払い除のけた。

　その腕を振るう速度は相手のことを全く考慮していないものだった。

　ゼリウスの裏うら拳けんが少女の顔面に直撃し、ごっ、と肉を叩たたく鈍にぶい音がする。

　手の先まで全身を金属製の甲冑で包んでいるのだから、少女の受けた衝撃は金属バットで顔面を思い切り殴られたのと等しいものだった。

「うぐっ……痛いっ、痛い…………！」

　数メートル先まで吹き飛んで地面に尻しりから落ちた少女の鼻からツーっと血が流れ、涙を流しながら少女は服の袖そでで拭ぬぐっていた。流れ出している鼻血の量はもはや鼻血とは言えないほどの大量出血で、鼻の骨が折れてしまっているのではとマルスは本気で心配する。

　大声で泣き出しても良さそうな状況なのに、少女は必死で口を押さえ声を抑える。声を出せばもっと強く何度も殴られるのを知っているからだ。

「おいお前！　仲間相手に何やってんだ！　女の子だぞ!?　その子はお前を心配しただけで、何もしてないだろ!?」

　地面に倒れ込んで出血の対応に追われる少女に近寄り、マルスはハンカチを手渡す。本当なら治ち癒ゆの魔法でもかけてやりたいが、あいにくマルスが使える魔法は数種類しかなく、「治癒」は使えない。
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　マルスも予想していなかった事態だった。まさかゼリウスが仲間に、それも女の顔面に手を上げるとは思いもしなかった。直接ではなくとも、その原因を作ったのが自分であることからマルスに罪悪感がこみ上げてくる。

「だ、大丈夫です……い、いつものことですし、治癒の魔法も痛つう覚かく鈍どん化かの魔法も使えますから……」

「ごめんな……俺のせいだ」

　少女はおぼつかない足取りで立ち上がり、マルスに少し笑いかけたあと自分に向けて治癒の魔法を施ほどこす。よく見れば足などにもいくつかうっすら青アザが浮かんでいるのにマルスは気づいた。

　少女が日常的に暴力を振るわれているのが想像できてしまう。

　血まみれの顔で無理やり作った少女の笑顔が悲しい。

　――俺の奴隷ならこんな扱いはしないのにな……。

　毎日楽しく遊んで美お味いしいものを食べる生活ができるのに。殴ったりなんか絶対にしないのに。

　それに俺の奴隷、俺の所有物なら安全だ。今回はちょっとイレギュラーなことが起きたが、普段ならこんなことはないんだから。

　理由こそ知らないが迫害されているエルフのリリアが人間に敵意を向けられないのは、リリアがマルスの所有物であることが首輪で一いち目もく瞭りよう然ぜんだからだ。ゼリウスに絡からまれたのは不幸な偶然だった。

「絶対に許さないからな……！　僕にこんな屈辱を……！」

　ダンジョン冒険者のあこがれ、踏破者にこんな失礼なことをする人間がいるとは、ゼリウスは本気で思っていなかった。

　自分は尊敬されるべき存在で、羨せん望ぼうの視線だけを浴びる存在なのだと思っていたのだ。

　今回も相手側が謝って頭を下げるものと思っていた。それなのに、現実は想像と真逆だ。

　マルスは何より大事にしているリリアを馬鹿にされたのだ。それが誰であれ、ただでは済まさない。

「ま、ケンカを売るなら相手を選べよ。お前の基準なんて俺には関係ないからな。――リリアを馬鹿にするな。そしてその子に本気で謝れ。女に手を上げるとか最低だぞ」

「覚えていろ！　ダンジョンの中は僕の庭だ！　この剣のサビにしてやる！」

「それよく聞く文句だけど、ちゃんと整備しとけよ。剣をサビさせるなんて、剣士失格だぞ？」

　マルスは馬鹿にするように言ってやる。

「ひ、比ひ喩ゆだ！　わかれ、それくらい！」

「わかって茶化してんの」

「くっ……絶対後悔させてやるからな……！」

「だったら安心しろよ。面めん倒どうなのに絡まれたって、もう後悔してるから」

　ちらちらとマルスを見ながら去っていくゼリウス一行に手を振って、マルスは静かに「はぁ」とため息をついた。

　少し遅れてゼリウスの後ろを歩く少女の姿がひどく悲しそうに見える。自分のところに来れば守ってやれるのに。だがそれも本人の意思次し第だいだ。もし望むのなら一向に構わない。

「ご主人様は想像以上にお強いのですね……？　あの人間はダンジョン踏破者、圧倒的な強者でしょう？」

「さっき倒したのは技術みたいなもんだから、強さはあんまり関係ないよ。しかも一回だけしか使えない。だからあいつにはもう使えないよ。それに、まともに戦えばあいつは結構強いんだと思うよ？　踏破者を名乗るくらいの実力は、もしかしたらあるかもしれない」

「？　ですが簡単に倒したではありませんか？」

「前提として、あいつは戦う気自体なかったからね。ちょっと馬鹿にしてマウントを取りたかったんだろ。だから隙すきだらけだったんだ。それに自分に攻撃してくる冒険者がいるなんて、考えもしてないんだと思う。だからああいう結果になったのは、ある意味必然さ。――それにしても、あの子には悪いことしちゃったな……」

　マルスはゼリウスの虚きよを衝ついただけ。

　二度目が使えないのは、次は敵として警戒されるからだ。

　熟練した相手に同じことはもうできない。

　ゼリウス・ラクレールという人物そのものに対しては侮あなどっても、戦闘技術まで侮っているわけではないのである。

　マルスから見て、この場所にいる人間の中で一番強いのはゼリウスに見えた。――ただひとりを除いて。




　明るく少しお調子者に見える少年マルスは、その実、隠し事が多いとリリアはいつも思っていた。

　リリアはマルスと出会った当初からずっといくつもの疑問を抱えている。

　それについてリリアが問わないのは、恩があるから。

　気を悪くさせたくない。それに、秘密があるのはリリアも同じだ。

「ま、気楽にいこうよ。あの子はかわいそうだったけど。あいつらはきっと攻略が目的なんだろ？　俺たちは低階層で資金稼ぎだからもう鉢はち合あわせはしないと思うし。俺のダンジョン探索の目的は、リリアと遊ぶ金欲しさみたいなとこあるから」

「いろいろわからないことはありますが、――ありがとうございました。私のために怒ってくれたのですよね」

「そうだよ。許せんからな。俺はリリアが思ってるより、リリアを溺愛してるぞ。大好きだ。だから馬鹿にするやつは許さん」

「ご主人様は変わっていますね……でも、嬉しいです。人間を好きになることが私の人生にあるとは思っていませんでした。私も大好きですよ、――マルス」

　リリアは微笑ほほえみながらマルスの腕を摑み、大きな胸の間に二の腕を挟はさむ。

　むにっとしてひんやりした塊かたまりに、マルスの口元はゆるんだ。

　一方、下を向くリリアの口元は尖とがっていた。

「ちゃんと守るよ。俺の力はきっと、そのためにあるんだから」

「ご主人様の力……やはり何かあるのですか？　余裕がありますよね。先程もそうでした」

「俺はあいつみたいにあんまり自慢したくないから、実力は直接見せるよ。本当にいい刀かたなは鞘さやに入ってるもんだって言うし。――ダンジョンを攻略しよう。今日のところはお試しみたいなものだから、攻略まではいかないけど」

「はいっ！　どこまでもお供ともしますっ！」

　少し背伸びして、リリアはマルスの頰ほおにキスをしながら心を震わせる。

　――本当にマルスに買われて良かった。

　自分のために怒ってくれる人間など、生しよう涯がいのうちに出会えるとは思っていなかったから。

　何より大事なものを手に入れたリリアは無敵だ。マルスと出会ってから、これまでの長い人生で笑ったよりもたくさん笑えていた。

　ふたりのスローなダンジョン攻略生活が始まる。








第３話












「それにしても、存ぞん外がい魔物がおりませんね？　これでは里の森のほうが張り合いがあるというものです」

　広場の中にはせわしなく動く人間ばかり。魔物はたまにしか遭そう遇ぐうせず、出てきてもすぐに討とう伐ばつされてしまうので過か剰じようなほど安全だ。

「低階層は傭よう兵へいだとか冒険者の出入りが多いからな。リリアの住んでたとこはそんなに魔物が出るんだ？」

「ええ。何せエルフの住処すみかは森ですから。魔物以外にも動物は多いです。そういう理由もあって、エルフという種族はある程度の戦闘能力があるのですよ。長ちよう寿じゆというのもあって、人間と比べれば性格はのんびりした者が多いですけれどね」

「俺のいた村では年に二、三回くらいだったな。季節の変わり目が多かった」

「ふふっ、まるで風邪みたいですね……？」

　ダンジョンに入ってから遭遇した魔物は、カテゴリ的には魔物でも、小動物と見なして差し支えないようなものばかり。殺すのも嫌なので、どこかへ追いやる形で退しりぞけていた。

　唯ゆい一いつふたりが嫌がっているのは、壁を掘っている時に出てくる巨大なミミズ。人間の腕程の太さがあるのだ。

　ダンジョンワームと呼ばれる魔物の派は生せい種しゆ。

　害は少ないが、単純に気持ち悪いのだ。

　マルスは現代人の価値観を持つだけあって、魔物であっても生き物を殺すのは抵抗があった。

　殺すことができるのは明らかに放置できない危険な魔物や、虫のような魔物だけ。

　ふたりがルーチンワークで壁を掘っていると、先ほどの銀髪男、ゼリウスが話しかけてくる。

「はんっ！　この僕にあれだけ威い勢せいのいいことを言っておきながら、やってることは石ころ拾いか？」

　ゼリウスは相変わらず尊そん大だいな態度だ。

　あんな醜しゆう態たいを晒さらしてよくこんなに強気に出れるな、とマルスは呆あきれる。

「またか、プリン君。何お前、暇ひまなの？　というか攻略に来たんじゃないのか。何でまた低階層に？」

「プリンって……あの魔物か!?　赤いぬるぬるしたやつ!?　あんなのと一緒にするな！」

「あ、あれってそういう名前なんだ……ずっとスライムだと思ってたよ。ゲームのアレと違いすぎて引いたやつ。微妙にでかいし。――俺が言ってるのは、ゼリーのお友達のほうのプリンだけどな」

　ゼリウスの言うプリンとは、赤くブヨブヨしていて、草の間や岩の隙すき間まなどにいるゼリー状のモンスター。

　動きは遅く、イチゴ味のゼリーが動いているような奇き怪かいな魔物だ。

　見た目に反して凶悪で、体内に取り込んだ獲え物ものを溶かして大きくなっていく肉食の魔物である。

　不意に触れてしまうと溶かされるので、ある程度こなれた冒険者でも被害が後を絶たない。

「わ、わけのわからんことを言うな！　とにかく、僕を馬ば鹿かにしておきながら石で遊んでるのかって聞いているんだ！」

「まぁな。今日の俺たちの目的は低階層で生活資金稼かせぎだし。お前こそ、ダンジョン攻略に来たんじゃないのか。『ガニメデ』を攻略した『雷らい鳴めい』さん？　あの子に誠せい心しん誠せい意い謝ったか？」

　マルスは嫌味っぽく言う。

　先ほどの少女が受けていた仕打ちが頭をよぎった。

「ふ、ふんっ！　あれは僕の女だからお前には関係ない！　今日のところは様子見だ！　これでも慎重派なんでな！」

「ほう。本当はスポンサー探しだろ？　この低階層で貴族様にいいところを見せて、最下層まで潜もぐるための金とか人材を出してもらおうとしてるんだ。でもここじゃ大して活躍もできないから、暇で俺たちに絡からんでる。違うか？　さっき俺たちに絡んで宣伝してたのもそれだろ？」

「そ、そ、そ、そんなわけあるか！　僕は『ガニメデ』を攻略してるんだぞ!?　金ならある！　実績もな！」

　――めちゃくちゃ狼狽うろたえるやん……。

　ゼリウスは噓うそが下手らしく、明らかにうわずった声を出して、目を泳がせながら対応していた。

　ゼリウスのように資金や人員を人頼みで考えている冒険者は珍めずらしくない。

　何日かかるかもわからないダンジョン攻略を成し遂とげるには、それなりの物資と人材が必要である。それらをひとりの冒険者が揃そろえるのは難しい。それが現実であり、持っている人間に出してもらう他ない。

　出資者である貴族たちは自身で攻略しようとはまず考えない。欲しいのはダンジョンで得られるものであって、自みずからの命をかけることなど絶対にしないからだ。命あっての物もの種だねというのは世界が違っても共通である。

　だから他人にやらせる。実力を持つ者に資金を投資し、得られたものをもらうのだ。ついでに社交界で話すネタ程度の名誉も手に入る。

　得られる資材が優秀であればあるほど、金持ちは投資したがる。

　そうして生まれたのが【迷宮都市】というもの。

　魔法が存在するような世界でも、人の欲が世界を動かすという点ではマルスの前世と変わりないのである。

「ゼ、ゼリウス。やめよっ？　ど、どうしてそう敵を作りに行くの？　お、同じ冒険者なんだから協力し合えばいいじゃないっ！」

　黒髪の少女がとても言い出しにくそうに声をかけ、ゼリウスの腕を摑つかむ。先ほど殴られたことを忘れられるはずもなく、怯おびえた素振りだった。

　おどおどした様子で、不ふ憫びんさに思う気持ちが一層マルスの中で高まる。

「ハズキ、お前は口を挟はさむな！　また殴られたいのか!?」

「ご、ごめんなさい。で、でもっ――」

「お前が踏とう破は者しやである僕に同行したいというから、特別に許可してやったんだぞ。僕の女という名誉まで与えてやったんだ。だったら僕のすることに口を挟むな！」

　ゼリウスは剣を抜き、ハズキと呼ばれた黒髪の少女に突きつけた。

　ビリビリと電気の走る剣。触れただけでも相当痛いだろう。

　マルスとの会話での苛いら立だち全すべてが、黒髪の少女、ハズキに向いてしまった。

「ひっ……！」

「ほら、言いたいことがあるのなら言ってみろ！」

　少女の顔の傷は治ち癒ゆの魔法ですっかり治っている。出血の痕こん跡せきももうない。だが、すぐに自分で治せるからこそゼリウスはハズキを殴ることへの抵抗をなくしていた。

　ゼリウスの心中は穏おだやかではない。

　最初は確かに暇だった。マルスに目をつけたのは、エルフという人の目を引く存在を連れていたからで、大した理由はなかった。

　自分の存在をアピールするためにちょうど良かっただけ。マルスの言うとおり、貴族のスポンサーが欲しかったのだ。

　しかし、マルスは自分の思い通りに動いてはくれず、恥はじまでかかされる始末だ。

「お前の意見など誰も求めていないんだよ！　それ以上何か言うつもりなら、そこの魔物の前にお前を切り捨ててやる！」

「わ、わかったっ！　も、もう何も言わないからっ！」

　ハズキがいなくなれば、ハズキが使う分の物資が必要なくなる。それなら今ある分だけでも足りるかもしれないという考えがゼリウスの中に浮かぶ。

　ダンジョン攻略にはとにかく金がかかる。

　武器や装備、糧りよう秣まつ、仲間を雇やとう金、その他いろんな雑費。

　確実な攻略には大前提として資金が必要なのだ。それらを全て自前で用意するのは不可能といってもいい。というより、それができるならば冒険者などやらず贅ぜい沢たくに暮らす。

　ゼリウスには焦あせりがある。いち早く攻略の実績が欲しい。

　その焦りが苛立ちになり、周囲へと向いていた。

　ハズキは怯えた表情で震え、手に持っていた小さい杖つえを地面に落としてしまう。リリアはマルスの後ろから、その落ちた杖を見つめた。

　ハズキのおどおどした態度はますます強まり、顔には悲ひ愴そう感が浮かぶ。

　ゼリウスが怒ったときどうするのかを、ハズキはその体で熟知している。

　自分のせいで見知らぬ女性にまで危害が加えられるのは、マルスの望む展開ではない。

「やめろよ。その子は関係ない。いい加減俺も怒るぞ？」

「はんっ！　ガキが怒ったからなんだと言うんだ？」

「お前が死ぬ。ダンジョンの中で殺されても、お前には文句を言う権利がない。まぁ死んでるから言いようがないけども。死人に口なしだな」

「――は？　何言ってる？　お前ごときが？　僕を殺す？」

　マルスは真ま顔がおで剣に手をかける。

　突とつ如じよやってきた張り詰めた空気。

　一いつ触しよく即そく発はつのそこに一ひと槍やりを入れたのはリリアだった。

　バシュッ！

　弦つるが弾はじけ空くうを切る音がしたあと、キィン、と金属同士がぶつかり合う音がする。

　ゼリウスの白い鎧よろいの肩かた当あてに矢が当たった音だ。

　肩当の上部に、一直線の傷跡ができていた。

「シロアリ。これ以上の狼ろう藉ぜきは許しませんよ。次は首に刺さるように射うちます。言っておきますが、わざとでなければ外しませんよ、私は。――私相手の侮ぶ辱じよくは最悪見逃してもいい。ですが、ご主人様への侮辱は絶対に許さない」

　普段の可愛かわいらしい表情は一変、ゼリウスを睨にらむリリアの薄氷色アイスブルーの目には、紛まぎれもなく敵意が浮かぶ。

「リ、リリア？」

「ちっ！　――行くぞ、ハズキ！」

「は、はいっ！　――ごめんなさい！　彼も悪気はなくて！」

「わかったよ。どっちにしても君は悪くないから、気にしないで」

　ゼリウスの後ろを歩くハズキは、くるりと反転してマルスたちに頭を下げた。

　――律りち儀ぎな子だ。彼女は何も悪くないのに。

　イケメンはずるいな。あんな子に惚ほれられるなんて。




「なんか気疲れしたな……」

「ですね……。今日はもう休んでしまいましょうか？　当初の予定よりもたくさん採さい掘くつできましたし」

　リリアは布ぬの袋ぶくろに詰められた魔ま鉄てつ鋼こうを見ながら言った。

　ここにあるだけでも袋二つ分あるので、充分採とれたと言える。

「だなぁ。どうせ明日も夕方まではダンジョン内に缶かん詰づめで作業だし、休んでもいいかも。いろいろ疲れたろ？　このペースなら明日もまだまだ採れそうだしな」

「でしたら少し早いですが、さっさと夕食も摂とってしまって、疲れて眠ってしまうまで『仲良し』しましょうか……♡」

　蠱こ惑わく的な表情で、リリアは自分の下唇くちびるを指でなぞる。ピンク色の唇と白い指が艶なまめかしい。

　誘われるのっていい気分だとマルスは実感する。

「逆にエロい言い方だな、それ……」

「既婚女性は夜の生活のことをそんな風に言うらしいですよ？　昔、何かの書物で読みました」

　軽い戦闘といった空気の後、ふたりの高ぶってしまった血流が行き場を失い、精神的な高揚が性欲に直結する。




　宿の部屋に戻ったふたりは、ドアを閉めたとたん、その場に荷物を投げ捨て、すぐに抱き合ってキスし始めた。

　唇をつけて離してを何度も繰り返し、体から緊張が抜け強張こわばりがなくなると舌したを入れ始め、玄関口で二人は強く抱き合った。そんな長い長いキスを終えたあと、ふたりは顔を見合わせ少し笑い、部屋に備え付けのシャワーに入ることにする。

　ふたり一緒に入れるような広さではないので、まずリリアから入り、しばらくしてマルスと入れ替わる。

　ひたすら壁を掘っていたせいか、マルスの体は土つち埃ぼこりで汚れていた。

　――セックスする前に風呂に入ったりすると、なんか興こう奮ふんするな……わざわざ用意してるわけだし。

　風呂場からちらりと部屋の方を見てみると、下着姿のリリアが布ふ団とんの上に新しいタオルを広げていた。

　ダンジョンの中にある宿屋なので、設備は基本的にちょっと汚いのだ。ここの布団そのままでは嫌だとリリアは乙女おとめ心ごころを発はつ揮きしていた。

　リリアはマルスには内緒で、部屋全体を発情の魔法で満たしていた。

　体の感度が鋭えい敏びんになり、精神的にも本性が剝むき出しになる魔法だ。

　この空間にいる者は発情期の動物同然。相手がいれば交尾のことしか考えられなくなるくらいだ。

　普通にセックスしてもとても気持ちいいのだが、魔法を使うともっともっと気持ちよくなれる。絶頂に感動すら伴ともなうことも多い。

　ためしに使ってみてからリリアは味を占め、時々使用するようになっていた。

　待っているだけなのにリリアの体は熱く、下半身は疼うずきぱなしだ。

　早くマルスが戻ってきてくれないかとリリアは心待ちにしていた。

　――最近の私は少し……はしたないかもしれませんね。でもマルスに抱かれていると……安心する。

　体を交わらせるようになってからしばらく経たつ。毎日のようにしているうちに体はすっかり気持ちよさを覚えてしまっていた。

　準備しているリリアをこっそり見ながら、こういう生活感みたいなのがあると余計にエロいな、とマルスは思い、股こ間かんを固くする。

　リリアはタオルを四よつん這ばいになって広げていて、ぷるぷるした丸いお尻しりがマルスの視界を占せん拠きよしていたのだ。

　リリアは一応下着をつけていたが、それは黒い紐ひものようなかなり際どいもので、割れ目に食い込んで陰いん唇しんのいやらしいカタチがまるわかりだ。

　白い肌はだに黒い下着はよく映はえる。

　――やっぱりリリアには黒だな……。

　作ってもらって良かった、Ｔバック。

　尻の上の方しか隠れていないので、丸みの大半が露ろ出しゆつしている。着ている方がエロいときもあると、マルスは転生してから知った。

　それを知ってからというもの様々な衣装をリリアに着せて、夢中で腰を振り続ける日々が続いているのだ。若い体は疲労もすぐに回復する。

　マルスは急いで体を洗い、全身をタオルでしっかり拭ふく。

　このあと汗あせだくになるのはわかっていても、素す肌はだ同士が触れ合う感触が欲しかった。水の湿り気は邪魔者でしかないのだ。

「ご主人様、準備はできていますよ……♡」

　四つん這いのまま振り返ったリリアと、体を拭きながら風呂場から覗のぞいていたマルスの目が合う。

　リリアは挑ちよう発はつでもするように、左右にお尻を振ってマルスにアピールする。

「エ、エロ……！　今日も一晩中できそう」

「私も今日は体が高ぶってしまっています……♡　ご主人様が昼間かっこよかったから♡」

　マルスはがばっと四つん這いのリリアに襲おそいかかり覆おおいかぶさって、黒い下着に包まれた胸を、優しく持ち上げるように揉もみしだく。

　全体はひんやりしているのに、下乳だけがしっとり汗ばみ生なま温かい。

　下着越しでもわかる先端の突とつ起きが指に引っかかり、揉む感触に絶妙なアクセントを加えてくれる。

　――これ……このぽよぽよの重量感、たまらん……！

　何入ってんだ！

　重いマシュマロって！

「んあっ……♡　そんな胸ばかり……キスしてくれないと、性交させてあげませんよ？♡」

　マルスに覆いかぶさられたまま、リリアはくるりと横になり、仰あお向むけになってマルスの顔を両手で摑む。

　再びくちゅくちゅと音を立てながら舌を伸ばし合って、ねっとりと唾だ液えき交換だ。

　すっかりしなれたキスがたいそうお気に召したようで、リリアは自みずから舌を伸ばし、マルスが舌を絡めやすいように誘導していた。

　リリアは耳がとりわけ敏感らしいとこれまでの行為で知ったので、マルスはキスをしながら、両肘ひじで体重を支えつつ、片手の指を伸ばしてすりすりと耳を撫なでる。

　リリアの耳は長く、上を向いているが見た目よりも柔らかい。

　指で弾くとぷるんと元の形にもどり、触るととても滑らかに指になじむ。

　口を離し、耳元で息を吹きかけてやると、リリアが身体からだを竦すくめて震えだす。

「あのさ、ちょっと恥はずかしいんだけど、これからは俺の言ったワードで言ってほしい言葉がいくつかある。あとしてほしいことも」

　マルスの下で胸を揉まれ、性感帯である耳を刺激され、リリアの声は細く甲かん高だかくなった。

「はぁっ、はぁっ……♡　なんでもっ、んんっ、しますよっ、私はっ、ご主人様の、あっ、せ、性せい奴ど隷れいですからぁっ、あっ、喜んでもらえるならっ、んっ、んんっ♡　んん……み、耳だめっ……！♡　あっ、ああっ……♡　――イ、イくっ♡」

　リリアは淫いん語ごめいた言葉を口走る時がある。だがそれらは保健の教科書の単語のようなものであり、イマイチ興奮しきれないとマルスは思っていた。

　距離感が縮ちぢまるまでは言うまいと考えていたのだが、そろそろいいのではないかと判断する。

　今のは本気でイッたというよりは、軽イキしたのだろうとマルスは思った。

　このくらいの軽いイキ方はしょっちゅうなのだ。

　愛あい撫ぶで何度も軽い絶頂を繰り返して、リリアの腰が抜けて、へろへろになってから挿そう入にゆうに至いたるのがいつもの流れ。

　イカせてから挿入すると、おまんこの中がどっぷりと愛あい液えきにまみれ、ほぐれた膣ちつ肉にくがチンポにちゅうちゅうと吸いついてくる。

　キツく締まりながらぬるぬるとマルスのチンポを押し返してくるところを、問もん答どう無む用ようで腰を突き入れるのがとてつもなく気持ちいい。少し溜たまっている時など、挿入だけで射精するくらい刺激的だった。

　ぴくん、ぴくん、と体を揺らし、顔を真っ赤にしているリリアをこの世界から隠すように、マルスは肘で体重を支え、手の自由を確保して、頭を撫でる。

　体を落とせば、胸の感触を味わえて興奮する。ぐにゅぐにゅと潰つぶれる柔らかな触感が最高なのだ。

　マルスは片方の腕で自分の体重を支え、リリアの閉じた太ももの間に片手を差し入れる。

　産うぶ毛げもないさらさらの冷たい肉をすりすりと撫で回し、ゆっくりと、リリアがしっかりと感じ取れるように股こ間かんへ滑らせていく。

　指をおまんこのところに近づけると、リリアは抵抗するように膝ひざを閉じる。

　しかし耳に息を吹きかけると反射的に足が開くので、その隙を突いてマルスは手を進めた。

「今度から、性交じゃなくて、えっち、とか、セックスって言ってほしい」

「は、はいっ、あ、あっ！♡　えっち、えっちですねっ！♡　あっ、くるっ、マルスの手が女じよ陰いんにっ！♡」

「ここは女陰じゃなくて、おまんこで。俺のはおチンポとか、おちんちんとかがいいかな」

「あああっ！♡　――おまんこ、おまんこ触られてっ、あっ！♡　あーっ！♡　指でくにくにするのっ……ああっ！♡」

　卑ひ猥わいなものであろう言葉を言わされて、リリアはますます興奮する。
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　ただでさえ絶頂直後、感度は凄すさまじい。

「そうそう、そんな感じ。まだパンツの上からだよ？　ホント、エロい身体だ……もうトロトロ」

　ほぼ紐に近いパンツは、リリアから染しみ出た液体でぬるついていた。

　マルスが指を浮かすように離すと短い透明な糸を引く。

　感じてくれることに嬉うれしくなったマルスは、割れ目に沿って指を動かし、ぴん、と控ひかえめに膨ふくらんだクリトリスを、パンツの上から指先で繊せん細さいに押したり撫でたりする。

　リリアの甘い喘あえぎがマルスの性欲を極限まで高めていった。

「もっと、もっとおまんこ触ってくださいっ……♡　ぺ、ぺろぺろもしてほしいです……♡」

「いいの？　前は恥ずかしいから嫌だって……」

「さ、最初は恥ずかしくて嫌でしたけれど、い、今はもっとおまんこ見てほしいです……♡　私の恥ずかしいところ、全部知ってほしいですっ……♡」

　イチモツをびんびんに勃ぼつ起きさせたまま、マルスはリリアをマングリ返しの体勢にする。

　もわっと立ち上るメスの発情臭と、眼前にある卑猥なモノに大興奮したマルスは、パンツを横にずらしておまんこに直接むしゃぶりつく。

　――イカせまくってやる！








第４話












「あっ♡　あうっ♡　あっ！♡　にゃっ、うにゃっ♡　あっ、あひっ……お、奥、奥すごいっ……！♡　あっ、やっ♡　ああっ、手前もすごいぃぃっ……！♡　も、もっとしてくださいっ、もっと突いてくださいっ、あうっ、んっ、はぁっ……ご主人様っ！♡　あーっ、好きっ、大好きっ！♡」

　拝はい啓けい、日本の皆様――。

「あーっ！♡　んあっ、ああっ！♡　あうぁっ！♡　う、後ろからするのも……すきっ、動物、みたいな交尾っ、ふ、やっ、きもちぃ！♡　その角度もしゅごいぃぃっ！♡　イくっ、イくっ！♡　あーっ、あーっ！♡　イっぐっ！」

　――この異世界は最高です。

「ご主人様もっ、マルスも一緒にぃっ！♡」

「言われなくても……うう！　リリアっ……！」

「あっ、ああんっ！♡　うぐっ……！♡　イぐっ……！♡　[image: ]っ！♡」

　体位はバックで、マルスはリリアの豊満な尻しりを鷲わし摑づかみにし、根元までしっかり入るよう思い切り腰を打ちつけ、こりっとした感触の膣ちつ奥おくに亀き頭とうの先端をぐりぐりと押しつける。

　突いた衝撃で白く柔らかな尻がぶるんと波打ち、リリアは髪を振り乱しながら端を強く握った枕に顔を押しつけ、愛らしく可愛かわいい甲かん高だかい声をくぐもらせた。

　びゅくびゅくびゅくっ！

　マルスも呻うめくような声をあげ、リリアの膣奥に粘ねばっこい白はく濁だく液を膣内に塗りつけるように大量に放出する。

　生なま膣に好き放題こすりつけ、思う存ぞん分ぶん射精する感覚に、マルスの腰と頭の中はとろけきっていた。

　受け止めるリリアは四よつん這ばいの状態のまま、尻を上げるようにしてマルスの腰にみっちりとくっつける。

　一滴たりとも子こ種だねを外には出さないというメスの本能がリリアの体を無意識に動かしていた。

　マルスの巨根がびくん、びくん、と膣内で力強く脈みやく動どうし、リリアの膣奥に熱い精液を送り込むたびに、リリアの長く尖とがった耳がぴくぴくと反応する。

　異種族であっても感じるメスの悦よろこび。心を許したオスの種たねを植えつけられるのは種族が違えど共通の快感であった。

　――好きな女にどっぷり膣内射精するの気持ちよすぎる……！

　マルスは口の端からつーっとよだれを垂たらしながら、膣内射精の感動に浸ひたっていた。

　ぶるぶるぶる、とお互い絶頂の快感に身震いする。

　何度しても飽あきがやってこない体だと、双方が心から思う。

　射精しながらマルスは体を布ふ団とんにゆっくり倒し、膝ひざをガクガクさせて四つん這いからうつ伏せになりかけているリリアにのしかかりつつ、熱の塊かたまりになった、手に余るなんてものじゃない巨大な胸を欲望全開でぐにゅぐにゅ揉もみしだく。

　汗あせばむ体が重なれば、若い体はぺっとりと吸いつきあった。

「こんなにおっぱい大きいのに、乳首弱いよね……」

「だ、だって……！♡　ご主人様が毎日こねくり回すからっ、ど、どんどん気持ちよくなってきてしまっていて……♡」

　マルスは固く尖ったピンク色の突とつ起きを手のひらで潰つぶすようにし、手に余る全体を回すようにしながら貪むさぼった。女のカラダの柔らかさを象徴する部位は、何度揉んでもたまらない感触だ。

　硬かたくなった乳首の先端を、爪つめの先で赤子に触れるような細こまやかさでかりかりと引っ搔かいてやると、リリアはもっとと言わんばかりに胸を突き出す。

　――乳離れできそうにない……。

　まさかこの歳としで毎日おっぱいに甘えることになるとは……。

　むにむにと胸を揉みながら、マルスは目で鼻で耳で温度でリリアを堪たん能のうする。

　胸を揉みながらマルスが見つめたリリアの白くシミのひとつもない背中は、珠たまのような汗で濡ぬれ、背骨の凹へこみはいやらしさのある匂においの水たまりになっていた。

　若いメス特有の甘ったるい匂いが、オスであるマルスを種付けのために強く発情させ、背せ筋すじをぞくぞくさせる。

　全身すべてが性器になってしまった、とマルスが錯さつ覚かくするほどの本能的な興こう奮ふんがあった。

　マルスはリリアの長く尖った耳の先っぽを唇くちびるで挟はさんで、舌したの先端で少し舐なめたあと、囁ささやくように声を出す。

　吐と息いきを耳に感じたリリアは、まだまだ続きがしたいとでも言うような声で、甘く、いやらしく喘あえぐ。一晩中することも珍めずらしくないから、二、三回しかしていない今現在は少々物足りなく感じている。

　体位的には寝バックの状態でぺったりと体をくっつけ合って、手足を絡からませながらしばらくイチャつく。熱っぽくなった体を冷ます時間だ。

　体をねじり反らせてマルスの唇を求めるリリアが愛いとおしい。

　舌を絡め合い、片手をつなぎ、マルスは余よ韻いんに浸り続ける。

　唇を舐められるとくすぐったく感じるが、いつの頃からかマルスはそれに強い快感を覚えるようになっていた。開発しているつもりであったが、その実、自分も開発されていたらしい。




　リリアとこういう関係になるまで、キスはそれほどいやらしい行為だとは思っていなかった。

　今は真逆で、この口同士でする性交にも夢中だ。

　鼻息が荒くなり、心臓の鼓こ動どうの高鳴りは日常の限界を簡単に超えてしまう。

　指に滑なめらかにまとわりつく金色の髪も、汗ばんでいてもサラリとした白はく磁じの肌も何もかもがたまらない。

　挿そう入にゆうしたままのイチモツは固く膨ふくらんだまま。

　射精した事実など感じさせず、まだまだ射精したりないとわめき散らすように脈動していた。

「最高だ、リリア……好きすぎるよ」

「あっ……♡　み、耳は弱いですからっ……！♡　私も大好きですよ？♡」

「ありがとう。……耳も、の間違いだろ？　リリアは全身性感帯じゃないか？　エロすぎる」

　恋人関係に進展してから毎日セックスしていたせいか、最初と比べてリリアの感度はかなり上がった気がする。

　今では快感を覚えてしまったリリアから求めてくることも増えてきた。

　なめらかなリリアの肌に指を這はわせ、肌の奥の温度をマルスは指先で確かめる。

　女の柔やわ肌はだと言うが、まったくもってその通りだとマルスは感かん慨がいにふけった。

「そ、そうかもしれないですけれど……♡　ご主人様が気持ちいいのを教えるからですっ……！　ご主人様に出会うまでは処女だったのですからっ！♡」

「ああ、そうかもな……なぁ、もう一回しよう？　俺、全然し足りないよ。もっと甘えさせてくれ」

「も、もう……えっちなご主人様なんですから……♡」

「リリアも好きなくせにっ！」

「あっ、ああっ！♡」

　上からリリアの全身を押しつけるようにし、マルスは腰を小こ刻きざみに動かし始める。

　そのあとも数回し、一段落したあと、ふたりは布団の上で体を寄せ合い呼吸を整える。終わったあとのピロートークが重要だと前世で知っていたマルスはこの時間を大切にしている。

「はぁっ……はぁっ……♡　性交がこんなに心地いいなんてっ……♡　ご主人様は天てん賦ぷの才がおありなのですねっ♡　私の初めてがマルスで本当に良かったです♡」

　リリアの体を完全に把は握あくして、自分の体の動きを完全に制せい御ぎよしているかのように、リリアの弱いところを的てき確かくにえぐるようにマルスは腰を振る。

　毎日毎日そのように弱いところを開発されていれば体はすんなり順応してしまう。

「リリアとするまで童どう貞ていだったから、上う手まいかどうかは知らないけどね。喜んでくれるなら嬉うれしい。俺のほうこそ最高だよ。こんなにいいなら昔から頑張れば良かった……」

「昔？　マルスはまだ十七だと聞いていますが……？」

「あー、うん、こっちの話だな。とにかく、リリアは最高だってことだ！　問題があるとすれば、最高すぎて何回しても収まる気配がないってことくらい」

　転生して困っていることがあるとすれば、強すぎる性欲と感度くらいだ。

　一人でいたときは我が慢まんできていたものも、リリアという明確な劣情の対象を得てからは我慢できなくなっていた。

　不必要なほど立りつ派ぱなモノに、一日五回は射精しないと他のことが集中できなくなるほどの回復力。

　感度そのものもいい。射精とはこんなに気持ちのいいものだっただろうか、とマルスは前世と比較し、ヨダレを垂らして震える日々が続いている。

　射精量も多く、もしコンドームでもしていれば、根元の方から溢あふれ出てくるくらいの量が一度に出る。大量放出に伴ともなう瞬間の快楽は尋じん常じようではなく、頭の中が本当に真っ白になるほどだった。




　リリアは横向きになり、マルスの頰ほおへキスをする。

　真っ白な肌は、事後であることを除いても真っ赤に染まっていた。

　人間を馬ば鹿かにしているリリアだが、マルスのことだけは素直に好きだった。

　獣じゆう欲よくに任せ腰をくねらせ合い、秘所を擦こすりつけ合う、理性や品性とはかけ離れた行為。

　オスもメスも終着地点にある快感を欲し、それ以外の何もかもをかなぐり捨てて、動物同然に腰を振るしかできなくなる。

　理性や品性、知性や尊厳を尊ぶエルフという種族としては羞しゆう恥ち極きわまりないが、強制的に頭を空からっぽにさせられる感覚はリリアにとっても悦えつ楽らくそのものとしか言えない。

「人間の性交はあっという間で、それも一回で終わると聞いていたので驚きでした……ご主人様、マルスに拾ってもらえて本当に良かったです♡」

　マルスの頰にちゅっとキスしたあと、リリアはそんなことを言った。

「あっという間に終わる？　さすがにそんなことないだろ？」

　――まぁ早そう漏ろうならそうなのかもしれないが……皆が皆そうではないだろう。

　俺もリリアとの最初の一回は、半分くらい入れただけで出ちゃったけど。

　――膣内が気持ちよすぎるんだよなぁ。手とかオナホと違って、生きてるって感じがする。

　お湯みたいに熱くて柔らかい肉がぐにぐに吸いついてくるし、動かしてると感触が変わってくるし。

　――身体からだの重みも大きさも最高だ。

　好き好き言われながらってのもいい。興奮の度合いが半端じゃないから。

　まさかこの俺が本気で誰かを孕はらませたいと思う日がくるとは思わなかった。

　リリアはマルスの言葉を聞き、おかしなものでも見るような顔つきをしていた。

　性交はすぐに終わるもの、ということに確信があるような顔つきだ。

　なぜ、と思っていると、リリアはマルスにとって衝撃的な発言をする。

「『普通』の人間のオスはご主人様の半分ほどもない粗そ末まつなモノを備えていて、一度射精してしまえば終わりでしょう？　それも敏感ですぐに出てしまうとか。だからご主人様に教えていただいた、ふぇらちお、や、ぱいずり？　も目からウロコでした。無駄に出してしまうようで」

「いやいや、そんなわけないって。それは本当にごく一部の話だな」

　――難なん儀ぎな話だ。

　そんなに短小で持久力もないのであれば、他の男にすぐ寝取られてしまいそうな気もするとマルスは思った。

　いくらなんでも、相手の女を満足させられないだろうからだ。

　やはり体の相性というものは重要だとマルスは考える。

　リリアとのセックスが気持ちよかったから、前よりも好きになっている気がするのである。それはリリアも同じに思えた。距離感が近くなり、ふたりきりの時はイチャつくことが増えたからだ。出会った当初は冷たい対応をされてきたマルスとしては感動も大きい。

　マルスはリリアを寝取られる想像をし、嫌だな、と苦い顔をする。

　そんなマルスの心配をよそに、リリアはそのまま話を続けた。

　リリアの知識は書物によるものだ。

　保健の教科書のようなものもしっかり読んでいた。

「俺もどっちかっていうと早漏だぞ？　そのぶん絶ぜつ倫りんだからいいけどさ。あのにゅるぷにっとした感触で出そうになるのはわからんでもないけども」

　大だい陰いん唇しんに亀頭が挟まれただけでイキそうになることはしょっちゅうだった。

　にゅるん、とにゅるついた柔らかい肉に包まれるのは気持ちいい。知ってからは時々素す股またで抜いてもらっている。

「いえいえ、何をおっしゃっているのです？　私はこれでも森の智ち者しやエルフの一員なのでそのような下げ世せ話わなことも一応知ってはいますが、私の言っていることは真実ですよ。人間の営いとなみとはそういうものです。繁はん殖しよくに時間をかけるなど種族としては劣っていますから、正当な進化でしょうし。つまり、マルスのほうが異い端たんですね。前から思っていました。私にとっては最高ですけれど」

「えっ……？」

　――意味がわからない。

　少なくとも転生前の世界では違った。だが確かに動物の交尾はだいたい短い。敵がいるかもしれない状況で繁殖行為に時間をかけている余裕はないのは事実だ。でもそれは動物の話。人間もそうなのか？

　――もしかして俺、そんなチート貰もらってた……？

「自じ慰い以外で絶頂を知ることになるとは思ってもいませんでした♡　『普通』の女は生しよう涯がい、性交で絶頂を知ることはまずありませんから……どんな女であってもご主人様の体を知れば、ほかの男に目を向けることすらできなくなるでしょうね。素す敵てきです♡」

　リリアは自身の両肩を摑つかみ、愛おしそうな顔で震えていた。

　強調された深い谷間にマルスの目が行く。

「ほ、本当なのか、それ……？」

「ええ。私がご主人様相手に噓うそをつくとでも？　痴ち態たいは見せてしまっていても、本来エルフは規律を尊とうとぶ気高い種族なのですよ。命を救ってもらった大恩ある貴方あなたに偽ぎ証しようなど絶対致しません。ましてや奴ど隷れいの私にこんなにいい生活をさせてくださっているお方であれば、なおさらです。エルフは何百年経たとうとも恩を忘れることのない種族でもありますから」

　一転して真ま顔がおで話すリリア。噓を言っているとは思えない。

「まさかの展開だ……」

「？　良いではないですか。もう何人か仲間が欲しいとおっしゃっていましたし、この調子でほかのダンジョン冒険者パーティのメスたちでも誘っては？　ご主人様の体を知れば、百年の恋も一瞬で氷点下ですよ？　長命な私からすると、たかだか百年前後の恋など大したことではないですけれどね！」

　やれやれ、といった顔をリリアはする。

「人間は百年も生きないから一生愛するよ、って意味だ、それ。――寝取って仲間にって？　そりゃ無茶な話だ。第一そこまで至いたらないしな……俺そんなにモテないし」

「そうなのですか？　ご主人様は人間のメス受けがよさそうな顔立ちに見えますが。あ、私の魔法で発情させることくらいはできますよ？　そこをさらにひと押しすれば」

　――媚び薬やくの魔法？

　おいおい、そんな魔法があるなら全力で習得するけど？

　毎日のように使われていることをマルスは知らない。

「そんなチートじみたものが……？」

「チート？　というのはわかりませんが、主に家畜の繁殖を促うながすために使う精神干かん渉しようの魔法ですよ。エルフの男は性欲そのものが薄いので、子作りをけしかけるために使ったりもします」

　うーん、と喉のどを鳴らし、マルスは少し悩んだあと、リリアの提案を受け入れる。

　仲間探しについて悩んでいたのは事実だったし、いろいろな意味で仲良くなれば裏切られるリスクも低くなるのだから、魅力的な提案に思えてしまった。

　頭に浮かんだのは先ほど『雷らい鳴めい』を名乗っていたゼリウスと一緒にいた黒髪の少女。

　少なくともリリアに嫌悪の表情を向けてはいなかったし、もしかするとリリアとうまくやっていけるかもしれない。

　それに寿じゆ命みようを延のばす手段がないとした場合、マルスが先に死んでリリアは一人になる。そうなったとき、人間を嫌って森で孤独に過ごすリリアの姿は容易に想像できた。だったら人間の友達を作るとか、そういう孤独に陥おちいらない選択肢しを用意できるようにしておいてあげたい。

　いわば人間関係のチュートリアル。そのモデルケースとして同性の仲間を作るのは悪くない。




　――寝取りハーレムでダンジョン攻略。




　倫りん理り的にはどうかと思うけど、ルールに従って生きていてはリリアを幸せにすることはできない。

　こんな人生も、多分アリだ。





◇






　マルスとリリアが宿の部屋に戻ってしばらくたった頃、ゼリウスと一緒にいた黒髪の少女、ハズキはふたりを捜していた。先ほどのゼリウスの非礼を詫わびるためだ。

　ダンジョン内の宿は洞どう窟くつを削けずってできた空間を利用し、個室として使えるよう扉と壁を設置した場所だ。

　ハズキは治ち癒ゆの魔法で大おお雑ざつ把ぱには傷を治したものの、ゼリウスに殴られた鼻の奥はまだツーンと痛い。ハズキの自己診断では鼻の骨が折れている可能性が高かった。何度かゼリウスに折られたことがあるので痛みの強度でだいたいわかる。

　――何日かは痛いままかなぁ……昨日蹴けられた足もまだ痛いし。

　脛すね当あての痕こん跡せきを残す太ももの青アザを手のひらでさすり、ハズキはゆっくりと歩く。

　ゼリウスが揉め事を起こすたびにパーティメンバーに迷惑がかかる。か弱い女の子にしか見えないハズキはその容姿から仲ちゆう裁さい役をさせられることが多かった。ゼリウスや他の仲間が謝るより解決できる場合が多かったからだ。

　――さっきの奴隷のエルフさん、すっごい大事にされてたなぁ……。

　強い人に守ってもらえて、馬鹿にする人にも怒ってもらえて。髪もサラサラだったし、高価そうな服を着てた。ちょっと恥ずかしすぎる格かつ好こうだったけど……おっぱいすごかった。

　わたしは奴隷じゃないのに……あのエルフさんより価値がない。

　なんでゼリウスと出会っちゃったのかな……あの人も強そうだったし、あの人と最初に会えてたら違ったのかな。

「はぁ……憂ゆう鬱うつ……」

　ゼリウスの顔を思い出すとため息が出る。

　ハズキからすると、実際のところ同行者はゼリウスでなくても良かった。

　とはいえダンジョンを踏とう破はできるほどの実力者はそうはいない。いても同行を許してくれるような人は滅めつ多たにいない。

　嫌になっても付き従うしかない。自分とその一族の目的を果たすためには必要なことだった。

　ハズキは出会った当初だけはゼリウスも優しく、好意を持っていたが、最近は皆かい無むだ。

　好きで一緒にいるというより、ほかに選択肢がないから一緒にいる。

　ゼリウスという人物はそれがなんであっても手に入れてしまうと興味を失うらしく、だんだんと管理がずさんになる。

　毎日のように殴る蹴るの暴行をされ、罵ば倒とうされることもハズキの日常になりつつある。憎ぞう悪おすら感じることも増えてきた。

　ゼリウスとハズキは一応恋愛関係にあると見られるのだが、現実はそういうものとは程遠い。キスはおろか、手をつないだこともない。ハズキとゼリウスの関係は奴隷と主人の関係に近く、そしてそれはマルスとリリアの関係とは似て非なるものだった。

　ゼリウスの顔だけはかっこいいとハズキは思う。でも内面は最悪。

　すぐに癇かん癪しやくを起こすあたりは、年上であるのに躾しつけのなっていない子供のように思えてしまうこともあった。

　そもそも相性が悪いのだとハズキは思う。

「あのふたりの部屋、どこだろ……」

　ネットカフェさながらに個室が並ぶ場所を、ハズキはきょろきょろと見回しながら歩いていた。ここがすでに迷宮のようだ。自分が借りた部屋さえ、どこにあるのかよくわからなくなる。

　辺あたりはしんとしており、不在の部屋が多いはず。時間的に、多くはまだ探索を続けているのだろう。

「ん、声した？　さっきの人たちの声に似てる……この部屋、かな？」

　男女の声がする部屋をハズキは見つけ、扉の前で耳を澄すまして聞いてみる。

　遮しや音おん性せいの高い部屋からかすかに漏もれてくるのは、聞き覚えのある声。

　あのエルフの女の人の声がこんな感じだった気がすると、ハズキは記憶の中からリリアの声を引っ張り出す。

　ハズキはそっと扉を開き、中にいるであろうふたりに声をかけようと、部屋の入口正面にある仕切りの奥へと進む。マルスもリリアもお互いに夢中だったから鍵かぎは締めていなかった。

　人違いなら謝ればいいとハズキは考えていた。どちらにせよ、部屋の中を見てみないことには正解かどうかもわからないのだ。

「――！」

　ハズキは叫びそうになるのを必死でこらえ、口を両手で二重に塞ふさぎ、物もの陰かげに隠れ、顔の右半分、目が出ているほうだけを少し出して様子を見る。

　目に入ったのは、これから繫つながろうとしている汗だくの男女の姿だった。

　ハズキは、宝箱に擬ぎ態たいした魔物の内部に迷い込んだようなもの。

　目的地だと思っていたそこは、生物の本性と本能を強制的に剝むき出しにさせる場所だった。

　ふたりはハズキに気づく様子はない。ふたりきりの世界に入ってしまっていて、周囲のことなど微み塵じんも気にならないのだろうとハズキは思った。

　布団をかぶることもなく、ふたりは生まれたままの姿でくっついていた。




「リリア、俺また挿いれたい……いい？」

「はぁ、はぁ……♡　わ、私もご主人様のおちんぽほしいです……♡　な、何回もイカされてしまったので、奥のほうがきゅんきゅん切なくて……またおっきいので搔き回されたい……♡　動けなくなるまで、ずっとずっとえっちしましょう……♡」

　はぁはぁと荒い息をかけるマルスに、リリアはどこか母性的な表情をしていた。

　ハズキに見えたのは、恥ずかしげもなく開いたリリアの両足の間にマルスが挟まり、両手でぐにぐにと胸を揉んでいるシーン。

　マルスはリリアの胸に頭をうずめ乳首に吸いついたりもしていた。

　体も頭もお互いのことしか考えられなくなってしまっているように見えるほど、ふたりはすりすりと密着し、自分のものではない温度を嚙かみ締めているようだった。

　ハズキの目を引いたのは、マルスの股こ間かんから生はえる巨大なもの。

　リリアの柔らかい割れ目に擦りつけるように小刻みに動かしていた。

　赤黒く腫はれた亀頭の先端はぬらぬらと輝き、ぽたぽたとリリアの腹の上に汁しるを垂れ流す。

　血管を浮き上がらせて、上下にビクビクと揺れていた。

　――何あれ。

　ひょっとして、男の人のあれ？

　目を開ききって、ハズキはマルスの男の象徴を射い抜ぬく。

　行為をしたことはないが、ハズキはゼリウスのイチモツを見たことがあった。

　恋愛関係になるにあたって、強引に関係を迫られたのだ。その時に半なかば無理やり見せられた。

　ゼリウスは嫌がるハズキを無理やり組み敷いて、何度か顔を殴おう打だして関係を迫った。

　その時に見たゼリウスのものはハズキの細い親指と大差ないか、もっと小さなものだった。

　先さき細ぼそる先端は包皮で覆おおわれていて、ハズキは初めて見る男性器をなぜだか惨みじめなものに感じたのを覚えている。

　結局行為がなされることはなかった。

　ゼリウスは極度の興奮とパンツを下ろす刺激で勝手に射精してしまったからだ。

　皮の先端からぽたっと一滴落ちた精液が、ハズキにはとても汚いモノに見えた。

　始まりも含め、何から何までゼリウスの勝手だったのが印象的だ。

　――ゼリウスのと全然違う。

　あんなの入るわけ……ないよね？

　ハズキには信じられない。比較対象があまりに小さくて、マルスのサイズがどの程度のものかわからない。

「入れるよ」

「はいっ……！♡　あああっ、おまんこに先っぽをくちゅってされただけで、私もうイッてしまいそうです……！♡　マルス好き……！♡」

「お、俺もだ。ごめん、一気に奥まで入れていい？　それで出ちゃうかもしれないけど」

「いいですよっ、たっぷり射精してくださいっ……！♡　マルスのびゅくびゅく、あっつくて大好きですっ♡」

「そんなこと言われたら、が、我慢できん……！」

　正常位でマルスは膣口に亀頭を押しつけ、ほんの少しだけ挿れる。

　先端がある程度固定されたのを確認し、チンポを片手で押さえつつ、リリアの上に乗り上げた。

　リリアの膝ひざ裏うらを肩にかけるようにして足を持ち上げ、マングリ返しに近い形に持っていく。

　絶対に下にいるリリアを逃がさないという強い意志を感じ取ったハズキは、今まで以上に食い入るように事の成り行きを見守る。

　ハズキからはよく見える体位だった。見えすぎて、見せつけているようにすら感じる。

　位置的に、ふたりの結合部を真横から見る形なのである。

　巨大なチンポがリリアの大陰唇を押し広げ、おまんこ全体を強引に開き、ゆがませる。

　ふたりの赤い余裕のない横顔は、早く快感が欲しくて辛しん抱ぼうたまらないといった様子だ。

　はぁはぁ、はぁはぁと熱い息をぶつけ合っていた。

「いくよ」

「はいぃ♡　ご主人様ぁ♡」

　ご主人様、という言葉に、マルスのＳ心に火がつく。ぞわぞわぞわっと背筋が凍こごえるように震えた。

「こ、こういうときのご主人様はずるい……！」

　ごくん、とハズキは息を呑のんだ。

　ハズキはふたりから目を離せない。男女の性交を見ること自体初めてなのに、よりにもよってこの世界基準だとチートじみた肉棒をハズキは目にしてしまった。

　マルスのモノはハズキの手のひらを目一杯広げたよりも長く、細い木の幹か何かに思えるくらい太い。

　ぶら下がる玉もゼリウスのビー玉サイズとは違い、卵が二つぶら下がっているような大きさだ。

　ハズキがじっと見ていると、マルスの玉がぐぐっと持ち上がっていくのがわかった。太ももの下から覗のぞいていたのに見えなくなったのだ。

　部屋に満ちる淫いん臭しゆうに、ハズキの身体は素直に反応する。
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　発情の魔法をかけられた部屋。術者であるリリアすら想定していないトラップ。

　心理的に『セックスしないと出られない部屋』と化してしまっていたのだ。

　見つかってはいけないのに、ハズキもはぁはぁと息が荒くなる。

　股間がぬるぬると潤うるんでしまっていた。下着のクロッチの部分が重い。今すぐ下着に手を入れ、いつもするように自分を慰なぐさめたいとハズキは思う。

　ハズキの小さな頃からの悪あく癖へきだった。

　両親を早くに亡くし、寂さびしい思いをずっと抱えてきたハズキが自慰を覚えたのは早く、少し時間ができたり一人だったりするとすぐに股間に手が伸びる。

　良くないことだとは思っていても止やめられない。

　呻くような声を出し、マルスとリリアの顔が苦く悶もんの表情に似たものに変わる。

　ハズキが結合部を視線で穴でも開けるように見ていると、マルスの出っ張り――亀頭――が、リリアの膣肉にちゅるん、と飲み込まれた。

　すると我慢できなくなったのか、マルスは一気にリリアに向かって腰を落とし一瞬固まる。

　ぱちゅん、と一回だけ肉のぶつかった水っぽい音がハズキの耳に響く。

　マルスは背せ骨ぼねを通って脳を焼き焦こがすような快感に震えた。

　繰り返された絶頂で温まった膣肉が、吸いつくようにぞりぞりとチンポを擦り上げる刺激は、我慢して感度が高まったチンポにはさらに強く感じられる。

　全力で射精するために金玉がぺっとりと根元に張り付くと、マルスの尿によう道どうをあっという間に精液が登り始める。




　全身痙けい攣れんを伴う最高の射精だ。

　マルスの肺の中の空気が、精液と連動するように押し出されていた。

　マルスは体重を乗せ、リリアを身動きできないようにしていた。

　普段はリリアを気き遣づかっているが、どっぷりと種付け射精をするときは本能のままに動くことしかできなくなる。

　リリアのほうも手をマルスの背中に回し指にぐっと力を入れ、両足をマルスの尻に巻きつけ射精を待つ。

「うあ、あ、リリア……！」

　ぴくぴくぴく、とチンポが粘ついた快楽に痙攣し始める。

　とろっ、と精液が漏れ出しそうになるのを必死にこらえ、マルスはぐりぐりと子し宮きゆう口に亀頭をねじ込む。

「奥どんっ……んああっ、ああっ！♡　マルス好きっ、しゅきっ！♡」

「柔らか締まる……！　こんなのすぐイク……！」

「あうううっ！♡　はぁっ、んぁっ！♡　んっ、はぁっ……！♡　がちがちですごいぃ……！♡　な、なんでこんなにきもちぃのぉっ……!?♡　お腹なかのなか全部マルスの形になるぅっ！♡　しゅき、しゅきぃっ！♡」

　どくどくどくっ！

　びゅく、びゅくびゅくびゅるるっ！

　びゅるるっ！　びゅるるるっ！

「あーっ！♡　[image: ]っ！♡　お、おまんこイくイぐっ！♡　奥ごりごりっ……ひっ、ひぃっ、熱い熱い熱いぃっ！♡　し、子宮精液で焼けるっ！♡　[image: ][image: ]っ！♡　あーっ！♡　まるしゅのしぇいえきあぢゅいぃっー！♡　お、おまんこイぐぅっ!?♡」

「と、とまらな、とまらない、ううううっ！　リリアのアツアツまんこ最高っ……！」

　びゅっ、びゅっと前世での射精一回分に相当するような量の精液が、一回の脈動だけで飛び出ていく。

　意識を失ってしまいそうな快感がマルスを連続して襲おそっていた。

　膣内のうねる動きが、マルスのチンポにもっと射精しろと煽あおっている。

　どぷどぷとゼリー状に固まった精液が搾しぼり取られる感覚は、代替のきかない無上の快感だ。

　――な、中出し最高……！　気持ちよすぎる！

　ふうふうとさっきよりも強く息を吐きながら、マルスは体を硬直させて精液を飛び出させる。

　快感が強すぎて、呼吸の仕方すらわからなくなりそうだった。

　落ち着けば体をまさぐり合っていやらしく舌を絡めてキスをし、また少しだけ腰を上下に動かす。

　ハズキは瞬まばたきもせず、穴が開くほど真剣にマルスたちの性交を見つめていた。

　恐らくはこれが正しいのであろうと、ハズキには確信できる愛のある性交。

　こんな関係性の元での行為でできる子供であれば、祝福されて産まれるに違いないとハズキは思う。

　――す、すごい……！

　エルフさん、すっごい気持ちよさそう……あ、あれがわたしの中に入ったら……。

　で、でもわたしにはゼリウスがいるし……裏切ったらどうなるか……。

　ハズキから見たふたりの表情は、これ以上ないほど幸福そうに見えた。

　リリアはマルスの腰に足を巻きつけ、手を背中に回して愛おしそうな顔だ。

　射精したあとでも深く愛し合える、性欲だけでない繫がり。

　――羨うらやましい。

　ゼリウスは勝手に射精したあと、とても冷たい顔でハズキのそばから去っていったのだ。

　思えばあの頃から見方が変わった気がする。

　顔面を殴られ組み敷かれまでしたのに未み遂すいで終わったのだ。体だけでなくプライドも傷ついた。

　じゅっぽりとマルスのチンポを飲み込むリリアのおまんこを、ハズキは真剣に見つめる。

　どっくん、どっくん、とマルスのチンポの根元が動き、結合部の隙すき間まからは粘ねん性せいが高そうな真っ白な液体がぼたぼたと漏れ出し、リリアの尻を伝って床に落ちていった。

　――あんなに溢れるくらい精液って出るの……？

　あ、あんなの出されたら一回で妊娠しちゃうよ……。

　で、でも気持ちよさそう……。

　気づけばスカートを捲まくり上げパンツの中に手を入れて、ハズキは自分のおまんこを夢中でほじくり回していた。

　心臓が破裂しそうなほど高鳴る。

　マルスの横顔が輝いて見える。

　ゼリウスといても胸が高鳴るが、それとは種類が違って、心臓にきゅうっとした切ない痛みを覚える。性衝動の高まりのせいでその感情がなんであるかハズキにはよくわからない。

　中指を入れてＧスポットを優しく擦ったりクリトリスをいじるのがハズキの普段のオナニーで、それ以上は入れたことがなかった。それなのに、ハズキは自分でも知らないうちに右手の中指と薬指の二本を根元まで入れ、Ｇスポットではなく、指が届くところまで突っ込んで必死に擦りまくる。

　格好も左手を壁について全身を支えながらのガニ股まただ。より奥深くに届くよう身体が勝手に動いていた。

　惨めだとハズキは自分でも思った。

　目の前であんなに気持ちよさそうに交尾している人間がいるのに、自分は相手もなく自分を慰めることしかできないのだから。

　歳は近そうだが、彼らは自分よりも上に思える。

　ハズキはこんなに激しくオナニーをしたことはなかった。

　ぼーっとして真っ赤になった顔で無我夢中におまんこ弄いじりをしていたハズキは、無意識のうちにマルスのチンポを欲していた。

　ハズキの細い指二本では代替品にすらならないということもわかっている。当然、それより短いか、せいぜい同じくらいの長さのゼリウスのモノでもだめだ。

「はぁ、はぁ、はぁっ……きもちっ、きもちぃっ……あ、あ、あっ、んん……奥、奥、むずむずする、指とどかない、とどかないっ……あっ、きもちっ、きもちぃ……♡」

　ハズキは自分がぼそぼそと喘ぎ声を出してしまっていることに気づいていなかった。

　ぐちゃぐちゃ、ぐちゃぐちゃ、と大きな音を立てて、よく知らぬ他人の交尾を見ながらするオナニー。

　彼らが横を向いたら見つかってしまうのは確実。なのに、指を止められない。

　知らぬ間に顔だけでなく、体まで完全に乗り出してしまっていた。

　――おまんこってここのことかな……？

　おまんこ、おまんこ……なんかやらしい響き……。

　リリアの言う『おまんこ』という単語が、ハズキの頭に妙に残る。

　そうしてハズキが見ていると、ふたりはまたキスをしてもう一度交わり始めた。

　マルスはキスをしながらリリアに覆いかぶさって上下左右に腰を振り、角度を変えてリリアの膣内をえぐっているらしいことがハズキに伝わる。

　滑らかで、明らかに性交に慣れた腰つきだ。あんなふうにされたいとハズキはリリアを羨ましく思った。

　ぱんぱん、ぱちゅぱちゅ、という音が鳴り止まない。

　肉の音と同時に上がる嬌きよう声せいがハズキの脳みそを焼いていった。

　マルスが動き方を変えると、リリアの喘ぎ方も変わる。

　白く濁った糸を引いて杭くい打うちのように出入りする逞たくましいチンポにハズキの目は釘くぎ付づけになった。

　自分の恋人であるゼリウスはあんなものを持っておらず、また、二度連続などできないだろう。

　再び始まった交尾に、ハズキは指の動きをさらに激しくして、さらなる興奮を示す。

　――もっと見たい！

　気持ちいい気持ちいい気持ちいいっ！♡

　オナニーでこれなのに、あんなの入ったらどうなっちゃうのっ!?

　ハズキの疑問の答えはリリアだ。

　ゼリウスや他の人間にはあんなに凍いてついた眼まな差ざしを向けていたのに、自分に種付けしている男に対しては心しん底そこ愛おしそうに見つめ、全身で絡みついている。

　絶頂のたびに発する狂おしいほど甘い絶叫もハズキの耳に残る。

　リリアが何度イカされているのか、最初は数えていたのに、すぐわからなくなった。

　自分のざらざらした膣内の感触を指全体で感じながら、ハズキは絶頂に達しようとしていたからだ。

　頭に血が上り、破裂するような感覚だった。

「きもちっ、きもちぃっ♡　あんっ、あ、あっ、くるくる、くるっ！　イッちゃう、だめ、見られる見られるっ、あ、あ、あっ！　――んんんーっ！♡」

　びくん、と硬直したように直立し、太ももの間に片手を挟み込んだまま、突然がくっと力の抜けたハズキは両膝を床につく。

「うおっ!?」

「きゃあっ!?」

「うぐっ！」

「あっ、またびゅうって……♡」

　どびゅびゅ！

　突然のことに驚いて、ぎゅっと締まりを強くしたリリアのおまんこに、マルスは不意打ちを食らい、軽く一発射精させられた。

　――出る前に体位変えようと思ってたのに……！




　さすがにハズキの存在に気づいたマルスとリリアのふたりであったが、床に座り込みとろけたような顔でヨダレを垂らし、太ももを愛液でびちょびちょにしているハズキにかける言葉は見つからなかった。








第５話












「え、えっと、そ、その……覗のぞき趣味？　あ、あんまり見ないでほしいんだけど……う、まだ出るっ……」

　ハズキの顔とリリアの顔をマルスの視線は行ったり来たりする。

　びゅっ、と残りの精液が出るたび、マルスは顔をしかめた。

　ハズキのほうは、心ここにあらずといった顔で惚ほうけていた。

「はぁ、はぁっ……き、きもちよかったぁ……♡　はぁっ、はぁっ……♡　こんなにきもちぃおなにーはじめてだよぉ……♡　もっとするぅ……♡」

　ハズキは完全に一人の世界に入っているとマルスは思った。

　リリアはここまで淫いん乱らんな女が存在するのかと驚きつつ、膣ちつ内ないで暴れるマルスを感じていた。

「こ、この女、話を聞いていませんよ……あっ、びゅくって……♡　あっつい……♡　――あっ♡　マ、マルス、こんなときにおちんぽ動かすのは……♡　あっ、あっ……だめっ……！♡」

　ハズキの姿を認めたとはいえ、マルスとリリアは絶賛セックス中だ。

　チンポはまだガチガチ。リリアの膣内で尿によう道どうに残った精液をどろどろと吐き出し続けていた。

　射精している姿を見られる羞しゆう恥ちより、射精の快感のほうが上回る。

　床にへたりこんだハズキは、少し上の方を見ながらぼんやりしていた。

　パンツの中に手を入れたままのハズキがマルスは気になる。

　気づけば勝手に腰が上下し、リリアの膣奥を小こ刻きざみに刺激するようにマルスは動いていた。

「腰が勝手に！　リリアがイッたあとのひくひくしてるのが気持ちよすぎて……」

「あっ、だ、だめですってっ、んあっ♡　あっ、み、見られてますからっ……！♡　ああっ！♡」

「もう一回、もう一回中出しさせて……そしたら落ち着くから！」

「だ、だめっ、ああっ、そこっ……！♡　あ、あっ、え、えっち上手すぎますっ！♡　あ、あっ、そこもすごいぃっ！♡」

　ふたりの女に囲まれて、マルスは大興こう奮ふんだ。

　ひとりはよく知らない女だが、自分たちを見ながらオナニーを続けているのはエロすぎる光景。

　目の前には最愛の女性がいて、チンポを気持ちよく締めつけてくれている。

　リリアもなんやかんや言っても見られていることに興奮しているらしく、ぐにゃぐにゃの膣内が余すところなくチンポを絞しぼり、射精感を激しく煽あおっていた。

　ハズキは先ほどよりも近い距離でセックスを見て、さらに興奮を高めていた。

　マルスが自分のオナニーをちらちら見ているのにもハズキは興奮する。

　座り込んだまま、パンツに手を突っ込んでのオナニー。

　ねちょねちょと愛液の粘ねん性せいが高まって、パンツからこぼれるものには真っ白なものが混ざってきていた。

　――わたしも精液出されちゃったみたい。気持ちいいっ……。

「マルス、私だけ見て！　ほかの女は見ないでくださいっ！」

「うわっ！」

　両手両足でしがみついて、リリアはくるりとマルスを下敷きにする。

　そしてマルスの肩を両手で摑つかみ、視界を独占するようにいやらしいキスをしながら、腰を前後に振り始めた。

　慣れない騎乗位なので、リリアの腰の動きはあまり上手ではない、へこへことしたもの。

　それでも膣内構造が絶品なのでマルスは大喜びだ。

　リリアが腰を動かすたびに、カリにぷりっと膣肉が引っかかり、恥はずかしい声がマルスの口から出てしまう。

　圧のしかかるリリアの体重がセックスしている実感をマルスに与えて興奮するのだ。

　ぱちゅんぱちゅんと激しく肉のぶつかる音が鳴り、チンポがマルスの意志とは無関係に刺激される。

　口の中で蠢うごめくざらついた舌したに、煮に詰つめた砂糖のように甘ったるい唾だ液えき、胸に押しつけられる汗あせでぬるぬるになった乳ち房ぶさの滑る感触、クールでプライドの高いリリアが自みずから腰を振るという卑ひ猥わいな行動に、マルスは一瞬で頭の中が真っ白になる。

　さっきまで気になっていたハズキのオナニーなどもはやどうでもよくなった。

　リリアの長い金髪がマルスの顔の周囲をヴェールのように覆おおい、目の前のリリア以外、何も見えない。髪のヴェールの中に充満する甘い匂においが一層ふたりを夢中にさせる。

　ハズキは知らず知らずのうちに四よつん這ばいで近づき、リリアとマルスがひとつになっているところに顔を寄せる。

　結合部からたった数十センチの距離だ。

　正常位とはまた違った様相の結合部。

　リリアが上に腰を持ち上げるたびに、みっちりくっついたおまんこが引っ張られているのがよく見えた。

　精液と愛液の混じった匂いに、汗の臭い。男女のフェロモンが濃縮された場所だ。

　ごつごつと筋すじ張ばったチンポが、ハズキにはひどく猥わい褻せつなものに見えた。

「ふーっ、ふーっ♡　すごい匂い……あそこの奥がむずむずするよぉ……わたしもこれほしいよぉ……この人と交尾してみたいよぉ……♡」

　くちゅくちゅ音を鳴らしてオナニーをし、愛液を撒まき散らしながら、ハズキは全力で結合部の匂いを嗅かぐ。

　リリアから溢あふれる精液の匂いで、ハズキは自分の子し宮きゆうが収縮するのを感じる。

　根元に密着するように持ち上がるマルスの玉をなんだか可愛かわいらしく思う。

「い、息がチンポに！　めっちゃ近くで見られてる!?」

　ハズキの荒い不規則な鼻息でイチモツの根元がひんやりするのをマルスは感じた。

「マルスのおちんぽは私のですっ！♡　他の女には、匂いたりとも渡さないっ！♡　ああ、マルスすきぃ♡」

「し、締めすぎっ！　イク、イクって！」

「あああっ、私もイキそうっ……！♡　この体位、私の体重で変なところ当たりますっ！♡」

　ごり、とリリアの膣内をえぐった感触が裏うら筋すじに響き、マルスはあっという間に射精感がこみ上げた。

「やばっ、本気で出そう！」

「あーっ！♡　ご奉ほう仕し性せい奴ど隷れいせっくすしゅきぃーっ！♡　マルスマルスマルスっ！♡」

　絶叫しながら腰を打ちつけるリリアに腰を突き上げ、両手で尻しりをぐにゅぐにゅ揉みほぐしながらマルスは射精する。

　びゅっ！

　びゅるびゅびゅる、びゅびゅびゅ！

「うっ！」

「――ぁひっ！♡　イ、イっぢゃうっ、ひ、ひぃっ、奥ぐりぐりぃっ！♡　[image: ]うっ！♡」

　絶頂の余よ韻いんに頭まで浸つかったふたりは、ハズキの存在をすっかり忘れかけていた。

　忘れられた当の本人、ハズキは、どくんどくんとリリアの膣奥に精液を注ぎ込むマルスのチンポの動きに夢中だ。

　許容量を超えてリリアの膣内の隙すき間まからこぼれ落ちるドロドロの精液を見て、リリアを心しん底そこ羨うらやましく思う。

　――この人と交尾してみたい。




「そ、それで、何の用です、人間」

　無言のまま一いつ旦たんシャワーを浴びて出てきたリリアはハズキを問い詰めた。当然、服は着ている。

　性交でイきまくっている姿まで見せた以上、もはや取り繕つくろうのも難しいと思うが、一応は初対面の時と同じように厳しい態度をとってみたリリアだった。

　――まさか、私の魔法のせいだったりしませんよね……。

　いやいや、あの魔法は所しよ詮せん、発情させるだけ。

　ここまでなっているのはこの人間のメス自身の資質のせい。

　だいたい、勝手に他人の部屋に入ってくる方が悪いでしょう？

　リリアは自分に言い訳してみる。

　ハズキは完全に放心状態といった顔だ。

　ハズキが座り込んだ石いし造づくりの床には愛液が小さな水たまりのように溜たまっていた。

　ふたりが事を終えてからもハズキはオナニーを続けており、時々上下にびくついた動きを見せていた。

　――このメスはいつまで下着に手を入れているつもりなのだろう。

　リリアはへたりこむハズキを見下ろしながら、嫌そうに眉まゆをひそめる。

　人前で自じ慰いをするなど、頭がどうかしているのではないか。

　自分たちは見られながら性交をしてしまったが、この際、そちらは無視する。

　スカートをまくり上げたままのハズキは、ぐっしょり濡ぬれて黒ずんだ真っ白い子供パンツが見られることにも、自分がしていることを見られることにもあまり気に留めていない。

　ぼんやりした顔でリリアの顔を見ながら、指を使い、くにくにと性器をまさぐっていた。

「わ、わたしは……んぁっ……こ、交尾したくて……ふぁぁっ……！♡　ああーっ！♡」

　女の子座りのまま、びくん、と背せ筋すじを伸ばし、リリアの前でハズキは小さく絶頂した。

　――こ、このメス……！

　お前の絶頂顔など見たくない！

　リリアは嫌悪を剝むき出しにする。

「え、ええとですね、それはおそらく私たちのを見たからでしょう？　それより以前に何か目的があったはずです。思い出してください。でなければわざわざ訪ねてきたりはしないでしょう？」

　一回イケば落ち着くだろう。リリアはそう思ったが、下着の中のハズキの手はまたゆっくりと動き出す。

　ちょろちょろと流れ落ちてくる愛液が汚らしく思え、リリアは一歩下がる。

「あうぁっ、あっ、あ、あの男の人に何か言おうと……あ、あのおっきいかちかちの……――わたしも交尾してほしいよぉ……あううっー！♡」

　何かを思い出したような顔でくちゅくちゅと指の動きを加速させ始めたハズキにリリアは呆あきれ返って、シャワーを浴びているマルスに助けを求めた。

「だめです。あのメスは自慰と性交のことしか考えられなくなっています。人前でくちゅくちゅくちゅくちゅと……絶頂顔まで見せられました。あれでは獣けものの方がまだ節せつ操そうがありますよ」

　頭を抱え、リリアは風呂場の入口脇わきの壁にもたれかかる。

　どう対処すればいいか、リリアは自分ではもう判断は無理だと思った。

「なんだそれ、エロすぎだな。真ま面じ目めっぽい見た目してんのに」

「抑圧されているものが多いのでしょう。反動が性欲になっているのですよ。私も似たようなものといえば似たようなものかもしれません。長い奴隷生活からの解放感と愛情が全て性欲になってしまっている気がしますもの」

「あー、あの子ゼリーにいじめられてるっぽかったしな。……どうする？」

　女なら冗談でも男に剣や拳こぶしを向けられるのは恐怖だろうとマルスは思う。しかもそれが冗談でなく本気でハズキに向いているのだ。

　そんな扱いを受けていれば、命の危険から性欲が高まっても仕方ない気もする。

　それに仮説の範囲ではあるものの、男がそんなに強くないぶんこの世界の女は性欲が強いのかもしれないとマルスは考え始めていた。今のところ二分の二――リリア、ハズキ――で淫乱だからである。

　リリアは自分がこの部屋にかけた魔法のことは言わない。

　優しいマルスはいい顔をしない気がしたからだ。

　――好きな人に怒られたくない。

「どうするとは？　ご主人様はあの人間とせっくすしたいのですか？」

　リリアは若じやつ干かん嫌そうな顔をしていた。

　本当は咎とがめられるようなことではないのだろうとリリアも承しよう知ちしている。

　メスの痴ち態たいを見たがるのは、オスとして自然な反応だ。しかし少し嫌だとも思った。リリアは自分だけ特別に優しくしてもらっている今の状況が好きなのだ。

「したいかしたくないかで言えば、そりゃしたいけども。俺も男だからね。でもリリア次し第だいだ。浮気はダメだって言うなら当然しないし」

「――ずるい。私が勧すすめたことでもある以上、認めるしかないではありませんか」

　寝取って仲間作り。

　リリアが提案したことだが、マルスが本気でやるとは思っていなかった。

　言うなれば、枕元での他た愛あいない会話だった。

「いいや。リリアが嫌ならしないよ？　俺はリリアを溺でき愛あいしてるつもりだし、リリアに嫌われたくないからな。それに毎晩めちゃくちゃ満足してる」

　一時の性欲で身を滅ぼしたくはない。

　だいたいの男が身を滅ぼすのは女絡がらみか、金絡みだ。

　奴隷の契約がある以上、リリアがマルスから物理的に離れていくことはありえないのだが、心が離れれば仲良くできない。

　マルスが好きなのはいちゃいちゃすることなのだ。決して奴隷としては扱いたくない。

　ハズキを仲間にするのはリリアの今後の人生のための保険として悪くないが、だからといって、別に肉体関係になる必要はない。

　致いたし方ない面はあったが恥ずかしいところを見てしまった責任も少しは感じる。

　それにハズキをゼリウスから保護するという名目で仲間にするのはない選択肢しでもない。見知った他人が不幸になっている姿は見たくないのだ。

「――認めましょう。それにあのメス、あれで結構やりますよ。仲間にするのは実際悪くないかもしれません。今日ダンジョン探索して思いましたが、人がいれば効率も上がるでしょうし」

「エロいよな。人のオナニーとか初めて見たけど」

　地味で清せい楚そ系の子が、あんなに本能剝き出しのオナニーをしているというのが興こう奮ふん材料だった。

「や、やるといったのはそちらの意味ではありません。あのメスの魔法戦闘力のことですよ。今朝見たあのメスの持っていた杖つえ、あれは霊れい樹じゆの杖です。生なま半はん可かな魔力の者に扱える代しろ物ものではありません。人間より魔法が得意なエルフであっても、才能ある者だけが使うものなのですよ、あれは」

「へぇ……杖って種類があるのか。魔力の放出量が違うとか？」

　魔力のコントロール補助道具、それが杖だ。出力を上げることもできる。

　マルスは使ったことも持ったこともない。あまり必要だとは思わなかったからだ。

　魔法は道具なしでも使えるが、杖を経由したほうが効率よく使える。

　魔法を主として使う魔術師はだいたい持っているものだ。

「普通のものとは大違いです。とにかくあのメスの実力は実戦レベルだと考えてもいいと思いますよ。愛欲を満たしてあげることで、あのシロアリのところからこちらに来るかもしれないですね」

　あれで強いのか、とちょっと意外に思いながら、さっとシャワーを浴びて出てきたマルスは、裸はだかのまま部屋の方へと向かう。

　着替えは部屋に置いた荷物の中だったから、裸で行くしかない。

「マジか……」

「わ、私はここまで淫乱じゃありませんからね……」

「――リリアのオナニーも見てみたい。一緒にしてみるか？」

「こ、今度なら……」




　部屋に戻ったマルスが目にしたのは、ハズキのあられもない姿だった。

　脱ぎ捨てられていた色気のない白い綿めんのパンツがマルスの足に引っかかる。

　一瞬何かわからないくらい、愛液まみれで小さく重くなっていた。

　地味で色気のない子供パンツが逆にエロい、とマルスはにやけそうになるのをこらえた。

「[image: ][image: ]っ、[image: ]っ！♡　[image: ]っ、[image: ][image: ]っ！♡」

　ハズキは、カエルのような体勢で両足を真横に開き、上下左右に腰を振って浅ましくオナニーをする姿を晒さらしている。

　マルスとリリアの結合部から垂たれた、性フェロモンをふんだんに含んだ白はく濁だくした淫いん液えきに頰ほおをくっつけるようにしている。

　隠すものがないから、おまんこもアナルも丸見えだ。

　ハズキが後で思い出して死にたくなるやつではないか、とマルスは心配する。

　誰がどう見ても、今のハズキはセックスのことしか考えていないように見える。

　オスの肉棒におまんこをほじくり回してもらう欲求を具ぐ現げん化かすれば、きっとこのような形になるのだろうとリリアは冷静に考える。

　ハズキの声は濁だく音おん混じりで、朝に聞いた大人しく弱々しかった声がマルスには別人のもののように思える。

　顔が見えないから、なおさらそう思えた。

　精液と愛液まみれのところに顔をこすりつけ、ふー♡　ふー♡　と見ず知らずの他人に聞かせてはいけない、淫みだらな声をあげている。

　自らの性器をほじくる貪どん欲よくな指の動きがマルスの劣情を誘う。リリアとのセックスが途中で終わってしまったせいで、ただでさえ興奮の余韻が残っているのに。

　マルスの抱いていたハズキの印象は大きく変わった。

　真面目で清楚っぽい大人しそうな子、というのが最初の印象だったのに、今は完全に切り替わってド淫乱な印象。

　――ドスケベすぎる。

　胸はないけど、やっぱり下半身は激エロだな……！

　ちょっとだらしないというか、意外と太めでむっちむちだ！

　白いプリっとした尻がマルスの本能に刺さる。

　――なんというか、全身がエロいモノだらけのリリアと違って、下半身にエロスが詰まってる。

　元気な子供が産めそうだ。本能的なものなのか、すごい興奮する……。

　後ろからガンガン突く、優しくないセックスをしたいタイプだとマルスは思った。

「[image: ]っ！♡　[image: ]っ！♡　イグっ、イグっ！♡♡　にゃ、にゃにゃかいめっ！♡　[image: ]ーっ！♡　お、おまんこぎぼぢぃぃーっ！♡♡」

　ハズキはマルスたちに見せつけるように尻をうねうねと突き上げ、両足の間、腹の方から右手を伸ばし、中指と薬指をおまんこに入れて一いつ心しん不ふ乱らんにかき回していた。

　ＡＶでもここまで激しいオナニーはあまり見ないな、とマルスは驚きよう愕がくし、さらに興奮する。

　指を入れて中をかき回すようにしたり、ピストンでもされているつもりなのか、激しく出し入れしたりと多彩な動きで快楽を貪むさぼっていた。

「ドスケベオナニーだな……」

　獣のような声を出して、女の子があまり見せてはいけない場所を指で広げている姿はマルスの好みだった。

　普段隠している本性、このギャップがいいのだ。

「ここまで乱れているのを客観的に見ると、結構引きますね……」

　喜ぶマルスと反対に、同性であるリリアはドン引きだ。

「そう？　俺は好きだよ？」

「こ、今度見せてあげますから、このメスのはあまり見ないように」

　ぐい、とマルスの顔を自分に向けさせたリリアは、唇くちびるを少し尖とがらせて、少々不機嫌そうに言う。

「――ちょっと嫉しつ妬としてる？」

「し、していませんっ！」

　相当気持ちいいのか、ハズキはマルスたちの存在には全く気づいておらず、指を激しく動かしながら尻をぐねぐねと上下させていた。

　動いて快感を逃がしていないと耐えられないのだろう。リリアも連続でイカせると似たような動きをしている時があるのだ。

　ぐちょぐちょぐちょぐちょ！　と大きな音を響かせ白濁した愛液を床に撒き散らす姿に、マルスのチンポは真上を向くほど固く勃ぼつ起きした。

「ご主人様のがこんなに……気持ちよくするのは私の務めですね。断じてこのメスではありません」

　ギンギンにそそり立つマルスのチンポは自分のものだとリリアは考える。間違っても人の部屋で喘あえぎ散らす女のものではない。

　ほうっておくと見知らぬ女相手であってもマルスは挿そう入にゆうしてしまいそうだったので、リリアは自分で処理することに決める。本能には逆らえない。ましてやマルスは性欲が強いのだから。

　リリアは奴隷で、マルスは主人なのだ。どちらも片方だけでは成り立たない。

　奴隷紋もんの存在はある意味では家族や恋人よりも強い繫つながりだった。

「うおっ、マジか！」

「ええ。私はご主人様の性奴隷、いえ、肉奴隷ですから」

　――なんで言い直した？　意味同じじゃない？

　リリアは跪ひざまずくように座り、マルスのチンポと自分の顔の大きさを比べるように身を寄せた。

　すう、と根元から漂う濃厚なオスの臭においを嗅かいでから、リリアはビンビンになったマルスのチンポを愛いとおしそうな顔で舐なめ始める。

　マルスに動いてもらうことはなく、舌で迎えに行くのがリリアのスタイル。

　マルスがしてほしいように仕込んだねっとりとしたフェラチオは、当然のように極ごく上じようだ。

　玉を余すところなくねぶり、壊れ物でも扱うように慎重に竿さおに舌先を這はわせる。

　亀き頭とうまでたどり着けば空気を入れないよう唇をすぼめ、喉のどの奥までゆっくりとねじ込んでいく。

　リリアは口の中でマルスの形をしっかりと捉とらえ、自分の中を搔かき回される感触を思い出しながら励はげんだ。

　リリアが上うわ目め遣づかいでマルスの顔を見ながらするせいで、興奮がどんどん募つのる。

　――他人のオナニー見ながら、こんな可愛い子にフェラしてもらうって！

　なんかものすごい罪悪感があるぞ!?

　あ、気持ちいい……リリアの舌長いなぁ……。

　ねっとりと全体を舐め上げられたあと、じゅぼじゅぼと下品な音を立ててしゃぶりつかれ、喉奥のゴリゴリとした感触に膝ひざががくついたマルスは、思わずリリアの頭を摑み体を支える。

「んおっ、んお[image: ]！♡　またイグっ！♡　イグっ！♡♡」

　びくんっ、とハズキはまた大きく絶頂に達していた。

　権力者のような贅ぜい沢たくだと思いながら、マルスはふたりの痴ち態たいを眺ながめる。

　ハズキの手の甲こうを伝って流れ落ちる白濁した愛液がやらしすぎる。

　鼻につくメスの濃厚な匂いもマルスを発情させる。

　ハズキの動きは、チンポを入れてくれ、と媚こびているようにしか見えない。

　発情を促うながす魔法、マルスの巨根、そしてハズキ自身の潜在的な淫乱体質がこの状況を作り出している。

「んおおっ！♡　ふーっ！♡　ふーっ！♡　お[image: ]！♡　ふぉっ！♡　何回も連続でイグのきもぢぃっ！♡　――お、おまんこっ、おまんこぐじゅぐじゅしゅるのぎぼぢぃっ！♡♡　わたしも交尾じたいよぉぉっ！♡♡　おまんこじゅぼじゅぼっ、じゅぼじゅぼじてほし[image: ]ぃぃっ！♡♡　んひぃぃっ!?♡　イグイグイグッ！♡♡♡　またおまんこイグッ！♡♡♡　んぎぃぃッ!?♡」

　飛び上がるように絶叫し、ハズキは足を閉じて痙けい攣れんしながら、尻をぶるんと上に突き出す。

　ぶしゃしゃ、と潮しおのようなものを吹き出したあと、全身を弛し緩かんさせ、みっともなく両足を左右に開いて床に落ちた。

　落ちたあともハズキの指は動き続け、十分すぎるほどほぐれ切ったおまんこをかき回していた。

　連続でイクのが気持ちいいということを知ったらしく、夢中に見えた。

　――リリアは一回イッたら少し休ませてあげないと苦しそうだけどな……人によるのか？

　指が曲がるたびにハズキはびくびくと尻を上下し、再び恥ずかしげもなく、激しいオナニーを繰り返す。

「リリア、出そうだから口離して！」

「んっ……このまま出していただいても……♡　たっぷりくださいませ……♡」

「リリアの中に出したいんだ。あれが一番幸せ」

　リリアに包まれて、受け入れてもらいながら最高の快感に浸ひたるのが至し高こう。

　天国にいるような気持ちになれる。もっとも、天国などないということはよく知っている。

「かしこまりました♡　肉奴隷のおまんこで気持ちよくなってくださいまし♡」

「リリアは俺のお嫁さんだよ？　奴隷じゃない」

「マルス……ん……」

　射精寸前のところで離れて、マルスは下にあるリリアの頭を撫なでた。

　少しいちゃついた空気になりそうだったのを中断させたのは、目の前で乱れる人物がさらに大きく絶叫し始めたからだ。
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　大絶叫して大量の潮を吹き、地上にあげられた魚がばたつくような動きをしたあと、ぜーぜーと息を吐き、しばらくしてハズキは沈黙する。

　――人の部屋で何してんの……ナニしてんのかもしれないけども……。

「このメス、どう致しますか？　転がして室外に？」

「さすがにこの状態で外に放置ってわけにもいかないしなぁ……せめて意識があればいいんだけど。マジでどうしよう。思ったより困るもんだな。こういうのはもっと嬉うれしいのかと」

　潰つぶれたカエル同然で気絶しているハズキの対応に困る。

　無ぶ様ざま、という言葉がマルスの脳のう裏りをよぎり、瞬時にそれをかき消す。

　――こんなに可愛い子がこんな格かつ好こうで……エロすぎる。

　めちゃくちゃ綺き麗れいなまんこなのに、真っ白い本ほん気き汁じるでドロドロだ。

　セックスしたくてたまらないみたいなこと言ってたな。

　――というか、発情しすぎじゃない……？

　とりあえずおっぴろげ、おまんこ丸出しはどうなんだろうとマルスは思い、ハズキを転がして仰あお向むけにしてみた。

　両足を閉じてやると、捲まくれ上がったスカートの下から色素の沈着がないきれいな割れ目の縦たてスジが目に入る。うっすらピンク色だ。この世界の女は、どうしてこんなに綺麗なんだろうとマルスは不思議に感じる。

　上部には体の中から発生した水気をまとまっていやらしい匂いを放つ黒い陰いん毛もうが生はえていた。上部にだけ生えるタイプなのか、処理しているのかは不明だ。

　リリアはツルツルのパイパンなので珍めずらしく思う。

　――やばい……めっちゃヤリたい。

　この子は妙にリアルっていうか、高校の同級生とかだったらアイドルだろうなって感じの顔つきなんだよな……。

「す、すごい顔ですね……ヨダレと涙と汗まみれです。鼻水まで……汚い。髪が顔面中に張り付いてますし。生きてはいます……よね？　それとこれ、ご主人様の精液でしょうか？」

「アヘ顔って初めて見たな……俺がこの子だったら死にたくなる顔はしてる……付いてるのはどうだろう……リリアのかもしれないぞ」

「ち、違いますよ。私のはもっとこう……透明ですから！」

「いやー？　粘ねばっこい真っ白い本気のが垂れてる時もあるぞ？　さっきだって」

　自分のとは違う、と否定するリリアの顔は赤く、どうにも自覚があるらしいことにマルスはニヤつく。

　ハズキの顔の右側面、目が見えている方に付いた白く粘ついた液体はどちらのものかはもうわからない。

　さっきまでハズキは自分から頰を床に擦こすりつけるようにしていたからべっとりと付いていた。

　半分白目を剝いて半開きの口からはだらしなくヨダレが垂れていたので、マルスはハズキの目を閉じさせたあと口元を拭ふいてやる。

　せめて顔だけはきれいにしてあげたかった。

　パンツに関しては穿はかせるのを恥ずかしく思ったので、腹を冷やさないよう全身に毛布をかけて布団の上に放置する。

　女の子の腹を冷やすのはよくないと前世で聞いたことがあった。

「マルス……こんな空気の中で言うことではないかもしれませんが、も、もう一度気を取り直してえっちしませんか……？　先ほどのご奉仕もあって、体が熱くて……」

　リリアはハズキの羞恥極きわまりない姿に勃起したマルスのチンポを見て、媚びた声を出した。

　さっきまで口の中で味わっていた、ピンと真上を向くほどそそり立ったイチモツが狂おしいほど欲しい。

　今日はまだ五回ほどしかセックスしていない。

　一般の人と比べれば十分すぎる回数だが、ふたりはいつもひと晩かけて倍以上の回数はするのだ。

　これはマルスの強きよう靭じんな精力のせいだけでなく、リリアがこっそり発情の魔法を使っているからでもあった。

「ちょうど俺も押し倒そうと思ってたところだよ。この状況で我慢できるわけないよね」

「一度、一度だけしたら今後のことを考えましょうね？♡」

　一度で終わるはずもなく――。
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　翌朝、最初に目を覚ましたのはマルスだった。

　といっても早起きと言えるような時間ではない。昼過ぎのことだ。

　隣には裸はだかでマルスに抱きついて眠るリリア。

　毛布からはみ出たリリアのか細く白い肩の丸みをマルスは綺き麗れいだと思う。

　目を閉じているとリリアのまつげが長いのがよくわかる。

　反対側の隣にはハズキ。こちらは服を着て、仰あお向むけですーすーと寝息を立てていた。昨日の狂気じみた発情の色はすっかり消えていて、あどけない顔つきが可愛かわいらしい。

　――なんだこれ、ハーレム？

　両隣に美少女って……。

　――こうして見るぶんには真ま面じ目めそうだし、可愛い子なんだよなぁ……。

　むっつりスケベなんだろう。

　真面目系の子がアヘアヘしながらチンポ要求……転生して良かった。

　――寝取ろうと思えば簡単に寝取れる気がする。

　というかもう寝取ったようなもんじゃないか？

　だって今、俺の隣でノーパンなんだぜ？

　朝あさ勃だちが収まってから、マルスはゆさゆさとリリアだけを揺すって起こす。

　ダンジョンに潜っていないときは、こんな感じで昼過ぎ、もしくは夕方に起きて、またセックスをして、という日々を送ってしまいがち。

　それは朝勃ちのせいでもあった。発情していると勘かん違ちがいしたリリアが、自分も反射的に発情してしまうのだ。ふたりは日常生活のほとんどの時間でむらむらしていた。

　今日は夕方にはダンジョンから帰き還かんする予定なのでそれまでは少しでも多く採さい取しゆしたいと、マルスでない冷静なもうひとりの自分が言う。そのためには寝ているわけにはいかない。

「んん……おはようございます……」

　目をこすりながら、リリアはマルスの二の腕に頰ほおを擦こすりつけた。朝起きてマルスが隣にいるのが安心を呼び寄せた。

「おはよう、リリア。どうやら昨日のは夢じゃないみたいだぞ」

　んー、と声を漏もらし目をつぶったまま笑顔で甘えていたのに、リリアはマルスの言葉に目を開いた。

「そのメス……図ずう々ずうしいですね？　他人の部屋で好き放題自じ慰いをし、あげく勝手にひと晩過ごすなんて……私たちが眠っている間にこっそり帰ると思っていました」

　リリアは眠るハズキが気に入らない。呑のん気きに安らかに眠っている姿が怒りを呼ぶ。

　どうしてふたりきりの空間に部外者がいるのだ。

「聞こえ最悪だな？　とりあえず朝あさ飯めしでも作るか。何が食べたい？　一応この子の分も作ろうとは思う。何かの縁えんなんだろうし、俺たちが食べてるのを見せるだけってのは趣味じゃないから」

　本気ですか、とリリアは目を丸くした。

　泊まらせてやっただけでも十分すぎるのに、食事まで。

　お人ひと好よしが過ぎやしないか。でもマルスのそんなところがリリアは好きだった。

　マルスが持ち込んだ食材はたくさんある。

　魔物は倒せても空腹は倒せない。ゲームのダンジョンでも、最終的には空腹が一番の敵だ。

　愛用の調理道具なども持ってきているので、最初から自前で全すべて賄まかなうつもりだった。

　ダンジョンの宿で出る食事はこの世界のまずい食事の中でも格別にまずいのだ。腹を壊しそうなのでリリアに食べさせようとはとても思えない。

　この世界に来てからは味を追求するようになった。

　前世でのマルスは食事を嫌っていたが、現在は楽しみの一つだ。

「お優しい……ご主人様のそういうところは素直にいいところだと思うのですが、悪いところでもありますね。私たちとて余裕があるわけでもないのに、他人に分け与えてしまう。人助けすることに強迫観念的なものを感じます。ここに至いたるまでも、貧ひん民みんたちに食料やなけなしの財産を与えてましたよね。ご主人様の所有物である奴ど隷れいですので、これまで口出ししませんでしたが、少し度が過ぎているように思いますよ」

　自分で何も得ようとしない人間に分け与えてどうなるというのか。

　甘えられて終わりではないのか。

　そもそも奪う側にいる人間に与えるなど、どうかしていると思う。

　これはリリアのエルフとしての価値観であるので、言いはしなかった。マルスも人間だからだ。

「……見捨てられたらさ、人って簡単に死ぬんだよ。そのあとで後悔しても、どうしようもないしさ。だから俺は見捨てない。リリアにはちょっと迷惑かけちゃうかもしれないけど」

　――これだ。マルスのこの奇妙な二面性。

　リリアは表情を変えずに心の中で思考を巡めぐらせる。ここに至るまでにもマルスから何度か感じた奇妙な感覚。

　マルスは普段はおちゃらけた少年という印象しかないのに、時々別人に変わったように暗くなる。

　人間の十七歳など子供のはず。なのに、リリアは時折、大人を相手にしているような気分にさせられる。

　まるで誰にでも好かれる少年を演じている道化のようだという印象がリリアにはあった。

　マルスの根源にあるものはなんなのだろう。

　リリアが聞くに聞けないのは、それはマルスの心の闇やみの部分だろうと容易に想像がつくからだ。

「――わかりました。このメスの食性はわかりませんので、なにか無難なモノにしましょうか。個人的には卵料理などが食べたいですね。お手伝いすることは？」

「今日は手伝いは大丈夫だから、その子のことを頼みたい。卵……ならオムレツにしようかな」

　オムレツはマルスの最近のお気に入り料理だ。綺麗な形に作ることができるようになってきたのである。

「ああ、あのふわふわの。あれはとても好きですよ。ご主人様はお料理上手です。では、私はこのメスを起こして、最低限人前に出られる格かつ好こうにしましょうか。私の服を貸してさしあげても？　服というより、下着ですが」

　ハズキの穿はいていた白い子供パンツは昨日リリアが部屋の隅すみのほうにこっそり思い切り蹴けっ飛ばしたので、壁際で小さく丸まっていた。

　リリアは自分以外のメスの匂においが部屋にあるのが嫌だったのだ。

「うん。そうしてくれ。パンツはあげてもいいよ。またいくらでも新しいの買うからさ。リリアもそのほうがいいだろ？　俺が起こしたらショック死しそうな気がするから、リリアのほうで頼む」

「――ですね」

　――私がやっても同じなのでは……？

　リリアは疑問に思いながらも、何もなかったかのように安らかに眠るハズキを起こす。

　次の瞬間、部屋に悲鳴が轟とどろいた。




「ちょ、ちょっと剣をお借りしてもいいですかっ!?　し、死ぬのでっ！」

「死ななくていいっ！　オナニーくらい気にすんなって！　俺たちだってする！　最近は全くしないけど！」

　リリアに起こされたハズキは、毛布を捲まくって下半身が裸であることを確認するなり、壁に立てかけてあったマルスの剣を奪い鞘さやから抜く。

　昨日のことが夢でなかったことを確信したらしい。そしてハズキは羞しゆう恥ちに身を震わせ、泣き出してしまったのである。

　あっという間にハズキから剣を奪ったマルスは、ひとまずハズキを座らせて落ち着かせる。

「それにしても、ものすごい痴ち態たいでしたね」

　リリアはハズキを見下ろし、冷たい口調で言った。

「リリア、なんで追い討うち!?」

「あは、あははっ……死のう。あんなの見られたらもう生きてけないよ……」

　じわっと目を潤うるませて、ハズキはぼそぼそとつぶやく。

「だ、大丈夫、大丈夫だって！　リリアだって昨日は大人しいくらいだったしっ！」

　咄とつ嗟さにマルスの口をついて出た言葉だった。それ以外思いつかなかった。

「マルス!?　私にまで攻撃ですか!?」

「ち、ちが、かばわないと死んじゃうだろ!?」

　剣以外の危険物になりそうなものも全て取り上げて、マルスは必死にハズキとリリアをなだめる。

　マルスに淫いん乱らんだと言われたのが気に入らないらしく、リリアまで怒ってしまった。

　泣いているハズキと、怒っているリリア。どうしてこうなったとマルスは頭を抱える。

　シャワーを浴びさせたあと少し落ち着いたハズキは、真っ赤な顔で恥はずかしそうにマルスとリリアのセックスについて感想を述べ始めた。

　――なんでかばってあげたのにわざわざこの話題を誘引してしまうのか。

　本当は話したいのでは？

　それかこの子は馬ば鹿かだ、とマルスは呆あきれそうになる。

「ほ、本当にすみません……おふたりのその、子作りを目にしたら体が変になってしまって……す、すごかったです。あんなに大きいのが出たり入ったり……びっくりするくらい気持ちよさそうで……」

　両手の人差し指をつんつんくっつけ、ハズキは顔を赤くして、上うわ目め遣づかいでマルスを見た。

　――露ろ骨こつに媚こびた目だな……。

　マルスはハズキの上目遣いに、思わず生なま唾つばを飲んだ。

「と、とりあえずその話は置いといて、一緒にご飯食べよう？」

　こんな話を続けていたらせっかく朝勃ちを収めたのに、また膨ふくらんできてしまう。

「め、迷惑かけておいてなんなのですが、そ、その、もうちょっと違う下着ってありませんか……？　お借りしたものはちょっと透けてるというか、前がほとんどなくてですねっ……後ろも紐ひもみたいで全然なくて、横も引っ張れば解ほどけちゃうしで頼りないというか、こんなの誰かに見られたらどうしようっ!?」

　思い出したかのようにうろたえながら話すハズキに、マルスは少しにやけた。

　――リリアの下着はエロいのばっかりなんだよな！

「リリア、どんなのあげたの？」

「普通のですよ？　たくさんある黒のてぃーばっくです。確かに正面はほとんど透けているに等しいレース生き地じですが。この痴ち女じよは陰いん毛もうがあったので、きっと正面からはそれが丸見えです」

　リリアがハズキを風呂場に運び入れた時、ハズキが驚いて大おお股また開びらきになったのでハズキの陰部が晒さらされた。

　ふわっとした陰毛が目に入り、リリアはそれを汚く思った。

　リリアは生まれてこの方一度も陰毛が生はえたことがないのを誇りに思っている。

「え、こんな大人しそうな子がそんなドエロいの穿いてんの？　――見せてくれる？」

「見せませんよっ!?」

　昨日のことに触れれば触れるほどハズキは自分を傷つけてしまいそうだったので、マルスは茶化すように話題を変えた。




　食事の用意ができたあと、部屋に備え付けられたちゃぶ台を持ってきて三人はそれを囲む。

　ハズキは遠慮がちに、それでいながら大だい胆たんにおかわりもしつつ食べ続けていた。

　マルスよりもリリアよりも食べるハズキの姿に、ふたりは何も言えなかった。

「そういや、君の名前は？」

「こ、これすっごいおいしい……またおかわりしてもいいですかっ？　ハズキ・アザトートといいます。十八歳です。えーと、おふたりは？」

　――一つ年上……だからスケベなのか？

　いや、関係ないか。

　マルスは自分の思考がよくわからない方向に進んでいることに気づき、考えるのをやめる。

　どうにも昨夜のオナニーの印象が強すぎる。

「いいよ、まだあるから好きなだけ食べて。なくなったらまた作る。俺はマルス・アーヴィング。こっちは俺の彼女――」

　マルスが片手をリリアに向けようとすると、リリアがかぶせるように声を出した。

　顔は向けず、マルスが作ってくれたオムレツを見る。

　――マルス以外の人間は嫌いです。皆、内心ではエルフの私を馬鹿にする。

「リリア・シルベストリと申します。見ての通りエルフです。私は覚えませんし、お前も忘れてくれて構いませんが、お見知りおきを。――痴女」

　ハズキは、最後に何を言われたのかわからないようだったが、一瞬固まって、その後大声を出した。

「――痴女っ!?　わ、わたしがっ!?」

「凄すさまじい自慰でしたよ。私のご主人様を発情させようとあんなに必死で……あげませんからねっ！」

　冷静な口調から、感情のこもった声へ。

　時折見せるリリアの独占欲のようなものをマルスは嬉うれしく思う。

「な、なんか嬉しいけど……可か哀わい相そうだろ？」

「痴女……痴女……わたしが痴女……」

　ぼそぼそと「痴女」と繰り返すハズキが哀あわれだった。

　だが痴女だ。間違いなく痴女だ。それに関してマルスも一切否定しない。

「それで、君はなんでダンジョンに？」

　人より魔法が使えるとは言っても、ダンジョンは女の子が来るには適さない場所だとマルスは思う。フェミニストではないけれど、偏へん見けんじみたものは消せないのだ。

　ほとんどの冒険者は筋きん肉にく隆りゆう々りゆうのおっさんである。少年であるマルスでさえ少々浮いていた。

「えっと、その……目的は【禁きん忌きの魔本】です。古代に滅んだとされる魔術、『死霊術』の書が欲しいんです。できた年代すらわからないダンジョンなら、きっとあるはずだから」

　――初めてまともなこと言ったんじゃないか、この子……。

　マルスは思うも、茶化しはしない。

「理由は？　言いたくないなら言わなくてもいいけど、俺個人としては死者を蘇よみがえらせるのはどうかと思うよ。際さい限げんがないし、倫りん理り観かんもごちゃごちゃになる」

「わ、わたしも反対です……欲を言えばもう一度両親に会いたいとは思いますけど、きっとそれはやっちゃいけないことだから……わたしの目的は、死霊術の完全破は棄きです。それが使命なんです」

「痴女、お前は墓はか守もりの一族か何かなのですか？」

　使命だと聞いて、リリアは心当たりがありそうな顔で質問した。

　痴女、と呼ばれたハズキはそれには気づかないふりをしてやりすごす。

　――意外とメンタル強いな、この子。

　自分で作ったオムレツの出来に感心しながら、マルスはハズキの心の強さにも感心する。

「は、はい、よく知っていますね？」

「リリア、説明頼む。俺それ知らないや」

「わ、わたしからしますね。ま、まぁ墓守という名前のとおりなんですけど、わたしたちの一族はある墳ふん墓ぼを守っているんですよ」

「ある墳墓？」

「そうです。その墳墓に眠るのは――」
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　ちょっと溜ためてから言おうとしたハズキの言葉に、リリアが瞬速のカットインを入れる。

　マルスの注目を集めていたぶん、リリアのほうが目立つ結果に終わった。

「邪神官ノルン。邪神を復活させようと目もく論ろんでいた古代の神官ですね。一族のかつての首長でありながらその同族に討うたれたという」

　オムレツを口に運びながら平然と言うリリアに、ハズキは驚きを隠せないといった顔をする。

　がーん、という効果音がマルスの頭に響くくらいハズキは残念そうな表情だ。

　物知りなだけあって、リリアはその知識を披ひ露ろうする機会を窺うかがっている。あまり知識のないマルスとは相性がいい。

「――リリア。ハズキちゃんの決めゼリフっぽいところ横取りしちゃダメだろ？　ちょっとびっくりしたぞ？」

「い、いえ、構いませんよ……簡単に言ってしまえばノルンが復活しないよう、『死霊術』をこの世の中から破棄するのがわたしの使命です……」

　――リリアがセリフ横取りするから、諦あきらめてまとめちゃったじゃん……。

　いろいろ可哀相な子だ、この子……。

「でもさ、それめちゃくちゃ果てしなくないか？　どこのダンジョンにあるのかもわからんし、もしかしたら色々なところにあるかもしれないし」

「はい。だけどノルンを生き返らせてはいけないですから。――わたしたちの一族は女の子しか生まれません。血が絶えるか薄くなるように、ノルンが死の間ま際ぎわにかけた呪のろいのせいです。し、しかもそのせいで普通の人より性欲が強いらしいんですよね……普通だと思ってましたけど、旅に出てから本当だったんだってわかりました……」

　若じやつ干かん言い訳するように言いながらハズキは顔を赤らめる。昨日の痴態はそのせいだと言いたいらしい。

「何かすごいな……呪いの魔法か」

「はい。死の間際でもそんな強力な魔法が使えるくらい、ノルンは強大な魔法使いだったと聞いてます。復活すれば世界中が同じような呪いで満たされてしまうかもしれません。だから、『死霊術』を破棄しなきゃダメなんです」

　いつも困ったように八の字になっている眉まゆを持ち上げ、ハズキは少し強い目をした。

　実のところ、ハズキはマルスに全てを話したわけではなかった。

　もう一つハズキには目的がある。

　それは故郷の里に強い男を連れ帰ること。

　血が薄まるのはもはや仕方のないことであるが、それならせめて強い血を血脈に入れる。

　ダンジョン攻略ができる男ならば生まれる子は高確率で強くなるから、『雷らい鳴めい』とまで呼ばれるゼリウスと内心嫌でも一緒にいた。

「俺たちも見つけたら焼いとくよ」

　興味がないわけじゃないが、人の蘇そ生せいはやってはいけないことだと思うからだ。

「はいっ。それじゃあわたしは戻りますね。ゼリウス怒ってるだろうなぁ……あ、思い出したっ！　昨日のゼリウスの失礼を謝ろうと思って来たんでしたっ！」

「そんなのいいのに。律りち儀ぎだね」

　ハズキには何も責任はない。マルスとゼリウスの諍いさかいに巻き込まれたのだから、むしろ被害者と言える。

　――ここにいてもいいよ。俺たちと一緒に行動すればいい。

　マルスが思考するだけで声にしなかったのは、それが同情心からくるものだったから。

　頼まれたわけでもないのにそのようなことを言うのは見下しているにも近いおせっかいだ。

「そのはずだったんですが……醜しゆう態たいを晒してしまった挙あげ句く、お食事まで頂いてしまって……とてもびっくりしました。この卵料理、ふわっとしてて美お味いしかったです。こんな美味しいもの初めて食べたから、遠慮を忘れて食べちゃいました……――ごちそうさまでした」

　ハズキは深々とお辞じ儀ぎをし、部屋を出ていく。

　結局ハズキはリリアの三倍ほどの量を食べた。

　出て行く時、ハズキは寂さびしそうな悲しそうな顔をする。

　引き止めてほしかった。思えどそんなことは言えない。マルスにはハズキの一族のことなど関係ないと知っているからだ。

　この数時間の間にすごく笑った気がするとハズキは気づいた。ゼリウスと出会って共に行動するようになってからは初めての経験だ。

　もっと一緒にいたい。この人とならいつも笑っていられる気がするとハズキは思ってしまった。

　――一族の使命……そんなものに縛しばられている人間が本当にいるのか。

　前世でもいないことはなかったが、マルスは行動原理が使命という人間を初めて直接見た。

　立りつ派ぱだとも思った。自分は好き放題毎日を生きているのに、マルスと同じ歳としくらいでしっかりした目的をもって生きている。

　一応マルスにも目的はあるが、ハズキほど高こう尚しようなものではなく、自分のためだけの目的と言える。なにしろリリア個人の幸福しかマルスは祈っていない。

「いろんな人がいるもんだな……使命とか、そういうのを担になってる人、初めて見たよ。――めちゃくちゃ食ってたな」

「てっきり発情してマルスに襲おそいかかってくると思っていたのですが……存ぞん外がい理性的でしたね」

「リリアのハズキちゃんへの評価辛しん辣らつすぎない？」

「客観的なものだと思いますけれど？　人の部屋で疲れ果てて気絶するまで自慰をし、ご主人様以上にご飯を食べ、誰よりも遅くまでぐっすり眠っていたではありませんか。三大欲求の化け身しんです。評価すべきところはありません」

　――絶対嫌いでしょ、それ……。

　痴女呼ばわりするし……痴女だったけど。

　つんと口先を尖とがらせ不機嫌そうなリリアを眺ながめながら、マルスは部屋を出るための準備を始める。

「俺たちもそろそろ行こう。夕方までだからあんまり時間ないし」

「ええ。――私はご主人様だけの性奴隷ですからね。そこをお忘れなきよう。揺れたりなどしません」

　リリアはハズキの揺れる気持ちに気づいていた。

　奴隷であるリリアに対しても一切の区別をしないマルスを見るハズキの目が輝いていたからだ。

　優しく強く、そのうえ特殊な落ち着きを持っているマルスが魅力的に映るのはよくわかる。

　これまで恋敵ライバルというものに出会ってこなかったリリアは危機感を持っていた。

「ん？　どういうこと？　揺れないくらいどっしりってほど重くはないよね？」

「私にとって、マルスだけがご主人様だということです。――さぁ、早く行きましょう」

　――どういうことだ？

　いまいち意味がわからない。

　――もしかしてヤキモチ……？

　だとしたら可愛かわいすぎる。





◇






　マルスたちの部屋を出たあと、ハズキはちらちらと後ろを見ながら歩いた。

　そんなわけがないと思いつつも、マルスが後ろから追いかけてきてくれないかと願ってしまったのだ。

　――ゼリウスのところに戻りたくないなぁ……たぶん、単独行動をしたからまた殴られる。

　マルスさんはリリアさんを殴ったりしないんだろうなぁ……すっごい優しかったもん。

　奴隷のリリアさんにも料理を作ってたし……同じもの食べてた。しかもリリアさんもそれが普通みたいにしてたし……。

　わたしなんてみんなの食べた残りものばっかりなのに……。

　奴隷と主人。本来ならば明確に上下が存在する関係なのに、マルスとリリアからそれは感じられない。

　羨うらやましさがほんの少し恨うらめしさに変わり、ハズキは自己嫌悪した。








第７話












「やる気出したものの、壁見てるとやる気を失う」

「そんなこと言わずに。頑張って貯ちよ蓄ちくしましょう」

　ダンジョンの壁面の茶色い景色を見ていると、マルスは自分のやる気が失うせていくのを実感する。

　部屋に戻ってリリアといちゃつきたくなってしまうのだ。

　マルスが諦あきらめて壁を掘っていると、ひとりうろつくハズキの姿を遠くに見かける。

　何かを探しているようだった。

「あれ、ハズキちゃんじゃないか？」

「ですね。痴ち女じよです」

「まだ痴女呼びなんだ……そうか、あんな真ま面じ目めそうな地味っ子なのに、今はスケスケ黒くろ紐ひもパン穿はいてるんだもんな……エロい」

　ハズキはゼリウスを捜しているのだろうと推すい測そくできた。

　広いフロアであることを考えると、合流できないのは無理もない。

　話しかけようかとマルスは思ったが、一緒にゼリウスを捜してくれなどと言われたら面めん倒どうだ。

　自分はともかく、ゼリウスにリリアを馬ば鹿かにされたのはまだ許していない。せめて謝罪があれば違うのだが。

　――助けを求められるなら応じよう。

　それが俺のこの世界でのルールだ。

　ハズキの表情を見るにゼリウスはきっとこのフロアにはいない。それはつまりゼリウス一行は下層に潜っていってしまったということである。

　ハズキを助けるということはダンジョン下層まで降りるということ。心構えなどしていないだろうリリアには酷こくな話だ。

　――まぁ、大丈夫なんだけど。

　ダンジョンに入った時点で、ありとあらゆる物事に対処できるようマルスは準備してきた。

　それがたとえ、唐とう突とつなダンジョン完全攻略であっても。

　ハズキがゼリウスと一緒にいるのは歳としの差が関係しているのかもしれないとマルスは突然思った。ハズキはマルスより一つ年上だ。

　ゼリウスは大学生くらいの歳だ。マルスは十七歳、高校生くらい。

　マルスが日本で高校生だった時、同級生の女子は年上の彼氏を自慢したりしていた。

　年齢というものの違いが生み出す知識や収入、醸かもす余裕の差がもたらす魅力。自分も大人になった気にもなれる。自分自身がもう少し年をとれば解けてしまう、おぼろげな魔法に近い。

　若い女の子がそういうのに憧あこがれてしまうのは、世界が違っても同じなのだろう。

　マルスがハズキの下着に興こう奮ふんしているような発言をしたことにより、リリアは少し顔をしかめたあと言った。

「そういえば、偶然にも今日、私も似たようなマルス好みのを穿いていますよ。あの痴女のものなんかより、よっぽど過激なものを。ろーらいず、でしたか？　秘ひ裂れつがぎりぎり隠れるくらいの丈たけしかなくて、少々不安です。ですが以前穿いたとき、ご主人様はとても興奮していましたよね。目線があそこに一直線で。――見ます？」

　偶然ではなかった。ハズキにあげたものを意識して、リリアも過激なものを身につけたのだ。

「見せてくれるの？　というかそれも夜用なんだけどな？」

「当然です。私はご主人様の忠実な性せい奴ど隷れいですから」

　ごくり、とマルスは息を呑のむ。

　普段の何でもないときに見ると、興奮の種類が違うのだ。

「ちょ、ちょっと物もの陰かげに行こうか……――この言い方じゃ変質者みたいだな、俺」

「も、もう、外でそんなにはちきれそうなほど大きくしてしまって……ご主人様から前にご教示いただいた、胸で挟はさむのをしてさしあげましょうか？　ぱいずりというものですね。前回はとても嬉うれしそうにしてくれました。びゅびゅってたっぷり射精してましたもの。この服ですとやりやすいです。なぜか下の方に穴があいているのですよね。――もしかして、最初からそれ用の服だったりします？」

「パイズリいいね！　興奮してきたぞ！」

　ふたりが移動しようとすると、遠くからその姿を見つけたハズキが駆け寄ってくる。

　声をかけられるとさすがに無視はできないのがマルスの性格だ。

　――リリアの過激パンツ見たかった……。

　パイズリも……！

　せっかくパイズリ用の穴が開いてる服を着てくれてるのに。

　近づいてくるハズキの顔には明らかな焦あせり。

　ああ、やっぱり面倒なことになったな、とマルスは心の中で悪あく態たいをつく。表情には出さない。明るい少年の顔はやめない。

「おふたりともっ！」

「あ、ああ、ハズキちゃん。どうしたの？　はぐれた？」

「は、はいっ！　で、でも違うんですっ！　た、多分、ゼリウスたち、わたしを置いて勝手に下層に向かってしまいましたっ！」

　ハズキは焦りに焦った顔だった。それも当然のこと、ハズキはゼリウスのパーティにいて、戦力や準備している物資を把は握あくしているのだ。現状では足りないとよく知っている。

　あくまで偵てい察さつを兼かねての潜入だったのだ。

「本当に邪魔ですね、痴女は。風の精霊くらい空気を読んでほしいです。あのオスはまさにシロアリ、こっそり侵入はお手の物というだけでしょう」

「は、はい……」

　さすがリリア、何て辛しん辣らつさだ、とマルスは苦笑いした。

　――俺が同じこと言われたら泣いちゃいそうだぞ。

　マルスから見ても、ゼリウスたちは準備不足に思えた。

　人数も少なく、実力者はおそらくゼリウスひとり。それに、ダンジョンというものを知っている人間がどれだけいるのか。

　ダンジョンという極地において、知識はそのまま力と言い換えることができる。

　その範囲が広いほど細かなところまで目が届くのだ。

　下層に行けば行くほど魔物は増え、トラップも増える。

　今いる場所は人の出入りが多いから安全なだけなのだ。

　ハズキは困こん惑わくする。

　自分だけではどうしようもない。

　一度は心を寄せたこともある男を見殺しにしていいのか。

　確かに最近はサンドバッグさながらにストレス発散の対象となっている。それでも一応は仲間で恋人だ。

　助け出すにはマルスたちに協力してもらうしかないが、それが正しい判断かどうかも怪あやしい。

　協力の可か否ひはもとより、そもそもマルスたちが下層に行けるレベルかどうかもわからないのだ。

「それでハズキちゃん、どうする？　はっきり言って、俺たちはあいつを助けてやる義理はない。リリアを馬鹿にしたし、俺も好きじゃないからな」

「あんなゴミでも見捨てず助けに行こう、と言うのかと思っていました。ご主人様の普段の様子を考えると」

　横のマルスにリリアは驚いた顔を見せる。

　マルスの対応がリリアの予想と違った。

「見捨てないのと、何でもかんでも助けようとするのは違うよ。頼まれたわけでもない。あいつは自分の意志でそうしたんだ。理り不ふ尽じんな不幸にあったわけじゃない。俺が無理だと思っただけで、案外やってのけるかもしれないしさ。それじゃ単なるおせっかいだ」

「つ、冷たいんですね……なんとなくマルスさんはもっと優しい人だと思ってました……」

「冷たいよ、俺は。他人のことより自分のことだ」

　そのときリリアが見たマルスの顔は、たまに出てくるもうひとりのマルスの顔だった。

　目を細め、口を固く結んでいた。

　明るくおちゃらけた能のう天てん気きそうな少年ではなく、影のある男の顔だ。

「だけどハズキちゃん、君次し第だいだ。君が助けてほしいなら助けるよ。それなら俺は君を見捨てない」

　いつもの顔に戻ってマルスはハズキに笑いかける。

「わ、わたしを……？」

「ご、ご主人様、私たちが下層に行っても大丈夫なのでしょうか……？　い、いえ、ご命令とあれば行きますよ？　ですが……」

「大丈夫だよ。ちゃんと守るから。――せっかくだし、俺たちもこのまま攻略しちゃうか？　ホントはもう少しリリアをダンジョンの空気に慣らしたかったけど」

　あまりに当然のことのように言うので、マルス以外の空気は凍こおる。

　唐突すぎて意味がわからない。

　しかし、リリアにはこれから言われるであろうことの予感があった。

　ずっとずっと前から感じていた疑問。その答え。

　マルスの自信や多額の金銭の根拠だ。

「そ、そんなさらっと……マルスさんだって死んじゃうかもですよっ!?」

「あー、ないない。実は食料だとかの準備も三人なら三カ月分以上は余裕であるし、もっと言っちゃえば、ひとりでも攻略できるんだ、ホントは。でも俺はみんなでわいわい楽しく攻略したかったし、だから仲間が欲しかったんだよ」

　種たね明あかしをする手品師のように、マルスは本性の一部をさらけ出していた。

　リリアの知るマルスとはやはり別人の顔だ。

「ど、どういうことですか？」

「うーん、説明は下層へ歩きながらするけど、一年前『ガニメデ』を攻略したのは俺だ。『雷らい鳴めい』なんて呼ばれてるのは俺も知らなかったけどね。理由はわかるけど。ゼリウスはその手て柄がらを横取りして騒いでるだけ。俺がまったく宣伝してないからな」

　ハズキのこれまでの行動の根底が覆くつがえる。

　マルスの言うことが本当ならば、ゼリウスといた意味がなかったということ。

「――え？　マルスさんが本物の『雷鳴』？」

「証拠を見せようか。――開け、【夢む幻げんの宝物庫】」

　マルスが横に手をやると、ぼんやりと黒い穴が空間に開く。

　そこに手を入れて、マルスはリリアの衣装の一つを取り出した。

　こんな状況なのに若じやつ干かん締まらないエロ装しよう束ぞく。マルスの趣味で特注したセーラー服もどきだ。

　格かつ好こうつけているのに……でもマルスらしい、とリリアは笑いそうになる。

「これが『ガニメデ』で手に入れた【禁きん忌きの魔本】の魔法。中に入ることもできる。今まではカバンの中に繫つなげて使ってた。だからリリアもこのことは知らないよ」

「ご主人様は収納が上手だな、と思うようにしていました……でも正直、踏とう破は者しやだと聞いてもそれほどの驚きはありません。なんとなく、そんな気もしていましたから」

　――やっぱりリリアには疑われてたか。

　マルスはリリアが薄うす々うす気づいていることに勘かんづいていながら無視し続けていた。

　こういう時が来るまで言うつもりはなかったのだ。

　物理的に考えてカバンの容積と中身の総量が合わないとリリアは感じていたのである。

「えっ、えっ？」

　ハズキは狼ろう狽ばいし、マルスとリリアの双方を何度も繰り返し見る。

　リリアは自分を買った時の代金が一番気にかかっていた。その他にも気になることが多すぎた。

　同じ奴隷でもエルフは人間より比較的安いとはいえ、一般人が買うにはあまりにも大きな金額だった。

　安い家なら数軒、一軒に絞しぼるなら相当の豪邸が購入できるような金額を十七歳の少年が持っていること自体、ただ者ではないが、それをあっさりと支払うことのできる精神は並の人間のものとは考えにくい。

　奴隷というものは本来、金に余裕のある貴族などが一度払ってしまえば無制限に使い倒せる使用人として買うものだ。高くてもできることがわかっている奴隷は普通に人間を雇やとうよりも効率がいいし、何より主人に逆らえないのが使い勝手のいいところであった。所有者の証あかしである奴隷紋もんを起動させれば、盾たてになれなどという命令すらも奴隷の意思に関係なく遵じゆん守しゆさせることができる。

　リリアからすれば、ダンジョンに対するマルスの慣れも不可解だった。

　緊張している様子が微み塵じんも見らられない。

　そういった様々な情報を整理すると、マルスは踏破者だと考えるのが一番納得がいく。

　聞かなかったのは、そのことについて黙っているマルスは言いたくないのだろうと思ったからだ。

「リリアにまで隠しててごめんな。俺に対する見方が変わったりするのが怖かったんだ。変に期待されたりするのも嫌だった。特別とか、目立つのはいいことばっかりじゃないから」

「わかりますよ。異物は排はい斥せきされてしまいますからね。――ですが、見くびらないでください。私はご主人様が、マルスが何者でも見方など変えません。私にとっては唯ゆい一いつ無む二にの至し高こうのご主人様ですから」

「リリア……」

「マルス……」

　ふたりは体を寄り合わせて、これからキスでも始めそうな空気を作り出す。

　ハズキは横から割って入り、ふたりの間を引き裂いた。

「ちょ、ちょっとすみませんっ!?　いい雰ふん囲い気きを邪魔してしまって!?」

「まだいたのですか、痴女。私たちはこれから部屋に戻り、よりいっそう愛を深め合うのですから、空気を読んでどこかへ行ってもらえると助かるのですが。そこの地面の中などいかがです？　掘りやすい柔らかな土ですよ」

　からん、とリリアは持っていたツルハシをハズキの方へ投げた。

　マルスと違って、リリアには本当にゼリウスを助けに行く理由がない。

　侮ぶ辱じよくされたのだ。第一印象は最悪。

　マルスの実績を掠かすめ取ろうとしていたということを知った今、第二印象まで最悪だ。

　そんな人物を助けに行くくらいなら、部屋に戻ってマルスといちゃいちゃしているほうが明らかに有意義に思える。

「そ、それより、その話が本当なら是ぜ非ひとも同行してくださいっ！　今ならまだ連れ戻せるかも！」

「――それより？　その言葉は聞き捨てなりませんね。私たちにとって、あのオスは木に巣す食くうシロアリ同然です。いなくなったほうが世界は幾いく分ぶんかマシになるというもの。ねぇ、ご主人様？」

「俺はそこまでは言わんけどね……――あのさ、ハズキちゃんはあいつのこと好きなの？」

「い、今それ関係あります……？」

「モチベーションだね。別にあいつが好きだったなら助けないとかじゃないよ。それはそれ、これはこれ」

　人の物が欲しくなる性質というわけでもないが、少し興奮する要素でもあった。

　ハズキが思ったより痴女だったというのも気になる要因だ。

　惚ほれさせてみたい気分にはなる。

　どうせ仲間にするのなら好いてもらえたほうがいい。

　それとは別に冷静に考えて、ハズキはゼリウスといるべきではないとも思う。

　無鉄砲に後あと先さきを考えず突き進む男についていけば、そのうち命を落とすのは確実だ。それどころかゼリウスによって命を奪われる可能性さえ否定できない。

　ハズキがどう答えようと、正体を明かした以上助けるのはもう確定だったが、少しだけ聞いてみたくなった。

　あれだけ殴られてそれでもなおついていくのだから、ゼリウスへの気持ちはかなり強いと思われるからだ。

　ネットのないローカルな世界で出会ったのは、間違いなくなにかの縁えんだ。

　――だったら俺と一緒にいるほうがいいのでは。

　マルスとて人の選択を自分の物差しで決めるのは決していいことではないというのはわかっている。それでも悪い道に行きそうな子を止めたい気持ちもある。

「ちょ、ちょっとは好きだと思ったこともありましたけど、今はもう……毎日殴られてるし蹴けられてるし……だけど少しは情もあるので死ぬかもと思うと……い、一応付き合ってもいますし……」

「わかった。でも俺が助けるのはハズキちゃんだ。あいつはついで。――それでもいい？」

　リリアは下を向いて少しニヤけた。

　――全くキザなんですから……けれど、この女には有効みたいですね。

　満面の笑みで頷うなずくハズキに、今後は序列を教え込まねばならないとリリアは少し憂ゆう鬱うつにもなった。マルスの一番は、隣は自分の場所なのだ。

「おし、行くぞ。――それにしてもさ、ここの衛えい兵へいやる気なさすぎじゃない？　誰もいないんだけど……」

「下層の魔物が上がってきたりするかもしれないのに……」

「給料泥どろ棒ぼうばかり……やはり人間は愚ぐ劣れつです」

「ま、俺たちには都合がいいってことでスルーしよう。――ここからはマジで死ぬかもしれないから、俺のそばから離れずにいてね」




　三人はひとつだけ存在する下層への階段のそばでひそひそと話す。

　周りには誰もおらず、こそこそする理由はまったくないが空気を読んでいた。

　本来であればここには警備する兵士がいるはずだが今は誰もいない。

　ダンジョンには、必ず一箇所だけ下層に降りていく場所がある。

　降りていくたびに、魔物の数、脅きよう威い度が増していく。

　マルスは地面を剣で叩たたきながらゆっくり先に進む。

　暗くら闇やみの階段は地の底にマルスたちを吸い込もうとしているようだった。

「不安か？」

「少しは……ですが、ご主人様が大丈夫だと言うのなら大丈夫なのでしょう。無む謀ぼうなことをする人間でないことはよくわかっていますから」

　リリアの知るマルスは石橋を叩いて渡るタイプだ。適当に見えて、結構細こまかいところを重視する性格であることを知っている。

「あ、あの、マルスさんが踏破者なら、ものすごくお金持ちだったりするんですか？」

　ハズキの言葉に、マルスもリリアも「うわぁ」という表情をする。

　同行しているリリアさえ聞かなかったことを躊ちゆう躇ちよなく聞くハズキの図太さに、若干引いてしまうマルスだった。

「いいや？　金はかなり寄き付ふしたからね。ダンジョン経済の恩恵を受けられないところも多いから。俺の生まれ育った村もそう。そういうところに寄付したんだ。俺がたくさん持ってても仕方ないし。――がっかりした？」

「い、いえ」

　見るからに残念そうな顔をハズキにされる。

　――この子は本当に……遠慮がない。犯すぞ？

「私はご主人様のそういうところが好きですよ。そもそも、贅ぜいを貪むさぼる必要などないのです。森の恵みをいただいて、愛する者と穏おだやかに時を過ごすだけで、生は充分以上に満ち足りるのですから」

　リリアは心しん底そこからそのように思う。ともに歩んでくれる者がいるのなら、金銭などは必ずしも必要なものではない。そもそもエルフという種族は人の世界とは違う世界の存在で、金銭が支配する資本主義そのものが元々馴な染じまない。

「清せい貧ひんであれってね。――それでも俺は服を買う。リリアを着飾るのが好きだから。もはや趣味なんだ」

　――それがリリアの望みなら、俺はなんだってしよう。

　マルスは少しだけ残して大半の金を寄付した。

　現金でというわけでなく、多くは食料品や服などに替えて支援したい人たちに直接送った。そうでないと中抜きされてしまうのは確実。前世における現代世界の倫りん理り観かんでもそうなのだから、この世界ならなおさらだろうと考えた。

　買うときも小商人のところで、経済的に弱い地域のものをこれまた直接、相場以上の金を払って買った。

　農作業などに従事する家は貧まずしいところが多い。マルスが生まれ育った家もそうで、その苦労を知っているからこその行動だ。

　偽ぎ善ぜん的な活動だとも思ったが、自分が持っているよりは有効活用したと言える。

　以前は寄付行為を小馬鹿にしていたが、今のマルスは馬鹿にしない。

　この世界は貧富の差が異様に激しい。

　持つ者と持たざる者は住む世界が違うと言っても過言ではない。

　ダンジョン攻略を果たしてマルスが最初にやったのはそんな慈じ善ぜん活動。手に入れたものは大きかったが、その中に欲しいものは何もなかった。

　当初は松明たいまつで照らしてダンジョンを歩いていたのだが、途中からリリアが光を灯ともす魔法を使う。

　マルスも使えるが、魔力の温存も兼ねてできるだけ道具に頼っていた。

「よ、欲がないんですね……【ダンジョン冒険者】ってもっと欲望剝むき出しかと……みんなお金お金お宝って騒いでましたよ？」

「――リリアには剝き出しだけどね。俺が欲しいのは、そういうのなんだ」

「こ、交尾ですか……？」

　――ドストレートすぎる……やっぱり変態なんじゃないのか、この子。

　ハズキはしおらしく顔を赤らめているものの、視線が少し下向きで、マルスの股こ間かんのあたりをちらちら見ていた。

　――なんというか……色々と本能に忠実だな、この子は……。

　俺よりエロいんじゃないのか？

「ハズキちゃん。君はスケベだ。ドスケベだ。見た目は清せい楚そ系なのに」

「ち、ち、ち、違いますっ!?　あんな硬かたそうなの全然興味ないですってっ！」

　――硬そうなのって言ってるし……硬いというのは女にとって重要なファクターなのか？

　リリアも硬いのがいいってよく言ってるし……。良かった、びっくりするくらい硬くて。

「わたしも交尾したいぃぃ、と喚わめき散らしていたではありませんか。惨みじめ、かつ、最高に無ぶ様ざまでしたよ。――私はあの後も、ご主人様にたいそう激しく愛してもらいましたけれどね？　すっごく幸せで気持ちよかったですよ？　愛していると言われ、脳まで溶かされながら感じる極ごく上じようの性感です。人間など、あのように自分で浅ましく性器をほじくり回していれば良いのですよ」

　嫌味のように言うリリアにマルスは少し驚く。

　――なんか思ってたより強い独占欲っぽいものを感じるぞ？

「リ、リリア？　人間嫌い過ぎじゃない？」

「い、いいなぁ……わたしも好きって言われながら、あんなのでしてもらいたい……」

　両手で頰ほおを挟み、とろんとした顔でハズキは言った。

「ハズキちゃんはチンポ好きすぎ。あんまり言うと無理やりブチ込むよ？」

　レイプ宣言だったのに、ハズキは全然嫌そうな顔をしない。

　これまでハズキをかばってきたマルスであったが、リリアの言う「痴女」という言葉がいかに適切かを思い知ることとなった。

「――チンポ？　それよりチンポってなんです？」

「男性器のことです。男性のものはおちんちんやおちんぽ、女性のものはおまんこというのですよ。そんなことも知らないのですか？　痴女のくせに、愚おろかですね。いえ、痴女だから愚かなのでしょうか」

「おまんこは昨日聞いたので知ってますぅっ！　だいたい、そ、そういうの全然知らない環境だったんだから、仕方ないじゃないですかっ……！　墓はか守もりの一族は渓けい谷こくの周りの情報しか知らないんですっ！」

　――ごめん、ふたりとも……！

　それは俺の趣味だから必ずしも一般的じゃないっていうか、この世界だと多分誰も知らない……！

　というかリリア、さりげなく知ったかぶり……！

「それよりせっかく正体をばらしたんだし、ふたりにも【夢幻の宝物庫】の中を見せよう。欲しいものがあったら持っていってもいいよ。俺のじゃないのもあるから、一応声をかけて。どんなものがあるのかも教えてほしいし」

「マ、マルスさんの魔法なのに、マルスさんのじゃないものがあるんですか？」

「ああ。多分だけど、あれは前に誰かが使っていたものなんだ。いわばお下がりってわけだな」

「へ、へぇ……？　よくわからないですね？」

　ハズキは唇くちびるに指を当て、首をかしげた。

　マルスの得た魔法【夢幻の宝物庫】は、魔法というアクセスキーがあれば誰でもアクセスフリーなクラウドストレージだとマルスは思っている。

　現状では自分しか利用していないらしい。最近ほかの誰かが出入りした形跡が全くないのだ。

　置いてあったのは武器や防具などがメインで、あと薬品類などもあった。

　薬品に関しては気味の悪さの方が勝ったため、ほぼ置きっぱなしにしてある。

　また、拾しゆう得とく物ぶつ横おう領りようという罪状がマルスの頭をよぎった。

　ダンジョンの宝を宝物庫に詰め込んで持ってきた以上いまさら気にしてもとは思ったが、明らかに他の誰かのものである物品については多少ながら罪悪感があった。

　リリアはマルスの方を見ながら、真面目に、しかし涼すずしげな声こわ色いろで言う。

「ダンジョン、というもの自体が謎なぞです。明らかに誰かの作為ですよね。しかも大昔からあると聞きます。エルフの言う大昔というのは、本当に大昔ですよ？　最下層に宝があるというのが、またなんとも意味深で。まるで人間をおびき寄せているようです」

「リリア、それきっと合ってるぞ。『ガニメデ』の話で悪いんだけど、俺より先に潜ったはずのパーティがどこにもいなかったんだよ。状況的に死んでると思うんだけど、死体はなかった。俺は魔物じゃなくてダンジョンに食われたんだと思ってる。上う手まく言えないけど、ダンジョンっていう生き物なんじゃないかな、ここは」

　マルスの認識としては、巨大なチョウチンアンコウのようなもの。

　宝を餌えさに、人をおびき寄せて喰くらう。魔物は共生関係にある寄き生せい虫ちゆうのようなものであるとマルスは考えていた。

「え、何ですそれ、怖い……じゃ、じゃあゼリウスたちも……？」

「死んでれば食われてるかもね。宝の原料って死んだ奴やつだったりして。普通に考えれば、入ってきた奴の所持品なんだろうけど」

「そちらのほうが良いのでは。宝ならば少なくとも人間には喜ばれます。あんなシロアリが生きているより有意義でしょう」

「そ、そこまで言わなくても……ゼリウスだっていいところもあるんですよ？　そりゃ最近ではわたしより剣や鎧よろいの方が大事にされてますけど……」

「具体的にどこです？　皆かい目もく見当もつきませんが」

「えーと……顔……とかですかね？」

　――なんだかな……。

　ゼリウスって最初から相当好かれてなかったんじゃないの、これ……。

　いや、これくらいの歳の子の恋愛ってこんなもんなのか？

　高校生くらいだし、中身より見た目重視でも仕方ないのか？

　女心というものに関しては、転生してもわからないままだ。

　薄情な気がするが、そんなものなのかもしれないとマルスは考えるのをやめる。

　自分も似たようなものといえば似たようなもの。可愛かわいい、エロい子には目が行くし、何もなくても助けてやりたくなる。

「顔だってどこにでもいる顔でしょう」

　リリアはゼリウスの顔をよく覚えていなかった。ろくに見てもいない。興味が欠片かけらもなかったからだ。人間というカテゴリーでしか把握できていない。

「さ、最初はかっこよく見えたんですもんっ。今はそうでもないですけど……ほかのマイナス要素が大きすぎて」

「私はご主人様、マルスが一番好きな顔です。少し幼おさなさが残っているのがとても可愛らしい。果てているときの顔が特に好きです。私にしがみついて、とろーっとしているのが特に」

「あっ、ちょっとわかりますよ、それ。マルスさんはちょっぴり可愛い系の顔ですよね」

「――複雑だからやめてくれ。とりあえず【夢幻の宝物庫】の中に入ろう」

　かっこいいは嬉しいが、可愛いは微妙。

　大人の視点を持っているぶん、自分の顔が幼く見えるが、第三者に言われると恥はずかしい。

　マルスは【夢幻の宝物庫】を開き、ふたりを中に誘導する。

　ふちがぼんやりとした黒い穴なので、ハズキは恐る恐るといった様子だが、リリアはあっさりと入る。マルスという人物への信頼度の違いが表面化していた。




「すっごい……」

　リリアとハズキのふたりが目にしたのは、図書館のような落ち着いた佇たたずまいをした正方形の空間だ。

　広めのマンションくらいのサイズで、三カ所の扉を除けば、棚たなで壁が見えない。そこかしこに物が並ぶ。

「この空間、時間が進まないんだ。正確に言えば、物の時間が進まない。食べ物が劣化しないのはいいけどね。だけど怖い。時間の進みが違うってことは、ほかの世界に来てるのと変わらないからな。しかも誰かが使ってた形跡まである。あまり安心はできない。出られなくなるかも」

「そ、そう言われると底知れぬ怖さがありますね……世界の外に追い出されてしまうような、そんな怖さが」

　マルスは転生してこの世界にやってきたので、ほかの世界があることを知っている。だからこそリリアよりも恐怖心は大きい。

　――出入りできるうちはまだいい。もしできなくなれば？

　考えれば考えるほど怖く感じられた。

　マルスが珍めずらしく真面目な顔をしていると、リリアは反対に微笑ほほえみ、マルスの手を取った。

「でも、私とふたりなら出られなくなっても寂さびしくありませんよ。最悪の場合、ここでふたり朽くち果てましょう？」

「いいの？　別に一緒に死ぬ必要はないんだぞ？　それに、出られなくなった場合、死因は餓が死しだ。多分苦しい」

　リリアは間かん髪はつ入れずに返答する。迷うことなど何もなかった。

「ええ。それでもひとり生き延のびるよりは良い末路に思います」

「なら、お言葉に甘えて。――幸せだなぁ。まさか俺が幸せになれるとは……ちょっと泣きそう」

　――怖がってても仕方ない、か。

　転生までしてるんだ。何も変わらないかもしれない。

　それに死ぬとしても、今度はひとりじゃない。

「はぇー……すっごい、すっごい……」

「語ご彙い力がないですね、あの痴女は。脳みそにアリでも飼っているのでしょうか？」

「勉強はできそうな見た目だけどな……もしかすると見た目だけなのかも。クラスに一人はいるよね、めちゃくちゃ勉強できそうだけどできないやつ」

　ハズキは、見た目は地味だが、黒髪清楚系の委員長っぽい感じなので勉強はできそう。

　だが、見た目と学力が比例しないことをマルスは知っている。

「それはよくわかりませんが……魔法のレベルは高そうですし、本来的には頭は悪いわけでもないのでしょう……認めたくはありませんけど」

　魔法というのは難しい。

　マルスの認識からすると、小難しい数式を暗記し、自分で一から書き上げるのに似ている。しかも数字は使う魔法によって違う。

　高度なものになれば数学界の難題、と呼ばれるような、複数ページによって証明されるものを把握するにも近い作業が必要だ。

　この世界の魔法は魔法であって科学だ。ただその構成要素である魔力が前の世界になかっただけで、根本的にはしっかり理屈で動いている。

「こ、これも持って行ってもいいんですかっ!?」

「え……そんなボロボロの布欲しいの……？　も、もしお金があれなら、外に出たら俺が新しい可愛い服買ってあげようか……？」

　ハズキが棚から持ってきたのは、ぼろきれ同然の茶色い布。

　ほとんど気にも留めず、棚の隅すみっこに適当に置いていたものだ。

　おそらくは掃除用品なのだろうとマルスは思っていた。それくらい汚い茶色のボロ雑ぞう巾きんなのだ。

　――こんなものが欲しいだなんて……。

　大変な家庭に育ったのかな……。

　マルスは目を細め、心底同情の目線を向けた。

「なんか哀あわれまれてるっ!?　ち、違いますよぉっ、もうっ！　これはれっきとした魔法の防具ですよっ！　しかもすっごい希き少しようで高価なものですっ！　今の技術じゃ作れないんですから！」

「へ、へぇ……そんなゴミが？　……雑巾くらいなら縫ぬってあげるよ？　昔やったことある」

「ゴ、ゴミってっ！　これ『流りゆう麗れいのローブ』っていう、風の術式を埋め込まれたものなんですよっ。具体的に言うと、少し空を飛べます！　飛ぶっていうか浮く感じですけど！」

　――この茶色いボロ切れが……？

　ちょっと気になるぞ？

「――マジ？」

「マジマジのマジですっ」

「それなら聞いたことがあります。というか、それはエルフの発明ですね。その痴女の言うように、失われた技術でもあります。こればかりはエルフの弱点としか言えないのですが、長命の故ゆえに技術の伝でん承しようがおろそかになりがちなのですよ。一人の技量に依い存ぞんしがちですので」

　――オーパーツってこの世界にもあるんだな。

　むしろこの世界の方が多いのか？

　伝達技術がアナログな世界だし……。

「欲しかったらいいよ。でも使えるの？　ボロボロだけど」

「ど、どうでしょう……実物は初めて見たので」

　風の噂うわさで聞いた程度の知識しかないハズキはいつも以上に困った顔をする。

　するとリリアはハズキの手から『流麗のローブ』を取り、観察してから再度手渡して言った。

「問題ありませんよ。一部分でも持っていれば作動しますから。サイズは関係ありません。それもかなり切り取られているようですね。だから端がボロボロなのですよ」

「へぇ……なんかハイテクだな」

　――これそのものが術式になっているのか。

　魔法の武器だとかは見たことがあるが、考えてみれば、基本的な構造はＣＰＵを積んでいるのに近いのかもしれない。

　科学後進世界かと思いきや、自分の思っているのとは違うベクトルで進んでいるだけなのかも。

「はいてく？　――わ、わたしは穿いてますよっ、恥ずかしいのをっ！　すっけすけのっ！」

「そっちじゃなくてこっちの話。――やっぱドスケベかな？　リリアはなんもいらないの？」

　ハイテクを穿いてると聞き間違えたのか、ハズキが顔を赤くしスカートがひらめかないよう押さえているのを見て、マルスはリリアに振り返る。

「ええ。得え体たいの知れないものよりも、ご主人様に直接買っていただいた服や装備の方が大切ですもの」

　リリアはマルスにひっつき、ハズキを蔑さげすむように見た。

「な、なんか、新しいものを欲しがるわたしが悪者みたいじゃないですか……？　何回もドスケベって言われるし……」

「そんなことはないよ。でもまぁあれだね、男的にはリリアみたいな反応のほうが嬉しいとは思う。可愛い。控ひかえめだからこそ、もっとあげたくなるっていうか」

　この世界にあるのかは知らないが、キャバクラなどがあればリリアは相当上にいける逸いつ材ざいだ。

　ねだることこそないものの、プレゼントに対してとても素直に好意的な反応をしてくれる。

　その顔が見たくてマルスはプレゼントしてしまうのである。

　こちらもやはり前世では馬鹿にしていた行為だったが、今のマルスは貢みつぐ男の気持ちを完全に理解していた。

　――可愛いだけじゃ貢いでもらえないんだぜ、ハズキちゃん。

「よし。じゃあここから出て、さっさと下層へ行きますか。くれぐれもはぐれないように。罠わなよけに俺が先頭で進むからね。あ、あと『身体強化』の魔法を忘れないように」

　この世界において最もスタンダードな魔法が『身体強化』の魔法だ。

　簡単に言えば魔力を用いて身体能力の底上げができる魔法で、だいたい誰でも使用できる低級の魔法である。

「わ、罠ですか？　どんなのがあるんだろ……わたしはついてきただけなので詳くわしいことはあんまり知らないんですよね……」

「ああ。踏んだら矢が飛んでくるのとか、槍やりがいっぱい仕込んである落とし穴とか、下層にはたくさんあるよ。ここ、上層はほとんど潰つぶされてるけど」

　マルス的には魔物より、こうした罠の方が怖い。

　魔物は対処可能でも、罠は気を抜いたらそこで終わりなのだ。

　自分だけならまだしもリリアやハズキは危険なので、先頭をマルスが歩くことにする。

「それならばこの痴女を先頭にしましょう。実質的に被害がありません」

「リリアさんっ!?　わたしのこと嫌い過ぎじゃないですっ!?」

「お前が嫌いなのではなく、人間が嫌いなのですよ。短い寿じゆ命みようしか持たないくせに我が物顔でこの世界を蹂じゆう躙りんするなど、おこがましいにもほどがある」

　リリアの顔はマルスが出会ったばかりの頃の顔に戻っていた。

　最初はマルスにも冷たい顔と声を向けていたのだ。

　気持ちはマルスにも少しわかる。人間という生き物は世界が変わっても変わらなかった。




「ご主人様、ひとつよろしいですか？」

「ん？　どした？」

　リリアが思い出したように声を出す。

「思うに、私が奴隷であることを踏まえると、この痴女の方が立ち位置が上だったりしませんか？　痴女なのに。現在の状況はともかくダンジョンを攻略して外に出れば、社会的にはエルフの奴隷と男女のパーティのように見えるのでは？　痴女なのに」

「そうだな……リリアの言うとおりだ。痴女なのに」

「ち、痴女痴女言い過ぎっ！　語尾に痴女なのに、って言うのが癖くせになっちゃったんですかっ!?　ちょ、ちょっとはそうかもですけどっ!?」

　――ちょっと？

　リリアもマルスも同じことを思った。

「でも仕方ないんじゃないか？　少なくとも俺はリリアのこと奴隷だと思ってないし」

「そ、そうですよ、そんなこと急に言われても……」

「……お前、ご主人様の奴隷になりなさい。それならば全すべて解決でしょう。ご主人様と奴隷たちということで。また、私のでも構いません。奴隷持ちの奴隷というのもまた一いつ興きようです。幸いにして、私は奴隷魔法に覚えがあります。使われたので覚えてしまいました」

　びしっと指をさし、リリアは威い風ふう堂どう々どうと宣告した。

　ハズキに向けたリリアの顔は完全に悪人顔だ。

　マルスは止めるべきか迷ったが、別に悪いことは何一つない。

　ハズキにしてもリリアにしても、奴隷として扱う気にはならない。それにどこかでゼリウスから寝取ってやろうとは思っていた。

　自分の方がハズキを幸せにできる自信がマルスにはある。

　それに奴隷というのは言葉の響きは不健全だが主人次第ではかなり安全だ。

「わ、わたしが性奴隷にっ!?　い、いやですよっ!?」

「安心なさい。性のご奉ほう仕しは引き続き私が独占します。そもそも、私はお前に性奴隷になれなどとは言っておりませんが。何を期待しているのです。……全く、痴女にもほどがありますね。お前がするのは身の回りの世話、雑ざつ多たな面倒事の処理です。罠の盾たてになるだとか、魔物をひきつける役だとか。あとはそうですね……意味は特にありませんが、両手足に鉄球でも繫つないで引きずりますか？」

「むしろそっちのがいやですよっ!?　や、やっぱり、ご、ご奉仕はそんなにいやじゃないかもですし……」

「ドスケベだな」

「ドスケベですね」

「ド、ドスケベじゃないもんっ！」

　三人はドスケベ問もん答どうをしながら下層に降りていく。

　傍はた目めから見れば緊張感というものは微塵も感じられなかっただろう。

　一方、下層にいた人物は違った。








第８話












　出世出世出世！

　攻略踏とう破は制せい覇は！

「邪魔だ、魔物ども！　僕の邪魔をするな！」

　下層にいたゼリウスは、煮えたぎる野心と怒りで動いていた。

　同行するのは屈くつ強きような男三人組。この『セクメト』に来るまでにスカウトした連中だ。皆がゼリウスのことを本物の『雷らい鳴めい』であると信じている。

　道中遭そう遇ぐうした魔物の大半はゼリウスが倒していて、ほかの男たちは荷物持ちも同然だったため疑われようがない。実力自体は本当にあった。

　小型の愛らしい魔物が出てきても、ゼリウスはマルスと違い一切の躊ちゆう躇ちよなく両断する。周囲には魔物の体液が飛び散り、ゼリウスが通ったあとに生きているものはいない。

　白い鎧よろいは血にまみれ、ここに来るまでどうしてきたのか一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

『雷鳴』を名乗るために剣に電気をまとわせていたが、それは本来のゼリウスの戦闘スタイルではないため、戦闘の際は使わない。

　ゼリウス・ラクレール二十二歳は、彼自身の価値観で言うと何も持たない人間だ。

　彼は伯はく爵しやく家の三男坊として生まれた。

　伯爵と言っても、ゼリウスの家は金持ちと言えるほどではなかった。

　ゼリウスが生まれた頃には領地の大半を売り払い、先祖伝来の財産も事業の失敗で失っていたのだ。社交界では名ばかりの貴族と馬ば鹿かにされていた。

　幼少期に感じた自分の家の弱さから生じた劣等感が、ゼリウスの人格を大きく歪ゆがませた。

　元々が貧びん乏ぼう貴族のうえ、長男が全すべてを相続する貴族の伝統のせいで、彼は財産を一切もらえなかった。

　彼が受け継げたものは、何もかも失ったも同然でありながらいつまでも貴族然としていた父の傲ごう慢まんさと、武芸だけだった。

　客観的に見ても、ゼリウスには戦闘の才能があったと言える。

　しかし、それだけではダンジョン攻略は夢のまた夢。才能などあって当たり前の世界なのだから。




　足りないものはいくつもあった。

　ひとつは資金、ひとつは仲間、ひとつは知識。そして実績。

　実績さえあれば、資金も仲間もなんとかなる。向こうからやってくるだろうからだ。

　つまり、実績を作るのに実績がいるという矛盾した状況だった。

　八はつ方ぽう塞ふさがりのどん詰まり。

　輝かしい未来を手にすることは想像以上に難しかった。

　生なま半はん可かな才能では誰も認めないのだ。

　どこかのパーティに入るというのもひとつの手ではあるが、ゼリウスはそれを良いやり方だとは思わない。

　まず手て柄がらが分割されるというのが気に食わない。

　しかも、功績はほとんど全てリーダーだけのものになってしまう。

　危険なダンジョンなどそう何度も入りたくない。一度で財宝を手に入れ、その富と名声で栄光ある暮らしをしたいのだ。

　そうすれば、馬鹿にした連中も見返せるのに。

　そんな焦あせりを抱いていたある日、ゼリウスは『ガニメデ』というダンジョンが踏とう破はされたという噂うわさを耳にした。

　しかし、誰が踏破したのかという情報は入ってこなかった。

　入ってきた情報は、踏破者が『雷鳴』と呼ばれているということだけ。

　――この状況ならば、僕が『雷鳴』になれるのではないか。

　名誉の簒さん奪だつを考えたゼリウスは、その日のうちに名乗りを上げた。

　自分と同じことを考える人間が現れるかもしれないからだ。

　何より、本物に出てこられたら困る。先に名乗っていれば、疑われこそすれある程度のなり代わりは可能。

　インターネットもテレビもないアナログな世界では、情報の大部分が口コミで広がる。拡散力は低かった。事実、現在『雷鳴』と呼ばれているのはゼリウスで、本物であるマルスは単なる少年だ。

　リスクはもちろん考えた。

　本物はダンジョン攻略を成し遂とげたような人物なのだ。まっとうに戦って勝てるとは思えない。見つかれば殺されてしまう可能性もあるだろう。

　それでも、ゼリウスには妄もう想そうじみた確信があった。

　――本物は出てこない。

　踏破者の情報が出てこないのは、貴族たちによる情報統制の結果ではなく、本人が声を上げていないからだ。

　貴族が『雷鳴』を捜しているという情報を聞いたとき、その妄想は確信に変わった。

　名誉を求めるゼリウスにはよくわからない感覚だが、この人物は隠れていたいのだ。

　莫ばく大だいな財産を持っていれば命を狙ねらわれるリスクが上がる。それを避けるためかとゼリウスは考える。

　戦闘で勝つことができても、四六時中警けい戒かいするのは疲れるなんてものじゃない。

「このままもう一階層降りるぞ！」

　誰かに宝を取られるかもしれないという焦りがゼリウスの中で充満していた。そしてその第一候補は本物の『雷鳴』だ。

　ゼリウスのパーティはほとんど走っているような速度での移動を続けており、休息もろくに取らせてもらえていない。

　これも『身体強化』の魔法ありきでの行動であるが、魔力を体力に変換しているようなものなので結局はどこかで限界がやって来る。

　ゼリウスが檄げきを飛ばすたびにパーティメンバーは表情を引きつらせる。

「ゼ、ゼリウスさん、ちょっと飛ばしすぎじゃないっすか？　休み休みじゃないと体力も魔力も――」

「うるさい！　いいから黙ってついてこい！」

　――実績実績実績！

　本物の『雷鳴』になるためには、これしかないんだ！

　名誉への焦りがセオリーを無視させる。

　不必要な無理をしてはいけない。

　そんな当たり前のことさえ、焦りで視界を曇くもらせているゼリウスは理解できていなかった。





◇






「魔物の死し骸がいで道ができてるな……しかも結構古い。すでに血が乾いてる。多分、一日前ってところかな。ハズキちゃんが俺たちの部屋に来た時にはゼリウスはここにいたんだ。思ったよりあいつは先に進んでる」

　マルスは地面に広がっていた魔物の血を観察する。

　赤茶けた色。ざらついた感触。パレットの上で乾いて割れた絵の具に似ていた。

　人の血とは若じやつ干かんの違いがあり、粘ねばり気が強いものが多い。乾いたあとのひび割れも顕けん著ちよで、マルスはそれで魔物のものだと判断していた。

　半日ほどうろついてからさらに下の階層に降りたのだが、ゼリウスの背中はまだ見えない。

「ゼリウスってやつ、やっぱり結構強くない？　大型の魔物でも一いつ刀とう両りよう断だんだ。舐なめてたかも」

「け、剣は上手だってみんなも言ってました。目がいいんです。だから誰も『雷鳴』じゃないとは疑わなかったんですよ」

　魔物の死体に残された迷いのない剣けん筋すじはマルスから見ても悪くなかった。

　――性格があれじゃなかったら仲間にしてもいいレベルだな、これは。

　一瞬思って、すぐに考えを改めた。リリアを馬鹿にされたこととハズキへの暴力を思い出したのだ。

「何か音がします……擦こする音でしょうか。魔物だと思われますので、警戒しましょう。特に痴ち女じよ」

　ぴくぴく、とリリアは耳を動かす。自分たちのものではない音が遠くから近づいてくるのがわかった。

「か、角っ、あの角、な、何かいますっ！　木の根っこ……？」

　ふらふらとごぼうのような枝が狭い通路の角から伸びてくるのをハズキは見た。

「あれは恐らくトレントです！　普段は枯れ木に擬ぎ態たいしている魔物！　根に摑つかまれたら体液を根こそぎ吸われますよ！」

　角を曲がりやってきたのは巨大な切り株が歩いているような奇っ怪な魔物。

　リリアはすぐに正体を見破る。昔は森に住んでいたためリリアにとっては比較的見慣れた魔物だった。

　狭い道を塞ふさぐトレントをなんとかしないと先に進めないし、触しよく手しゆのように動く根は伸びて追ってくる。これまでは広いフロアで逃げたりやり過ごすことが多かったが、ここにきて倒さねばならない魔物に遭遇してしまった。

「た、体液って、もしかして血のことですっ……？　――あ、根だから根こそぎ？」

「ふざけている状況ではないとわからないのですか!?　痴女、お前の魔法は火の魔法なのですから、お前がやりなさい！」

「よ、よぉーしっ！　灰はいにしちゃいますよっ！」

　これまでは戦闘することがなかったため、ハズキは浮かれ気味だった。

　魔法を使うのはストレス発散になるので好きだ。

「いや、いい。ふたりは周りに気をつけててくれ。ここでハズキちゃんの魔法を使ったら酸欠になっちゃうぞ。それに、俺もそろそろ肩慣らししとかないと」

　マルスはふたりを下がらせて腰の剣を抜く。

　トレントは無機物が動いている印象なので殺すことに罪悪感は湧わかない。

　すっと前傾姿勢になり、思い切り両足を踏み込み、マルスはその場から跳ちよう躍やくする。

　根の触手がマルスを捕まえようと伸びるが、空中で切り払い、時折残った触手の上を走りながらマルスは本体に迫る。

　そして勢いそのままに振りかぶり、トレントの切り株部分に一刀を入れた。

　思っていたよりあっさりと食い込んでいく刃やいばにマルスは安心する。手のひらで感じた感触はバターを切るよりも柔らかい。

　――このレベルの魔物ならやっぱり一回で十分なんだな。

　自みずからの力の再確認を終えたマルスは体重を乗せて根元まで切り、トレントを真っ二つにする。

　縦たてに一回斬ざん撃げきを食らわせたあとは、倒れる前に横に数回切り込みを入れる。

　さらに細かく切って端は材ざいのようになったトレントはやがて完全に動かなくなった。

「魔法剣じゃないけど良い剣だな、これ。刃こぼれもしてないし」

　マルスは自分の剣を確認し、平然とした声で言った。

　魔物を倒しても大した感情の動きはない。

「す、すっごい……ぜ、全然見えませんでした、マルスさんの動きっ！」

「凄すさまじい身体能力ですね……いくら脆もろい木に近いとはいえ、トレントがまるで紙切れのように切れるなど……さすがは私のご主人様！」

　リリアとハズキはマルスの圧倒的な能力に惚ほれ惚ぼれとした。

　マルスが『雷鳴』であることを疑うわけではなかったが、心の底にあったその力への疑念については解消された。

　全く無駄がなく、最短距離で最適な攻撃だけをマルスはしたのだ。何かに制せい御ぎよされているかのような精密な攻撃にリリアは思うところがあった。

　トレントという魔物は決して強いわけではないのだが、元が木であるためにしぶとい。

　燃やすか枯らすか細こま切ぎれにでもしないといつまでも動き続けるのだ。

「動きの遅い魔物だったしね。相対的に速く見えたんだよ、きっと」

「パンは美お味いしいけど、いちごはもっと美味しいみたいな感じですかっ？」

「……違うね。全然違う。ハズキちゃんはもっと考えてから話したほうがいいと思うよ？」

　リリアがマルスに聞こうと思ったことは、ハズキの発言によって空気が変わって聞けずじまいに終わる。




「そろそろ休もうか？」

　マルスはリリアとハズキに声をかける。リリアは声には出さないが、疲れたという顔をしていたのだ。マルスはそれに気づいていた。

　エルフの長耳は伊だ達てではなく、誰よりも先にリリアが遠くの魔物に気づく。罠わなも地中の稼か動どう音を聞き取ってマルスに伝えていた。

　罠や魔物を警戒しながらの行動は、普通に移動するよりもはるかに疲れる。

　ここまで歩いた距離は五十キロほど。

　ダンジョンというだけあって、下の階層は一直線ではない。何度も同じ道を通ることもあるし、よく似た別の道だったりもする。実際には一キロほどしか進めてなかったとしても、十キロ以上無駄に動いたりすることもあるのだ。

　上下移動が多いので距離以上の疲れがあった。

　マルスも口にはしないが、疲れは感じている。一番気を張っているのはほかでもないマルスだからだ。

　そんな苦労を知らないハズキだけは元気そうな顔をしてマルスをけしかける。

　ハズキは後ろを歩いていたので、出てきた魔物に警戒するだけで良かったのだ。

「ま、まだまだ行けますよっ！　『身体強化』使ってますしっ！　マルスさんもそんなに疲れてませんよね？　魔物のほとんどから逃げてるか隠れてますし」

「だって戦う理由がないだろ？　戦うしかないときに戦うの。自分でリスク高めてどうするのさ。戦闘狂かな？」

　マルスたちは魔物を見かけたら物もの陰かげに隠れたり、設置されている罠におびき寄せたりして倒していた。

　戦闘はマルスにとっては最終手段だ。

　避けられるところは全て避けるべきと考える。

　――どうせ最終階層で戦うハメになるんだから、それまでは力を温存だ。

　直接戦闘の必要がある魔物の大半は先を行くゼリウスが葬ほうむってしまっていたので、障害は少なかった。

　たまに遭遇する魔物はハズキが魔法で対処するか、リリアが遠くから弓で対処する。手に負えなさそうだと思ったときはマルスが処理していた。

　マルスは無視していいと言っているのに、ハズキは妙に戦いたがる。

　ハズキが得意とするのは炎の魔法。

　灰は灰に、といった感じで、魔物を焼き尽くしてしまう。

　墓はか守もりだから火葬なのかな、とマルスは考えるも、この世界では土ど葬そうが一般的だ。

　客観的に見て、ハズキは結構危なげな人物だった。

　自分で放った炎を見てうっとりしたりするのである。

　マルスにはまるで放火魔のような眼まな差ざしに見えた。

「私ももう少し先に進むべきかと愚ぐ考こうします。痴女の言うとおり、『身体強化』のおかげで多少の無理は利ききますし、比較的安全な【夢幻の宝物庫】で休める以上、ここでそれほど休息をとる必要はないかと」

　疲れた顔をしているが、リリアはそう言って進もうとする。

　名誉の簒奪者であるゼリウスがマルスより先んじて進んでいるのが許せない。

　万が一ダンジョン攻略を成し遂げられるようなことがあれば、これまでの苦労も無駄に終わってしまう。それも嫌だった。

　マルスが先頭、次にリリア、最後にハズキの順番で歩く。

　そうした中、突然、後ろからハズキの驚く声が聞こえた。

「あっ!?　いやっ！」

「ハズキちゃん!?」

　ぱたん、と音がして、ハズキが落とし穴に落ちる瞬間がマルスに見えた。

　ハズキは絶望が滲にじんだ表情で沈んでいった。

　――どうして!?　俺らが通った時は問題なかったのに!?

　何かのスイッチがあったのか!?

「痴女！」

　リリアの叫びよりも早く最悪の瞬間を想像し、マルスは全力で落とし穴の方へ駆け寄った。

　深い穴のふちに手をつきマルスは落とし穴を覗のぞき込む。

　できるなら凄せい惨さんな光景は見たくない。だが確認しないことには前に進めない。

　穴の中がただの落とし穴ならば助かる見込みもあった。

「ハズキちゃん！　大丈夫かっ!?　すぐ助けるからな！」

「――え、あ、大丈夫でした……？　よ、良かったぁっ！　マルスさんにあの布を貰もらってなかったら絶対死んでた……も、漏もらしそう……」

　ハズキはスカートのポケットに宝物庫の中にあった浮き上がることのできるエルフの布、『流りゆう麗れいのローブ』の切れ端を入れていたらしく、尻しりを突き出してふわふわと間ま抜ぬけな姿で浮き上がってきた。

　地面から一定以上離れると自動で発動するようローブには魔法が込められていた。

　穴の底には無数の金属の槍やり。落ちていれば残ざん酷こくなオブジェになっていただろう。底にはなにかの骨と思われるものが無数にあった。

「その布は自動で発動するのか……良かった……マジで死んだかと思ったよ」

　マルスは浮上してきたハズキをキャッチし、自分の立つ安全な地面に下ろす。

　そしてへたりこんだ。

　久方ぶりに本気で焦る出来事だった。

　こちらの十七年ではまだ人の死を見たことがない。

「まったく……心配させるんじゃありません」

　リリアはハズキに呆あきれた声で言ったあと、はっとした顔をした。

　失言に気づいてしまったのだ。

「――心配してくれたんですか？」

「し、していませんよっ！　――自分とマルスの精神に悪影響が出るのではと思っただけです」

「こ、怖かったけどちょっと嬉うれしい……リリアさんなら落ちればよかったのにとか言いそうだったから……」
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　ふん、とリリアは顔を背そむけたが、マルスは少し微笑ほほえんだ。

　態度は良くなくても、リリアは基本的には優しい。マルスに対しても最初は態度が悪かった。その時のことを覚えているから余計にそう思う。

　ハズキについても本気で嫌いというよりは、自分の立ち位置が変動するのが嫌なだけなのだろう。

　ハズキが平気だというので、マルスはもう少しだけ歩くことにする。

　リリアを気き遣づかう気持ちもあるが、ここまで来たならマルスもできるかぎりもっと進みたい気持ちがあった。

　ゼリウスは思った以上に頑張っているし、自分たちが踏破する前に踏破されては困る。これまでの努力全てが無駄になるからだ。リリアと同じことをマルスも考えていた。

　だがさっきのような新あら手てのトラップには注意せねばならない。今まで以上に全神経を研とぎ澄すませる。

　先ほどハズキが落ちた罠は、恐らく荷か重じゆう系。エレベーターの定員と同じように、一定の重量がかかると発動するものなのだ。それの亜あ種しゆで、所定時間の合計荷重によって発動したのだと思われる。

「な、なんで罠なんてあるんでしょう？　本気で死ぬと思いましたよっ？」

「侵入者対策でしょう。殺すために用意されているのです」

「うーん、どうなんだろうな。魔物の数の調整かもしれないよ。勝手に罠にかかって死ぬ魔物も結構いるし、それで間ま引びきしてんのかも。だから地上に魔物が溢あふれてこない」

　確信があるわけではなく、何となく思うくらいの認識だがマルスはそう考える。

　ダンジョンの作成者には少なくとも悪意があるようには思えない。

　何かの意図があって制作されたのだろうと思える。ただ、その意図はわからない。

　一つ言えるのは、ダンジョン内部はひとつの世界だということ。ある意味で異世界の中の異世界とも言えた。

「――マルスさんってあんまり頭良くなさそうなのに、いろいろなこと知ってますね？」

「痴女の分ぶん際ざいでっ！　なんてことを！」

　ぽかん、とリリアはハズキの頭を軽く殴った。




　ぐるるるる。

　しばらく歩いていると三人の耳に唸うなり声のようなものが聞こえた。

　マルスは剣を抜き、リリアとハズキを後ろにやりながら暗い道の先を注目する。

　――魔物。声の大きさから考えるに、でかいかもしれん……。

　マルスは疲れているリリアとハズキを視界の端に入れながら焦る。

　最悪リリアとハズキのふたりを【夢幻の宝物庫】に投げ入れ一人で戦うこともこの瞬間に検討していた。

「す、すいません……今のわたしのお腹なかの音です……」

　真っ赤に顔を染めたハズキが、小さく手を挙げた。

　控ひかえめな態度だが、お腹の主張は激しい。いつまでもぐるぐると鳴り止やまないのだ。

　本当に魔物の声のような音量が洞どう窟くつの中に響き続けていた。

　すっかり緊張が解けてしまったマルスは大笑いし、リリアはこれ以上ないほどの呆れ顔をしながら言う。

「痴女はお腹に何かを入れるのが好きですね？　上の口も下の口も欲張りです。さすがは三大欲求の化け身しん」

「し、下はそうでもありませんっ！」

　ハズキはばふっと隠すようにスカート越しに股こ間かんを押さえた。

　そのせいで白い太ももがかなりの範囲露ろ出しゆつし、マルスは視線を這はわせた。

「めちゃくちゃ指ズボズボしてたけどね？　おまんこぎぼぢぃぃ、って」

「そ、そんな恥はずかしいこと言ってませんよっ！　――言いかたっ！」

「五回くらい言っていましたよ。さぞ気持ちよかったのでしょうね」

「す、すごかったですっ……！　いつもするオナニーの何倍も気持ちよくてっ……――ち、ちがっ、してないです、いつもはっ！」

　――この子、馬鹿だ！

　マルスもリリアも同じことを思う。ハズキ自身すら思った。

「本当はどれくらいしてるの？」

「ひ、ひとりで暇ひまだったらずっとしてます……――き、気持ちいいんですもんっ！　小さい頃からやめられなくって！」

　ハズキは顔面真っ赤になって大声を出した。

　凄まじいカミングアウトにマルスは軽く勃ぼつ起きする。

「ドスケベだ……」

「ええ……私は自じ慰いはしたことがありませんね……」

「逆に、オナニーしないでどうやってひとりの時間使うんです？　朝起きてオナニーしてたら夜中になっちゃうでしょ？　普通は」

　開き直ったような顔をハズキはした。

　人より少しだけ性への興味が強いことは本人も認めざるを得ない。

　ひとりきりになったら高確率で自慰をしてしまうのだ。そして動けなくなるまで続ける。

「筋すじ金がね入りのドスケベだ……とりあえず宝物庫に入ろう。飯めし食って風呂入って寝るんだ。疲れたまま動くと危ない。集中力がないとさっきみたいに罠にかかるかもだし、ハズキちゃんのお腹の音が魔物の声に聞こえて怖いし」

　通常であれば魔物のいる空間で警戒しながらの休息となる。精神的な疲れを考えると、ろくな休きゆう憩けいにならないことも多い。




　マルスからすれば、下手な魔法などよりも【夢幻の宝物庫】はチートと言えた。

　倒せない魔物に遭遇したら宝物庫に逃げるつもりだ。

　その前提があるからリリアを連れてきた。

　マルスにとって最も大切に守るべきもの、それがリリア。

　マルスは自分の弱点でもある、どこかゲーム的に物事を考えてしまうこの癖くせは早くなくさねばと内心焦りを覚えていた。








第９話












「ベッドルームまで……！　すっごいおっきなベッドですね？」

「ダンジョン攻略したてだったし、金があったから買ってみた。これなら三人余裕で寝られるな。ちなみに一人で寝るとちょっと寂さびしいよ、これ」

「ご主人様。痴ち女じよは床でよろしいのでは？」

「リ、リリアさん冷たい……」

「冷たいのは痴女が眠る床ですよ」

「えっ」

【夢幻の宝物庫】の中にはメインである物置のほか三部屋ある。

　ひとつは食料庫、ひとつは風呂場、そして今三人がいるベッドルームである。

　ベッドはキングサイズが二つくっついたような巨大なもので、詰めれば十人くらいなら一緒に寝ることができる。

　まだ一人だったときマルスがノリで買ったものだ。ホテルのスイートルームへのちょっとした憧あこがれからの行動だった。

　サイズの割には安かった。貴族から家具屋が受注して作ったものの買われず、ほかに誰も買う者がいなかったという代しろ物ものでかなり安くしてもらえたのだ。

「他の部屋もありますから、痴女はそのへんで寝そべっていればいいのでは？　あと、痴女は食料庫には立ち入り禁止です。貴重な食料を食べ尽くしてしまうかもしれませんし」

「た、食べませんよぉっ！　それにわたしだってベッドがいいですっ！」

　――このふたりは仲が悪い……。リリアが一方的に敵視してる感じだな。もうちょっと仲良くやってほしいもんだ……。

「いいよ。せっかくだし三人仲良く寝よう。俺が飯めし作ってる間、ふたりとも風呂でも入ってきなよ。ハズキちゃん着替えある？」

「あー……焦あせってて荷物は全部上に置いてきちゃいました……」

「愚おろかしい。なんで手ぶらなのだろうとは思っていましたが、普通荷物を忘れますか？　何から何までご主人様におんぶにだっことは……」

「だ、だってあの時は焦ってて……――服借りられたりって……しません？」

「私の服は私のサイズです。要するに、痴女では胸が足りません。絶壁ではありませんか。痴女なのに」

　リリアの服はマルスが頼んだオーダーメイドなのでリリアの爆乳サイズだ。体のラインが浮き出るようなものをマルスが好んだせいで、ハズキが着た場合はぶかぶかである。

　ハズキは下半身こそ性的だが、胸のほうは悲しいほど小さい。

　胸を隠しながら、ハズキはリリアに口を尖とがらせていた。

「リリア、それは早計というものだ。ふたりとも身長はあんまり変わらないから、ハズキちゃんでも着られるのがあるぞ。――セーラー服だ。冬服バージョン。さっき見せたやつね」

　夏服の白いのもある。制服プレイをしたくて作ったのだ。マルスは失った青春を取り戻そうと思ったが、どこかコスプレ風ふう俗ぞく的で使っていなかった。本物の質感とは少し違うのである。ほかは直接見たことがないので気にならなかったが、見慣れた制服となれば話が違う。

「せーらー服……？」

「そう。リリアもまだ着たことないやつ。これに関してはリリアよりハズキちゃんのほうが似合うかもよ？」

　ハズキは黒髪で地味系。しかも委員長っぽさがあるからセーラー服は抜ばつ群ぐんに似合いそうだった。メガネもかけさせたい。

「む。そんなことありえませんよ。こんなしょんぼりおっぱいより、絶対に私のほうが似合います」

「しょんぼりおっぱいっ!?　た、たしかにリリアさんほどはないですけどっ！」

「ほどは、じゃなくて、ほぼ、ないでしょう？」

　リリアは睨にらむようにしながらハズキの胸にすっと無遠慮に手を伸ばし、躊ちゆう躇ちよなく揉もみ始める。

　薄い胸だが、柔らかな感触が少しだけある。

　マルスは黙って見つめていた。女同士が乳ちち繰くり合っている姿を久しぶりに見た。

「あっ！　も、揉むのは……！　んんっ……！」

「何を感じているのですか。揉むほどもないくせに。――お前、上は何もつけていないのですね。……こんなに乳首を固くして……いやらしいメス犬」

　服の上から指で乳首をつねるようにするリリアに対し、ハズキは体をひねる。

　顔も声も吐と息いきも、感じている時のそれだった。

　マルスにはハズキはわりかし乱暴にされているように見えるが、彼女は気持ちよさそうな顔をしていた。

　――ドスケベだ。しかもＭっぽい。

　リリアでさえ、空気がそういう時じゃないとあまり感じてくれないのに。

　ハズキの膝ひざがかくかくしてきているのを見たマルスは、話題を食事の方に戻す。

「め、飯にしよう！　ハズキちゃん食べられないものあるっ!?」

「あっ、あっ……ひ、人に触られるの、自分で触るよりっ……！」

「き、気持ち悪いですね……！　同じ女に触られて犬のようにきゃんきゃん嬌きよう声せいをあげて……恥はずかしくはないのですか!?」

「へ、変な感じで……は、恥ずかしいのきもちぃですっ……マ、マルスさんに感じてるとこ見られてるのっ……！　き、きもちぃ……」

　――この子やっぱりドＭ変態だ！

　あれか、こういう子が露ろ出しゆつプレイにハマったり、ローターつけて外行ったりするのか！

　マルスは初めて遭そう遇ぐうする人種に驚き、そして興こう奮ふんした。

「気持ち悪いっ！」

「はへぇっ!?」

　リリアが指先にぎゅっと力を込めたあと手を離すと、ハズキは気の抜けたような声を出してへたり込む。

「んぐっ、んっ……」

「もしかして、ハズキちゃん乳首だけでイッた……？」

「か、軽く……」

「ドスケベ！」

　今度の「ドスケベ」に、ハズキは赤面するだけで応こたえた。

　ぷるぷる震えている姿は否定しようもなかったのだ。




　リリアが風呂に入り、ハズキは待機中。

　ハズキはリリアのキャミソールとパンツのほうの下着、そしてショートパンツを借りていた。

　その間マルスは部屋の中で夕飯を調理する。

　ハズキはなんでもとりあえず焼こうとするので、マルスは調理に参加させないことに決めた。

　食材が消し炭ずみになるのはいくらなんでも酷ひどすぎる。マルスは転生先が農家で、作る苦労を知っているだけあって、食材の無駄に対してはうるさいほうだ。

　ハズキは腑ふに落ちない顔で部屋の中に置かれているものを眺ながめていた。

　ハズキの好物は焼いた肉に塩コショウなどのスパイスをかけただけの簡単な料理だ。

　宝物庫のど真ん中、棚たなでいっぱいの部屋が一番広いためリビングキッチンとして使っていた。

　マルスは調理器具にはこだわりがあり、前世にあったものを職人に特注で作ってもらっている。

　武器屋はマルスが思っていたよりも器用で、簡単な図面と用途を説明するだけで作ってくれた。しかし、料金はかなりボッタくられた気がしている。

　食料庫からマルスは次々食材を取り出し、作る量を考える。リリアと二人だけならそれほどの量はいらない。

　リリアが好きだということもあって野菜をメインに持ち込んでいる。

　どれだけ大量に持ち込もうとも、物の時間が進まない【夢幻の宝物庫】の中ならば腐らないので無駄にはならない。

　――ちょっと多めに作るかな……ハズキちゃんの胃袋がわからんから。

　ただリリアの言うように、ハズキは三大欲求の化身である気がするから多めが正解だろう。

　ハズキと入れ替わり風呂から戻ってきたリリアは、何とも言えない微妙な表情でマルスのもとへやってきて、調理の手伝いを始めた。

　明らかに必要以上の野菜を一いつ心しん不ふ乱らんに切り続けるリリアから鬼き気き迫るものをマルスは感じる。

　リリアの服装は長なが袖そで長ズボンの寝巻きで、――着て寝ることはほとんどない――下着はつけていないからか胸はいつもより控ひかえめに見える。

　何とも言えない表情のリリアは言おうにも言えない様子だったため、マルスから声をかける。言いたいことはわかっていた。

「――ハズキちゃん嫌か？」

「ご主人様の決めたことに文句はありません。しかし、心中を正直に言えば嫌です。ご主人様があのメスに性的な目を向けるのは心がざわつきます。――私は自分が思っていたより嫉しつ妬と深かったみたいですね。元は自分で言い出したことだというのに」

　かん、と音を立て、リリアは目をうつろに見開きながらまな板の上に包丁を落とす。

　――包丁を持っているリリアが怖い。

　リリアはそんなメンヘラキャラでもないけど、刺されたりして……。

　最悪初めて奴ど隷れい紋もんを起動させることになりそうだ。

「せめてあの女が奴隷ならばある程度は許せます。立ち位置が同じであれば、それぞれ使い方の違う道具のようなものですから。性を満たすための道具としてだけあの女を扱ってくれるなら許容できなくもありません。心が流れていってしまうのは絶対に嫌ですが、同じ立場なら負ける気もしませんし。ですが現状では奴隷でもなく、私だけのご主人様の性的な関心も得ている。それがどうしても受け入れがたいのです。私自身こんな気持ちになるとは思いもしませんでした」

「言えば奴隷になりそうな空気はあるよな……だけどハズキちゃんとはヤレないよ。リリアと違って普通に妊娠しちゃうからね。今のところ我が慢まんはできてるし、友達みたいなものさ。見てるだけでも面おも白しろいしな、あの子」

　マルスがムラついてもハズキに手を出さない一番の理由は妊娠だ。

　簡単に言うと、マルスはハズキまでは責任を取りたくない。

　現状では他人の彼女なわけで、それを孕はらませるのは罪悪感がある。

　ただその罪悪感に興味があるのも事実だった。

　リリアが妊娠するぶんには構わない。むしろ歓かん迎げいだ。

　だがハズキは出会って間もない。

　好きか嫌いかで言えば好きだが、リリアへの気持ちとは違う。

「私は年に一度妊娠できるかどうかですからね……人間とは異なる時間を生きているのだと実感できるところです。ご主人様の、マルスの子供なら産みたいのですけれどね。精神的な面だけでなく、本能的にも強いオスの子供を産みたいと思うものですから。案外、あの痴女も同じなのかもしれません。流石さすがに誰にでもあの調子というわけではないでしょう」

　エルフであるリリアは人間と異なり、排はい卵らんのスパンが違う。

　年に一度ほどしかないので妊娠する機会が少ないのだ。

「俺もリリアを孕ませたいと思う。毎日孕めって思いながら出してるところあるから。よくわからないけど、リリアとすると出る量とか快感がすごくてね」

「今日もたくさんえっちしましょうね♡　エルフと人間の間の子はとても美形だと聞きますよ♡」

「したいけど今日はな……」

　――ハズキちゃんがいるベッドで……どうなんだろう。

　微妙に邪魔だな……。

「ご主人様も今あの女が邪魔だと思ったでしょう？」

「うっ……そ、そんなことないよ」

　微妙な空気の中、ふたりは調理を続けた。

　七品目を作り終えたあたりで、マルスは気にかかっていたことを言う。

「――ハズキちゃん遅くない？　いつまで風呂入ってるんだ」

「どうせ隠れて自じ慰いでもしているのですよ。痴女ですから」

「さすがにそんなことは……ないとは言えないか。ちょっと見てくる」




　マルスは風呂場の扉の前で耳を澄すます。少しドキドキした。

　風呂場の前に脱衣所がある。その、リビングから繫つながる扉にマルスは耳をつけていた。

　シャワーの音とともに、かすかにハズキの声が聞こえる。

「あっあっあっ！♡　イクッ、イクッ！♡　おまんこきもちぃの、さんじゅっかいめぇっ！♡　ひぃんっ！♡」

　――マジか……。

　普通この状況でオナニーする？

　飯作って待ってるのに……。

「リリアの言うとおりしてるっぽい。三十回目！　って聞こえた」

「さんじゅっ……!?　そ、底なしですか、あの痴女っ！」

　リリアは絶句していた。

　マルスにも気持ちはわかる。

「しかも早い……イキ続けてるんじゃないか？　リリアもスイッチ入ったらそんな感じだけど……」

「そ、そこまでではありませんよ……た、たまにはそんなこともありますが……あの痴女は本当に痴女なのですね……」

「いい加減注意しとくか。ほっとくとずっと出てこない気がするし、飯も冷めちゃうからな」

　マルスは風呂場の扉を多少強めにノックする。

　せっかく作った夕飯が冷めるのは少々腹立たしい。




「ご飯できたよー！　オナニーやめて出てきな！」

「し、してませんーっ！」

　うわずった声でハズキは声を上げるも、マルスが信じるわけもない。

「三十回目って聞こえた！　俺からも痴女と呼ばれたくなければ早く出てくるように！」

「ちょ、ちょっと待っててくださいっ！　――んんっ！♡」

「またイッたろ!?」

「イ、イッひぇないれすっ！♡　あううっ♡」

　――舌した回ってないじゃん……。

　ドスケベすぎる。

　震える声がハズキの絶頂を物語っていた。

「すみません……な、なんか昨日からすっごいむらむらしてるんですよ……マルスさんたちの交尾見たせいですよっ？」

「まさかの責任転てん嫁か……」

　リリアのものである胸元がぶかぶかのキャミソールと、逆にリリアが穿はくより多少むっちりして見えるショートパンツ姿のハズキは食卓に着くなり、自分を棚たなに上げてふたりに呆あきれるような言い方をする。

　胸元が緩ゆるいせいで肩かた紐ひもが片方外れて中身が見えそうだった。

　サイズにかかわらずマルスはチラチラ見てしまう。

　リリアほどではないが白く、健康的な色合いの肌は実に官かん能のう的だった。

「人のせいにするんじゃありません。お前自身の淫いん乱らんな性質のせいでしょう。――今日から自慰は禁止です。ダンジョンから出て私たちと別れるまでは。見苦しいですし、汚いです。あと、あまり物に触らないでくださいね。痴女の愛液臭くなりますから」

「む、無理ですよっ！　毎日しないと頭がおかしくなりますもんっ！　――く、臭くないですっ！　なんかこう……ちょっとしょっぱい感じですっ！」

「お前はすでに頭がおかしいのですよ。信じられません。お前、自分のものを舐なめているのですか」

　――確かにおかしい……でも俺も人のことは言えん……。

　リリアに出会ってからマルスの性欲は異様に強くなっていて、毎日毎日凄すさまじい回数リリアを求めてしまっている。ハズキのことを笑っていられるほどマルスも我慢強くなかった。

　結局、想定していたよりも多く作ったはずの料理の大半はハズキの腹にすっぽり収まった。それどころかおかわりを欲したほどだ。

　自慰で体力を消しよう耗もうしたのか、それとも昼間のダンジョン探索のせいか、ハズキはものすごい食欲を見せたのである。

　もぐもぐと無言のままに食べ進める姿は小動物的で愛らしく、マルスはいつかハズキを太らせてしまうのではと危き惧ぐしながらも料理を与え続ける。だがありとあらゆる部分で無駄な動きが多いぶん、リリアよりも消費しているカロリーは大きいのかもしれない。




　食事を終えたあと、ハズキは深く「ごちそうさま」のお辞じ儀ぎをする。しかし、頭は下がったまま戻ってこない。

「お腹なかいっぱいになったら眠くなってきちゃいました……先に寝ててもいいです……？」

　眠そうなぼんやりとした声でハズキがつぶやく。

「自由すぎるっ！　三大欲求全部満たしてる！」

「ごめんなさい……昔からなんでか欲求に弱くて……」

「――まぁいいけどね……おやすみ。俺たちはもうちょっとしてから寝るよ。ちゃんと布ふ団とんかぶって、お腹出さないようにして寝るんだよ」

「おやすみなさい……マルスさん、お母さんみたい……」

　しょぼついた目をこすりながら、ハズキはベッドルームへフラフラ歩いていく。

　その様子をリリアは再び絶句した顔で見つめていた。

「いくらなんでもあれはどうなのでしょう……失礼にも程がありませんか？」

「リリアがそうじゃないだけで、あの歳くらいの子はあんなもんじゃないか？　図ずう々ずうしいのが子供の仕事だよ」

「痴女はマルスより一つ年上ですけれど……？　我慢弱いのでしょうね。よく墓はか守もりの一族などやっていられるものです」

　そういえばハズキがそんなことを言っていたとマルスは思い出す。

　完全にオナニー好きの痴女イメージしかなくなっていた。

「墓守は厳しいの？」

「エルフもそうですが、隔かく絶ぜつされた一族というのは、通常戒かい律りつが厳しいものですよ」

「大変だなぁ……俺は普通の農民だから戒律とかはなかったな。牛に気をつけろ、とかかな。リリア、悪いけど食器片付けるの手伝ってくれる？」

「もちろん。奴隷だとかは除いても、普通は手伝うものですよ。やらないのは痴女くらいなものです！」

　皿を洗い終えたあと、マルスも一人で風呂に入る。

　風呂場は大きく、湯船だけで並のアパートひと部屋ほどのサイズがある。

　三人で入っても余裕だ。

　だからか、一人で入るととても寂しい。そういうのもあって、リリアと出会ってからは消耗品の補充以外で宝物庫の中に入ることは少なくなった。

　一人になるといつも昔を思い出す。今の幸せが夢なんじゃないかと思ってしまう。

　だから毎日眠るのが少し怖い。だからリリアにしがみつく。




「あれ、リリアまだ起きてたのか」

「ええ。ご主人様とご一緒にベッドに入りたいですから。それにあの痴女と二人きりというのはなんとも……」

　風呂から上がると、食卓に突っ伏してうとうとしているリリアに遭遇する。

　先に寝てていいと言っておいたのだが、リリアは律りち儀ぎに待っていたらしい。

　机から上げたリリアの顔は目がしょぼついていた。

「眠そうだね。今日は普通に寝ようか？　疲れただろ？　今日はお疲れ。気張ってたのが緩ゆるんじゃったから、余計に眠いだろ」

「いえ……せめてご奉ほう仕しくらいはさせてください。溜たまったままでは辛つらいのでしょう？」

「辛つらいといえば辛いけど……さすがにダンジョンのほうが重要だからな。我慢するよ。リリアを疲れさせるわけにはいかない。ゆっくり寝ようぜ」

　寝て体力を回復し、万ばん全ぜんな状態で挑いどむべきだと冷静な頭のマルスは考える。

　転生し、二つの人生を持つマルスは思考の切り替えが得意だ。

　頭を使うときは二十九歳の自分、そうでないときは十七歳の自分、と分けていた。

　マルスとリリアでは体力の上限値が違う。それにリリアは疲れていても言葉にしないタイプ。

　性欲はあるが我慢してもいい。最悪自分で処理すればいいだけの話だ。

「……すっきりしていないと、あの痴女に誘惑されてしまうでしょう？」

「リリアはヤキモチやきだな？」

「ええ。取られるかもと思うと、どうしても」

「――俺は巨乳が好きなんだ。むにゅむにゅと顔を埋めるのが特に好き。そうしてリリアに甘えるとほんとに癒いやされる……ハズキちゃんは絶壁だから。それに、そういうのがなくても俺はリリアを選ぶよ」

　リリアはほっとしたような顔をしたあと、自分の唇くちびるを舌先で濡ぬらす。

　その動作が何とも性的で、マルスはむらっとした気持ちを抑えきれなくなりつつあった。

「でしたら今日はおっぱいでいい子いい子してあげますね！　昼間はとてもよく頑張ってくれました。あの痴女は気づいていないようですが、危なげな戦闘もなくここまでたどり着けたのはマルスのおかげですからね」

「お、マジか。昼間できなかったからホントは頼みたかったんだ。――ダンジョン内部は結構気を遣つかうからな。いちいち戦闘してたら下層まで体力もたないよ。俺たちはこの【夢幻の宝物庫】があるからまだいいけど、ゼリウスたちはきっとやばい。ほとんど休めてないと思う」

　マルスが最初にダンジョン攻略を果たしたとき、一番の敵は睡眠時間と食料の確保だった。

　ひとりなので警けい戒かいしてくれる人がいなかったためだ。そのときは宝物庫もなかったため、山ほどの食料を背中に抱えて歩いた。

　マルスは紐ひもと缶で作った手製のアラームのようなものを駆く使しし、通路に張り巡めぐらせて魔物を警戒しながら、長くても一時間前後の睡眠で動いていた。

　ゼリウスは一人ではないものの、全員初めての攻略ならば似たような状況だろう。

　他にも問題はいくつもある。

　疲れた仲間たちと些さ細さいなことで喧けん嘩かになったりするのは予想できた。

　ストレスを溜めないようにするというのは、ダンジョン攻略の戦力を整えることよりも重要だとマルスは理解していた。

　そういう意味ではハズキのリフレッシュ方法も否定はできない。

「私に頼む必要などありませんよ。命令すればいいのです。私はマルスが喜んでくれるならいつでもなんでもして差し上げますから。――ザコ虫のくせに出しゃばるからいけないのです。私は生きているとは思っていません。実質的に自殺でしょう」

「俺はギリギリ生きてると思う。あの腕前なら大体はなんとかなるよ。最下層付近にまで行っていなければ。――怖がらせるのは趣味じゃないから言わなかったけど、最下層にはボスがいるんだ。これは意外と知られてないこと。ボスに出会って生き延のびてたら攻略できるからな。つまり死人に口なしだ」

「ボス？」

　マルスは『ガニメデ』でのことを思い出していた。

　最下層付近になればなるほど魔物は強い。

　ダンジョンの基本はピラミッド型で、下に行けば行くほどフロア全体が広くなっていて、魔物の中でも強く大きなものだけが残っているのである。

　階層間の移動はゲームと違い魔物でも可能なので、誰かに意図的に配置されたのではなく、自然に発生したカーストのような気もしていた。

　もっとも居い心ごこ地ちのいい場所に行きたがるのは魔物も人間も同じだ。

　ダンジョンは言うなれば蠱こ毒どくのツボと同じであり、下層には強い個体だけが生存しているのだ。

　その中でも一番強いもの、それがボス。

　ダンジョン内における頂点捕食者だ。

「そう。『ガニメデ』のやつは巨大な蛇へびみたいな魔物だった。馬ば鹿かでかい大広間みたいな場所の真ん中でとぐろ巻いて寝てたよ。魔法使ってくるわ、毒液で壁溶かすわで結構強かったぞ」

「よ、よくひとりで勝てましたね？　ご主人様はどのようにして倒したのです？　やはり『雷らい鳴めい』の名のとおり雷かみなりの魔法ですか？」

「え、さっきのトレントみたいに普通に剣で。俺は魔法はあんまり得意じゃない。というか、何個かしか使えないんだ」

「!?　では『雷鳴』という二ふたつ名なはどこからっ!?」

「見たらわかるよ。リリアにはキツいかもだから、やる前に言う」

「は、はい……ご主人様は本当に不思議です」

「隠し事の一つや二つあったほうがかっこいいだろ？」

　――説明が難しい。

　なぜなら、マルスの場合、転生したからこそ気づいたことだからだ。

　この世界に普通に生きている者ほど気づかない。

　そして、時間が足りない。気づいたときにはもう知識が追いつかない。

　生まれた時から効率のいい方法を知っていたからこそできた技わざだ。

　思考のベースを前世の現代にいた頃を基本としているのも、群衆に紛まぎれてしまわないため。異なった価値観は貴重だ。この世界ではない現代日本の価値観は、一度失えばもう手に入らないのだから。

　それにこの世界の知識や情報を得るのは存ぞん外がい大変だ。ネット社会がいかに便利だったのかを実感する。

　マルスの出身である貧まずしい農村だと、自発的に動かないと情報が手に入らない。自発的に、というのは金銭を払ってということである。

　貴族が支配する世の中では言論統制は当たり前だし、本なども手に入りにくいのだ。

　外部の要因もあれど、この世界の当たり前に染まらなかったから、マルスはひとりでダンジョン攻略できるくらいに強大な現在の力を保持している。

　この世界の誰もが使いこなしてとうに極きわめたつもりでいる力を、マルスは生まれてから十七年、最も効率のいい方法で磨みがき上げていたのだ。

　前世の知識がなければほかの人間と同じように様々なものに手を伸ばしていたに違いない。

　――神様の転生特典のようなものは俺には必要ない。

　この記憶さえあれば、それだけで十分すぎるほどチートなのだから。








第10話












「上手にできていますか？」

「うう……これ以上上手にされたらやばいから、そのままでいい……おっぱいの圧力やばいっ……柔らかむにむにっ……素材がすでに最高……」

「ふふっ♡　腰が浮いてきていますよ♡」

「き、気持ちよくて勝手に……！　――し、舌した使うのは反則だ！　さ、先っぽがっ！」

　ハズキがすーすーと寝息を立てて眠る横で、マルスとリリアは全ぜん裸らでいちゃついていた。

　仰あお向むけに寝そべったマルスの股こ間かんに挟はさまるようにリリアが入り、自慢の胸で奉ほう仕しする。

　マルスの巨根がすっぽり覆おおい隠されて、上下するたびに先端だけが外に出る。

　リリアはハズキにはできないことだからパイズリをしようと決めた。

　――視界に入る光景がエロい。

　真っ白な肌はだを真っ赤に染めて、目を細めながら少しいたずらっぽくリリアは奉仕していた。

　マルスに見えるリリアの硬かたくなった乳首も、うっすら膨ふくらむピンク色の乳にゆう輪りんも、亀き頭とうに伸びる長く尖とがった舌も、何もかもがマルスを興こう奮ふんさせていた。
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　挿そう入にゆうされてしまえばリリアはマルスには勝てないが、奉仕している時ならば余裕を持っていられる。

　マルスは腰を浮かして一方的に与えられる快感に敗北しつつあった。

「可愛かわいい……♡　マルスのとろとろ顔好きです……♡」

「そ、それはちょっと複雑！　――や、やばいかも。登ってきた……」

「たっぷり出してくださいまし♡　お顔がよろしいです？　それともこのままおっぱいに？　それともお口ですか？」

　自みずからの言葉に合わせ、リリアはそれぞれの部ぶ位いを強調する。

「な、悩む！　究極の選択だ！」

　どこもかしこもエロい。

　だが早く決めないと出てしまう。

「でしたら全部にどうぞ♡　マルスのはたっぷりですから、全部にかけても余裕のはず♡」

　べっ、とリリアは舌を突き出し、その流れで裏うら筋すじがべろんと舐なめられる。

　胸も、挟む手の力が強められ、上下に激しく動かされた。

　あっ、とマルスは小さく声をあげ、両足の指に力を入れ足をピンと伸ばす。

「出るっ……」

　びゅっ、びゅっ、びゅるるるっ！

　リリアの顔に、髪に、舌に、胸に、ゼリーのようにつながる精液が飛び散っていく。

　あっという間にリリアの上半身は青臭い精液にまみれていった。

「ん……こんなにたくさん……すごい匂においです♡　いつ舐めてもむらむらする不思議な味……昨日は苦かったのに、今日は少し甘い気がします……！　おちんぽも白いのでどろどろ……お掃除しますね♡」

「あっ……」

　顔に精液を乗せたまま、リリアはマルスのチンポを丁てい寧ねいに舐めていく。

　リリアはフェラチオのときに手を使わず、口だけで奉仕するタイプだ。これはマルスが教えたわけではなく、リリアが自分でそうしていた。

　ちゅぽちゅぽと肉にく茎けいの中の精液も吸い取られ、マルスは顔をしかめて天井を見上げたあと、もう一度リリアの方を見る。

「ん、ん……」

　喉のどを鳴らしながら、リリアはマルスの目を見つめてしゃぶり続ける。

　こんなことをされて小さくなるわけがなく、マルスはますます性欲を強めてしまう。

　少し体を起こして、マルスはリリアの頭を撫なでる。

　毎日マルスが思うことだがどうしようもなくリリアが好きだ。

「リリア、愛してるよ」

　リリアは一瞬目を丸くし、亀頭を舐めまわす舌の動きを止める。

　しかしそのすぐ後、リリアはチンポの根元の方までをくわえ込み、とろんとした目つきで一いつ心しん不ふ乱らんに頭を上下する。

　マルスが無意識に伸ばした手をとり、リリアはぎゅ、ぎゅ、と優しく握っていた。

「あ、あんまり激しくされるとまた出ちゃうよ……」

　マルスの呼びかけに応こたえてリリアは口を離し、マルスの腹の方まで上がってくる。

「んっ、んっ♡　ちゅるっ……はぁっ、はぁっ……ご主人様好き……！♡　えっち、やっぱりえっちしたいです……！♡　私もう、体が燃えるように熱くて……！」

　精液まみれのリリアははぁはぁと息を荒らげ、発情しきった顔でマルスを見ていた。

「俺もしたいけど……」

　ちらりとマルスは隣のハズキを見た。

　いくらなんでもベッドが激しく揺れれば起きるかもしれない。

　そうでなくても音がするし匂いもある。

「お風呂場で、お風呂場でしましょう？　後ろからぱんぱんってしてほしいですっ！♡」

「――しよう。我が慢まんできん」

　裸はだかのまま風呂場へ移動し、二人してシャワーを頭から浴びながら抱きつき合いキスをする。

　マルスは押しつけられた胸の感触で勃ぼつ起きしたイチモツを、リリアの腹へぐりぐりと押しつけ擦こすっていた。

　背せ丈たけが違うのでそうなるのだ。

　子し宮きゆうを外側から押される感覚に、リリアは甘い声を上げ身み悶もだえた。

　ぱんぱんと、密室の中でふたりがつながる音が響いた。

　密閉された風呂場では高音がよく響く。

　湯船のふちに手をついて、リリアは体をくの字に曲げてお尻しりを突き上げていた。

　マルスはリリアの腰を持ち上げるように摑つかみ、必死に自らの腰を前後する。

「はぁっ、はぁっ……リリアの中いつもより熱い……」

「ご主人様のっ、あっ、あっ、お、おちんぽでっ、んくっ、あっ……♡　か、体が中から持ち上がって……♡　き、きもちいいですっ！♡」

　小鳥の鳴くようなリリアの喘あえぎ声が反響し、全方面からマルスの耳に届く。

「気持ちいいけど足元が滑って集中できない……！　こけそう！」

「やっぱりベッドでっ、ベッドでえっちっ、えっちしましょうっ！♡」

「うん……」

　マルスとリリアの頭の中には、ハズキのことなどすっかり消え失うせていた。

　ハズキが寝るために暗くした部屋のベッドの端にリリアを押し倒し、マルスはそのまま正常位で挿入し腰を振る。

　先程まで挿入していたから前ぜん戯ぎの必要はなかった。

　腰を動かしている間、マルスの視界にはリリアしか映らない。

　両手をつないでベッドにリリアを押しつけ、マルスは夢中で快感を貪むさぼると同時に快楽を与え続ける。

　生き物のように縦じゆう横おう無む尽じんに動く胸の動きと、赤くなって汗あせばんだ首筋、マルスが奥に突き入れるたびに歪ゆがむリリアの表情がマルスの性欲をどんどん煽あおる。

　髪も身体からだもよく拭ふかずに移動したのでベッドが濡ぬれるなと思ったが、それもどうでもいいこと。

　今は快楽だけがひたすら欲しい。夢に落ちていたい。

「リリア、リリアっ……！」

「マルスっ……！♡　あっ、んっ、ああっ……！♡　キス、キスしてくださいっ……！♡　も、もうイキそうですっ……！♡　ごめんなさい、先にっ……！」

「いいよ、嬉うれしいっ！　俺はまだもうちょっと……」

「ああっ、く、くるっ、きちゃいますっ！♡」

　一日中歩き回って足腰には疲れが残っているが、腰は止まらない。

　リリアの膣ちつ内ないは疲れを甘く溶かしてくれる。

　リリアも腰を浮かせてマルスに両足を絡からみつけていた。




　ふたりの激しい交わりの途中、ハズキはすーすーという静かな寝息をはぁはぁという激しいものに変える。

　このベッドを激しく揺さぶる衝撃にはいくらなんでも目を覚まし、肉のぶつかる音に気づいてしまった。

　――ま、また交尾してる……。

　な、なんであんなに気持ちよさそうな声……む、むらむらしてきたっ……。

　お腹なかの奥のほうがむずむずするっ……自分じゃあ絶対触れないとこっ……。

　わ、わたしもマルスさんと交尾したいよぉ……けどゼリウスを裏切るのは……怖い。

　怒るとすぐに拳こぶしと剣を向ける男の顔がハズキの頭をよぎった。

　ハズキは基本的には気が弱く、嫌われるのが怖いから人と話すのも得意ではない。

　マルスたちと話せるのは、恥はずかしいところを見られてしまっているからだ。

　それと比べるなら話すくらいは平気なのである。

　――マルスさんならゼリウスから守ってくれるのかな。

　さっき穴に落ちた時もすごい必死で来てくれたし……かっこよかった。出会ったばかりなのにあんなに心配してくれた。

　助かったのを知って、とても喜んでくれたし……ゼリウスだったらどうなんだろう。

　でも……リリアさんに勝てないしなぁ……。

　嫌われてるし……痴ち女じよって言われるし……――そうかもだけど……。

　わたしってみんなと比較するとちょっとだけそういうの興味あるほうなのかも……。

　――ちょっとだけ。

「リリアっ、ううっ……好きだっ……」

「私もっ、私も大好きですっ……！♡」

　薄目を開けてハズキが横を見ると、マルスとリリアは好きだと言い合いながらベタベタと体を密着させていた。

　頭を撫でたりおでこにキスしたり、マルスとリリアのイチャつきはとどまることを知らないようだった。

　ハズキはリリアを心しん底そこ羨うらやましく思う。大事にされた経験がハズキにはほとんどない。しかもゼリウスといるようになってからは、誰かと一緒にいるということは痛みを伴ともなうことになってしまっていた。

　――わたし、ゼリウスに好きだって言われたことあったかな……ない。

　もしかして、わたしって奴ど隷れいみたいなものだったのかな？

　本当に奴隷のリリアさんのほうがずっと幸せそうだ……あんなに大事にされて。

　いいなぁ。わたしもあんなふうに優しく頭撫でられてみたいよ……。

　――マルスさんの奴隷になれば、わたしもあんなふうに守ってもらえる……？

　多少図太いところがあってもハズキは十八歳の少女。毎日殴られるような生活をしていれば精神的にも追いつめられ、もはや限界に近かった。奴隷になることさえやぶさかではないとハズキは思い始める。

　自身の目的も本当に叶かなえることができるのかあやふやで、幻想を追いかけているのと変わりないため徒と労ろう感も強い。だから余計に目の前にある快楽に逃避しがちなのだ。

　――わたし、なんでゼリウスと一緒にいたんだっけ……？

　そうだ、ダンジョンを攻略するためだった。攻略してノルンが生き返らないように『死霊術』の本を燃やすため。ノルンの死体を破壊して呪のろいを解いて、一族の悲願を叶えるため。

　あ、でもゼリウスは『雷らい鳴めい』じゃなくて、マルスさんが本物……だったら……。

　股間から液体が流れているのを感じたハズキは、自らへの言い訳を思いついてしまった。

　――最初に裏切ったのは、噓うそをついたのはゼリウスだ。わたしじゃない。




「マルスさん、わたしも、わたしもマルスさんと交尾したい……です……」

　赤らめた顔と濡れた声で、ハズキはベッドの隅すみで激しく腰を振るマルスに声をかける。

　何度か呼びかけるも反応はなく、ようやく腰の動きが止まったかと思うと、マルスはびくんと背中を反そらせた。

「うううっ！」

　ハズキの声はマルスには届かない。

　頭の中が熱く、射精すること以外、マルスの全すべての思考が消滅する瞬間だった。

「マルスの硬いおちんぽ、中でびくびくんってっ……あったかいのいっぱい……もっと、もっと出してくださいっ……！♡」

　うっとりとした顔で、リリアは両手でマルスの両耳を挟み周りの音が聞こえないようにしていた。

　単純な話、リリアはハズキが起きて声をかけていることに気づいていたのだ。

「うう、うう……止まらない……う……リリアっ……！」

　――あれ、無視されてる……。

　ハズキは目の前のふたりが全く自分に目を向けていないことに心底驚き、そして同時に羨ましく思う。

　お互い以外、視界に入らず、音すら聞こえないというのは幸せなことだ。

　付ふ随ずいするのであろう快楽にも興味が尽きない。

「うっ……まだ出る……で、出過ぎだ……――ハズキちゃん!?」

「や、やっと気づいてくれた……！」

　ベッドの上で四よつん這ばいで恐る恐るハズキは近づく。

　ぶかぶかのキャミソールの隙すき間まからハズキの胸が見え、マルスは凝ぎよう視しした。

　リリアと比べるとずっと小さいが、ほんのりと膨らみはあり、頂点である乳首はピンク色のあずきサイズ。ぴんと立っていた。

　薄暗い部屋の中でも潤うるんでいるのがわかる片方の目がマルスに向けられている。

　――リリアと比べるのは酷こくだな。

「マ、マルスさん。わ、わたし……たぶん、マルスさんが好きです……ドキドキしますし、これからも一緒にいたいです……」

「あ、ありがとう……だけど今はあんまり見ないでくれると嬉しい……」

　――なんて時に告白するんだ！

　びっくりしてまたちょっと出ちゃったよ！

　そして多分って！

「だ、だからわたしと付き合ってくださいっ！」

「ごめん、それは無理。あー、なんて言えばいいのかわからないけど、この状況が答えっていうか……」

　リリアとひとつになっている。

　この状況で付き合うと言えばリリアに引っ叩ぱたかれるのは間違いない。

　のしかかるマルスをリリアは引き寄せ、胸にマルスの顔を埋めてハズキから隠すようにする。

　整ったリリアの顔は怒りに燃えていた。

「出しゃばるな、痴女め……！　ご主人様は私だけのものです……！」

「く、苦しい……」

　マルスはリリアの胸の中で呼吸困難に陥おちいる。

　――おっぱいで窒ちつ息そくしそう……。

「で、でも、わたしもマルスさん好きですもん……そ、それに独ひとり占じめってわけじゃなくて、今みたいに三人でいられればそれで……わたしとも、こ、交尾してくれればそれで……」

「お前は先にあの男との関係を清算なさい！　どちらにも気があるような状態で近づくんじゃありません！　人付き合いに保険をかけているような不誠実な状態で何かを得ようなど、虫が良すぎでしょう！」

　リリアがもっとも気に入らないのがハズキの煮え切らない状態だ。

　生なま半はん可かな気持ちで自分がもっとも好いているマルスに近づくのが許せない。

　マルスがモテるのは許せる。仕方ないことだとも思う。マルスの持っている要素を鑑かんがみれば放って置かれるはずがない。

「ぷはっ……世界で一番幸せな死に方しそうだった……――ハズキちゃん、浮気になっちゃうよ？」

　リリアの谷間から脱出したマルスは、息を整えながら穏おだやかな声で言う。

　浮気と言っても、もうゼリウスとハズキの関係は破は綻たんしている。ゼリウスの態度を見れば、最初から恋愛関係があったのかさえマルスには疑問だ。それでも曖あい昧まいなまま関係を進めるのはあまりいいことではない。リリアの言うように不誠実なことをしてしまったという罪悪感がハズキの中に生じれば、きっといつか負い目を感じる日が来るだろう。

「浮気……だ、だけどわたしはゼリウスとも、誰とも交尾したことないですよ……？」

「そ、そういうことじゃなくて……精神的な話。一応言っとくけど、俺は独占欲が強い。俺を選ぶなら、あいつはきっぱり捨ててもらう」

「奴隷になれ……」

「そういうこと」

　――噓だけど。独占欲とはちょっと違う。

　マルスはゆっくりリリアの膣内から出て行く。

　きゅう、とリリアが名な残ごり惜おしそうに締めつけ、マルスは再び突き込みたい衝動に駆られるがこらえた。

「ご、ご主人様……そんな痴女は放っておいて私だけ――」

　リリアは言いながら悟る。

　自分に対してそうであったように、見ず知らずの他人に対してもそうであるように、マルスは手を伸ばされれば決して拒こばまない。

　――マルスは自じ罰ばつ的だ。

　優しいが、ただ優しいわけじゃない。

　マルスの優しさの根源にあるものは……虚きよ無むだ。

　時折感じさせる影がリリアにそれをより強く意識させる。

　マルスはきっと何かを悔くいて悔いて悔いているのだ。

　それが何かは知らないが、きっととても辛つらいことだったのだろうことはわかる。

　愛情を欲しているのに、誰よりも愛情を信じていない。

　――私が奴隷の契約をいつまでも解除しないのはマルスのためだ。

　いつまでも隣にいるとわからせて安心してもらいたい。

　マルスの心を守ってあげられるのは自分だけだから。

　救ってくれたマルスに捧ささげられるのは、そのような精神的なものだけだとリリアは知っている。

　長い寿じゆ命みようはきっとそのためにあるとリリアは考える。マルスが老いて死ぬ未来でも、自分だけは今とそう変わらない姿でそばにいてあげられるのだ。

　だから料理の勉強や家事もする。いつの日か、マルスが世話をしてくれる今の立ち位置は変わり、リリアが世話をしてあげなければならない日がやってくるから。

　当初、変わった人間だとしか思っていなかったマルスのことを、現在のリリアは心から愛している。何百年という時間であろうと、エルフは恩を忘れない。

「マ、マルスさんはわたしが奴隷になったら守ってくれますか？　怒って剣を向けたり、殴ったりはしないですか？」

「守るよ。大事にするし、暴力なんて振るわない。俺がそんなことするところ一度でも見た？」

「い、いえ……むしろすごい優しくて……落ち着きます」

　ゼリウスがつけたアザが薄くなるにつれ、マルスの存在がハズキの中で大きくなっていく。

　空気が読めない自覚がハズキにはある。だから友達はあまりいなかったし、いつもひとりで過ごしてきた。そんな自分を大事にしてくれて、守ってくれる。

　祖母に読み聞かせてもらって瞳ひとみを輝かせたおとぎ話の英雄のようにマルスを感じる。

　マルスの元の人格からしてそうだった。

　いちゃいちゃするのが好きだ。暴力に快楽を見み出いだすような男ではない。

「安心なさい。――マルスは物を大事にする男です。それがなんであれ」

　マルスもリリアも身を起こし、マルスはベッドのふちに座る。

　リリアは体を隠すように薄い毛布を自身にかける。

「じゃ、じゃあ奴隷になります……」

「あっさり決めるね……最近の子は怖い。あれだよ？　やっぱり嫌って言っても解除しないよ？　この選択にはハズキちゃんの人生かかってるからね」

　若人わこうどが道を間違えるのはあまりいいことではない。ハズキを幸せにできる自信があっても簡単に決めていいことではないと思われた。

「殴られなくて、優しくしてくれるんですよね……？　それだけでもう十分すぎですし……それに身の安全という意味で言えば、単独でダンジョン攻略できるような人といるのがいいですし、ご飯も美お味いしいし、優しいし、男の人としての魅力もあります。わたしがおふたりと出会ってから妙にむらむらするのも、きっと本能的なものです」

　ハズキは初めて冷静な様子で淡たん々たんと語る。

　思っていたよりも計算高いところを見せたハズキに、マルスもリリアもちょっと驚く。

「そ、それにですね……交尾が、交尾がしたくて……ゼリウスのちっちゃいのじゃダメなんです……マルスさんのおっきいチンポ？　じゃなきゃ……お腹の奥のほうがムズムズしてて変な感じで……何回イッてもそのせいでむらむらが抑えられないんですっ！」

「ドスケベ……――棚たなのところから首輪選んでおいで。どれでも大丈夫だから。リリア。奴隷魔法お願いできるか？」

「ええ……」

　意気揚よう々ようと駆けていくハズキの後ろ姿を見て、リリアは複雑な気分ではあったが、ハズキが奴隷になること自体にはメリットがあると判断した。

　現状自分にべったりなマルスが突然態度を変えるとも思えない。

「ハズキちゃんを守ってやろうと思うんだ。それには奴隷にして俺のものにするのが一番手っ取り早い。俺に喧けん嘩か売る奴やつ以外からは安全だから」

「わかっています。ご主人様は奴隷というものがそこまで好きではないようですし。確かに、私もご主人様の所有物だからこそ真っ当でいられます。そうでなければどこのお店もエルフの私を入れてはくれないでしょう。奴隷にするというのは最上級の庇ひ護ごです」

　リリアとてマルスの意図はわかる。気に入らないのは女としての感情に起き因いんするものであり、単なるわがままだ。

　リリアはハズキが特別嫌いなわけではない。人間でありながらエルフの自分に嫌な視線は向けないし、良くも悪くも素直だ。結局、マルス以外にすがるものがないという意味では同類なのだ。

　それでも嫌なのは、やはりマルスが独占できなくなるからである。もう少しの間はふたりきりでいたいと思っていた。

「ついでにリリアも可愛い首輪にしたら？　重いんだろ、その首輪。ただでさえおっぱいで下のほう見にくいだろうし、首の可か動どう域いきまで小さかったら不便じゃないか？」

　リリアの首輪は奴隷商人から買ったときからしている金属製の重苦しい首輪だ。

　何かに当たるたびにガシャンと音もする。

　肩こりに悩んでいるフシもあるので、せめて柔らかい軽いものにすればいいとマルスは思う。

　それもあってマルスは首輪を買い揃そろえていた。

「もう慣れました。ちゃ、ちゃんと首も洗えますし！」

「臭におったりはしないよ？　リリアからは甘い匂いがする」

「そ、そうですか……でしたら私も後ほど替えましょうか。ご主人様が選んでくれると嬉しいです。数が多すぎて、どれがお好みなのかわかりません」

「装着者次し第だいだね。リリアならなんでもって感じ。どうせなら毎日つけ替えるのもいいんじゃないか？」

　ごついのも、チョーカーじみた可愛いのも、どれをつけても可愛いはず。

　だから迷いに迷ってたくさん買ったのである。

　――本当は替えたくないです……これは思い出の品でもあるから。

　冷たく重い首輪を触り、リリアはそんなことを思った。

　マルスが救ってくれたあの日、自分を縛しばるだけのものだった首輪が絆きずなになった。

　この首輪がリリアをつないでいなければ出会うことはなかっただろう。

　そう思うとこのままが良かった。

　奴隷の契約は魂たましいに結ぶものであり、首輪の種類は関係ない。共通しているのは自分では外せないということだけだ。

　奴隷商人が金属製の頑がん丈じようなものを使うのは、奴隷の大半がまだ未契約であるからだ。

　契約で縛れていないので、物理的に縛っているのである。

　良くも悪くも初はつ物もの信仰というのはあり、最初の契約者になりたいという客が多い。

　リリアも未契約のまましばらく奴隷商人のもとにいた一人だ。

　エルフという存在は人間に疎うとまれる存在だった。その理由をマルスは知らない。誰もが口にしないことだったからだ。

「――私は幸せ者です。だからずっと、私は貴方あなたの奴隷でいい。変な話、マルスに契約で縛られたとき、自由の可能性を失ったあの日から、ようやく私の人生が始まった気がします」

「なんか照てれくさいね……だけど、ずっと一緒にいられればいいな」

　――このダンジョンにあればいいのに。

【禁きん忌きの魔本】。理ことわりを捻ねじ曲げるほどの魔法をこの手に。

　マルスは望みを叶えうる力を何よりも欲する。








第11話












「こ、これにしますっ！」

　しばらくしてハズキが笑顔で持ってきたのは赤い細身の首輪。

　その気になれば引きちぎることができるくらいの細さの、リードがつけられるものだ。

　ハズキの選び方のセンスに女の子を感じ、マルスは少々罪悪感を覚えた。

　――誰かの娘だと思うと背はい徳とく感がすごい……。

　大切にされてきたであろう子に首輪……リリアは奴隷として売られてたけど、ハズキちゃんは俺が自発的にだからな……。

　人権を蹂じゆう躙りんする行いに少しの罪悪感、そして興こう奮ふんを覚える。

　だがこれでハズキの安全は保証できる。ゼリウスがなにかしようとしても、マルスが死なない限りは契約は解除されない。そしてマルスがゼリウスに殺されることもありえない。

「――ちゃんと幸せにするからね。ハズキちゃんが後悔しないように。将来この日が間違いじゃなかったって思えるように」

「……？　はい……わたしはあんまり後悔とかってしませんよ？　いちいち間違いだと思ってたら、キリないですもん。色々間違えてきてるんでしょうけど、だから今ここにいられるんですし。嫌なこと全部間違いだなんて、寂さびしいですよ」

「寂しい……うん……寂しいな」

　――真ま面じ目めなことも言えるのかよ……言われたくなかった言葉だ。

　マルスは表情を変えないまま、唇くちびるを軽く嚙かむ。

「さぁ、首輪をつけてご主人様の前に跪ひざまずきなさい。それがこれからのあなたにふさわしい態度です」

　リリアは毛布で体を包んだまま、ベッドの上からハズキに冷たい声で言う。

「え、これ自分でつけるのってむずかしい……マ、マルスさんつけてください……――わ、わたしを奴ど隷れいにしてください……」

「ん……それエロいな……じゃあこっちおいで」

　ハズキはマルスの足の間に収まり、後ろを向いた。

　すぐそばにマルスのチンポがあり、凝ぎよう視しするのは少々恥はずかしい。

　いきり立ったままのイチモツはハズキには性的すぎたのだ。

　――やっぱりおっきい……むずむずしてきた……。

　ハズキは少し頭を下げながら、マルスが首輪を巻きつけるのを待つ。

「んっ……」

「首弱いの？　リリアも弱いけど、女の子ってそうなのかな」

　首輪を巻くためにマルスがハズキの細い首に触れると、ハズキは短く嬌きよう声せいをあげた。

　ハズキは髪が長い方ではないが、手でよけてやらないと首輪に挟はさまってしまう。

「こそばゆいのがなんだか……じ、自分で触ると何とも思わないんですけどね……」

「それはそうでしょう。自分で触っただけでいちいち感じていたら困ります」

　リリアはハズキを見下すような視線を崩くずさない。

　それは個人的な感情が大きかった。

「巻けたよ。――本当にいいんだね」

「は、はい……わたしはマルスさんのものになります。ゼ、ゼリウスには悪いですけど……マルスさんがいい……」

　くるりと振り向いて、ハズキはマルスを見る。

　見つめるその瞳ひとみには暗さがなかった。

「ご主人様、奴隷の魔法の詠えい唱しようは覚えておりますか？　魔法そのものは私が発動いたしますが、文もん言ごんはマルスが言わなければなりません」

「えーと、確か……汝なんじ、主あるじの剣となり盾たてとなり、命尽きるまで付き従うことを誓ちかうか、だっけ」

「ええ」

　リリアと契約したときのことをマルスは思い出す。

「――結婚式のセリフみたいだ」

　思ったことが、そのままマルスの口をついて出た。

　最初にリリアと契約した時も同じことを考えたが言葉にはしなかった。

　第三者によって魔法は発動し、当事者同士の意思によって契約は成される。

　今回はリリアが魔法の発動主である。

　教会の神父の前で愛を誓うように、奴隷の契約は結ばれるのだ。

「そ、そんなこと言うんですね……だったらちょっと恥ずかしいです。わたしが言うわけじゃないですけど」

「俺はハズキちゃんのもっと恥ずかしい姿もセリフも聴いてるけどね……」

　オナニー姿まで見ているのだから、これくらいのセリフは恥ずかしくないと思う。




「では改めて。――汝、主の剣となり盾となり、命尽きるまで付き従うことを誓うか」

「誓いますっ！」




　――即答。

　基本的には素直なだけというか、素直過ぎるだけなんだな、この子は。

　マルスの左手に新たないくつもの線が、奴隷紋もんが浮かびあがってくる。

　ハズキが奴隷になったことの証あかしだ。

　傍はたから見ればいかつい刺青いれずみ男だろう。銭せん湯とうには入れないな、とマルスは奴隷が増えたことを実感しながら左手の甲こうを見つめる。
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「ん……えーと、これで終わりですか？」

「そうだよ。別に何も変わらないでしょ？　あ、でも首輪はハズキちゃんの意思だけじゃ外せないし、俺が奴隷紋を起動させれば意思をねじ曲げることもできるから。……使わないけどね」

「は、はい……じゃ、じゃあ交尾してくれます……？」

　床に座ったハズキは物欲しそうな目でマルスの股こ間かんを見ていた。

　コロコロ変わる感情は見ていて面おも白しろいが、同時にマルスを不安にもさせる。

　――リリアと違って、ハズキちゃんには奴隷紋を使うこともありそうだ……。

「さっそくそれか。ドスケベだね。――後出しで悪いけど、本番には条件がある」

「じょ、条件……？　奴隷になったらいちゃいちゃハチャメチャに一日中交尾してくれるって約束したじゃないですか……」

　ハズキは自分の両手の指すべてをつんつんとくっつけ、不満げに口先を尖とがらせた。

「――してないぞ。え、してないよね？」

「していませんね。この痴ち女じよの中で生まれた妄もう想そうでしょう。自じ慰いをしている時間が長すぎて正気を失っているのですよ」

　リリアの言葉は侮ぶ蔑べつ混じりのものではあったが、ある意味で真実に近かった。




　ハズキの妄想の中のマルスは自分相手に発情しっぱなしで、一日中ハズキといちゃいちゃ交尾をし続ける。

　出会ってからそんな妄想ばかりしていたせいで、ハズキの認識と現実のマルスは少し乖かい離りしていた。

　都合よく見てしまっているのである。

　ハズキにとってマルスは性の象徴のような存在だった。

「あれ？　――そ、そうだったかも……わ、わたしの中のマルスさんはいっつも可愛かわいい可愛いって言いながら交尾してくれて……そうだ、まだ交尾したことなかった……――あれ？」

「それ本気で言ってる……？　既すでに誰かに精神汚染されてたり……？」

　ここまで思い込みが強い子がいるとは……マルスはハズキの放ほう埒らつな思考に怖さを感じた。

「自みずから精神汚染させているのでは？　――とりあえず、ご主人様の前に跪きなさい。三つ指揃そろえて、頭を垂たれるのです。今までと同じ無礼な態度は今後許されませんよ。奴隷としての心構え、作法を私が直じき々じきに教えて差し上げます。交尾に異常な執着があるようですが、ほかの男をくわえ込むことも許されません。それと、交尾ではなくせっくすやえっちと呼ぶように。えっちは可愛らしい響きですので私のものです。痴女はせっくすと呼びなさい」

「だ、大丈夫ですっ！　マルスさんより良い人なんて多分いないですもんっ！　きっとチンポも最強ですっ！　セックス、セックスですねっ！　完全にわかりましたっ！」

　マルスもリリアも何とも言えない顔でハズキを見る。

　優しいマルスも苦笑いせずにはいられない。

「冗談抜きに、お前の頭には本当にそれしかないのですか？　……それと、今後はマルスさんではなく、『ご主人様』だとか、敬意を払った呼び方にしなさい。お前の立ち位置は単なる痴女ではなく、『ご主人様の痴女』に変わったのですから」

「マルスさんの痴女……な、なんかすごい興奮します……！」

「だから……――そういえば、ご主人様が言おうとしていた条件とは？　やはりえっちは私とだけにしてくれますか？」

　リリアは思い出し、食い下がる。

　眼前にいる新たな奴隷の存在は脅きよう威いに思う。

　マルスは優しいが、色しき欲よくには弱いのだ。リリアがいつ誘ってもすぐに乗ってきてしまう。

「え、ああ……その話だったな。――ゼリウスに宣言してもらう。もう自分はお前のものじゃないって。精神的な踏ん切りだよ。そうしたほうがスッキリするだろ？」

「すっきり……で、でも付き合ってる人を裏切ってるって思いながらほかの男の人と気持ちよくなるのも、それはそれで気持ち良さそうですよ……？」

　――ハズキちゃんのほうに寝取られ趣味があるのかよ！

　処女なのに寝取られたいの!?

「じゃ、じゃあ今はセックスしてくれないんですか……？　わ、わたしのおまんこ、もうマルスさん――じゃなかった、マルスさまのチンポがもらえると思って変な感じになっちゃってるのに……」

「変な感じ……発情してるってこと？　俺はハズキちゃんがそうじゃないところをほとんど見たことないぞ。それと、リリアはああ言ったけど好きな呼び方していいよ？」

「いつも発情期なんて、そ、そんなことないですよっ……な、なんか、きゅうってしてるだけです……あとすっごいぬるぬるなだけです……ふやけてる気が」

「それは発情しているのでしょう。ご主人様の子供を体が欲しているのです。――まぁそこに関しては責めはしませんけれど。無理もない話です」

　ふん、と不機嫌そうな言い方ではあったが、リリアの話す内容は自分もそうであると言っているに等しい恥ずかしくなるような内容だった。

「さ、詐さ欺ぎですよぉ……奴隷になったらセックス？　してくれると思ったのに……」

　人差し指同士をつんつんさせ、ハズキはぶつくさ文句を言う。

「もうちょっとの辛しん抱ぼうだよ。進めば進むほど難しくなって、ゼリウスたちの進行速度は遅くなってくからね」

「はい……」

「――ハズキちゃんはあいつと別れるの平気なの？」

　あれだけひどい対応をされていれば当然の選択だが少し薄情な気もする。

　ハズキは一瞬戸と惑まどった顔をするも、すぐに苦い顔をする。

「……叩たたかれたりするので嫌には嫌だったけど……怒るとすぐ手を出すんですよ……あ、おふたりは見てましたね……あの時も鼻の骨が折れちゃってて治ち癒ゆに時間がかかりました。それでも目的を果たすためには仕方ないって我が慢まんしてたんです」

「それももう関係ないわけか……」

「ですです。死んでほしくはないですけど、恋人としてはもう……マルスさんのほうがいいです。あ、マルスさまのほうが！」

　選択肢しがない中では縛しばられるのもよしとするが、ほかに選択肢を与えられれば話は違う。

　薄情でもなんでもなく、ハズキは合理的に考えただけだった。そこに悪意など微み塵じんもない。

　だいたい、毎日骨が折れるほど暴力を振るう男と一緒にいたい者のほうが圧倒的に少数派だ。

　――ま、こういう子なんだろう。

　マルスは座り込み、もじもじと太ももを動かすハズキの頭を優しく撫なでた。

「本番はおあずけするけど、リリアに教えてもらったテクニックで気持ちよくはしてあげるね。結構自信あるよ。演技じゃなければリリアは感じてくれてる」

「ど、どんなですっ!?　き、気持ちよくなりたいですっ……！」

「指とか口とかだよ。あまり期待されると緊張する」

　リリアと出会って毎日のように体に触れて、マルスのテクニックは磨みがかれた。

　マルス自身の特異性も影響している。

「ご主人様……そ、そういうことは他人にはあまり言わないでくださると……！　た、確かにご主人様の指の動かし方などは抜ばつ群ぐんの快感をもたらしてくれますが……と、とても上手ですよね……」

「人間に限らず、生き物って案外自分のできることを知らないんだよな。自分の体をどう動かせばどう動くのか、そんなことすら完全には知らない」

　リリアはマルスの言っていることがよく理解できない。

　体の使い方が上手なのはリリアも知っている。不意の罠わななどもマルスはあっさり躱かわすし、無駄のない軽やかな動きを目にすることも多いのだ。

「え、ええ……それを把は握あくできれば器用だとか、そういう言葉は必要ありませんし……」

「俺は完全に把握してる。ダンジョン攻略を除けば、一番役立ってるのはリリアとのセックスだけどね。腰の動かし方とか」

「……？　ど、どういうことでしょう？」

　考えるリリアを無視し、ハズキははぁはぁと荒れた声を出す。

　奴隷の契約を終えたあたりですでにそんな呼吸にはなっていたが、リリアもマルスも気にしないようにしていた。ハズキがドスケベなのは周知の事実だ。

「き、きもちよくなりたい……さ、触ってください……！　セ、セックスしたいぃ……！」

　ハズキは立ち上がり、穿はいていたショートパンツごとパンツも一緒に勢いよく下ろす。

　パンツのクロッチ部分と上部にうっすら陰いん毛もうの生はえるおまんこは、べっとりと粘ねばついた愛液でつながっていた。

　――濡ぬれすぎ……すごいことになってる。

　リリアに借りた下着だったが、もはやハズキのものと言えた。

　リリアならもはや絶対に着用することのない状態になってしまっていたからだ。

　その愛液がべっとり付いたハズキの下着を見るリリアの目は凍こおりついていた。

「し、下から脱ぐんだ……」

　マルスはハズキの性的な部分を凝視する。

　リリアのものであるせいでブカブカなキャミソールの肩かた紐ひもの片方が腕までずり落ち、そちら側の胸は完全に露ろ出しゆつしていた。

　綺き麗れいな割れ目からタラタラと流れ落ち続ける愛液は粘ねん性せいを帯びている。割れ目周辺は充血しピンク色。心なしかリリアよりもふっくらしている気がするとマルスは思った。

　乳首がピンと立っていることも、胸から首まで肌はだが真っ赤に染まっていることも、ハズキが漏もらす吐と息いきが短く荒くなっていることも、何から何まで把握する。

　リリアとは違うメスの匂においが部屋の中に充満し、その若い色気にマルスは呑のまれそうになる。

　――気を張ってないと、本番がしたくてたまらなくなりそうだ！

「あっつい……体がすっごいあっつい……マルスさまに恥ずかしいトコ見られてる……！　も、もっと見て……ううう、見られてるだけですっごい興奮するっ……」




　結局『マルスさま』呼びにしたハズキは、暑い暑いと言いながら上も脱いですぐに全ぜん裸らになる。

　その後はぽけーっとした気の抜けた顔でマルスに近づき、座るマルスの膝ひざの上にまたがった。

　正面から抱き合うような形、対面座ざ位いだ。

　抵抗こそしなかったが、さすがのマルスも驚いた顔を見せる。

　しかしハズキは珍めずらしく照てれもせずマルスを見つめていた。

「な、なんて無礼な！　――そ、そこは私だけの場所なのに……！」

　マルスの横にいたリリアはマルスに向かって腕を伸ばすハズキの肩を摑つかみ、無理やり下ろそうとする。だがそれが反抗心を生んだらしく、ハズキはよりいっそう強くマルスに抱きつく。

「今はわたしの場所です……わ、わたしにもぎゅってしてください……リリアさんにしてるみたいに……」

　マルスの上のハズキの体は、リリアよりも熱く感じる。

　素の体温が高いのか、発情のせいなのかはマルスにはわからない。

　体はハズキのほうが小さいのに、意外にもリリアと重さはそれほど変わらない。

　リリアが見た目より軽く、ハズキが見た目よりも少し重いのだとマルスは思う。

　今日一日歩いてみた結果一番体力に欠けるのはリリアだったため、ハズキのほうがリリアより筋肉量が多いと判断できる。

　柔らかさ主体のリリアの体と違い、ハズキは肉が詰まっているような弾力に溢あふれていた。

　少し残念なのは、リリアが同じように乗るとすぐ目の前に胸がくるのに、ハズキの場合ちょっと遠くにあることだ。サイズの違いは歴れき然ぜんだった。

「あっ……マルスさまの体あったかいです……チ、チンポもすっごい……熱くて固くて……」

　ハズキは、くいくいと腰を動かしてマルスの勃ぼつ起きしたチンポを下腹部に押しつける。

　ハズキのへそより少し下に亀き頭とうが押しつけられるような状態だった。

　マルスに密着した胸と首元からは少し汗あせの匂いがする。

　体を取り巻く甘い匂いもリリアが醸かもす花のような甘さとは違い、ケーキなどの甘い食べ物を思わせる匂いがする。

　自分が知るメスとは別種のメスなのだとマルスは理解し、脳の奥底の本能が強く刺激されるのを感じた。

「あ、あんまり押しつけるのはダメだ……」

「お、おっきい……入れたらこんなところまできちゃうんだ……！　さ、最近むずむずするところだ……！　やっぱりこれじゃなきゃだめだったんだっ！」

　チンポのサイズを確かめ、ハズキは心しん底そこ嬉うれしそうな顔をする。

　幼おさなさの残る顔だからなおさらエロく、マルスは引きずられていきそうになった。

　押しつけられて体の感触を強制的に知らされたマルスは、自身の発情を防ぐためにごろんと寝そべり、横に回転したあとハズキを組み敷く。

　無防備で一切抵抗なくベッドに倒れこんだハズキは、続きを期待する視線を向ける。

「ふあっ……セ、セックス、これからセックス……！　イ、イキそう、想像しただけでイキそうっ……！　リリアさんみたいに、おまんこチンポでぐっちゅぐっちゅされるんだ……！」

「――本番はまだ。もう少し我慢するんでしょ？」

「そ、そうだった……で、でも、や、やっぱりセックスしたいです……お、お願いですから、今すぐわたしと……」

「赤ちゃんできちゃうだろ？　そうなるとハズキちゃんも俺たちも困る。子供連れでダンジョンなんて入れないし、墓はか守もりの使命も果たせなくなる。俺も今すぐ子供ってのは正直キツイ。しない理由はそんな感じ。俺だってハズキちゃんとセックスはしたいよ？」

　――外に出たらコンドームを作ってもらおう。

「赤ちゃんって簡単にはできないんですよ？　だ、だから一回くらいセックスしても……」

「俺の場合は違うらしい。そのへんはリリアに説明を任せようかな」

　リリアは不機嫌な顔のまま、マルスの下で恍こう惚こつとした顔をしているハズキにマルスの特異性について語った。

　この世界の男はそれほど生殖能力が高くないが、マルスに限れば話は違うということだ。

　リリアの話し方にはマルスを褒ほめ称たたえるような素振りが滲にじむ。

　まるで自分のことのように誇らしげであった。

「じゃ、じゃあマルスさん、じゃなかったマルスさまとセックスしたら子供がすぐできちゃうってことですか……？　わ、わたしがお母さんになるんだ……ど、どんな名前にしようかなっ」

「前向きだね？　墓守の使命は？」

「子育てが一段落してから頑張ればっ！」

　――て、適当……！

　使命感持っててすごいなって思ってたのに！

　こういう計算は苦手なの!?

　これ以上話しているとハズキへの印象が悪くなりそうだと思ったマルスは、体を離し、ハズキの方を向いて身を横たわらせる。するとリリアも横にやってきて、マルスの背中越しに声をかける。

「ご主人様、私も構ってください……毎夜寝所を共にしてきたのに、新しい奴隷が手に入ったらそちらに目移りしてしまうなんて……寂さびしいです」

「――二人ともしっかり満足させるよ。というか、俺の方もまだしたりないからリリアに相手してほしいんだ」

　ふたりの女に挟まれ、取り合いをされているような状況にマルスはニヤけ面づらを隠さない。

　自分の人生にこんなことが起こるだなんて、考えたこともなかったからだ。




「み、みんなで気持ちよくなりましょ……？　恥ずかしい声いっぱい出して、恥ずかしいお汁しるたらったらで……わたしたちは恥ずかしい仲間です……」

「勝手に仲間にするんじゃありません。恥ずかしいのはお前だけ。私たちは愛し合う者同士ならば当然の営いとなみをしているだけですから。お互いの性差に感激し、感動しているのです」

「俺はハズキちゃんの意見には賛成だよ？　みんな仲良く遊びましょう、ってやつだ。何もかも共有できるような関係になろうよ。俺はそういう仲間が欲しい」

　仰あお向むけになったマルスは両手を伸ばし、リリアとハズキの肩を抱き寄せる。

　行為に至いたる前の少し落ち着いた時間。

　イチャついているだけの時間がマルスの心を穏おだやかにしてくれる。

　――頑張ってふたりとも気持ちよくしよう。

　これ体力持つのかな……。

　ほどほどにしないと……しないとだけど……。

　頭の中で悩みながら、マルスはハズキの体に指を這はわせ始める。

「あっ？　へ、へ、へんっ！　何でもない場所なのに、マルスさまに触られたら……！　き、きもちぃ……！」

　感触の違う柔らかな体と喘あえぎに、悩むマルスの思考はすぐに消し飛ばされた。

「んんっ……へ、へんな感じですっ……さ、触られてないのに……」

　産うぶ毛げに触れるかどうかの高さを維い持じしながら、マルスは仰向けで寝そべるハズキの身体に指を這わせる。

　指は体から一ミリ浮いているかどうかというところだった。

　ハズキの体温の膜まくをマルスは自分の体温で犯していた。

　ハズキの体からは珠たまのような汗が浮かび、滴したたり落ちていく。

　片方の目が隠れてしまうほど長い前髪は顔に張り付いてしまっていた。

　じらそうと思ったのに特に理由はない。

　性欲が我慢できず震えるハズキの姿をマルスの本能が望んだだけだ。

「さ、触ってくださいっ、も、もどかしいですっ……」

「もうちょっと焦じらしたい。可愛かわいいよ、ハズキちゃんもリリアも」

　ハズキはふるふると体を震わせたり、少し体を持ち上げてマルスの手に触れに行こうとする。

　だがマルスはそれをふわりと受け流し、触らない愛あい撫ぶを続けた。

　マルスの背中越しに、リリアはマルスの指使いを見ていた。いつもはされる側なので動きの詳しよう細さいまでは知らない。

　マルスの動きは神かみ業わざといってもいいくらいに繊せん細さいで、ハズキの呼吸で上下する体の動きまで把握しての愛撫。正確に言えば愛撫の手前。

　自分相手に鍛きたえられた技術をほかの女に使うなんて、とリリアはむすっとした。

　しばらくの間、マルスは焦らすだけでハズキの性感を煽あおっていた。

「あうっ!?　きゅ、きゅ、急に触り始めるのっ……！　ふぁぁぁ……あっあっ、ああーっ！　おっぱい、おっぱいくにゅくにゅするのっ、あっ、は、恥ずかしいっ……！　な、なんか体がすっごい敏感になってるっ！」

　しばらく触られることのなかったハズキであったが、しびれを切らしてしまったマルスが突然触り始めたせいで、腰を左右に細かく振りながら初めての男の感触に大きく反応した。

　焦らしに焦らされた体は鋭えい敏びんで、ただでさえ敏感なハズキは背せ筋すじに電流を感じ、下腹部が重くなる。

「ちっちゃくても柔らかいんだ……リリアとはだいぶ違うけど。ここは……リリアより硬かたい」

　ぷにっと小さな尖とがった乳首をつまみ、マルスは硬い感触を確かめるように指先の感覚を研とぎ澄すませる。

「ち、乳首っ、ひっ、ひっ……！♡　んーっ！♡　あっ――イクっ！♡　んひっ！♡」

　ぴくんと浮き上がり、ハズキは軽く絶頂する。

　緩ゆるんだ口の端からは透明なよだれが流れていった。

「あふっ……ま、また乳首だけでイッちゃったぁ……こ、こんなのはじめてです……ふ、ふたりに会ってから淫いん乱らんになっちゃった……♡」

「いや、それは違う。絶対最初からだ」

　マルスはぴくぴくしながら言うハズキの言葉を真っ向否定した。

「ご主人様……痴女が一度絶頂した以上、次は私に……私はえっちで絶頂したいです。準備はとっくにできてしまっていますので……」

　横のリリアはマルスの耳たぶを唇で挟んだあと、ぼそぼそとつぶやく。

　――プライドの高いリリアが、ハズキちゃんがいるこの状況でセックスを求めてくるなんて……！

　俺を取られると焦あせってるのか？

「ヤキモチ可愛すぎ」

「ん……だ、だって……さっきからずっと痴女ばかり構っているから……一番の奴隷は私ですよ？」

「リ、リリアさんは毎日してもらってるんだから、今日くらいわたしに譲ゆずってくださいっ……！」

　両方から求められ、マルスのチンポはオスの本能でぱんぱんに膨らんでいた。

　我が慢まん汁じるを垂たれ流し破裂しそうなほど固く上を向き、自分の収まる場所を探すようにビクンビクンと脈動する。

　リリアは後ろから手を伸ばし、優しく握り込んで上下する。

　しゅこしゅこ、すりすりという音が三人の耳に響く。

「おっ……めっちゃ我慢してたから超気持ちいい……！」

　溜たまりに溜まった性欲の分身がリリアの細く柔らかな指にいじくりまわされ、じんじんと痺しびれるような快感がマルスの腰に充満する。

「わ、わたしもチンポ触るっ！　リリアさんだけずるいですっ……！　わたしだって同じ奴隷なのにっ！」

　ハズキも手を伸ばしマルスの亀頭を握り込む。

　慣れているリリアと違いハズキは少し力が強く、遠慮のない興味本位の触り方だ。

「ああ……チ、チンポ触ってるだけでお腹なかむずむずする……」

「ちょっと力が強い……先っぽの方は敏感だから力が入りすぎると痛いんだよね」

「ご、ごめんなさいっ……――思ったよりぷにぷにしてる……棒のとこはボコボコしててガチガチなのに、先っぽのここは柔らか硬いって感じ……この膨らんだ傘かさみたいなとこ、おまんこに擦こすれたら気持ちよさそう……こ、交尾したいっ！」

　リリアより短い指でカリをさすり、ハズキは自らの下腹部にゆっくり空あいている方の手を伸ばす。

　オスを欲する本能がさらなる発情を促うながしたせいで、自慰をしたくなってしまったのだ。

　ハズキはむらむらすると我慢できず、どこであろうと隠れて自慰をしてしまう。

　マルスたちに合流してからも数回していた。

　ハズキの手を摑んだマルスは、それでも下半身に向かおうとするハズキを抑えながら言う。

「オナニーはダメだってリリアに言われたろ？　――まだこれからだ。もっと気持ちよくする。だからもうちょっと我慢な？」

「は、はい……わたしまたオナニーしそうになってたんですね……全然意識してないのに……な、なんかの病気なんですかね？」

「セックス依い存ぞん性しようかな……」

　――俺もリリアもそうかも……。

「し、したことないのにっ!?」

「幼少期の愛情が足りなかったり、日常に不安が多いとなるって聞いたことがある」

「愛情……そ、そうかもです……お父さんとお母さんはお勤めで家にいないことが多かったので……子供よりお墓の方が大事なのってわがまま言ったこともありました……そのあと死んじゃって、それからひとりなんですよね……だからなのかなぁ……」

　――思ったよりヘビーな過去だ……。

　ハズキちゃんが両親にもう一度会いたいっていうのは、そのことを謝りたいからなのか。

　誰しも過去があり、それが決して幸せなことばかりではないという事実を唐とう突とつにマルスは理解した気がした。

　世界はゲームなんかではなくて、マルス以外の人にも意思があり理想がある。

　わかっているようでいてわかってなどいなかった。

「リリア、ごめん。もうちょっとだけハズキちゃんの相手していい？」

「――ええ。少しくらい快楽に溺おぼれても誰も咎とがめはしません。感謝なさい、痴女」

　マルスの背中で顔を隠して、リリアは小さな声で言う。

　プライドのせいで素直な物言いはしないが、ハズキの境遇に少し同情してしまった。

　――能のう天てん気きで幸せな痴女だと思っていたのに……。

　す、少しくらいならマルスを貸してあげてもいい……。

「リリアさんって実は結構優しかったり……？」

「そうだよ。リリアは優しいんだ。あんまり見せないだけで」

「そ、そんなことありません！」

　ハズキから見てもリリアは明らかに照れた顔をしていた。

「ほら。めちゃくちゃ可愛いだろ？」

「はい……美人さんですっ！　おっぱいも触ってみたいですっ！　まぁるくて、むにっむにっ！」

「調子に乗るんじゃありません！」

　全員が全裸という状況の中で、マルスは笑う。

　ようやくまとまってきた感があった。

　マルスはすっと手を伸ばし、仰向けのハズキの股間に触る。

　細いぽわぽわした陰毛が指に触れた。

　少し硬い猫の毛の感触に似ていた。

　ひくひく動いて人差し指を吸い込む割れ目の触感は、いつ触っても興奮するとマルスは思う。

　ハズキのものは初めて触った。以前までのマルスならば女の子に突然こんなことはできなかったが、何度か見ているし性的な好奇心の方が強い。

　マルスは太ももから手を上げていって、ぐにゅぐにゅと大だい陰いん唇しんをほぐすように指を動かす。

　外に溢あふれて冷たくなった愛液が手に付くも、分ぶん泌ぴつし続ける温かなものにすぐさま上書きされていった。

「んあっ!?　――んおっ？　おっ？　……[image: ]っ？♡」

「びっちゃびちゃだ……熱い」

「[image: ]……ひ、人に触られるの気持ちよすぎてっ……[image: ][image: ]っ！♡　イッグっ……！♡　ひぎぃっ、お豆、お豆だめっ！♡　すぐイグ、すぐイグっ！♡　おなにぃと違いすぎっ……！♡　[image: ][image: ][image: ]っ！♡　イッグっ……！♡」

　ハズキは足をピンと伸ばし、足の甲とすねを一直線にして腰を浮き上がらせる。

　下品な喘ぎが急に飛び出てリリアは目を細めた。

　――下品すぎる。

　そう思うも、リリアの手の中にあるマルスのチンポはハズキが下品な声を出すたびにびくっと反応する。

　――私も見習うべきなのでしょうか？　でもこれは……。

　触りほぐしていくうちに、マルスは中指を一本ゆっくり入れていく。

　ハズキの熱い膣ちつ内ないは指という異物を排除しようと抵抗を見せる。

　追い出そうとする締めつけを力で抑え、マルスは長い中指を完全に根元まで入れた。

「[image: ][image: ]っ！♡　[image: ]っ！♡♡　ぎひぃぃぃっ！♡♡　指、指入ってきだっ！♡　[image: ][image: ][image: ][image: ]ーっ!?♡　しゃわったことにゃいとこまでぎだぁーっ！♡　ん[image: ]っ、ぎぼぢっ、ぎぼぢっ！♡」

　マルスが指を上げると、ハズキは追いかけてブリッジのような状態になる。

　ハズキは軽くトランス状態に入っていた。

　ハズキが今まで入れたことのないところまで伸びてくるマルスの指。

　いくら頑張って自分の指を入れてみても届かなかった場所だ。

　マルスの指使いには優しさの中に激しさがあり、予想もしない動きを見せる。

　少し反応しただけで完全に把握され、寸分の狂いもなく気持ちのいいところが過か剰じようなほど執しつ拗ように愛撫される。

　ハズキにとって最も気持ちいいことだけをマルスは機械のように正確にし続ける。ハズキがどんな風に動こうとも逃れることはできない。

　結果、快感に無防備な状態が続き、ハズキは絶頂し続けていた。

「イグっ、イッグっ！♡♡♡　死ぬ、しにゅっ！♡　おまんこぎぼぢよしゅぎで、しにゅっ！♡♡　ん[image: ][image: ]っ！♡♡　ひっ、ひぃぃぃっ！♡　おにゃかのにゃかご[image: ]れ[image: ]っ！♡♡♡　[image: ]ーっ！♡♡　イッグっ！♡♡♡」

　背中を反そらせて、ハズキは飛び上がるように動いた。

　そしてその直後、マルスの手にハズキから溢れ出た潮しおがかかる。

　勢いよく吹き出た潮がベッドのシーツの色をどんどん変えていく。

　――潮ふいたっ!?

　あれってフィクション的なやつじゃないの!?

「ん[image: ][image: ]ーっ！♡　ん[image: ][image: ]ーっ！♡　しゅきしゅきっ！♡♡　あ[image: ]ーっ！♡　マルスしゃましゅきぃっー！♡　もっと、もっとイカせてくだしゃいーっ！♡　[image: ][image: ]ーっ！♡　チンポ、チンポほじぃぃっ！♡　指だけでこれにゃにょーっ!?♡」




　生まれて初めてオスから与えられた快楽に感動し、ハズキはこれが本物の恋なのだと思った。

　そしてもう一つ、自分がメスなのだということも自覚させられてしまった。








第12話












　――セックスしたら、わたしは前には戻れない。

　ごめんね、ゼリウス。

　――でも、もうどうでもいいや。

「よし。ふたりとも出てきていいよ。魔物の姿はない」

　長い休きゆう憩けいを終えた三人は【夢幻の宝物庫】の中から出てくる。

　まず最初に出たのはマルス。周囲の安全確認のため、戦闘能力が高い順だ。

「すごい……ダンジョン攻略においてこれほど有用な魔法はそうあるものではないですね……ダンジョンの宝も詰め込めるわけですし」

「それに関しては問題なくてさ。ダンジョンにある宝の間まには宝物ごと外に出られる場所があるんだ。だから帰りは超楽だよ」

　マルスが攻略した『ガニメデ』の宝の間にはワープゾーンのような場所があった。

　攻略するまでは殺そうとしてくるも、攻略者にはダンジョンは優しい。

　ダンジョンはリリアに似ているとマルスは思う。気を許してくれればあまあまだ。

　三人は前日と同じようにダンジョンを進む。

「あとどれくらいでゼリウスたちに追いつくかな」

　何の気なしに、話題の取っかかり程度の気持ちでマルスは口にした。だが、予想もしていない答えがハズキのほうからやってくる。

「観測したかぎりでのゼリウスの歩幅、仲間の移動速度、強さ、当初予定していた休憩時間と疲労度……ダンジョン内部の構造、罠わな、わたしたちの歩いた距離と時間……今のところの状況を整理するなら、障害がなければ半日もすれば追いつける可能性は高いかもですっ！」

「え？」

「痴ち女じよ？」

　ハズキが唐とう突とつに、まるで人が変わったみたいに、これまでに見聞きした要素を口にし出す。

　そして地面に指で何かを書くような仕し草ぐさをしながら話を続けた。

「今日と昨日でわたしが歩いた歩数は十五万歩前後……罠に気をつけて歩いたから、一歩三十センチとして五十キロ強。魔物の死し骸がいは確認しただけで三十。一体倒すのに五分として、ゼリウスが立ち止まった時間は二時間半。わたしたちは平均すれば一分もかかってない……そのあとも同じペースで遭そう遇ぐうしていた場合……――やっぱりあと半日もすれば追いつくかなぁ。多少予測とずれているとしても、合流まで一日とかからない」

「――え？　ハズキちゃんってバカじゃないの？」

　――ポンコツだと思ってた。いや、ポンコツにはポンコツなんだけど。何しろ計算の理由が早くセックスしたいからなんだから。

「ち、痴女のくせに……！」

　真ま顔がおのハズキはふたりを見て不思議な顔をする。

「えーと……？　わたし、何か変なこと言いました……？」

「なんかブツブツ数字とか言ってたけど？」

「あー……わたしって昔から算術が得意で、情報があればある程度の範囲までは計算できるというか……まぁそんな感じです。頭の中にぶわっと数字が出てきて……細かい数字とかも言ったほうが良かったです？　説明ってあんまり得意じゃなくて……」

　少しはにかんだ笑顔でハズキは照てれくさそうにしていた。

　――理系女子ってやつか……というか照れるのそこ？

　もっとこう……色々あるだろ！

　ハズキが言うには、あと半日もすればゼリウス一行に追いつける公算が高いようだ。

　付け加えて、あくまで現段階で出ている情報からの計算であるので、必ずしもこの通りにいくとは限らないとハズキは言う。

　未確定情報が多すぎて、正確な計算は不可能らしかった。

　まず、ゼリウスたちが生きているかどうかすら不確定なのだ。

　釈しやく然ぜんとしない顔でマルスとリリアはハズキを見ながら歩く。

「はぁ……マルスさま好きっ……男の人に触られるのあんなに気持ちいいとは思わなかった……体が気持ちよくなると心も好きになっちゃうのかな。好きが止まりませんっ！」

「それ自体には同意します。ご主人様の体温に包まれているととても安心してしまいますから」

　心なしかリリアのハズキに対する態度は軟なん化かしているように見えた。

　――やっぱり両親がいないってのがリリアに効きいたのかな。聞いてはいないけど、リリアも多分天てん涯がい孤こ独どくだったんだろう。

「指だけで好き好きってなっちゃうってことは、セックスだとすごいことになっちゃうんじゃ？　リリアさんもさっきふにゃふにゃになってましたもんね……」

「なります。断言してもいいくらい。絶頂の瞬間など、このために生まれてきたと確信してしまうほど感動的です。強いオスに支配されたいというのが根こん底ていにあるのかもしれませんね」

　おおーっ、とハズキは拍はく手しゆし、魔物が闊かつ歩ぽするダンジョンではしゃぎ出す。

「セックス、セックスっ！　マルスさまとセックスっ！　楽しみぃぃっ！」

「――お前はそれが性行為であるという認識はあるのですか？　まったく……」

「だってこんな言葉ほかの人が聞いてもわからないじゃないですか？　なんか好きなんですよねぇ、このセックスって言葉……うふっ！」

　変な笑い方をしたハズキをリリアは無言でゲンコツする。




　――ふたりして恥はずかしいこと言ってる……。

　マルスは前を向いたまま何も言いはしないが、後ろの二人のやりとりに顔を赤らめる。

　ハズキを何度もイカせて気絶させたあと、マルスは自分の欲求を全すべてリリアに向けた。

　焦じらしは自分にも有効で、ハズキへの愛あい撫ぶとハズキの反応で興こう奮ふんしきったマルスは一度もリリアの膣ちつ内ないから出ることなく、溜たまりきった欲望をリリアの奥深くに打ち込み続けた。

　終わったあとは三人仲良く並んで寝て、起きて食事し身だしなみを整えて出てきた。




　そうして半日ほど進んできたあたりで事件は起きた。

「セックスっ！　マルスさまとセックスっ――あーっ！　また罠っ！　なんでわたしばっかりっ!?」

　カチリ、と嫌な音が三人の耳に響き、ハズキはぴたっと止まる。

　足の下でなにかのスイッチを押した感覚がハズキの中にあり、半べそをかいた。

　足を動かせばなにかの罠が発動するに違いない。

「あれだな、ハズキちゃんは不注意すぎるな。こっちに飛んでおいで。罠は俺が何とかするから」

「せっくすせっくすとはしゃいでいるから……一回全身でダンジョンの怖さを味わうべきです」

　一歩も動けなくなったハズキをマルスは自分の方へ飛ぶよう促うながす。

　こんなことを何度か繰り返しているので、ハズキが罠にかかってもマルスもリリアもそう大きなリアクションをしなくなった。

「し、死なないですかっ!?　処女のまま死にたくないですっ！」

「大丈夫だ。そのタイプはだいたい矢とか丸太とかだから。それなら俺が止められる」

「わ、わかりました……ていっ！」

　マルスのほうへ飛んでくるハズキを受け止め、そのままほいとリリアに渡す。

　その直後、壁から矢が数本飛んでくるのをマルスは剣で叩たたき落とすように切り払う。

　鮮やかな動きの連続に驚くも、リリアはマルスが極きわめた魔法に思い当たるものがあった。

　魔法の中でも初歩の初歩、大体の人間が覚えたとたんに完全に習得したと考えて見向きもしなくなるものだ。

「リリア。新しい矢が手に入ったぞ」

「もう矢や筒づつがいっぱいですよ……拾い過ぎでは？　大富ふ豪ごう並みの財力があるのに貧びん乏ぼう性しようですよね、ご主人様は」

「なら宝物庫に入れとく。矢も買うと結構高いからな。こうやって補充できるのはありがたい」

「ご主人様くらいですよ、罠で補給するのは……」

　――ゲームだと結構よくあるんだよな。無限弓矢の罠で補給。

　時々ハズキは罠にかかる。

　リリアは罠そのものを見分けていて、マルスは罠にかかったとしても動じない。

　ハズキだけはその辺の技術に欠けている。

　そしてなにより不注意すぎる。淫いん語ごを口走りながら適当に歩いているせいだ。

「ほんとにマルスさん――じゃなかった、マルスさまと来てよかった……ゼリウスたちとだったらもう何回か死んでそうです、わたし……」

　リリアの胸をつかみながら、ハズキはほっとした顔をする。

　胸を触られたことを不快に思ったリリアにハズキが怒られているのを見ながら、マルスはハズキに忠告する。

「ハズキちゃんはセックスに興味がありすぎなんだよ。せめてもう少し静かにしていてくれると助かる。ゼリウスが無視した魔物だっているんだからね」

　最初の頃と比べて魔物の数が増え、死骸の数が明らかに減ってきた。

　ゼリウス一行が戦うのをやめて無視し始めたことが窺うかがえる。

　マルスが驚いたことに、魔物の死骸の数は減れどもなくなりはしない。

　つまりゼリウス一行は少なくとも一人は生きていて、今もまだダンジョン攻略を続けているということだ。




　三人は協力しながら魔物を倒していた。

　かなり下層にまで来ているのがわかるくらい、魔物は大きく強くなっている。

　しかしハズキの炎の魔法はそれなりに強力であり、それを喰くらったほとんどはすぐに火だるまになって死んでいった。リリアの弓矢も先制攻撃に役立ち、場合によってはそれだけで魔物をすり抜けることができるくらい実戦的だった。言葉だけでなく、リリアは本当に強かったのだ。

　ハズキはよく食べるだけあってスタミナには自信があるらしく、そのうえ魔力の総量も多い。リリアが前に、ハズキは強力な魔法使いだろうと言っていたが、それは本当だった。

「――ざ、罪悪感はありまして……マルスさまと一緒にいたくてゼリウスを裏切ったも同然なので、セックスとか言ってないとそのことばっかり考えちゃうじゃないですか……」

「――意外！　罪悪感とかあるんだ!?」

　マルスはちょっと驚いた。

　ゼリウスに対して結構な言いざまだったので、受けた屈くつ辱じよくや痛みで裏切りを正当化しているのだと思っていたのだ。

「なっ！　わたしをなんだと思ってるんですかっ!?」

「痴女」

「痴女ですね」

「ち、痴女ですけどっ……！」

　ハズキは歯を食いしばるような言い方をした。

「ついに認めた……」

「おめでとう、痴女。自身を認めるところから人生は始まります」

　ぱちぱちとリリアは拍はく手しゆしていたが、顔は真逆で完全に侮ぶ蔑べつの表情だ。

　――自分を認める……。

　それができたら苦労しない、と思っているとマルスの視界に暗い穴が現れた。

「下層への道だ」

「ゼリウス結構進んでるなぁ……ちょっと怖くなってきました。ま、守ってくれるんですよね？　ゼリウス絶対怒りますから」

「うん。あいつの好きにはさせないよ。そのために俺の所有物、奴ど隷れいにしたんだから」

　ぽんぽん、とハズキの頭をマルスは優しく触る。

「ん……マルスさま優しい……――な、なんか濡ぬれてきちゃいました……きょ、今日もらったパンツなのに……」

「ドスケベ。――最初は優しい方がいい？」

「えっ!?　ふ、普通初めての女の子には優しくするものなんじゃないんですかっ!?」

「リリアにはそうだったけど……ハズキちゃんは激しい方がいいのかと」

　指でしている時も後半はそれなりの激しさがあった。

　だが処女であるにもかかわらず、ハズキは獣けもののような大声で喘あえぎ散らしていた。

「ま、任せます……気持ちよくしてくれたら嬉うれしいですね……」

　――激しくされるのもいいかも……？

　指も全然痛くなかったし……気持ちよかった。

　指だけで何度イカされたかハズキにはわからない。数える余裕など微み塵じんもなかった。

「とにかくダンジョン攻略を先にだな。死んだら元も子もない」

「こ、怖いこと言わないでくださいよっ！　わたしただでさえ罠にかかりやすいんですからっ！」

「もっと周囲を見ながら歩きなさい」

　三人は階段を下りていく。

　ダンジョンの終わりは近い。





◇






　満まん身しん創そう痍いだった。

　ゼリウス一行は人数を減らし、残るはゼリウスを合わせて三人。

　ほかにいた仲間は罠や魔物との戦いによる負傷で動けなくなり、ゼリウスは無情にもその場に置き去りにして先に進んだ。

　もはや無傷の人間は誰もいない。最も実力のあるゼリウスも至いたるところが傷だらけだ。魔物の膂りよ力りよくによっては、甲かつ冑ちゆうを着ていてもダメージを受けてしまう。

「くそっ、くそっ、くそっ！　なんでこんなにうまくいかない！」

「ゼリウス、お前が無茶するからフレッドが死んだんだ！」

　ゼリウスが雇やとった男たちのリーダーが、涙ながらにゼリウスに食ってかかる。

　死んでしまうことも、ある意味で契約のうちに入っているとはいえ、現実に仲間を失えば当然怒りも湧わく。

　しかもそれが無理な行軍のせいだからなおさらだ。自身の疲れも苛いら立だちに影響する。

「うるさいなぁ！　あんなザコだなんて聞いてないぞっ!?　あいつは強いと言ったお前の言葉を真まに受けたのが間違いだった！」

「休みなく危険なダンジョンを歩き回れば誰だってああなる！　だから何度も忠告しただろう!?」

　一時間にも満たない食事と睡眠を兼かねた休息だけで一日以上彼らは歩き続けていた。

　途方もなく感じるダンジョンの広大さ、どんどん減っていく水や回復物資、矢などの消しよう耗もう品ひん。

　魔物との戦闘の際になくしてしまった食料も多い。そして、こうなる可能性を想定していなかった。

　マルスたちと違い、ゼリウスたちは全身着込むと十五キロ前後にもなる甲冑を身に着けている。

　水などの必ひつ需じゆ品ひんも背中に担かついでいた。

　総重量だとひとりあたり四十キロ前後にもなる。それでありながらマルスたちと同じかそれ以上の速度で進んでいるのだ。

　ダンジョン冒険者たちが通常進む速度をはるかに上回る速度だった。

　宝物庫を持つマルスたちは最低限必要なもの以外は持ち歩いていない。服装も身軽だ。ハズキに至っては水が入った小さなボトルのほかは杖つえしか持っていないくらいである。

　同じことをするのでも負担が違いすぎる。もっとも、ダンジョン攻略として普通のやり方をしているのはゼリウスたちのほうである。マルスたちが例外なのだ。

　どれだけ解除してもまだまだある罠や、地上では見ることのない強力な種類の魔物との連戦。しかもダンジョン内は魔物のホームグラウンド。見知った魔物でさえ地上のものより強力になっている。

　魔物たちと違い、周囲が完全アウェイである以上、注意して歩くだけで精神は磨すり減って体力的にも限界が近い。

　生き残ったリーダー以外のメンバーは一言も話さず、下を向いたまま歩いていた。

　明るく楽しく進んでいるマルスたちとは正反対で、会話などもほとんどなくなっている。たまに会話があるとしても罵ば倒とうや文句か、悲観的な言葉ばかりだ。

　終わりの見えない冒険は心を蝕むしばむ。

　もはや戻るにも距離がありすぎて戻ろうとも言えない。無事戻ることができるのかさえ怪あやしい。

　最善の手はこのまま進み、ダンジョンを攻略すること。あとは障害がないことを祈ることしかできない。

　しかしそれも難しく感じられる。いなくなった仲間が持っていた荷物がない以上、最悪の場合、餓が死しする可能性も出てきた。多くの魔物は人間の食料とはなり得ないのである。

　全員が後悔していた。

　当初の予定通りハズキにダンジョンで得られた情報を元に計算させ、貴族に必要な人員と物資を要よう請せいすればよかった。

　それでも下層に侵入したのは、『雷らい鳴めい』という名前がもたらすカリスマ性を最大限活用しようとした結果だ。

　二度目の踏とう破はに挑いどむ実力者。最少人数で踏破できれば報ほう酬しゆうも大きい。そんなことを言われ乗せられてしまった。

　実際ゼリウスは強かった。

　だからこそこの状況を生んだ。行ける、と希望を与えてしまったのだ。

　ゼリウスは皆と足並み揃そろえて歩くことはできず、自分がまだ行けるからと仲間を付き合わせていたのだ。

　そんなゼリウスも疲れから精神を衰すい弱じやくさせていた。

　後ろから本物の『雷鳴』が迫って来るという妄もう想そうにかられるのだ。

　ゼリウスの中の『雷鳴』は強大で、その体たい軀くは山のように大きく、性格は残酷。

　これまで出会ったどの魔物よりも恐ろしい存在に思える。

　――早く、早く攻略して【禁きん忌きの魔本】から最強の魔法を手に入れなくては。そうしないと殺される。

　ゼリウスは当初こそ金銭や地位を目的にしていたが、何度か感じた命の危険で目的が変わりつつあった。

　ダンジョンの恐ろしさが心中の『雷鳴』を肥ひ大だい化かさせていったのだ。

　――こんな恐ろしい場所を攻略できる実力者。しかもそれを自慢しない。

　それはつまり、余裕でやりのけたということ。『雷鳴』にとっては誇るようなことではなかったということ。

　現実はひとりで踏破したマルスも相当苦労したが、ゼリウスはそのことを知らない。

「うるさい……！　仲間が死んで取り分が増えたと考えろ！」

「取り分……」

「そうだ。ひとり減ったのなら、その分が浮くだろう。ダンジョンの宝の総額はわからないが、余裕で遊んで暮らせる金額のはずだし、さらに増えるんだ。それにもうすぐ終わる。魔物は強くなってきているが、数は減ってきている。ダンジョンの魔物だって無限じゃない。数が質になってきたってことは、終わりが近いということさ」

「――待て、もしかしてだが、その質の最高峰がいたりするんじゃないか……？」

　リーダーはゼリウスの言葉から嫌なことを想像する。

　ゼリウスは最初からその可能性を考えてはいた。

　ダンジョンを降りるに連れて、魔物の種類に変化が見られたのだ。

　最初は草食動物のような弱いもので、そのあと肉食動物のようなのが連れん鎖さする。

　階層ごとに食う側と食われる側が明確に分かれていた。




　現在ゼリウスのいる階層には、全体の数こそ少ないが群れで動く獅し子しのような魔物が歩いており、その前の階層には図ずう体たいはそれよりも大きい牛のような魔物がいた。

　次の階層にはきっと獅子よりも強い魔物がいる。

　この流れが続くのなら、最終的にはダンジョン内部全すべての魔物より強いものがいる可能性は高い。

「だろうな。ダンジョンを踏破するということは、このダンジョンという世界でもっとも強い者にならないといけないわけだ。――僕ならなれる」

「じょ、冗談じゃないぞ！　全員体力も魔力も限界が近い！　せめてどこかで休むべきだ！」

「どこで？　どこでも同じだろう。このまま眠ってしまえば、そのまま魔物の餌えさになる。――ここが人生の踏ん張り所なんだよ」

　――本物にならねば何にもなれない。

　惨みじめな人生は真まっ平ぴら御ご免めんなんだよ。

「せめてハズキがいてくれれば……！　なんで置いてきた！　あいつが魔法戦闘と糧りよう秣まつ計算をする予定だったんだぞ！　お前の女だろ!?」

「連れてきても同じだった。どうせそのへんで死んでたさ。女なんて男の性欲処理か盾たてくらいにしか使えないんだ。別にいいだろ。甲か斐い甲が斐いしく追ってくれば可愛かわいがってやる」

　使えない道具を置いてきただけ。

　ゼリウスのハズキへの認識は物に近く、大事には思っていない。

　ゼリウスが持ち合わせている情はそのくらいのものなのだ。

　いれば少しは使えるかもしれないが、いなかったらそのぶんダンジョンの宝の取り分が増える。

　道具としての独占欲はあれど、愛情というものはない。

　マルスを選んだハズキの選択は正しかったと言える。

「――見えるか？」

「ああ……なんだありゃ。下層への道……にしてはでかくねぇか？」

　ゼリウス一行は巨大な階段に遭遇する。

　空気は下層へと降りるときのものに似ているが、サイズが段違いだ。

　今までは横に二人並べるかどうかという道幅だったのに、今度見つけたものは十人並んでも余裕の幅がある。

「最下層……最下層だ！　昔、本で読んだことがある！　最下層はダンジョンで一番大きなフロアで、壁がなく大きく広がっていると！」

　疲労と痛み、栄養失調でぼんやりする頭でリーダーは確かに違和感を覚えた。




　――本で読んだ？　見た、ではなく？

「踏破……できたのか？」

　浮かれるゼリウスとは逆に、リーダーはそれを受け入れない。

　これまでを考えると、きっとなにかの罠に決まっていると思うのも無理はなかった。




「行くぞ！　はははっ！　これで僕たちは大金持ちだ！」

　白い甲冑を汚したゼリウスは疲れを忘れ、駆け出していく。

　このあとが最も過酷だということを彼はまだ知らない。








第13話












「つ、疲れた……」

「まだ宝物庫を出てから三時間くらいだけど……もうちょっと頑張らないか？　ゼリウスたちとまた距離が離れちゃうぞ」

　一度贅ぜい沢たくを覚えれば戻れない。

　ハズキの反応はまさにそれを表すものだった。

　ハズキはチラチラとマルスを見て、明らかに宝物庫に入るのを期待している媚こびた目をしていた。

　本来のダンジョン攻略であれば存在しえない場所だというのに、とリリアは眉まゆをひそめた。

「何から何まで我が慢まんのできない……少しは罪悪感のようなものは感じないのですか？」

　内心では最も体力のないリリアも宝物庫に入りたいと思っているが、状況が状況なので言い出すことはない。

　ハズキとリリアの大きな違いは、マルスに嫌われないよう自分を抑えて行動するかしないかというところにあった。

「うーん……三十分くらいならいいか。次はしばらく入らないからね。それか怪け我がしたとき」

「は、はいっ！」

　――おいおい、疲れてるんじゃないの？

　マルスが疑問に思うほどハズキは嬉うれしそうに飛び跳はねてはしゃぐ。

「ご主人様……痴ち女じよに少々甘くありませんか？」

「かも。だけどリリアも疲れてるんだろ？　顔を見ればわかるよ。うるさく言ってストレスを溜ためるより、こっちのほうがいい。余裕のなさは心だけじゃなく全身に伝わっちゃうからな。それが命取りになるわけ。だったら休むのもいいさ。俺も少し腹減ったし」

　デスマーチのような状態になるとギクシャクする。マルスはそれを嫌っていた。

　目的からして明るく楽しいダンジョン攻略なのだ。

　最終的にスローライフを目指す者としては、こういう極地において素すの人間性を晒さらすような真ま似ねはしない。

　宝物庫に入ったあとハズキは駆け足でベッドへ向かい、何も言うことなくうつ伏せで眠り始める。

　疲労そのものは事実だったらしい。

「このマイペースさは可愛かわいさなんじゃないかな……マイペースでいられるってことは精神的に強いってことでもあるしな」

「――単に失礼なだけでは？」

　リリアの辛しん辣らつな言葉に、マルスは何も反論できなかったため、眠るハズキのスカートをまくり、中の過激な下着を確認して微笑ほほえんだ。




　起きたあと三人は再び進む。

　そしてまた一階層降りた。

　フロアにいる魔物は一種類で、群れをなして襲おそいかかってくる大型の獅し子しだった。

「うーん……変な感じする……」

「何が？　頭の中？」

　ハズキが頭を悩ませている姿にマルスは笑いながら問いかける。

「ち、違いますっ！　――魔物との遭そう遇ぐう頻ひん度どが変わってきました。今までよりずうっと多いですよね？」

「ああ」

「――ゼ、ゼリウスたち生きてるんでしょうか？」

「適当なことは言うべきじゃないな。――怪あやしいかも。疲れてたら俺たちも危ないくらいだからな」

　あらゆる面で余裕を持って進行しているマルスたちと、根性論で突き進むゼリウスたちとでは同じ魔物相手でもハードルが違う。

　リリアにもハズキにも言わなかったが、この状況はマルスの冷徹な計算によるものだった。

　最初から先行者がいる状態で下に行くつもりだったのだ。

　そんなことを言えば責められる気がしたので言わなかった。

『ガニメデ』を攻略した時もそうだった。

　先に行った者たちを確認し、そのあと時間を置いてから行ったのだ。

　理由は当然、自分への負担を減らすため。

　万ばん全ぜんな状態であればどんな魔物であれ負ける気はしないが、疲れが蓄ちく積せきし、複数の魔物や罠わななどが絡からんだときは話が違う。その点、先行者がいる状況であれば少なくとも魔物に関しては負担が確実に減る。

　鉱山の有毒ガス対策のカナリアだ。

　マルスはゼリウスを助けるつもりなど毛頭なく、漁ぎよ夫ふの利りを狙ねらうに近い気持ちで進んでいた。

　十七歳の少年、マルスはそのようなことを考えないが、二十九歳の現代人である男はそのような思考回路をしていた。

　ハズキを手にしたも同然のこの状況も、棚たなからぼた餅もちに近いものと言えた。

　女として見ても戦力として見てもハズキの印象は悪くない。

　自由すぎるところが少々玉に瑕きずとは言えるが、それはそれで可愛く思っていた。

「裏切っておいて言うことじゃないんでしょうけど……心配です」

「――大丈夫とは言わないけど、きっと生きてるさ。お別れのセリフでも考えとくといいよ。ドスケベなの期待してるから」

　――進めばわかる。遭遇しなければ死んでるってことだ。

　俺の予想では生きてはいない。ちょっと強いだけじゃダンジョンは攻略できないから。

　予想はともかく、茶化しておいたほうが良さそうだとマルスは考えた。

　これまではどの階層にも魔物の死し骸がいがあったのに、この階層に来てからはまだ見かけていない。

　ゼリウスたちはうろついている獅子の魔物の腹の中という可能性も十分考えられる。

　マルスに女の子を怖がらせる趣味はないので言葉にはしない。

「ド、ドスケベ……ゼリウスのカッコ悪いチンポじゃ嫌……みたいなのです？」

「そうそれ！　そういうやつを期待してる。――今はドスケベで頭をいっぱいにしとくといい。最終的には俺の子供を産んでほしいしね」

　ハーレム状態でスローライフというのも悪くない。

　リリアが寂さびしい思いをせず幸せに生きていられるならそれでいいのだ。

「ドスケベなの……マルスさまがわたしと交尾したくなるような言葉ってことですよね……む、難しいこと言いますね……」

「オナニーの時みたいな感じだったら、きっとめちゃくちゃ発情しちゃうよ？」

　淫いん乱らんな様さまを見せられるだけで十分。それに背はい徳とく感が加わるのだから、さすがのマルスも性欲に勝てる気はしなかった。

　なんとか生なまで本番をせぬよう気をつけねばならないのだが、自信はない。

　一度くらいならば、という誘惑が早くも頭をもたげる。

「ご、ご主人様、痴女とのせっくすはおあずけなのでは？　奴ど隷れいにした以上、今後そういうこともあるというのはわかりますが……」

　リリアの声は心配を孕はらんでいた。

　いつかすることになったとしても、まだ自分だけのご主人様であってほしいのである。

　マルスは揺れる。

　ハズキを愛あい撫ぶしたときも挿そう入にゆうへの誘惑はかなり強かった。リリアが求めてくれず先に寝てしまっていたなら、きっと挿入してしまっていた。

　理性はコンドームが必要だと言っているが、オスの本能はハズキの奥深くに精液を押し込めと言っている。

　一番性欲を駆り立てるのは、やはり拒きよ絶ぜつされていないということ。

　孕んでもいいと言われれば孕ませたくなる。

　十七歳の体は性欲を拒絶できるほど我慢強くない。

「我慢はする……つもりだ。だけど若じやつ干かん不安ではある。妙な色気があるというか、リリアにはできないようなこともできそうで興こう奮ふんしちゃうというか……」

「――性処理道具として考えてほしいです……心は私だけに向けて……？」

「それは大丈夫。俺が甘えるのはリリアだけ。だって、そのために俺は生きてる」

　この世界では年上であってもハズキは年下に感じるところが多いし、リリアのような抱ほう擁よう力はない。

　リリアに甘えるのは母親に甘えるようなところがあった。




「――あれっ。なんか変です！　大きな穴みたいなのがありますっ！」

　ハズキが一人騒ぎ出す。

　指差す方には十人ほどが横並びで入れる大穴があった。

「――やっぱり『ガニメデ』と同じ型のダンジョンなんだ。言ったろ？　あそこが最下層への道、つまり……」

「頂点の根ね城じろということですか……」

　一歩下がりながらリリアは怯おびえたように言った。

「え、じゃあダンジョンはもう終わりなんですかっ!?」

　喜ぶような焦あせるような顔でハズキは声を出し、マルスへと距離を詰める。

「いやいや、むしろ本番だよ。ぶっちゃけさ、ちょっと用意して、ある程度の力があればここまでは来れると思うよ。でもこのダンジョンにはまだ踏とう破は者しやはいない。その理由がこの先にいる」

　マルスに言わせれば、ダンジョンそのものはちょろい。

　対策や人数を揃そろえれば最下層までは来ることができる。

　しかし、ボスに関しては話は別だ。

　単純な強さが必要になる。

　だからマルスはボスに全力を注ぐプランで行動していた。

「さぁ二人とも気を引き締めて。今まで以上に死ぬ可能性が高い。間違えて俺が死んだら急いで来た道を戻ること。いいね？」

　最初から剣を引き抜いて歩くマルスの言葉に、リリアもハズキも息を呑のむ。

　魔物相手にマルスが初めて余裕のない真剣な顔を見せたからだ。

　階段を下りようとしたとき、キン、と高い金属音が三人の耳に響いた。





◇






「なんなんだ、コイツ!?　いくら切ってもすぐ再生する！」

　最下層、何もないだだっ広いフロアの中央付近、白い甲かつ冑ちゆうの男ゼリウスはたったひとりで目の前の異い形ぎようと戦い続けていた。

　この世界のゼリウスでは比較するものがないフロアのサイズだ。

　現代でいうところのドーム球場よりも少し広いサイズだった。

　天井の高さは外のよう。

　戦闘が始まってすぐ、ゼリウスの仲間たちは魔物の突進のあと動かなくなった。

　確認している余裕はないが、おそらく死んだとゼリウスは判断する。それくらい微動だにしないのだ。

　今までに遭遇したどの魔物よりも強大。サイズも桁けた違ちがいだ。

　魔物に詳くわしくはないゼリウスには正体不明の魔物でもあった。

　魔物はゼリウスの数十倍以上の大きさだった。

　例たとえるなら、大型の馬車を三台ほど縦たてに重ねたような縦幅に、これまた馬車を十台ほど並べたような横幅だ。

　四本の太い足が生はえた饅まん頭じゆうのような丸いフォルムの胴体の上には、七本の長い首。

　首の先は蛇へびの頭で、それぞれが独立した意志を持っているような動きをする。

　巨大な象ぞうから長い蛇の首が複数生えたかのような不思議な見た目だった。

　――鳴き声が不ふ愉ゆ快かいだ。第一、蛇は鳴く生き物じゃないだろう!?

　それぞれの首が思い思いに鳴き喚わめき、フロアに反響する轟ごう音おんがゼリウスの神経を逆なでする。

　元々癇かん癪しやく持ちであるゼリウスは、ほかの人間よりも強く反応してしまう。

　ゼリウスは持ち前の剣けん技ぎと魔法を組み合わせて何本かの首を切り落としたが、切っても切っても再生を続ける魔物を前に為なす術すべがない状況だった。

　本体部分を攻撃するも、硬かたいウロコに覆おおわれていて刃が立たない。

　白い甲冑を身に着け、踊るように剣を振るうゼリウスの姿は人格とは無関係に流りゆう麗れいでもあった。

　ゼリウスの家に伝わる独特な剣術であり、敵の攻撃を受け流し、その力を利用して攻撃する、守りを主体にした剣だ。

　――疲れた。一体どうすればいい。僕の体力が減る一方だ。

　それにこの魔物の息の臭におい……これはおそらく毒だ。少し吸い込んだだけなのに、体が痺しびれるような感覚がある。

　――仲間ももう全員死んだ。毒の回復は他の連中に任せていたから、回復はもう絶望的だ。僕はそういうサポートの魔法が得意じゃない。

　目の前に、すぐ目の前にダンジョンの最終地点があるのに！

　ゼリウスは魔物の後ろにある巨大な扉を注視する。

　宝物庫のような金色の豪ごう華かな扉。求めていたものがあるのは明らかだった。

　魔物を無視して扉を開けることはできない。

　鈍どん重じゆうな見た目の割に魔物は速く動くのだ。

　動きそのものは単純で、ゼリウスに向かって突進してくるだけ。

　だが単純な動きであっても実力と体格に差があれば脅きよう威い以外の何物でもない。

　踏みつけられでもすれば甲冑ごと潰つぶされて地面の一部になってしまうだろう。

「僕は、僕はここで死ぬのか!?　こんなところで、何にもなれないまま一人で!?」

　突進してくる魔物を避よけようと思ったのに、膝ひざから下が動いてくれない。

　死を意識したゼリウスは大声で叫ぶ。虚むなしい遠とお吠ぼえに反応する者はいなかった。

　――死ぬ。僕は何のために、いったい何のためにこれまで！

　英雄にならないといけないんだ！

　特別にならないと誰も認めてなどくれない……！

　ゼリウスの意思とは裏うら腹はらに体は長い行軍と戦闘のせいで限界を迎えていた。

　しかも知らず知らずのうちに魔物の毒にも侵おかされていたのである。

　魔物の呼こ気きで満ちるこのフロア全体がすでに魔物の術中だった。

　魔物とぶつかる寸前、ゼリウスは剣を必死で前に構え盾たて代わりにするが、そんな抵抗も虚しく壁際に吹き飛んでいく。

　空気中のホコリと大差ないくらいあっさりと吹き飛んだゼリウスは壁に激突し、激痛のなか意識を失った。

　最後にゼリウスの脳のう裏りにうっすら浮かんだのは、ゼリウスがいくら雑な対応をしても黙ってついてきたハズキの姿だった。

　――くそ。僕は間違ってたのか……？

　ゼリウスの剣と甲冑が魔物にぶつかった音は、上にいたマルスたち三人の耳に届く。








第14話












「ヒュドラ……！　な、何であんな魔物がダンジョン内に!?　とうの昔に絶滅したはずっ！――『毒分解』！　ふたりとも、大きく息をするのはやめてくださいっ！」

　マルスに続いて最下層フロアに降り立ったリリアは声を抑えながら叫び、即座に毒を浄化する魔法で三人を覆おおう。

　リリアにヒュドラと呼ばれた魔物はマルスたちに気づくことなく、壁際の甲かつ冑ちゆう姿の男に歩み寄っていた。

　かつて入ったことのあるドーム球場サイズのフロア。

　遠くに見える巨大すぎる扉がマルスの目を引いた。

「ゼリウス……！」

　かすかに動くゼリウスの姿を確認したハズキは駆け寄ろうとするも、マルスがそれを片手で押し止とどめる。

「リリア。知ってる情報を教えて。まだ気づかれてない今のうちに」

「ゼ、ゼリウスがっ！」

「ハズキちゃん、今は黙ってて。あいつを助けるにも情報が欲しい。知らない攻撃で一発アウトじゃどうしようもないから。――俺が死んだら、すぐ逃げて」

　マルスも温和な態度ではいられない。

　これまでに出会った魔物とは格が違う。『ガニメデ』で遭そう遇ぐうした蛇へびの魔物と同じ頂点の空気があった。

　フロアをちらっと見渡した限り二体の死体が転がっている。

　ゼリウスはかろうじて生きているようだったが、魔物が向かっている以上、死は時間の問題。

「ヒュドラは不死に近い回復力を持つ怪物です……！　首をはねても無意味、すぐに再生するはずです。それに、吐く息にさえ猛毒があると……！　今は私の魔法で抑えられてはいますが、それも時間の問題、――ここにいるだけでいずれ死にます！」

「毒ばっかりだな、ダンジョンのボスは……どうやったら倒せる？」

『ガニメデ』の蛇も毒を使用した。

　だが蛇の魔物は周囲に毒を撒まき散らしていたわけではなく、あくまで獲え物ものに注ぎ込むものだった。

　せいぜい牙きばから垂たれた毒液が床や壁を溶かしていただけだ。

　その点、今回のヒュドラのほうが厄やつ介かいだ。

「倒すっ!?　いえ、即時撤てつ退たいすべきです！　あれは蛇のような顔をしていますが、れっきとした龍りゆうの眷けん属ぞくなのですよっ!?　太たい古この昔に絶滅させられたはずの魔物なのです！　なぜこんなところに!?」

「自分より弱いやつしかいない環境で育った温室育ちか……それと、見たことないけど、やっぱりいるんだな、ドラゴン……それでリリア、倒し方は知ってる？　普通に剣でやればいい？」

　この世界でマルスが恐れるものは、まだ見ぬドラゴンとリリアの怒りくらいなものだった。

　ドラゴンの存在は最初おとぎ話にも思えたが、ダンジョンがあったり魔物がいる世界だと現実味がある。

　焦あせりを抑えリリアは必死で記憶をたどる。小さな頃に一度なにかの本で読んだことがあるのだ。

「倒し方は……わかりません。私も古い書物で読んだだけですから……――ま、待ってください！　大昔に撃退されたときは胴体の負傷が決め手になったと書いてあったような気がします！　核かくのようなものがあると！」

　リリアは思い出し叫んだ。

　不死の生物だと思われていたが、胴体部分に核となるものがある。

　ヒュドラが大昔に絶滅させられたときは、幼体の段階で根こそぎ核を破壊された。

「たくさんある首は再生する……核を粉ふん砕さいするしかない……リリア、ハズキちゃん。一瞬でいいから全部の首の目を全すべて潰つぶせるか？　できれば弓だと助かる。再生したって矢が消えるわけじゃないからな」

　――ほんの一瞬だけ時間があればいい。

　それだけあればなんとかできる自信がマルスにはある。

「じゃ、じゃあわたしが炎の魔法で目くらましするので、その間にリリアさんが目を射うつとか……？」

「それで。リリア、できる？」

「できるかできないかではなく、『やれ』と命令してくださいまし。――七連を二度くらい、お手の物ですよ」

　覚悟を決めた顔でリリアは言う。強がりではないとマルスは確信した。

「さっすがリリア。何から何まで完かん璧ぺきだ。――じゃあさ、俺があいつを引きつけるから、近づいてきたヒュドラの目を射ったらすぐに耳を塞ふさいで口を開けてくれ。ものすごい音がすると思う。遮しや音おんできる魔法があるなら、それを使うこと」

　ハズキは意味がわからないという顔をする。

　リリアは何かを察したような顔をし、静かに頷うなずいた。

「わ、わたしが音量低減の魔法を使えるので使いますね？　――それでマルスさまはどうするんです……？」

「決まってる。あいつを倒すのさ。まぁ見てな。――『雷らい鳴めい』を見せてやるから」

　ふう、と一息ついて、マルスは振り返り、ゼリウスのほうへ歩くヒュドラに大声を出す。

　リリアたちが目を疑ったのは、マルスが抜いていた剣を腰に戻したことだった。

　それどころか鞘さやから剣が抜けないよう、鞘についていた紐ひもで鍔つばの部分をぐるぐると巻いた。

「こっちだー！　こっち来いよ、ウスノロ！」

　マルスの全力の大声で、七本あるヒュドラの首のうち二本が振り向き、舌したをシュルル、と伸ばした。

「おーいっ！　新しい餌えさだぞ！　そっちの白いのより元気で新鮮なやつ！」

　ぶんぶんと手を振って、マルスはヒュドラに自分の存在を認知させる。

　――ゼリウスはまだ助かるだろう。嫌いな奴やつだけど、やっぱり無視する気にはならない。あいつだって少しは反省してるだろうしな。

「ま、マルスさんっ!?」

「痴ち女じよ。さっさと用意なさい。――あれがこちらに向かってきますよ」

　リリアは矢や筒づつから七本の矢を取り出し、横に構えた弓の上に載のせて引き絞しぼる。

　通常の矢ではヒュドラの目の膜まくを破れるかわからないため、リリアは注げる魔力の大半を付ふ与よする。

　いつもはただ射いるだけだが、本気で戦う時は魔法も合わせて使用するのがリリアのスタイルだ。

　くるりとマルスたちのほうへ向いたヒュドラの首が過半数を越えたとき、ヒュドラの体全体もマルスたちの方へ向く。

　そしてドスドスと音を立て、全速力でヒュドラは突進してきた。

　巨大な体たい軀くからは想像もできない速度。巨大なダンプカーが全速力で敵意を持って迫ってきているような錯さつ覚かくをマルスは覚える。

「一瞬しか止められないと思いますからねっ！　絶対外さないでくださいよ、リリアさんっ！　――紅ぐ蓮れんの方ほう陣じん、『烈れつ火か招しよう来らい』！」

　杖つえをヒュドラに向けたハズキは真剣な顔で技わざ名めいを叫ぶ。

　マルスはゲームのようで少し恥はずかしく思う。だが真ま面じ目めな空気の中、それは言えない。

「痴女の分ぶん際ざいで誰にものを言っているのですか。私は天性の弓の名手、エルフです。そしてその中で最も勇と覇はを持ち得た者の末まつ裔えい。――付与弓術『流星』七連！」

　ハズキの炎の壁がヒュドラの全身を覆い、ほんの少しだけヒュドラの足を止める。

　傷ついた体をヒュドラが修復している隙すきにリリアの矢が同時に七発放たれ、七本の首についている目が片方ずつ潰れる。

　矢は白い光を放ちながらとんでもない速度で飛んでいった。

　発射時の風かぜ切きり音はひとつしかしなかった。七本が全く同時に飛んでいったことの証明だ。

　――すっげぇ……！　銃より早いんじゃないか、もしかして。

『流星』の名前は伊だ達てじゃないってことか……。

　マルスは現代科学を超える個人の技術に目を奪われるが、しっかり着弾観測は行う。

「まだまだっ！　七連、其そノ二！　暗くら闇やみに沈みなさいっ！　――マルスっ！　あとは頼みましたよっ！」

　ヒュドラの両目に矢が突き刺さる。

　いかに修復能力に優すぐれていても、体内に刺さった異物を排除できるわけではない。

　痛みと失った視界で動揺するヒュドラは金かな切きり声を上げてフロアの中心部で完全に停止する。

　ど真ん中にいると存在感が高まった。

「了解！　二人共、耳ふさいで！」

「はいっ！　『聴覚鈍どん化か』！」

　魔法を放ったあと、ハズキはリリアを地面に押し倒し、抱きつくようにしてリリアの耳を全身で塞ぐ。

　自分より聴力がいいことを知っているので守らなければと体が無意識に動いた。

　――この痴女……。

　耳が聞こえにくくなっているうえ、ハズキの胸の下に顔があることもあって、リリアは小さな声でつぶやいた。

　ハズキには絶対言わないだろうと思っていた言葉だ。

「ありがとうございます……」

「何か言いましたっ!?」

「何もっ！」

　照てれた顔をハズキの体に隠し、リリアは耳を押さえる。

「――『身体強化』『身体強化』『身体強化』……『知覚鋭敏化』、『痛覚鈍化』……明日は全身筋肉痛確定だな」

　足を止めたヒュドラに向け、マルスは踏み込む。

　どん、と人が発生させた音とは思えないボリュームの音がフロアに響いた。

　百メートル以上はある距離を、マルスは一瞬で縮ちぢめる。

　傍はたから見れば瞬間移動に見えるほどの速度だ。

　そんな超スピードでの移動でも、マルスは何もかもをしっかりと知覚している。

　ヒュドラの些さ細さいな動きも、遠くに見えるハズキやリリアの様子も、自分の足にどれだけ力が入っているか、服がどれだけなびくか、そんなことさえも全すべて知覚できている。

　マルスが使った魔法は全部初歩の初歩と呼べるものだ。

　普通の人間は歩くという当たり前の行為を意識しない。

　それと同じように、この世界の住人は初歩の魔法を極きわめようとはしない。覚えたとたんに完全に習得したと考えて見向きもしなくなる。

　魔法が込められた武器や防具を手に入れるほうが手っ取り早く自分を強化できるし、魔力も消費せずにいられる。

　金銭を払うだけで努力も必要なく、どれだけの力が身についたのかも明確にわかる。

　それに精神状態や体調にも影響されない安定した力を得ることができる。

　だから誰しも重要視しない。

『身体強化』を当たり前のように使用しているが、極めているとは到とう底てい言い難がたいところにいるのだ。

　マルスが転生したことに気づいて最初に行ったことは、魔力という前世ではなかったパラメータと、それがもたらす恩恵について熟考すること。

　当たり前と言われる『身体強化』がいかに強力な魔法なのか、現代の価値観を持つマルスだけは知っている。

　すべての魔力と膨ぼう大だいな時間を注ぎ込んでも惜おしくはないとマルスは思った。

　マルスの能力を一言でまとめるなら、それは超常的な身体能力。

　派は手でな魔法を追求しようとするのもわかる。実際マルスも心を動かされなかったわけではない。

　だが一流のアスリートを幼児扱いできるような身体能力は何においても応用可能。

　多くの人間が習得すると同時に、極めることを放ほう棄きする魔法を、マルスは十七年かけて練り上げた。

　最終的にはほかの魔法を使う余地を失ってしまったが、マルス個人は満足している。不自由することは何もないからだ。

　十七年もの間ひとつの魔法を追求した結果、マルスは自分の体の動き全てを完全に把は握あくし、筋きん繊せん維い一本に至いたるまで自在に操あやつることのできる存在となった。

　最小限の筋肉だけで動くことができるので、常じよう人じんより疲れにくい。自然治ち癒ゆすらもある程度コントロールできる。

　得られた動どう体たい視し力りよくはモノの動きが止まって見えるほどに強化され、思考と現実の行動のラグが存在しない体は何もかもを実現する。

　罠わなにかかって矢が飛んでこようが、落とし穴に落ちようが身体能力だけで回かい避ひ可能なのだ。

「もいっこおまけで『身体強化』！　――苦しませないよ。一瞬だ。痛み分けだしな。俺も痛い」

　ヒュドラは突とつ如じよ真横に現れたマルスに気づくことはない。

　マルスは腰の剣を鞘に収めたまま、ヒュドラの横っ腹に居い合あいのように振り抜く。

　斬きるのではダメだった。場所のわからない核を壊すには全身を粉砕するしかない。

　最初から鈍どん器きのように使うつもりで剣を鞘に収めたのだ。

　ドン、とヒュドラの胴体部分に剣が当たる。

　マルスの剣が振られると、ゴォッ、と空気が割れる音がする。

　次の瞬間――。

　ドッゴォォーン！　と爆発音が響き、ダンジョン全体を揺らす。

　雷かみなりがダンジョン内部で発生したような、そんな音だった。

　そしてその音はダンジョンの外にも響き渡り、迷宮都市は細かな振動で震える。

　ヒュドラは衝撃で爆散し、フロアの壁に細かく飛び散り、張り付く。

　如い何かに再生能力に優れていようと、核を破壊され、全身を壁の一部にしてしまっては再生のしようがない。

　火薬でも魔法でもなく、純粋な衝撃による炸さく裂れつ音だ。

　――だから『雷鳴』……この音が外に聞こえたのだ……。

　リリアはマルスが『雷鳴』と呼ばれている所以ゆえんを知る。




「痛いってぇ……『痛覚鈍化』があってもこれだもんな……衝撃がでかすぎる。だけど手加減して失敗したら元も子もないし……シンプルな割に調整が難しいんだよな、これ」

　柄つか以外が砕くだけ切った剣を持つマルスは、役に立たなくなった剣を投げ捨てて右腕を気き遣づかった。元々剣は体へのダメージを減らすための緩かん衝しよう材ざいのような扱いだ。

　強大な力の代だい償しようは自分への反動。人間、という存在には強すぎる力だった。

　普段全開で使うことなどほとんどないため、未いまだ調整が上う手まくならない。

　マルスの全身が激しい筋肉痛の予よ兆ちように包まれる。

　気だるく重いのだ。

　自身の生み出した衝撃のせいで服もボロボロ。力に不満があるとしたら、そんな庶しよ民みんじみたところくらいだ。

　マルスの一撃が生んだ強烈な爆風で少し飛んでいったリリアとハズキは、髪をボサボサにしながら起き上がり、遠くのマルスを見ていた。

　物理的だけでない衝撃がふたりの中にあった。

　――強すぎるでしょう。

「み、耳キーンってするっ！　あーっ！」

　あー、あー、と声を出し、ハズキは耳の調子を確かめていた。

　リリアを覆い隠すのに手を使ってしまったので、ハズキは魔法以外の防護がない状態だった。

　リリアは走ってマルスのもとへ駆け寄る。

　まともな状態ではないのではと心配になったのだ。

「ご主人様！」

「リリア、耳は大丈夫？」

　笑顔で平然と耳の心配をするマルスにリリアはほっと胸を撫なで下ろしながら、後ろであー、あー、と大声を出すハズキを見る。

「ま、まだ多少耳鳴りが……ですが痴女が体を張って助けてくれましたので……」

「よかった。ちゃんとお礼言った？」

「い、言いました……癪しやくではありますが……」

　下を向き、少し赤らめた顔でリリアは言う。

　マルスはその顔に笑いかけ、無事な左手でリリアの頭を撫でた。

「よし。お礼は大事だ。――あの扉がこのダンジョンの宝物庫。つまり、ここは踏とう破はしたってわけだ」

「そ、それよりお体は大丈夫ですかっ!?」

　マルスの右腕は服が弾はじけ飛び、時間などほとんど経たっていないにもかかわらず全体が赤く腫はれ上がっていた。

　リリアからすればダンジョンのことよりもマルスの体のほうが心配だった。

「あー……痛いね。骨が折れたりはしてないんだけど、腕の筋肉が限界まで疲労してる。二、三日もすれば全快するけどさ。俺は治癒の魔法は使えないんだ。得意なのはあの『身体強化』だけ。完全肉体特化」

「私が治癒します！　『治癒』！」

　ほわっと暖かい空気がマルスの腕を覆う。

　リリアの本当の性格が表面化したようにマルスは思った。

「すごい……痛みが引いてきてる」

「ん……私の魔力もそれほどは残っていないせいか……申し訳ありません、全快までは至れません……！」

「気にしないで。覚悟済みだから。初めてじゃないしね。もう大丈夫だよ」

　動くようになれば十分だ。

　マルスがいくら体の操そう縦じゆうに長たけていても、筋肉がズタズタの状態となった右腕はほとんど動かせなかった。

　リリアの体が心配だったため、マルスは「治癒」を途中でやめさせる。

　先ほどの戦闘で、リリアの体力も限界に近いように見えたのだ。

　マルスはダメージこそあれ、まだ余裕がある。力を全部使い切るつもりは最初からなかったからだ。

「ハズキちゃん、『治癒』使える？　使えるならあいつを治したほうがいい。俺と違って、マジでやばいかも」

「そ、そうだったっ！　ゼリウス！」

　ハズキは遠くでうなだれるゼリウスのほうへ走っていった。

　マルスはリリアを連れてゆっくり歩いて行った。

　――これ俺のせいじゃないよな？

　マルスの推測では、マルスたちが来る前にゼリウスはヒュドラに突進されて壁に叩たたきつけられた。

　壁に凹へこんだゼリウスの型が残っているのだ。

　だが、現在ゼリウスがいるのは、そことはかなり離れた場所で、うつ伏せのまま動かない。

　マルスの一撃が生んだ衝撃は凄すさまじく、抵抗することのできない状態だったゼリウスはあっさり吹き飛んでしまったのである。

「生きてる……？　悪いことした……これは普通に俺が悪いな。前に使ったときは一人だったから問題なかったが、加減が微妙でな……」

「い、息はありますよ。でも怪け我がが大きすぎて……『治癒』で命はなんとかなるとは思うんですが……」

　ゼリウスの白い甲冑はへしゃげて原形を留とどめていない。

　汚れに汚れ、血や泥どろにまみれている。

　金属の甲冑がへしゃげた影響か、足と手が片方ずつ変な方向に曲がっていて、見るからに痛ましい。

　いくら嫌いな奴とはいえ、見るも無む残ざんだ。

「仕方ない……こいつも【夢幻の宝物庫】に招待しよう。何かこのフロア息苦しいし臭い」

　マルスがヒュドラを木こっ端ぱ微み塵じんにしたため、毒液が宙を舞うあまりよくない環境だった。

　全身が毒液にまみれている気がする。

「二人とも急いで服を着替えたほうがいい」

　宝物庫の中に入り、リリアとハズキにマルスは言った。

　二体の死体はいったん放置。あとで運び出し埋まい葬そうしてやるつもりだ。

　ゼリウスの甲冑は脱がせられる状態ではなかったので、マルスが力任せに引きちぎり外に置いてくる。

　甲冑を脱いだゼリウスは汗あせや漏もらした小便などでとても臭におうが仕方ない。




　とりあえず風呂場に運び入れ、ハズキに頼んで「治癒」を施ほどこす。

　リリアはマルスに「治癒」をかけ続けていた。残り少ない魔力をゼリウスに使う気など全くないのだ。

「すごいな！　骨折ってこんな簡単に治るの!?」

　甲冑を脱がしたあとのゼリウスの状態はやはりひどかった。

　肋ろつ骨こつが数本折れており、それらが肺に突き刺さっているのが外から見てもわかるほど深ふか傷でを負っていた。

　全身が腫れに腫れ、血が出ていない場所の方が少ない。

　ハズキが「治癒」を始めると奇妙な動きで骨の位置が戻っていった。

「は、はい、繫つなぐだけならですけどね？　わたしはよく怪我するので、治癒の魔法は結構得意なんです。でもまずは内臓の修復とか、そっちのほうが優先です。手足は最後ですね。優先度が低いので」

「俺の村に治癒術を使える人はいなかったからな……感動した。三回は骨折したことあるけど、もっと物理的な治療だったよ」

　医療技術に優れたこの世界のではなく、マルスは現代で得た知識などを使い治療していた。




　ハズキがしばらくゼリウスの「治癒」を続けて容よう態だいは安定してくる。

　疲れが表面化していたリリアをマルスは先にベッドに寝かせ、ハズキとともに風呂場でゼリウスの様子を見ていた。

「つ、疲れました……とりあえず命の危険はなさそう……手足まではちょっと魔力不足です……」

「お疲れ。ダンジョンも攻略し終わったから、しばらくの間は宝物庫にいようか。ご飯作るけどどんなのがいい？」

「お肉っ！　お肉を所しよ望もうしますっ！　お二人とも葉っぱばっかり食べてお腹なか空すかないんですか？」

　野菜を葉っぱ呼ばわりするハズキは風呂場の床にヘタリ込み、しゃがみこんで疲れたふくらはぎを大おお股また開びらきで揉もんでいた。

　ハズキが穿はいているのはピンクのレースが付いた可愛かわいいパンツ。

　エロさ先行でリリアの下着を選んでいるマルスではあるが、いくつか普通の既製品もある。

　リリアはそういったものを好まず、マルスが選んだものを優先して穿いていた。

　――戦闘のあとって信じられないくらい高ぶるんだよな……性欲がやばい。疲れてるのに。

　ハズキの股こ間かんを凝ぎよう視ししながら、マルスは疲れた体の一箇所だけを固くする。

　局部への視線とマルスの勃ぼつ起きに気づいたハズキは表情を変えないまま顔を赤くしたが、足は閉じない。

「ゼ、ゼリウスが起きたらお別れするので、わ、わたしとセックスしてくれますか……？」

「か、考えとく……ゼリウスを洗っとくから、リリアと一緒にベッドで休んでな。コイツが起きたら飯めしくらい食わせてやるからさ」

　――二人きりだと誘惑に負けるな、これは……正確にはふたりきりではないけども……。

　リリアのほうがエロいから我が慢まんできてるだけだな。

「お前……そんなイケメンなのにマジで粗そチンなのな……ドンマイ！」

　眠ったままのゼリウスからマルスは服を剝はぎとり、シャワーをかける。

　その時に目にすることになったのだが、ゼリウスは本当に粗チンだった。

　これでは少なくともマルスを知っているリリアもハズキも絶対に満足しない。

　――なんで俺がコイツの介かい助じよなんかしてるんだ？

　突如湧わいた疑問に腹が立ったマルスは、適当に洗い終えたあと、適当に体を拭ふいてやって適当に服を着せ、宝物庫のリビングスペースに毛布を巻きつけて放置した。

　どのみち調理もそこでするので異変があっても目は届く。

　リリアとハズキを別室のベッドで休ませ続け、マルスは一人食材を取り出し調理をする。

　最も負傷しているのもマルスであるのだが「治癒」のおかげで体の動きに問題は感じない。それに、マルスはある程度痛覚のコントロールもできる。

　ハズキが肉を欲していたのでとっておきの高級品を使う予定だ。それに合う付け合せの野菜も考える。リリアは野菜好きだからだ。

　二人共疲れているだろうから、大好物でお祝いをしたいと思う。

「うう……――ハズキ」

　ゼリウスが苦しそうな声で言ったうわごとがマルスの耳に入った。

「お前が置いてけぼりにしたんだろ……？　しかも毎日殴りまくって」

　――コイツは何を言ってるんだ？

　だいたい、怒って刃物を向けるような奴が好かれると思ってんのか……？

　もしかして顔がいいとそれでもモテるの……？

「おいしそうな匂においーっ！　やっぱり食事といえばお肉ですよ、お肉っ！」

　ベッドルームからハズキが肉を焼く匂いに導かれ、ふらふらとやってくる。

　リリアは疲れてすっかり眠ってしまっているらしかった。

「なんか呼ばれてるよ？」

「え？　ゼリウスの目が覚めたんですか？」

「いや、寝てはいる。寝言でハズキちゃんのことを呼んでるのさ。あれじゃない？　離れてみて好きだったことに気づいたとか」

　ハズキはうーんと声を出し、悩む顔をする。

「今いま更さら好きになられても……そ、そりゃ前までなら嬉うれしかったかもですけど、今はちょっと気持ち悪いくらいで……毎日殴っておいてよく言えるなって……セックスもマルスさまとだけできればいいし……さっきの戦いも超かっこよかったですよ？」

　――見てはいなかったんじゃないか？

　リリアの上でうつ伏せになっていたから、直接は見ていないとマルスは思う。

「やっぱりちゃんとお別れします。わたしが一番興味あるのはマルスさまとのいちゃいちゃですからっ！　マルスさまにいい子いい子してもらいたくて頑張ってますっ！　だからあのいちゃいちゃーってする交尾もしてみたいですっ！　ちゅーちゅーしながらするやつですっ！」

「ドスケベ……呆あきれるほどの性欲だ」

「それだけじゃなくて、わたしはマルスさまが好きですよ？　ちょっと寂さびしい感じの空気が、一緒にいてあげたくなるというか……リリアさんがいるのに変かもですけど。何でなんでしょう？　――一人で完結してる気がするからかな？　なんでもできますよね」

　マルスは答えなかった。

　喉のどが詰まったように声が出なかったからだ。

　事実だった。

　マルスは二度の人生を一人で内にこもることで生きてきた。それしか知らなかったからだ。

「それに、マルスさまに惚ほれないわけがないっていうか……わたし、ここに来るまでに何回命を救われたかわからないですし、それでもずっと優しいし、いっつも余裕あるからとっても安心しますし」

　当初こそ性的な関心が大きかったが、マルスという人間を知った今、ハズキの心は純粋にマルスを好いていた。リリアのようにマルスに愛されてみたいと本気で思う。
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「う……ここは……僕は死んだのか」

　天井を見上げたゼリウスは自分の死を確信する。

　これまでいたはずのダンジョン内部とは空気が違ったからだ。

「目が覚めたんだねっ！　生きてるよっ！」

　寝そべるゼリウスの顔の前にハズキは出て行く。

　ゼリウスはハズキの顔を見て涙を流した。

「ハズキ、お前……助けに来てくれたのか。今まで僕はお前にひどいことばかりしたのに、許してくれるのか……やっぱり僕にはお前しかいない」

　盛大な勘かん違ちがい。

　ゼリウスはハズキが自分を思って駆けつけ、助けてくれたのだと思った。

　始まりは確かにその通りだったが、現在のハズキの行動原理はすでに変わっている。

「う、うん……で、でもね？　――言わなきゃいけないことがあるんだ……」

　目の前にしてしまえば罪悪感を覚えるが、ハズキは語りだす。

　傷ついた男をさらに傷つける残酷な言葉があどけない顔の少女から溢あふれる。

　ゼリウスの心身は限界だった。

　目が覚めてみれば折れた手足が痛む。熱の塊かたまりのようになっていて、自由が利きかない。

　寝返りを打つことすら痛みでままならない。

　助け出されたあと、どこかの宿屋に運ばれたのだとゼリウスは思っていた。

　ダンジョン内とは思えないほど落ち着きのある綺き麗れいな空間だったからだ。

　そんなゼリウスにとって、目が覚めたときそばにいてくれたハズキは女神と見間違うほどに神こう々ごうしい。

　手も足も出ないような魔物に襲おそわれる、悪夢のような現実から救い出してくれた。

　これまで本当の味方というものを知らなかったゼリウスは、感動と勘違いで心を震わせる。

　ハズキがヒュドラを倒してダンジョンを踏とう破はしたのだという勘違いもゼリウスの中にあった。

　ダンジョンの宝も手にできたと思っているのだ。ハズキが手に入れた宝ならば、恋人である自分のものも同然だとゼリウスは信じて疑わない。

　衰すい弱じやくしきった精神状態ではマルスの存在を感知できない。マルスができるかぎり気配を消して半なかば隠れていたせいだ。

　しかし、女神が女神でいてくれたのは目が覚めたその瞬間だけ――。




「ああ……本当にすまなかった……これからは、これからはお前を大事にする。もう二度と暴力は振るわない、約束する。よかった……お前を選んで本当に良かった……これからは一緒に死霊術を破は棄きしよう。子供は二人くらいがいいか？」

　――哀あわれだ……ハズキちゃんが何を言うかは知らないけど、復ふく縁えんってことはなさそうだぞ……。

　もはや脈なしの女に将来設計の話まで……やめろトラウマになるぞ！

　ポロポロと涙を流しハズキに謝罪の言葉を漏もらすゼリウスに、マルスは哀れみの視線を向ける。

　ゼリウスのほうを向くハズキの顔は後ろのマルスには見えない。

　見たくないともマルスは思う。見てしまえば、いつかその顔が自分に向くように思えてならないからだ。

「――きもちわるい。きもちわるい、きもちわるい、きもちわるいっ！　何を今いま更さらっ！　わたしはあなたなんて好きじゃないっ！　――ずっと別れたいとしか思ってなかったっ！」

　立ち上がり声を荒らげ、寝そべって満足に動けないゼリウスから後ろ歩きで距離をとりながら、ハズキは怒ど声せいを浴びせる。

　マルスもゼリウスも想像すらしていない言葉と態度だった。

「なんで自分が好かれてるって思えるのっ!?　なんで自分のために他人が行動してくれるって思えるのっ!?　弱いくせに、ザコのくせにっ！　シ、シロアリっ！」

「ハ、ハズキ……？」

　引っ込み思案で自分の意見はあまり口にしない。

　ハズキに対するゼリウスの印象はそうで、自分が強く言えば、殴れば何をしようとも抵抗はしないというのが今までのハズキの有り様だった。

　だから今回もハズキは当然許してくれると思っていた。

　ところが、現実はというと罵ば詈り雑ぞう言ごんの嵐。

　あまりに普段のハズキと乖かい離りしていてゼリウスは理解できない。元々思い込みの強い男であるからなおさらだ。

「誰も気き遣づかえないくせに、なんで自分は気遣ってもらえると思えるのっ!?　ゼリウスのせいでみんな死んじゃったんだよっ!?」

　ハズキは仲間だった者たちの死体に動揺しなかったわけではなかった。

　ゼリウスはともかく、リーダーの女ということで優しくしてもらった覚えもある。

　短い期間でも仲間ではあったのだ。

「ハズキちゃん、そこまでにしておいてあげな。コイツも流石さすがに反省してるだろうし」

「お前……！　なんでこんなところにいる！　僕の女に何をした！」

　ゼリウスのためというより、ハズキのためにマルスはハズキを止める。

　口にしてはいけない呪じゆ詛その言葉をハズキが吐いてしまいそうな空気があったからだ。

　マルスの存在に気づいたゼリウスはかすれた声で怒りを露あらわにする。

「俺は何もしてないさ。お前が何もしなかっただけだ。――人間ってのは簡単に心変わりするんだよ。今回の教訓として痛みとともに覚えておくといい」

「心変わり、だと……？」

　痛みや様々な情報で混乱しきった頭で考えるも、ゼリウスの楽観的な思考では不都合な発想が出てこない。

「この子は、――ハズキちゃんは俺の女だ。お前が知らないようなこともたくさん知ってる。好きな食べ物とか、どんな風に触られると気持ちいいのかとか。お前は多分、そんなことも知らないだろ」

「なんだとッ!?　ハズキッ！　どういうことだッ！　コイツは僕に失礼な態度をとった奴やつだぞッ!?」

　元の態度に戻ったゼリウスは痛む体をかばうことなく大声を出す。

　その声に、反射的にびくっと縦たてに震えたハズキの両肩をマルスは優しく摑つかみ、自分の体の方に引き寄せる。

　心配しなくていい。守ってあげるから、という意思表示を体で示した。

　マルスと一緒にいるようになってからはハズキが聞くことのなかった種類の声。

　ハズキは自分の普通の日々がマルスたちといるほうに移り変わっているのに気づいた。

　マルスといるようになってから、痛みも感じていない。

　出会ってから自分が笑っていることが多いのも、素直に色々なことが言えていることにもハズキは気づく。

　――あ……わたし本当にマルスさんが好きなんだ……。

　おっきなチンポとセックスがしたいからだと思ってたけど、マルスさんとだからしたいんだ……。

　触れられたマルスの手の大きさも、伝わってくる優しげな温度も、何もかもを急に意識し始めてハズキは顔を赤らめ下を向く。

　恋愛感情がゼリウスからマルスに完全に切り替わった。

　両者を見比べると当然ながらたどり着く帰結でもあった。

「でかい声出すな。そういうとこだぞ？　怒鳴って殴って、好かれるわけないだろ」

　マルスの声に合わせるようにハズキはゼリウスに背を向け、抱きついてマルスの胸に顔を埋めた。

　マルスなら怖いものから守ってくれるのをここに至いたるまでの経験則で知っている。

「な、なんでお前なんかに僕の物を取られなきゃならない……！」

「わ、わたしはゼリウスのものじゃないもん……も、もういいでしょっ……わ、わたしはマルスさんの女だから……――ゼリウスには見せたことない恥はずかしいところも見せたし、いっぱい気持ちよくしてくれるし……それにわたし、マルスさんの奴ど隷れいだから」

　ハズキの首に巻かれた赤い首輪。おしゃれアイテムだと思っていたゼリウスだったが、マルスの左手の甲こうを見てハズキの発言が噓うそでないことを知る。

「そう。ハズキちゃんは俺の奴隷だ」

「お前が無理やりハズキの意思をねじ曲げたんだな!?」

「ち、違うよ？　わたしがお願いしたんだよ？　だってマルスさまはゼリウスより強いし優しいし、ご飯も美お味いしいし……――噓もつかないよ」

　顔をマルスの胸にうずめたままハズキは喋しやべる。

　ハズキの怒りはゼリウスの噓からも来ていた。

「う、噓なんてついていない……」

「それも噓。――だって本物の『雷らい鳴めい』はマルスさんだもん。さっきあの魔物を倒したのもマルスさん。この空間を作ってる魔法もマルスさんの。――噓つきっ！」

　ゼリウスは目を丸くし、マルスを見る。マルスは黙って頷うなずいた。

「お前は本物の『雷鳴』の前で高らかに名乗ってたわけだ。俺がお前のこと馬ば鹿かにしてた理由、わかった？」

「――ぼ、僕を殺すのか？」

「え、なんで？」

　ゼリウスの怒り混じりの声に反応し、ハズキはぎゅ、とマルスに抱きつく。

　マルスは流れでハズキを抱きしめながら、ゼリウスに疑問の色を浮かべた顔を向けた。

「――お前を騙かたったからだ」

「別にいいよ。俺は宣伝する気がなかったし、お前みたいなのが出てくるのは予想してたから。半分くらいは俺が悪いよ」

「怒らないのかッ!?」

「――だって、お前に何かできた？　俺の名前で悪事を働いたとかならまだしも、ダンジョンに潜って失敗しただけだろ？　何もできてない」

　マルスはハズキに対してのゼリウスの態度には怒っているが、自分の名前を騙られたことについてはどうでもよく思っていた。

　マルスが言ったように、実際、ゼリウスは何もできていないからである。

「なにも、できなかった……」

　――何もできない。何にもなれない。本当に惚ほれた女さえ、僕に暴言を吐く。

　宝も名誉も力も女も、何もかもコイツが持っていった。

　ゼリウスの強迫観念にマルスは知らずに火をつける。

「どうでもいい、そんな男なんてどうでもいいから、もっとぎゅっとしてください……セックス、交尾したい……すきぃ……♡」

「ハ、ハズキ……」

　ゼリウスのかすれ声にハズキは反応せず、マルスに強く抱きついていた。

「チンポ、オチンポ……リリアさんとしてるみたいな子作りしたいですっ……ちゅっちゅしてみたい……♡」

　太ももをもじもじさせ、とろついた目でハズキはマルスを見つめる。

　抱きしめられマルスの体温を感じているうちに発情してきてしまった。

　ゼリウスのことは完全に心から消えてしまっていた。

「チンポすりすりしたらきもちいいんですか……？　すっごいおっきくなってきてる……♡　マルスさんもわたしのおまんこに入りたいんですね……♡　わたしも入ってきてほしいです……！♡　じゅぼじゅぼって指じゃ届かないとこまで……！♡」

「こ、ここで？　せめてベッドで……」

　小さな手ですりすりと上下され、マルスのチンポは硬かたくなり上を向き始める。

『身体強化』のせいで高ぶった体は感度も高い。

「だ、だってベッドはリリアさんが寝てるし、は、初めては邪魔されたくないんですもんっ……！」

「ここもあいつがいるけど？」

　ちらっと横たわるゼリウスを見たあと、ハズキはすぐにマルスのほうへ向き直る。

「――どうでもいいです。あんなちっちゃくて汚いチンポ、何の役にも立たないです……！　マルスさまのでっかくてカッチカチのオチンポさまじゃないと、おまんこきもちよくなれないもん……♡　それに交尾は好きな人とだけするものでしょ……？♡」

「や、やめろッ！　ハズキッ！」

　ゼリウスは起き上がろうと努力するが、怪け我がで不自由な体ではそれさえできない。

「見ててもいいから静かにしててっ！　ゼリウスにお別れしたらおまんこずぼずぼ気持ちよくしてくれるってマルスさんと約束したのっ！　――あんたを助けに来たんじゃなくて、わたしがマルスさんと交尾したいから、マルスさまに愛してほしいから助けただけっ！　生きてないとお別れが言えないからっ！」

　――うわぁ……きっつ。

　チンポ欲しさに救われたとなれば、尊厳も何もない。

　プライドが高そうなゼリウスにはとてつもなく残酷な言葉だとマルスは思う。

　自分が言われる側なら、二度と勃ぼつ起きできなくなりそうなほどだ。

「チンポ、チンポっ！♡　交尾交尾っ！♡　お、おまんこが勝手にパクパクしてるっ！♡」

　しゃがみこんだハズキはマルスのズボンとパンツを一気に脱がす。

　ぶるん、とハズキの顔の前にたくましいオスの象徴が現れ、べちん、と顔に当たる。

　後ろからハズキを眺ながめるゼリウスは驚きよう愕がくに震える。

　普段は内うち股またで歩くハズキが大おお股また開びらきでしゃがみこみ、自分とは比較にもならない大きさのモノで顔を汚されているのだ。

　――あ、あれはなんだ。あんなに大きいモノがあるわけ……。

　ゼリウスは自分のモノを思い出し、本能的な屈くつ辱じよくに背せ筋すじを凍こおらせる。

　子供の腕ほどもありそうな太さと、ハズキの顔とそれほど変わらないか、むしろ大きく見えるくらいの長さ。

　カリは凶悪な形状で、メスの肉壁を抉えぐり取るために存在しているようだった。

　押しつけられたハズキの顔はマルスのモノの硬さで形を崩くずしていた。

　ハズキは顔に張り付いたマルスのチンポに頰ほおずりし、自分の顔とサイズを比べ、息を思い切り吸い込んで匂においを嗅かいだ。

　ガチガチに膨ふくらみ、骨のように硬いゴツゴツした突とつ起き。

　ぶら下がる玉からは濃厚なオスの性臭が漂い、メスを孕はらませる材料がたんまり詰まっているのがひと目でわかる。

「[image: ]っ！♡　んおっ……！♡　イ、イッた、オチンポさまの匂いだけでイッちゃったっ……！♡　や、やっぱりこれ、これじゃなきゃダメ……！♡　女の子がこんなチンポに勝てるわけないよぉ……！♡　お、お腹なかきゅんきゅんしゅるっ……！♡」

　ハズキはゼリウスが聞いたことのない声を出し、スカートで隠れた尻しりから下着を貫通させて透明な汁しるを垂たれ流す。

　ハズキの全身がぶるぶると震えている。ゼリウスに見せる怖さからくるものではない種類の震え方だ。

　背中からでもその恍こう惚こつが伝わってくるくらいだった。

　ゼリウスの女神は堕だ天てんし、メスの本能を剝むき出しにしてチンポに口づけをする。

　ハズキの初めてのキスは溢れた我が慢まん汁じるの味だった。

　じゅぼじゅぼ♡　ぐちゅぐちゅ♡　じゅるるっ♡

　動けないゼリウスの目の前で、ゼリウスが心から大事に思い始めた女がほかの男のチンポを嬉うれしそうに、積極的に咥くわえていた。
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　ハズキが背中を向けているせいで、ゼリウスには行為の詳しよう細さいはうかがえない。

　だがハズキがマルスのチンポを口いっぱいに頰ばっているのは、横からちらりと見えた頰の膨らみでわかる。

　子供を作るためにする純粋な性交とは異なる、男を喜ばせるためだけの行為。

　ハズキを跪ひざまずかせて仁に王おう立だちで快感を貪むさぼるマルスの表情は、ゼリウスには自分を馬鹿にしているように見える。

「は、激しいよ……」

「ふーっ！♡　ふーっ！♡　んぶっ、んふーっ！♡」

　鼻息をこれでもかと荒くし、ハズキはマルスの太ももを摑み頭を前後していた。

　前髪で隠れた目が、頭が動くたびにマルスに見える。

　ハズキの口では全部を包み込めないほどの巨根が喜びに震えながら上下に痙けい攣れんしていた。

　リリアがマルスにしているのを見て、ハズキが勝手に学び実行したものだった。

　負けたくない、リリアだけでなく自分も見てほしいという気持ちが今のハズキには確かにある。

　排はい泄せつを行う器官を自みずから頰ほお張ばり、男に性的快感を与えて喜んでもらう。

　一見すると屈辱的だと思っていたハズキであったが、やってみると考えは変わる。

　――強いオスに支配されてるみたいできもちいい……♡

　あっつくてカッチカチで、ムラムラする味……！♡

　顎あごが外れそうなほどの大きさのチンポを咥え、先端から滲にじむ我慢汁を舌したですくい、ごつごつした形と感触を口で覚える。これから自分の膣ちつ内ないに入ってくるのだと想像すると絶頂に達してしまいそうなほどの興こう奮ふんだった。

　苦しくて苦しくて、脳に酸素が回らない。

　酸素が来ないぶん、ハズキの頭の中は脳内で発生した快楽物質でいっぱいになる。

「はぁっ、はぁっ……おっきい……♡　こ、こんなのでおまんこほじくられちゃうんだぁ……♡　ぜ、絶対きもちぃやつ……！♡」

　えずいてこみ上げた粘ねん性せいの高い唾だ液えきを口からダラダラ流し、ハズキは亀き頭とうの先端に再度キスをする。

　目にハートマークを浮かべたような顔だ。

　無意識が主従関係を作りつつあったのである。

「初めてなのに積極的すぎる……出そうになったよ」

　ハズキの頭を優しく撫なでたマルスは、撫でながらハズキの前髪を整えてやる。

　近くで見るとやはり可愛かわいく、マルスは同級生を奴隷にしたような不思議な気分だった。

　リリアよりもずっと激しいフェラチオだった。

　どこかお上品な姿で余裕を持って奉仕するリリアと違い、ハズキのそれは本能を剝き出しにしたいやらしい行為だ。

　恋人同士というより、奴隷との関係性に近い。現実にもそうであった。

「やめろ……やめてくれ……」

　知らず知らずのうちに号ごう泣きゆうしていたゼリウスは、嗚お咽えつ混じりの声で懇こん願がんする。

　ゼリウスがハズキにしてきた仕打ちの仕返しはあまりに残酷だった。

　こういうとき、ゼリウスは暴力でしか解決できない。

　そして暴力は現在の傷ついた体では振るえない。

　つまり、心を寄せた女が他の男相手に媚こびを売っている姿を見ていることしか今のゼリウスにはできないのだ。もっとも、万ばん全ぜんな状態であっても状況は変わらない。ゼリウスではマルスに勝てないからだ。




　ゼリウスから見たハズキはいつものおどおどした態度からは考えられないくらい、浅ましく、みっともない姿だった。

　交尾を求めて淫みだらに尻を振り、ベトベトになった男性器に顔を擦こすりつけ、人前で発するべきでない甘えた声をなりふり構わず撒まき散らしているのだ。

　ハズキはマルスのチンポをしゃぶっているだけで、何度か絶頂を経験した。

　ゼリウスへの背はい徳とく感で背筋が震え、交尾への欲求の高まりが尋じん常じようでない。

「マルスさん、すきぃ……♡　もっとなでなでしてくださいっ……♡」

「よしよし。ハズキちゃん、可愛いぞ」

　ゼリウスのことなど知らないと言わんばかりに、マルスとハズキはいちゃついていた。

「こ、交尾、セックスしたいです……♡　わたしはマルスさんとマルスさんのオチンポ奴隷ですから、おまんこの奥に赤ちゃん作るドロドロ精液出してもらわないとっ……♡」

「――精液のこと、ザーメンとかって言ってみてくれる……？」

　リリアには教えなかった言葉だ。

　少し下品に思っていたが、ハズキには似合う気がしていた。

「ザーメン……？　おまんこにザーメン欲しい？　とかです……？」

「お、思ったより効きくな……」

　びくん、と顔の前でチンポが反応するのを見たハズキは嬉しそうな顔をした。

　自分が男を興奮させたという事実がたまらないのだ。

「ザーメンっ♡　ザーメン欲しいですっ！♡　わたしのおまんこでチンポきもちよくして、ドロッドロのザーメンびゅっびゅして欲しいですっ！♡　子作りのセックスしたいっ！♡」

　ハズキは立ち上がりスカートをまくり上げ股こ間かんを見せつける。

　太ももまで伝う愛液はリリアのものとは違う生なま々なましい匂いを発していた。

　ピンクの可愛い下着はハズキから染しみ出た愛液をたっぷり含み膨らんで、単なるいやらしいものに変へん貌ぼうしている。

「は、張り付いて脱ぎにくい……！　マルスさまに早くおまんこ見てほしいのにっ……！」

　あたふたと慌あわてながらパンツを下ろそうとするハズキは、こんな状況でもいつものように少しドジだ。

「ぬ、脱げたっ！　――オチンポ、オチンポここに、おまんこに入れてくださいっ！♡　とりあえずは本気の浮気交尾でっ！　リリアさんには絶対秘密にしますからぁっ！」

「う……ここでリリアの名前を出されると罪悪感が……！」

「治ち癒ゆ」してくれ、疲れて寝ているリリアへの引け目を強く感じる。

　だが性欲も強い。

　びくんびくんと上下に大きく痙攣し、目の前のメスの膣内で射精したいと股間が騒ぐ。

「やめろ、浮気はッ……浮気はよくないぞッ……！」

　涙ながらに二人に言ったゼリウスの言葉には説得力があった。

　何しろ被害者だ。だが自じ業ごう自じ得とくでもある。

「うるさいっ！　ひとりで汚いちっちゃいの触ってればいいでしょっ!?　邪魔しないでっ！　わたしはこれから赤ちゃん作るんだから黙っててっ！　さっきも言ったでしょ、バカっ！」

「い、一回だけ、一回だけならいいか……？　リリアも道具として使うならとか言ってた……いや、でも浮気は浮気か？　リリアの前で手マンもしてるし、延長線みたいな気もする……」

　ぶつぶつとマルスは言い訳を考え始める。

　するとハズキは後ろを向き、体を九十度に折り曲げてマルスのほうへ尻を向け、両側から両手で未熟なおまんこを広げてマルスにだけ見せつける。

　愛液まみれでもわかるくらいふっくらした大だい陰いん唇しんが開かれ、中のいやらしい構造とぱくぱくともの欲しげに動く膣口がマルスの目に入る。

　リリアにはない黒い陰いん毛もうには愛液が伝い、ハズキの足元に落ちていった。

「ここ……ここにチンポ入れてくださいっ……！♡　おまんこ、おまんこの奥がきゅうってするんですっ……！♡　マルスさまのチンポじゃないとむずむずが治らないからっ……！♡」

　発情期のメスが交尾を懇願している――。

　十七歳の少年マルスでも現代日本の二十九歳でもなく、一匹のオスとして無視できない状況だった。

　一歩近づき、マルスは左手でハズキの尻を摑み何度か揉もむ。

　リリアのものよりキュッと締まった揉み心地だ。

　柔らかさよりも筋肉の弾力が勝る印象。指を跳はね返すので力を入れたくなる。

　腰を突き出し、左手でハズキの尻を揉みながら、マルスは右手でチンポを支えて挿そう入にゆうを試こころみる。我慢などできるはずもなかった。

　吸いつくようにハズキのおまんこがチンポを挟はさみ、マルスは大きく息を吐いた。

「[image: ]っ……チ、チンポ、あ、あちゅい……♡　ああ[image: ]っ、は、入ってくるっ……！♡　――おっき[image: ]……！♡」

　ハズキの開いた口からは舌がはみ出て、舌先から唾液がぽたぽたと滴したたる。




　――悲劇だ。

　ハズキが振り向きマルスに尻を向けたせいで、ゼリウスにはハズキの顔がはっきり見えた。

　陶とう酔すいしきったような目つき、歓かん喜きの表情だった。

　男に尻を摑まれ体重を支えてもらい、入ってくる男根に体を小こ刻きざみに揺らす。

　立ちバックでマルスとハズキのふたりは交わりを始めた。

　せっかく自分の気持ちに気づいたのに、何もかもがもう遅かったとゼリウスは後悔する。

　ゼリウスは自分に力がないことを呪のろうしかなかった。

「[image: ]っ……ちょ、ちょっと痛いっ……！」

「そ、そうだった。まだ処女か！　なんかイメージ的にそんなことないと思ってた！」

　ぐっと押し込むと、ハズキが若じやつ干かん悲鳴混じりの声を上げる。

　プツっと、ハズキの膣内で何かが弾はじけた感覚をチンポの先端でマルスは感じた。

　毎日指でほぐしているハズキであっても、奥の方には少しだけ膜まくの残りがあったのだ。

「いいですよっ！　マルスさんに初めてをあげられるならっ……！　あ、でもゆっくりっ！」

「これからも大事にするよ。ゆっくり優しくするね」

　両手でしっかりハズキの尻を摑み、マルスはゆっくりゆっくり腰を前に出す。

　ずぶずぶと熱い膣内に潜っていくチンポからはぞりぞりした快感がやってきた。

　――指先の感触でもしかしてとは思ってたけど、多分名器だ！

　つぶつぶが多すぎる……！

　リリアの膣内とはまた違う感触がチンポにまとわりつき、ざらざらした刺激が腰を溶かす。

「[image: ]っ！♡　[image: ]っ！♡　おっきい傘かさのとこがごりごりっ！♡　う[image: ]っ！♡　ぎ、ぎぼちよくなっでぎだっ……！♡　[image: ][image: ][image: ]ーっ!?♡♡」

　ごつん、と膣奥に亀頭を押しつけ、マルスは腰の動きを止める。

　ハズキはマルスに尻を抱えられるような形で、ばたばたと上半身を動かしていた。

　快感を逃がすために勝手に体が動いたのだ。

「イッグっ、[image: ]ッグっ！♡♡♡　[image: ]ヂンポしゅご[image: ]っ！♡♡♡　[image: ][image: ][image: ]っー！♡♡　おぐのとこぎぼぢぃぃーっ！♡♡♡」

「ハズキちゃんの中もすごい……！　キツすぎる！」

　ハズキが暴れるように動くのでマルスはハズキの両腕を摑み、馬の手た綱づなのようにして突き入れを開始した。

　ゼリウスの前で寝取っていることと、浮気している罪悪感がマルスを興奮させる。

「[image: ]っ！♡　[image: ]っ!?　[image: ]っ！♡　[image: ]うーっ！♡♡　息できにゃいっ、しにゅっ！♡　[image: ][image: ]っー！♡♡　おまんこぎぼぢよしゅぎで、しにゅっ！♡♡　ずっとイッでるっ！♡♡」

「はぁ、はぁっ！　やばい、気持ちよすぎるっ！　で、出ちゃいそうだ！」

　腰の動きが勝手に早くなり、ハズキの膣内で射精することばかりをマルスは考えてしまう。

　簡単に妊娠してしまいそうでマズイと思うのに、オスの本能がメスを孕はらませようと必死にチンポへの刺激を求めるのだ。

　マルスとハズキは快楽に溺おぼれ幸せを感じていたが、ゼリウスには悪夢のような光景だった。

　パンパンと肉がぶつかる音と、ゼリウスが大事に思う女の下品な喘あえぎ声が部屋いっぱいに響く。

　だらしなく開いたハズキの口から溢れる唾液も、自分には見せてくれなかったメスの顔も、男とつながる股間から落ちる淫らな匂いを放つ液体も、何もかもがゼリウスの心を傷つける。

　動けないゼリウスは目さえ離せない。

　とてつもない怒りと絶望が心中に満ちていたが、それとは全く別の感情もあった。

　――なぜだ。なぜこんな状態で僕は興奮している……？

　毛布にくるまれた体の中心部、ゼリウスのチンポはかつてないほどの硬さと大きさになっていた。

　子供の親指くらいの惨みじめなサイズだったのに、全身の血液が集まったのかと思うほど膨れ上がり、大人の親指サイズになる。

　完全にかぶっていた皮はめくれ、亀頭の半分くらいが露ろ出しゆつしていた。

　亀頭の先端が毛布に少し擦れただけで尋じん常じようでない快楽が走り、一擦りが射精以上に感じられる。

　折れた腕は動かず、もう片方の無事な腕も疲労で重く動かない。

　今すぐ指でこねくり回したいのにできず、ゼリウスはかろうじて動く腰を小刻みに動かして少しずつ快楽を得ていた。

　愛する女が自分以外の男のモノでよがりまくっているというのに、ゼリウスが感じている興奮は今までの人生で得たもの全すべてを合計したよりも大きかったのだ。

「あっ、あっ……！♡　ちゅーっ！♡　ちゅーしてみたいっ……！♡」

「はぁっ、いいよ、しようっ！」

　マルスは目の前のハズキの腕を軽く引いて、持ち上がった上半身を片腕で自分の体に引き寄せる。

　挿入もピストンもしながら、直立に近い形でマルスはハズキの小さな胸を服越しに揉み、お互いに体を無理やり曲げてキスしようとする。

　キスはゼリウスがある意味でもっとも見たくなかったものだ。

　ハズキはゼリウスと付き合っていても唇くちびるは許してくれなかった。

　あまり好きじゃない、などと言って断られたのだ。

　結局、ハズキは最後の最後まで自分に心を許してくれてはいなかったのだとゼリウスはようやく気づいた。

　快楽をくれる男には自ら求めているのだから。

　無理な体勢で窮きゆう屈くつそうに、ハズキのほうから後ろのマルスに舌を伸ばし、マルスの舌先とくっつける。

　そのあとはもう貪るように口をつけ合い、必死な吐と息いきを吐きながら二人はゼリウスの目の前で交尾に夢中になっていた。

「正面っ、正面からもしたいぃっ！♡　リリアさんとするセックスしたいっ！♡」

　ハズキの声にマルスは無言で答える。

　その身体能力でハズキを自由自在に動かし、マルスはハズキを床に押し倒して無理やり服をひん剝むく。

　着衣でするのもいいが、正面からならハズキの体が見たい。

　未発達の体ではあるが、それはそれで興奮する。

　マルスは交尾欲求に突き動かされていた。

「また入れるよ」

　こくん、とハズキは頷き、両足の間に入っているマルスを受け入れた。

「[image: ][image: ]っ！♡　う、後ろからと当たるとこ違うっ！♡　こっちもきぼぢぃっ……！♡」

「両手繫つないでしよう！　キスもしながら！」

　はっ、はっ、と短い息を吐きながら、二人は両手をしっかりと恋人繫ぎし、ゼリウスに見られていることも忘れて腰を動かし股間を擦りつけ合う。

　亀頭のカリが膣壁に引っかかり、ざらついた粒が細こまかな、それでいて大きな性感をマルスに与え、腰の動きが速くなる。

　無駄の全くない滑らかな腰振りはハズキにも絶大な快感を与えていた。

　マルスの身体操作の力はセックスにも十分応用可能だ。それでも快感で頭がいっぱいの状況だと想定外の動きもしてしまう。

　背中を丸くし、ハズキに覆いかぶさってキスで口を塞ぐマルスが羨うらやましいとゼリウスは思う。

　ハズキに完全に受け入れてもらいながらマルスは極ごく上じようの快感に震えているのだ。

　押し広げられた結合部はぱっくりとマルスのチンポをくわえ込んでいて、見ているだけで射精してしまいそうなほどの興奮にゼリウスは包まれる。

　――目の前で僕の女が寝取られているというのに、一体どうしてしまったんだ。

「[image: ][image: ]っ！♡」

　――イク。ずっとイッてるのに、どんどん、何回もイク！

　幸せすぎるっ……！

　マルスさんが好きすぎて何もかもどうでもいいっ！

　頭の中がぐるぐる回り、出入りするマルスのチンポに中から体を広げられる。

　子し宮きゆうを持ち上げられそうなほどのピストンは、一突きでハズキを絶頂させ得るものだった。

　熱の塊に体の中から焼かれているような錯さつ覚かくをハズキは感じさせられていた。

「や、やば、で、出るっ！　な、中出しはダメなのに、腰が止まらない！　ああっ、中出ししたすぎるっ！」

　射精が近づくと、マルスの体は自由なコントロールが利かなくなる。

　意識の奥底で中出しを望んでしまっているせいだ。

　いつもリリアの奥に好き放題出しているから、余計に我慢できないのである。

「ザーメンっ！♡　マルスしゃまのザーメンほしいっ！♡♡　[image: ][image: ]っ！♡　イグっ、イグっ！♡♡　孕む、赤ちゃん孕むっ！♡　にゃかだしこじゅくりっ！♡♡♡　――イッグっ！♡♡♡」

「締まっ……ううっ！　ごめんリリア……！」

　びゅるるるるっ！

　びゅるっ！

　どぽっ、どぽっ！

　どぴゅぴゅ！　どぴゅっ！

　尿によう道どうが爆発していそうなほどの量がハズキの膣内に大量にぶちまけられる。

　びくんっ！　と大きく体を強張らせ、マルスが腰を止めたのを確認したゼリウスはこれまでで最も大きな絶望で再び涙を流す。




　――もう僕の女じゃないのか……。

　愛した女が種たねを植えつけられているところを見てしまった。

　どくどくと脈動し、その度にハズキから真っ白な液体が溢れている。

　ゼリウスは絶望を抱えながら、ぴっ、ぴっ、と人生最大の量を射精する。

　それでもマルスの脈動の一回にも及ばない量の精液だった。




　タガが外れたふたりは交尾を続け、ゼリウスはそれを見続けながら、一度が限度だったはずの射精を何度も繰り返す。

　心を守るため、絶望を興奮に変えていたのだ。








第16話












「――マルス」

　リリアの冷たい声がマルスを現実に引き戻した。

　マルスが背中をヒヤッとさせたのは、セックス中以外では基本的に「ご主人様」呼びのリリアが「マルス」と呼んだことにも起き因いんする。

　疲れているせいで逆に熟睡できなかったリリアは目を覚まし、隣にいなかったマルスを捜しに部屋の外に出て、ハズキと全ぜん裸らで重なり合うマルスを見つけてしまった。

「はうっ……！　リ、リリア、こ、これは違う！」

　ガバッと起き上がり、上にあるリリアの顔をマルスは見る。

　その表情はかつて見た、出会ったときのもの。怒りは明らかすぎた。

「何がです。性欲に負けて痴ち女じよと性行為をしてしまったのでしょう。おそらく痴女の方が誘ったのでしょうが、挿そう入にゆうし腰を振ったのはマルス、貴方あなたです」

　弁解はできなかった。

　目が覚めたとき、マルスの下にはハズキがいた。

　というよりハズキとのセックスの途中で眠ってしまったというのが正しい。

　一度中出しを経験してしまったせいで、もうどうにでもなれとなったマルスは体力が尽きるまでの二時間ほどハズキと繫つながったまま過ごしてしまったのである。

　その最中にハズキの服を完全に剝はぎとり、ボロボロになった自分の服も破り捨てた。

　そして最後の射精を終えたとき、マルスはハズキに覆おおいかぶさったまま意識を失ったのだ。




「あっあっ……ま、またむくむくって……♡　おまんこきもちよくされて、オチンポに殺されちゃう……♡」

　射精しきって萎なえたあともずっと挿入され続け、ずっとのしかかられていたハズキは一いつ睡すいもしていなかった。

　いつまでも続く絶頂感のせいでもある。

　寝起きで朝あさ勃だちしてしまい、マルスはハズキの狭い膣ちつ内ないを再び侵食していく。

　ゼリウスは大切な女が何度も何度もマルスの精を注ぎ込まれ、淫みだらな声をあげて絶頂する姿に震えながら射精を繰り返した。

　脳の血管が何本もちぎれているように思うほど興こう奮ふんしていた。

　しばらくの間そんな時間が経過し、ゼリウスは最終的に快感と全身の痛みで気絶した。

「感じるんじゃない、痴女めっ！　私のご主人様をつまみ食いするなどっ！」

「あ、あへぇっ♡　お、お、おっきいぃよぉっ！♡」

　リリアの声など聞かず、ハズキは膣内で大きくなっていくマルスに夢中になりつつあった。

「ご、ごめんっ！　浮気したのは謝るから、あんまりハズキちゃんを責めないで!?」

「マルスは許します。この痴女にたぶらかされただけでしょうから。それに性交自体は私も認めているところでもあります」

　言葉とは裏うら腹はらに、リリアの薄氷色アイスブルーの瞳ひとみは冷たく輝いていた。

　――こんなに怒ってるのは初めて見た。マジでやばいやつかも。

　恨うらむぞ、さっきの俺！




　再びダンジョンに入るため、身み支じ度たくを整える。全員が風呂にも入った。

　違ったのは今回はゼリウスも一緒だったこと。

　マルスはゼリウスと同じくらい肩身の狭い思いをしていた。

　ゼリウスは一言も発さず、魂たましいが抜けたような顔でマルスに言われるがままマルスの服を着る。

　完全には成長しきっていないマルスと比べると体格のいいゼリウスは、全身がぴっちりした少々気持ち悪い姿で立ちすくむ。

　マルスはゼリウスを全裸でいさせる気にはならなかった。単純に見苦しい。

　人間はここまで変わってしまうのかと思うくらい、ゼリウスには毒気がない。

　それどころか反応も薄く、人形のようになってしまっていた。

　ハズキにさせるのは酷こくだと思い、リリアにゼリウスの「治ち癒ゆ」を頼んだ。

　ゼリウスがかろうじてでも自力で歩けるようにするためだ。

　仲間にする気は毛頭ないので一人で帰ってもらわねばならない。

　街に戻れば「治癒」ができる者はいるはずだ。

　迷宮都市はダンジョン攻略者にとっての全すべてが揃そろっているのだから。

「だ、大丈夫か？」

「……」

　マルスのほうをゼリウスは見るには見るが、反応はない。

　――やっべぇ……心が壊れちゃったのか？

　マルスは人ひとり壊してしまったと思い、さすがに罪悪感を覚えた。




「じゃあ開けるぞ」

　宝物庫を出た三人とゼリウスは、ダンジョンの最さい奥おう部、黄金の扉の前に立つ。

　誰しもが緊張している様子だったが、ゼリウスだけは無反応に近い。

　宝を横取りされるのではとリリアは危き惧ぐし、ゼリウスを縛しばっておくべきだと提案したがマルスに却下された。

　武器を持たず負傷している今のゼリウスは脅きよう威いではないし、マルスの力があればゼリウスを止めるのは容易たやすいからだ。

「も、もう強い魔物はいないんですよね……？　この扉が罠わなだったり……」

　これまで罠にかかりまくったハズキは警けい戒かいしてマルスの背中に張り付いていた。

　今まで以上に距離が近い。

　さっきまでしていた恋人同然のセックスでハズキの心は変わりつつある。

「ないとは断言できないけど……『ガニメデ』もこんな感じの扉の先が宝物庫だったよ」

　リリアがハズキを睨にらんでいるのに気づきながら、マルスはハズキをなだめた。

　――怖い！　なんとかしてリリアの機嫌を直さねば！

　両手で扉を押し、マルスはダンジョンの宝物庫に侵入する。

　次の瞬間、リリアとハズキは絶句した。

　――そこは桃とう源げん郷きようだった。

「愚おろかな人間の戯ざれ言ごとだと思っていたのに……」

「――すっごい……マルスさまのチンポくらいすっごい……」

「場をわきまえなさい！　せめて少しくらいはこの光景に息を呑のみなさいっ！」

　ぱしん、とリリアに頭を叩たたかれ、ハズキは涙目になりマルスに抱きついた。

「リ、リリアさんがいじわるする……！」

「ま、まぁまぁ……ほらほら！　中、見ようぜ！」

　ますます怒りそうだったリリアを止めるため、マルスは宝物庫の中を指さした。

　ゼリウスを含めたマルスたち四人の前に広がるのは、見渡す限り一面の黄金。

　金貨をはじめとする貴金属類に、無意味なほど豪ごう華かな装飾品。

　そんな財宝が五十メートル四方ほどの部屋の中いっぱいにあった。

「黄金の海ですね……目が痛くなりそうです」

　リリアが呆ぼう然ぜんとした顔と声でつぶやいていると、ハズキが山積みになった金貨のほうへ駆け出し、山にダイブした。

「痛いっ!?　全然海じゃないですよっ!?」

　がちゃん、と大きな音を立て、すぐに起き上がったハズキは泣きながら体の正面と顔の状態を本気で確かめていた。

「当たり前だろ!?　金属の塊かたまりだよっ!?　バカすぎるでしょ！　そんなに興奮してた!?」

　ハズキをたしなめながら、マルスはゼリウスの方を見る。

　宝を目にすれば豹ひよう変へんすると予想していたのだ。

「――すごいな。これがお前のいる世界なのか」

　真ま顔がおでマルスのほうを見返し、ゼリウスは声を発する。

　豹変する様子は微み塵じんもない。

　はしゃぐハズキをリリアがたしなめている間、マルスはゼリウスと話をした。

　初めてゼリウスと会話できた気がした。

「よかったらさ、少しやるよ。あの二人もいるから全部は無理だけど。俺が興味あるのは【禁きん忌きの魔本】だけで、金はそうでもないんだ。お前とその仲間への見舞い金代わりだってのもある」

「いらない。僕が欲しかったのは金や地位じゃなく、それを手に入れられる力だったんだとわかった。――僕は自力でお前を超えてみせる。今度は借り物の名前の力じゃなく、僕の力で」

　痛烈な無力感がゼリウスを変質させる。

　借り物でも虚きよ勢せいでもなく、本物の力が欲しいと思った。

　欲しいものを手に入れ、守ることのできる力だ。

　そしてそれを手に入れることができれば結果は勝手についてくると理解できた。

　最初は怒りに満ちていたゼリウスだったが、幸せそうなハズキの顔を見ていると自分の方が間違っていたのだと思える。

　ゼリウスはハズキの笑顔などほとんど見たことがなかったのだ。

　ハズキを奪われたという感覚は依い然ぜんとしてゼリウスの中にあるものの、収まるべきところに収まった気もする。




「最初からそんな感じだったら仲良くできたかもしれないのに」

「それは無理な話だ。お前に負けたから、今こうしていられる。変な話だが怒りも焦あせりもなくなった。――完敗だ」

「無力感ってのは、結構大事な財産だよ。この金きん塊かいの山よりよっぽどね」

　――根っから悪い奴やつってわけでもないのか。

　イケメンでこんなキャラならめちゃくちゃモテそうだな……。

「なぁ。お前はどうしてそんなに強い？　あの魔物を倒したのもお前で、『ガニメデ』を攻略したのもお前。どう考えてもおかしい。その歳としでどうしてそんなに強くなれる？」

「――できることを積み上げてきただけさ。お前だってきっと強くなれる。俺にアドバイスできることがあるとすれば……ひとつのことを極きわめろってことくらいかな？」

「ひとつのことか……」

　――だったら、僕の極める道は剣だ。

　それまでは敗北を甘んじて受け入れよう。




　様々な感慨を胸に、ゼリウスは楽しそうにはしゃぐハズキに心の中で静かに別れを告げた。

「――もしかして、【夢幻の宝物庫】ってダンジョンに絶対ある魔法なのか……？」

　本棚のような場所に、三冊の本があった。

　そのうちの一冊はマルスも知っている背表紙だった。

「――『ガニメデ』、そしてこの『セクメト』は七大ダンジョンに比べれば難易度の低いダンジョンとされていますよね？」

「ああ。洞どう窟くつ型は短いらしいから。実際頑張れば一日でいけないこともない。ここは『ガニメデ』よりもっと短かかった」

　リリアはマルスの疑問に疑問で返した。

　珍めずらしい応対の仕方だと思った。リリアははっきり回答するタイプであるからだ。

「私は思うのです。この【夢幻の宝物庫】という魔法は、他のダンジョンを攻略するためには必ひつ須すなのではないかと。つまり、持っていないと挑戦権すら得られない。それだけ難易度の高いダンジョンなのでは？」

　リリアが言いたいのは、難易度の高いダンジョンは低級難易度のダンジョンを攻略している前提で設計されているのではないかということだ。

　マルスはあまり考えたことはなかったが、【夢幻の宝物庫】が複数あると知った今は納得できることもある。

　――ダンジョンの存在は誰かの意志によるものだ。

　形状も構造も、『ガニメデ』と『セクメト』はよく似ている。それだけで自然発生したものではないとわかる。

「この世界の謎……核心部分なのかもな」

　――だとしたらここはチュートリアル。

　本番はまだ先にある。

　マルスは声にはしない。

「ひにん……？　ひにんってなんでしょう？」

　三冊の【禁忌の魔本】のうちの一冊を開いたハズキは、内容を少し読んでそんな言葉をつぶやいた。

「ちょっと貸してくれる？　――すごい。これは大当たりだぞ！」

「すっごい魔法だったりっ!?」

　ハズキは好奇心に目を輝かせた。

「妊娠しなくなるんだ！」

「――え、それってよくないことじゃ……」

　あっという間にハズキは表情を曇くもらせた。

　この世界において妊娠は喜ぶべきことであり、子宝は多いほどいい。

　実際現代日本に比べるとどこの家も子供は多い。

　男の性力が弱くても、暗くなったら仕事をやめるような世界なので時間だけはある。

　必然的に夜は交わりをすることも多く、毎日のようにしていれば妊娠はする。

　避ひ妊にんという概念がないからなおさらだ。

「――妊娠することなく、性行為を思う存ぞん分ぶん楽しめる……ご主人様がすごいと言ったのはそういう意味ですよ」

「じゃ、じゃあ毎日子作りのセックスできるんですかっ!?　びゅびゅびゅーってやつすっごいきもちいいですっ！」

「できるできるっ！」

　街に出たらコンドーム制作を依頼しようと思っていたマルスには、降って湧わいたような幸運だった。

「宝物庫の魔法はリリアが持ってて。俺が使ったら重複するだけで意味ないかもだし。一回読み切ったら自動で燃えちゃうんだ」

「そうなのですね……それならば私が持っていましょう。使うタイミングはお任せしますね」

　ぎゅ、と胸に押し当て、リリアは本当に嬉うれしそうな顔をする。

　マルスに何かもらったとき、リリアはいつも満面の笑みを浮かべる。

「わ、わたしも何か欲しいですっ！　その避妊？　のやつっ！」

「これは俺が使おうと思う。ハズキちゃんにはもう一冊のをあげるから」

「むぅっ……それが良かったです……」

　ぐずるハズキをなだめ、マルスはもう一冊あった魔本をハズキに渡す。

「結局ここにも死霊術の本はなかったですねぇ……ほんとにあるのかな。まぁ心当たりはないわけじゃないですけど……」

「そのうち見つかるよ。さて、宝を宝物庫に詰め入れて、あそこから外に出ようか。――ゼリウス。剣と甲かつ冑ちゆうくらい持ってきな。その格かつ好こうで外出るのはどうかと思う。普通に変態だ」

　ぴっちぴちのシャツにパンツ一枚。精神的に格好つけていても情けない姿だった。

　ゼリウス本人もそのことは重々承しよう知ちしていて、内心では恥はずかしくも思っていた。

「そこにあるのは魔法の武ぶ具ぐだろう？　いいのか？」

「俺は甲冑とかは邪魔だから着ないし、剣は基本使い捨てだからなんでもいいんだ。――失ってばっかりってのもあれだろ」

　少しの希望でもないと人は生きていけない。マルスはそのことを知っている。

　だから分けることにした。

　――こういうところがリリアにお人ひと好よしって言われるところなんだろうな。

「――ありがとう」

「うわっ、なんか気持ち悪いな！」

「なんだと!?」

「そうそう、それでいい」

　うんうん、と頷うなずき、マルスはゼリウスが元気を取り戻しつつあることに少し安心する。

　人の精神を壊したと思うのは怖いことだった。

「よし、凱がい旋せんと行こうか」

　ダンジョンの宝を宝物庫に詰め込み、部屋の奥にある移動の魔法陣の上に乗る。

　一瞬で外に出れる魔法だ。

　どこに出るかはやってみないとわからない。

『ガニメデ』のときは山奥だった。

「やっぱり七大ダンジョンじゃないと【禁忌の魔本】のレベルも変わらないか。この手のダンジョンに潜る理由はもうなさそうだ……」

　リリアと過ごす永遠を手に入れられずマルスががっかりしていると、ハズキはマルスの腕を摑つかんで言う。

「ならわたしの実家のほうへ行きませんかっ？」

「な、なんで？　もしかしてもう結婚とかそんな感じに？」

　――リリアとさえまだできてないのに？

　この世界の結婚様式は適当で、貴族でもなければ事実婚がオーソドックスだ。まず前提として役所がない。

　お金に余裕があれば結婚式などをして周囲にアピールするが、多くは一緒に住み始めて子供ができて、そこで夫婦として周囲に認識されるようになる。

　マルスは寿じゆ命みようを延のばす【禁忌の魔本】を手に入れたあとか、手に入らなくて諦あきらめることとなった時に盛大にリリアとの結婚式を挙げようと思っている。

　そしてそのときには首輪ではなく、代わりにとびきり綺き麗れいな指輪をあげるつもりだ。

「じ、実はですね、わたしの故郷は――」

「痴女の故郷は墓はか守もりの里です。その地域はノイシュタイン渓けい谷こくと呼ばれる渓谷地帯で、七大ダンジョンの一つ、ノルン大墳ふん墓ぼがあります。彼らの守る墓というのは邪神官ノルンの遺い骸がいを安置したダンジョンのことなのですよ。元来死霊術を管理、秘ひ匿とくする一族であるはずなのに、ノルンは使うことに非常に関心があったようでして、結果、同族に討うたれたと聞きます」

　リリアは続けて説明する。ハズキが口を挟はさむ余地は微み塵じんもなかった。

　道を踏み外してしまった一族の長おさノルンを葬ほうむったハズキの一族の先祖は、『あの世とこの世を結ぶ場所』として大昔から一族が管理していた場所、現在の七大ダンジョン『ノルン大墳墓』に遺体と『死霊術』に関する全てを葬った。だが死の間ま際ぎわノルンが呪のろいをかけていたことを後に知り、解くには死してなお呪いの魔法を発動し続けるノルンの遺骸を破壊するしかないとの結論に至いたった。

　問題は、遺体をダンジョンに運び入れた者もその後に挑いどんだ者も誰ひとりとして帰ってこなかったこと。ダンジョンのどこに遺体があるのかさえもうわからない。

「ま、また先に言われたっ！　な、なんで先に言っちゃうんですかっ!?　わたしが真ま面じ目めなこと言う機会なんてめったにないのにっ！　ひ、ひとでなしっ！」

「私はエルフなので、もとより人ではありませんよ。ひとでなしであることに誇りすらあります。……痴女の得意げな顔が腹立たしいので言わせてもらいました。ご主人様に一度抱いてもらったくらいでひっつきすぎです。立場をわきまえなさい」

　マルスにくっついている姿がリリアには気に入らない。救いはマルスがリリアにされる時ほどはデレデレしていないことだが、それでも少しは嫌だ。

「じゃあ……そのノルン大墳墓を攻略して、そのノルンとやらの遺体を破壊すれば呪いは解けるのか。それに七大ダンジョンなら……」

　寿命を延ばすことのできる【禁忌の魔本】があるかもしれない。

「あ、あと一族の若い女の子と子作りもっ！　うちの一族は女の子しかいないのでっ！　マルスさんくらい強い男の子供じゃないとダメなんですよっ！　ダンジョン攻略できる人じゃないとっ！」

「それなんてアマゾネス……子作り云うん々ぬんはともかく、次の目的地はそこだな。少しでも情報が欲しいけど……誰も帰ってきてないんじゃそれも難しいか。行き当たりばったりってのはあんまり性しように合わないんだけどな……」

　現実がどうあれ、とりあえず行ってみるしかない。

　ただ七大ダンジョンを今までのダンジョンと同じように捉とらえるべきでないと、もうひとりの冷静なマルスは心の中で言っていた。

　低階層でさえ、極論、入口を潜くぐって帰ってきた者はいない場所なのだ。

　だからこそ七大ダンジョン。世界に名だたる大迷宮なのだ。

「大丈夫ですよっ！　今の墓守首長のジィンちゃんは、二つ年上でわたしとは特別仲がいいわけでもないし挨あい拶さつくらいしかしたことないけど、きっといろいろ親切に教えてくれると思いますっ！」

　なぜだか自信満々なハズキだった。

「根拠が希き薄はく！　挨拶くらいって、タダのご近所さんだろ、それ！」

「これでも小さいころは『いっつもおばあちゃんとお人形遊びしてるハズキちゃん』って有名だったんですよ？　歳としの近い子はみーんなわたしのこと知ってますっ！　だから大丈夫ですっ！」

　ふふん、と有名であったことに鼻高々なハズキに、リリアは率そつ直ちよくに思ったことを口に出す。

「お前、それは友人がいなかっ――」

「リリア！　それは言っちゃダメなやつ！」

　マルスは『身体強化』まで使ってリリアの口を塞ふさぐ。

　友達がいないことで有名だったということは……。

　おどおどしているだけでなく、この空気の読めなさも影響しているのだろうとマルスは悲しくなった。

　ぽんぽん、と口を塞ぐマルスの手をリリアは二回タップして、もうハズキのことを『ぼっち』と言わないと態度で示して、一回深く呼吸したあとに言う。

「痴女の戯言は置いておいて、墓守の里ならばなにか知ることはできるでしょう。一応は管理していた一族ですから、伝承くらいあるはずです。この痴女が使えるかは甚はなはだ疑問ですが、一族の同胞からの要請ならば多少の無理も利きくでしょうし」

「そんなもんか」

「そんなものです」

「ですですっ！」

　――真面目な話もハズキちゃんが喋しやべると空気が変わる……長所といえば長所、かな。




　すっかり蚊か帳やの外だったゼリウスは魔法の甲冑を着込んで居い心ごこ地ち悪そうに転てん移いの魔法陣のそばにいた。

「――外に出たら浄化も兼かねて私ともえっちしてくださいね」

　魔法陣に乗ったあと、リリアはマルスの服の袖そでを摑み、顔を赤らめながら言った。

「言われなくても」

「わ、わたしもしたいですっ！」

「ふたりまとめて一晩中だよ！」

　音もなく四人は外に出る。

　とどまる理由はもうなかった。

　宝も人もなくなったダンジョンは役割を終え、最下層は崩ほう落らくを始める。




「――極点で待つ」

　崩くずれ落ちていく誰もいないダンジョンに、ひとつの声が響いた。








おまけ












　――変わった人間だと素直に思う。

　奴ど隷れいの首輪に鎖くさりもつけず、楽しそうに前を歩く男――マルス・アーヴィング。

　信じられないほどの大金をあっさりと払い、エルフの私、リリア・シルベストリを購入した人間、つまりは『ご主人様』だ。

　エルフの奴隷というのは、人間のそれと比べれば平均して高額である。

　理由としては、やはり寿じゆ命みようが人間と大きく違うこと。

　人間の寿命から考えると、四、五世代は同じエルフを使用人にできるから、同族たちは買われた後、ずっと同様の扱いを受けている者が多いと聞いた。




　人間ごときに従うのが嫌で、これまで購入されそうになるたびにわざと無礼を働いてまで購入を拒こばんできた私が、なぜこの男にだけはついていく気になったのか……私にもわからない。

　ただ、月夜に見たマルスの目が寂さびしそうで、妙に気になったのだ。

　それに最悪の場合でも、五十年ほど我が慢まんすればマルスの寿命は尽きる。

　私の顔にしわが一本できるかできないかという時間でさえ、この男は生きてはいられないのだから。

　とはいえ、一緒にいるようになってわかったのは、この男の考えていることが何もわからないということだけだった。

「リリア、今日は何食べたい？　あそこのレストランは値段の割にいまいちだったよな。一応高級店なのにさ」

「貴方あなたが決めればよろしいではないですか、『ご主人様』？　それと、人間風ふ情ぜいが気軽に私の名前を呼ぶなど、おこがましいことですよ」

　ため息をつきそうになる。

　マルスという男は、なぜだか私に贅ぜい沢たくをさせるのだ。

　贅沢な話だが、ある意味で奴隷らしい扱いを受けるより怖い。

　怖いのは真意がわからないからだ。不気味すぎる。なんで楽しそうにこのような浪ろう費ひをするのだろう？

　意図のわからない優しさは、喉のど元もとに突きつけられる刃やいばのようなものである。

　人間の、それも貴族が行くような店で食事させてみたり、たかが布とは思えないような値段の服を執しつ拗ように買い与えようとしてみたり……。

　宿だって高級な場所ばかりだ。しかも人間に排はい斥せきされている異種族相手でも、人間の貴族と同じように振る舞うよう教育をされた従業員がそろう一流店ばかり。

　当然金額もそれ相応に高い場所である。

　その資金の出どころは謎であるし、まず奴隷に贅沢させようとする思考が理解できない。




　――私は絆ほだされたりなどしない。

　ま、まぁ、それなりに楽しいし、食べ物は美お味いしいし、住環境は快適ではあるけれど……。

　しかし、この人間はほかの個体と少し違っているが、それでもエルフの私からすればしょせん敵である人間の一員なのだ。

　優しくして、油断したら最後、どこかで絶望させる趣味でもあるのかもしれない。

　だから私は冷たくあしらうのである。

　この世界の人間なら普通、異種族、それもエルフに優しくしたりなどしないのだから。

　出会い頭がしらにいきなり殴ってくるほうがまだ安心できるくらいなのだから。

　――私は絶対に絆されたりしない！

「じゃあなんて呼べばいい？」

「……お任せしますが」

「それで名前はダメって、無茶ぶりすぎるだろ……」

　油断と隙すきしかない顔で、マルスは頭を搔かいて困ったそぶりをする。

　ダンジョン攻略を目指す冒険者、と聞いているが、この温和で能のう天てん気きな空気だと、腰にぶら下げている剣を使いこなせるのかさえ私には疑問だ。

「私の態度が気に食わないのなら、奴隷紋もんでも起動させればよろしいではありませんか。それでも心までは屈することはありませんがね」

「いいや、奴隷紋は使わない。俺はリリアにぞんざいな扱いは絶対にしない」

　不思議な強さを持った目で、見つめられると不思議な気分になる目で、マルスは私をじっと見る。

　瞳ひとみの奥に揺らめく暗い光が私の動揺をひどく誘った。

「えっ、あっ、あの……あ、ありがとう、ございます……」

　――す、少しドキッとしてしまった……。

　へらへらと笑っていることの多い男なのに、時々とても真ま面じ目めな顔をするのだ。

　そのギャップが何だか……胸が熱くなって、全身が火ほ照てってしまう。

　耳が赤くなるとすぐに目立ってわかってしまうのだけは、エルフに生まれたことを少し恨うらむ。

　なぜ私の身体からだはこの男の言葉に反応してしまうのだろう。

　まるで……まさかこの私が人間相手に惚ほれているかのような……。

　いや、そんなことは断じてない！

「わ、わかりました……名前で呼ぶのは許可します！」

「よかった。それで、どんなものを食べたい？　肉？　魚？」

　けろりといつもの顔に戻ったマルスは、引き続き夕飯について聞いてくる。

　私はいい加減に尋たずねることにした。

「――どうして私の意見など聞くのです？　奴隷というものは、その都度都合よく使う道具でしょう？　生命が最低限維い持じできれば、それでよいと思うのが人間でしょうに」

「俺はリリアをひとりの人間――まぁ人間じゃないみたいだけど……とにかく一個人として見てる。だから当たり前に大事にするよ。それにデートみたいで楽しいかなって」

「でーと？　それはどのような意味の言葉ですか？　聞いたことがありません」

　マルスが言う言葉の意味が時々わからない。

　長く生きているエルフの私でも知らない言葉は当然あるだろうけれど、それらとは根本的な違いがある気がする。

「デートをほかの言い方でなんて言えばいいのか……逢あい引びき？」

「なっ……!?　私たちはそのような関係ではないでしょうっ!?」

　突然何をっ!?

　思わず声が裏返ってしまう。

　照てれ臭そうに顔を赤くしてマルスは言っていた。

　もしかして好意からこの高待たい遇ぐうをされているのっ!?

　人間がエルフ相手に!?

「えっ、気づいてなかったのか……そこそこアピールしてたつもりだったんだけど……やっぱり慣れがないな、俺は。匂におわすんじゃなくて直接言わなきゃダメか、こういうのは」

「い、いえ、そう言われれば納得するところがないわけではありませんが……ですが、そういうことは同族とすべきでしょう？　近親種ですから子孫そのものは望めても、人間は人間と、エルフはエルフとだけ交わるべきです」

　――不思議な気分。

　私の価値観で言えば、人間からの好意など絶対に嫌悪を抱くだろうと思っていたのに、なぜだか悪い気がしない……。

　むずむず、そわそわするこの感覚は何!?

　人間の小娘じゃあるまいに、簡単に惚れたりなどするわけがないはず！

「――俺は人間とかエルフじゃなく、リリアがいいんだ」

「や、や、やめなさいっ！　何を言っているのです!?」

　人ごみの中だというのに、マルスは真面目な顔で私の手をそっと取る。

　人間からどう思われようと何も思わないはずなのに、途と端たんに周囲の視線が気になった。

　こんな往おう来らいで好意を示すなんてことがあっていいわけがない！

「一ひと目め惚ぼれだったんだよ。初めて見たときからもうこの子しかいないなって思ってて」

「や、やめっ、み、見るなっ、見ないでくださいっ、人間どもっ！」

　生なま温かな視線を送ってくる人間たちの視線が痛い。

　見み世せ物ものじゃないのに、滑こつ稽けいな舞台の出演者のようになってしまっている。

　耳どころか顔まで真っ赤になってしまっているのが全身の熱さでわかった。

　私はマルスの手を振り払い、耳を両手で隠し、顔も隠すためにうずくまってしまう。

　ここまで心を乱されてしまうなんて、屈くつ辱じよくの極きわみだ。

「と、突然ごめんな？　でも、気持ちを知っておいてほしくて」

「ほ、本当に急です……」

　――冷静に、冷静に考えてみよう。

　惚れる要素がこの男にあるのだろうか？

　打算的かもしれないが、好きになる要因というのは大事なものだ。

　それらを羅ら列れつすることにより、自分の今の感情に名前が付けられるかもしれない。




　まず第一に、この男は、マルス・アーヴィングは私を奴隷商人から買い取って大事にしてくれている。そこに関しては疑いようがない事実だった。

　これまでは不気味さがあったが、好意から来るものだとすれば納得するほかない。

　マルスは寒くない服を買ってくれて、食べたことも見たこともないような食事を与えてくれて、しっかりとひとりの時間までくれる。

　人間の男と一緒のベッドに眠るのが少し不ふ愉ゆ快かいでも、暖かく柔らかなベッドの感触は一瞬で眠りを呼んでくれるので、そこまで気にならなくなってきてもいる。

　隣にある誰かの温度に心地よさを覚え始めている自分がいるのに気づいてもいた。

　それにマルスは大きな叫び声をあげたりしないし、暴力を振るってくるわけでもないから、落ち着く瞬間がないと言えば噓うそになる。

　性格は……優しい。これは客観的に見てもそうだろう。

　マルスは見ず知らずの人間でも、困っていそうな空気でいれば平気で施ほどこしをする。

　持つ者として上から距離を詰めているようで嫌味を感じないでもないが、情けをかけても何も得しない状況で施しができるのは優しいと言える。

　エルフの私を恐れず排斥せず優しくしてくれもする。

　へらへらしているのが少々目につくが、怒っていたり威い圧あつしているよりはよほどいい。

　そしてこの男、なぜだか料理が上う手まいという特技まで持っていた。

　マルスの私への好意自体が疑問ではあるけれど、内面は嫌……ではないと判断できる。

　外見、例たとえば顔は、ま、まぁ嫌いではないかもしれない。

　それなりに整っているし、少し可愛かわいらしさもあるし、また男らしさも感じる。

　体つきは……身長はそれなりだし、細身に見えて筋肉はしっかりある。というより思ったよりもがっちりとしている。

　細く見えるのは単純に脂し肪ぼうが少ないのだろうと思う。

　総合的に見てかなり綺き麗れいに均きん整せいがとれているから、正直、嫌いではない。

　財力も相当なものがあるから、生活などはなにも心配ない。

　元々エルフというものは長寿なので、価値が移り変わる金銭なんかに執着する者は少なく、森で自じ給きゆう自じ足そくしているのが普通であるから、そこに限ってはどうでもいいことだ。

　様々な要素から総合的に考えると、私はマルスと一緒にいるのが嫌ではないということになる。なにしろ嫌いなところがないのだ。

　むしろ……あれ？

　これはもしかして好きなのでは……？

　――いやいや、違う！

　優しくされ慣れていないから気の迷いを起こしているのだ！

「リリア？　大丈夫か？　もしかしてどこか悪いのか!?　くそ、俺は『治ち癒ゆ』は使えないんだ……！　ちょっと待ってて、すぐ『治癒』が使える人呼んでくるから！」

「ち、違います、病気ではありませんっ！　そもそもエルフは病気にかかること自体まれですからっ！　何より私自身が『治癒』を使えます！」

「そ、そうか……でも顔真っ赤だぞ？　熱はあるんじゃないか……？」

　しゃがんで目線を合わせ、心配そうな顔で覗のぞき込んでくるマルスに腹が立ってくる。

　誰のせいでこんな無ぶ様ざまな状態になったと思って……！

「ちょ、調子に乗るんじゃありませんっ！」

「俺なんか調子に乗るようなこと言った!?」

「ひ、一目惚れしただの、好きだの愛してるだのと言ったではありませんかっ！」

「愛してるまでは言ってないな……？」

　――確かに言っていなかった。

　幻聴まで聞こえるようになってしまったではないか！

　余計に恥はずかしくなって、また顔を伏せる。

　ああ、もう、今の私の顔はきっとぐしゃぐしゃだ！

「ど、どうせなら愛してるくらい言いなさいっ！　女性を押す時はひたすら押すと、だいたいどの書物にも書いてありますっ！」

「そ、そうか、愛してるぞ！」

「私は愛してなどいません！」

「言わせたのに!?」

　言われて少し嬉うれしいと思ってしまった。屈辱！

　考えてみれば、これまで長く生きてきて、一度たりともそんな言葉を言われたことがない。

　たくさんの書物に書いてあるのに、縁えんのない世界にしか思えなかった。

　エルフの男など小さな頃に見たっきりで、それからはずっと人間の世界でひとりきりだったから。

　でもだからと言って――。




「――わ、私は絶対に絆されたりしませんからねっ！」

「好きになってもらえるように頑張るよ。俺はリリアが好きだから」

「くっ……ま、まだ言いますかっ……！　私は人間なんて好きになりません！」

「今はそれでもいいよ。さ、ご飯食べに行こう。肉と魚なら？」

　こ、この男は！

　この期ごに及んでまだ食事の話ばかり。

　私だけ過か剰じように気にしているみたいで恥ずかしいではないか。

　エルフは人間のように短たん絡らく的な衝動に身を任せるような下等生物ではないはずなのに。

「――た、卵料理がいいです……この前作っていただいた、あのふわふわの……――あっ、ち、違いますからねっ！　ご主人様の手料理が食べたいだとか、ふたりきりのほうが安心するだとか、そういうわけではありませんっ！　あくまで肉と魚の二者択一が受け入れられないだけでっ！　都合のいいようにとらえないように！　ただ人間ばかりの空間が嫌だと言っているだけですっ！」

「もしかしてこれはツンデレというやつか……!?」

「だから、私の知らない言葉を使わないでください！　と、とにかくさっさと宿に戻りますよっ！　せっかく調理場付きの部屋を借りているのですから、有効活用いたしましょう！　お手伝いしますから！」

　立ち上がって下を向きながら、私はマルスの背中を押し、宿のほうへと誘導する。

　真正面から顔を見ることができなかった。

　目を合わせてしまえば、自分の中の何かが壊れてしまいそうだった。

　――私は絶対に絆されたりしない！

　なんて思っていたのに、この時にはもうとっくに絆されていたのかもしれない。




　そのうちに呼ばれるのが嫌だった名前を呼ばれるのが嬉しくなり、食事を共にするのが当たり前になり、長く一緒にいて毎日好意を伝えられているうちに、壁はあっさり崩ほう壊かいしてしまうことになる。

　そして、私の顔にしわが一本できるかできないかという時間でさえ、マルスとは一緒にいられないのだという現実が重くのしかかり始めた。














あ と が き









　この作品をお手に取っていただきありがとうございます。

　初めまして、著者の火ひ野のあかりと申します。

　私個人はあとがきから読み始めてしまうタイプですので、ここでは本編の内容については触れないようにしておきますね。

　私にとって二作目の書籍化作品となる今作ですが、早くもこのあとがきで書くことがなくなってしまった次し第だいです。ですので、私個人のことを少々書き綴つづっていこうかなと。

　まず、私は小説家になることを一度諦あきらめたことがあります。

　などと言うとかなりの期間書いてきて様々な挫ざ折せつがあって――なんてドラマを想像してしまうかもしれませんが、あらかじめ言っておくとそんなものはありません。

　私が小説家になりたいなと思ったのは、高校二年生の春頃のことだったと思います。

　ちなみに志こころざした期間はせいぜい一カ月前後のことでしょうか。その間書いた文字数はゼロ文字です。もう目指してないじゃん！　というレベルです。三日坊主でさえありません。

　その頃の私はなんとなく、本当になんとなく、お給料をもらう以外の仕事をしたかったのです。それは漫画家でもよくて、デイトレーダーでもよくて、陰おん陽みよう師じでもよかったわけです。

　要するに特別な誰かになりたかったわけですが、残念なことになりたくても私は絵を描けず、チャートを読めず、陰陽道を理解できなかったのです。

　そして小説家ならなれるかも（本当にすいません……）と志したわけであります。

　ですが若さからの浮かれ気分もあっさりと打ち砕くだかれました。

　志していただけあって、当時の私はそれなりに読書家ではありました。といっても通学時間にだけ読むようなレベルではあったのですが。バスと地下鉄を乗り継いで高校に通っていましたので、少々時間はあったのです。

　そんな日々を過ごしていたころ、私はある作家様の作品群に夢中になりました。

　最初はコミカライズのほうから入ったのですけれど、いつの間にか少ないお小こ遣づかいをつぎ込み著作を追うようになって……という流れです。

　そしてある著作に行きついたとき、私は小説家になるのは無理だなと確信しました。

　その本のあとがきには、その作者様が当時の私と同じ十七歳、高校二年生で賞を取りデビューしたことが書かれていたのです。

　愕がく然ぜんとしました。驚きよう愕がくでした。自分がこれから目指そうとしている場所に同い年の段階でたどり着いている人がいるだなんて想像もしていませんでしたから。

　面おも白しろい設定だな、こんなのを書けるだなんてすごいな、と読み進めていたため、衝撃はかなり大きいものでした。それこそ足場が揺らぐ感覚です。揺らぐ足場はありませんでした。

　だから私は一文字も書くことなく小説家の道を諦めました。

　それが何の因いん果がか当てもなく小説を書き始め、読者としても憧あこがれだった集英社様にお声がけいただき、今こうしてあとがきなんていうものを書いています。しかも、実は先述の作者様のデビューも集英社様なのです。ですのでとても光栄に思う所しよ存ぞんです。正直とび跳はねました。

　ですがこの機会をくださったのは、ＷＥＢの読者の皆様、そして今こうして本書を読んでくださっている皆様です。

　そしてダッシュエックス文庫の編集者様方、大変な時期にこのような形で世に出していただき感謝しております。

　イラストレーターのねいび様、イラストを見た瞬間嬉うれしくて声が出てしまいました。

　それでは最後に改めて、ここまでお付き合いいただきありがとうございました。

　また次巻で会えることを楽しみにしております。





火 野　あ か り　
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